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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。




本作品は本編終了後にＭＦ文庫Ｊ『くずクマさんとハチミツＪＫ』（著：烏川さいか）、『天使と鴉のプレセピオ　－人狼×討伐のメソッドＩ－』（著：斜守モル）お試し版が収録されています。
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序章　事の発端から一夜明けた頃






『死は恐ろしい』

　幸福な人間は、実はその意味をよく知らない。

　何らかの不幸に見舞われた人間だけが、その意味を正しく知っている。

　例えば、事故や病気で死を感じ、死にたくないと叫ぶ己おのが心を聞いたとき。

　家族などと死に別れ、その悲しさは無論、葬儀云うん々ぬんの現実と格闘したとき。

　物語の登場人物がいつの間にか克服している死の重さが、そのとき初めて分かる。

　故ゆえに思う──自分でも、自分以外であっても、人が死ぬのは恐ろしいことなのだ。

　即すなわち、鬼き柳りゆう怜れ生おとは、そういう男なのだった。

　なぜ、そんな重苦しいことを考えていたかというと、

「むご!?　むぐぉ!?」

　いま正に、怜生が死を予感しているからだ。

　目を覚ますと、緋ひ色いろの大蛇が怜生の上半身を吞のみ込こんでいた。

　事態に気付いた怜生の抵抗が蛇の形を内側から変え、くぐもった悲鳴が響く。まだ無事な両足が、ベッドの上から掛布団を蹴け落おとすと、掛布団の中から蛇の全体像が現れる。

　怜生を頭から吞み、腰から足へと巻き付いて上へと折おり返す蛇体は──

「くぅ……すぅ……」

　寝息を立てる少女の上半身へと続いていた。

　言い換えるなら、蛇の下半身を持つ少女が、尻尾の先端から怜生を食っていた。

　緩く波打つ長い緋ひ色いろの髪と、金色の角を生やした、可か憐れんな少女だ。

　白い肌には荒れや曇くもりがまるで見当たらず、一いつ糸しまとわぬ上半身が同じ色を晒さらす。

　細い両腕は体の前で重ねられており、奥では豊かな胸が谷間を描き、先せん端たんにあしらった小さな朱色と共に、寝息で上下していた。

　しかし、悩のう殺さつ的てきな曲線を描く腰から下は、大の男を丸まる吞のみにせんとしている赤い大蛇。

　半人半蛇──そう評する他にない、美女と魔獣を併あわせ持つ少女がそこにいた。

「も～、だめですよ～怜れ生おさん、子供が起きちゃう♪」

　少女は幸福そうな顔で夢を見ているが、怜生はいま起きながらにして悪夢を見ている。

　蛇の尾が更に怜生を吸い上げ、腰まで吞のみ込こんだ。怜生の悲鳴が加速する。

「も～、強引なんですから♪」

　嫌よ嫌よも好きのうちといった口く調ちようで、少女が寝返りをうつ。

　すると尻尾しつぽも動き、怜生の体を寝室の中空へと持ち上げた。凄すさまじい力だ。

　怜生としては恐竜に食われかけた気分で、両手を半狂乱で振り回し、足で虚こ空くうを搔かく。

　尻尾の中で起きたその刺激をどう受け取ったのか、

「あん♪」

　艶つややかな声を発した少女が身をよじった。

　その動きに連動して、赤い蛇身が、腰から先端まで急速にねじれる。

　ボキメキバキゴキャ！　という致命的な音。怜生の両足が風車のように回転した。

　上半身を『雑ぞう巾きん絞しぼり』にされた怜生の悲鳴が止まり、両足がだらりと宙に垂れ下がる。

　そこでようやく目を覚ました少女が、上体を起こして「ふぁぁぁ」と欠伸あくびをした。

　尻尾の方でも口が開き、解放された怜生の体が床に落ちる。

「あれ？　怜生さんは？　あ、駄目じゃないですか、そんな軟体動物みたいな格好で床に寝たりしちゃ！　体を壊したらどうするんですか！」

　少女は怜生を叱しかりつけるが、もう盛大に体を壊してしまった怜生から返答はない。

「まったくもう、しょうがない旦だん那な様ですね」

　少女はそう言って、床で永眠しかけている怜生に手を触れる。

　すると、緋色の光が少女の手から怜生へと流れ込む。光が体に浸透すると、怜生の体が動き出し、骨と肉が音を立てて繫つなぎ直なおされた。完治だった。

　すると、怜生は無言で起き上がり、

「朝からなにしてくれんだテメェはぁぁぁ！」

「いだだだだ！　ごめんなさいぃぃ！」

　少女の側頭部に両手の拳こぶしをぐりぐりとねじ込んだ。

「花か蓮れん、お前はあれか？　一部の蜘く蛛もや昆虫みたく雄おすを食べちゃう系の妖よう魔まなのか？」

「違いますよ!?　毎朝夫に『おしゃぶり』をしてあげちゃうＨえつちな新妻系妖魔ですよ!?」

「さっきのを毎朝やる気なのか!?」

　怜れ生おを戦せん慄りつさせた半人半蛇の名は、花蓮といった。

「それより怜生さん、おはようの挨あい拶さつがまだですよ？」

「それより？　寝相で夫を猟奇殺人しかけてそれより？」

「はーやーくー」

「……おはよう、花蓮」

「おはようございます、怜生さん♪　お口でします？　お胸でします？　それとも──」

「言わせねぇよ」

　旦だん那なの帰宅を迎える新妻のノリで卑ひ猥わいなことを口走ろうとした花蓮へと、怜生は熱い拳げん骨こつを送った。「あうっ」と頭を押さえた花蓮が抗議する。

「言わせてくださいよー。というか、させてくださいよ！　私には侶りよ魔まとして、魔術師の怜生さんにアダルトなご奉仕をする使命があるんです！」

「ないからな？　魔術師と侶魔の契約書にそんなこと一字一句も記されてないからな？」

　朝から脳内がピンク色な妖よう怪かい蛇女に、怜生は深く溜ため息いきを吐つくのだった。

「つーか、今更ながら聞くが、お前のその尻尾しつぽは捕食器官なのか？」

「さあ？」

　尻尾を指して問う怜生に、花蓮は尾先を開閉させた後、ハッとする。

「もしかして怜生さんは、尻尾の先が食虫植物みたいに開閉する女はお嫌いですか!?」

「産まれてこのかた考えたこともなかったわー」

　女性の好みとは全く異なるジャンルの問とい掛かけだった。

「じゃあじゃあ、頭から角が生えてる女ってどう思いますか!?」

「最近流は行やりのアクセサリーだと思えばなんとか」

「下半身が蛇みたいになってる女については!?」

「靴に金が掛からなくてお得だと思う」

「鱗うろこが真っ赤な蛇は好みですか!?」

「蛇としては強そうだな。蛇としては」

「おっぱいの大きな女性は!?」

「大好きです」

「真顔！」

　最後の質問に即答してしまった怜生は、誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらい。

「……とりあえず、なにか服を着ろ」

「服？　やんっ、怜れ生おさんのエッチ♪」

「鬱うつ陶とうしいから早く服着ろ色ボケ」

「冷た！　酷ひどいです！　昨晩はあんなに激しく愛してくれたのに夢の中で！」

「ああ、寝言聞かされるこっちの身にもなれってんだよ、ったく……」

　徹夜明けのような顔色で、怜生は溜ため息いきを吐つく。

「むしろどうして何もしてくれなかったんですか！　起きてると迫り難にくいんじゃないかと思って寝たふりしてたのに！　子供の名前考えてる間に寝ちゃったじゃないですか！」

「あのな、言うまいと思ってたけど、その下半身に何をどうしろってんだよ？」

　怜生の指した花か蓮れんの下半身は、やはり人魚の蛇版といった風体だ。

「そんなぁ、そりゃ下半身はこれですけど、胸はまともですよ～？　自分で言うのもなんですがこれかなり大きいですよ～？　怜生さんでしたら好きにしていいんですよ～？」

「もっと自分を大切にしなさい」

「無関心！　どうしてですか怜生さん！　女がここまで言っているのに！　やっぱり私が半人半蛇だからですか!?　尻尾しつぽで人を絞しめ殺せるからですか!?　全長四・八五メートルの歌って踊れる妖よう怪かい蛇女とは子供が作れないと仰おつしやるのですか!!」

「その通りだよバカヤロウ！」

　無駄に悲劇ぶった口く調ちようで訴える花蓮に、怜生の口から正直な気持ちが飛び出した。

「むー、そういうことでしたら……」

　花蓮は傷付いた様子もなくそう言って、その身を宙に浮かべる。

　すると体の表面を火のような光が過よぎり、花蓮の姿を変えていった。

　角が消えて、足は素肌を晒さらした人間の両足となる。白いブラウスと紺こん色いろのハイウエストスカートと黒タイツが身を包み、一五〇センチ前後の小柄な肢体が宙に浮かぶ。

　まるで魔女との取引が成立した人魚姫のように、半人半蛇が人間の姿へ化けていく。

「じゃ～ん♪　奥ゆかしく攻めてみました～」

　そう言って一回転する花蓮の服装には、素そ朴ぼくな淑しゆく女じよといった印象を覚える。

　半透明で質感のない『幽体』ではあったが、造形は間違いなく人間だった。

「っく、人型でいる分には可愛かわいいから性た質ちが悪いな」

　こうして人間に化けた花蓮については、怜生も悔しげながら認める。

　花蓮の方は、手て応ごたえのある反応に「よっしゃ！」と拳こぶしを握った。

　他にも服のレパートリーを披露し始めた花蓮を見て、怜生は改めて嘆たん息そくする。

（本当に、どうしてこうなったんだか……）

　そんな怜生の嘆なげきに答えるなら、時計の針を、昨日の夕刻まで巻き戻す必要がある。






第一話　赤い蛇は嫁になりたそうな目でこっちを見ている






　残暑の熱気が多少は過ごしやすくなった、九月中旬の午後四時ごろ。

「さあ、ここは妖よう精せい人じん自治区・赤あか枝し宮みやです。ご覧ください！　こうして道を歩くだけでもあちらこちらに侶りよ魔まを連れた魔術師の姿を見み掛かけることができます！」

　街の一角で、異国のＴＶ局が撮影をしていた。

　褐色の肌の女子アナウンサーが示した先には、魔石建材の煌きらびやかな建物が並び、上空を渡る光線道路を魚型飛行船が往来するという、赤枝宮の景色がある。

「かつてここは東京都江東区と呼ばれる地域でしたが、海面上昇によって一時は海の底に沈んでいました。魔術の時代が幕を開けると、水没地域は妖精人自治区として再建され、江東区は日本と赤枝宮の、ひいては人間界と妖よう魔ま界かいの玄関口に生まれ変わったのです」

　女子アナが街の歴史を語る。この後はスタジオにクイズでも出すのだろうか。

「いまも妖魔界から妖精人が移住してきている赤枝宮、魔術経済を牽けん引いんする〈王〉たちが支社を置いたこの街で、人々はどんな暮らしを送っているのでしょうか？　早速、取材を始めてみましょう」

　そうして、撮影班は町の喧けん騒そうに加わっていく。

　ここは妖精人自治区・赤枝宮──妖魔界の者たちが移り住む、魔法技術テクノマギアの都市である。




　そんな赤枝宮の大型食料品店に、鬼き柳りゆう怜れ生おの姿があった。

　少し癖のある赤毛を伸ばした精せい悍かんな顔立ちは、眉み間けんに不機嫌そうな皺しわを作っている。

　地顔だ。当人にその気がなくとも虫の居所が悪そうに見える部類の強こわ面もてだった。

　多少鍛えられた体格は、赤枝宮大魔学院の制服に袖そでを通しており、その襟えり元もとから、

『きゅい♪』

　イルカとも小鳥ともつかぬ鳴き声とともに、赤い蛇が顔を覗のぞかせていた。

　宝石のような緋ひ色いろの鱗うろこに包まれた、六〇センチ前後の蛇だ。

　花か蓮れんという、怜生の侶魔だった。

　強面男が首に蛇を巻いている姿は、趣味の悪いマフィアのようでもある。

　その面相でレジの店員に冷や汗を搔かかせた怜生は、買い物袋を手に店を出た。

『次のニュースです。〈ミズチ〉代表・鳴海なるみ滝たき徳のり氏が、〈大図書館〉代表・一いち文もん字じ史し紀き氏と交渉を行うため、赤枝宮に到着しました』

　移動中、怜生は耳のカフス型触しよく媒ばいで、幻影魔術による報道を聞いていた。

『鳴海氏は魔術開発のため、術式の禁きん呪じゆ指定解除を求める予定ですが、一文字氏は解禁するには法整備が不十分という従来の姿勢を変えておらず、難しい交渉が予想されます』

　怜生は経済ニュースを聞きながら、上かみ江こう東とう区くの住宅街を歩く。

　人間界と妖よう魔ま界かいが結ばれ、科学と魔法は手を取り合った。

　異界の物理法則を解明した技術、魔法技術テクノマギア──略称・魔術が、現代文明の柱だ。

　伝導魔術で姿を消した電線や電柱、航空魔術で自家用車のように普及した飛行船、幻影魔術が虚こ空くうに描く立体映像、杖つえを持った保安魔術師に、町を往来する亜人や妖魔──

　旧時代の人間からすれば荒こう唐とう無む稽けいで、現代人からすればそれが当たり前。

　そういう時代に、鬼き柳りゆう怜れ生おはいま、十代半ばの高校生として生きている。

　買い物袋を手に帰る先はマンションの一室、二年ほど前から居い候そうろうしている義姉の家だ。

　いつものように、夕飯の献立を考えながら部屋の扉を開くと──

「「鬼柳怜生さん!!　童貞十七歳のお誕生日っ、おっめでとーう!!」」

　姪めいっ子こたちが、怜生に向けてパーティクラッカーを鳴らしていた。

　双子の姉妹で、怜生から見れば歳としの離れた義姉の娘だ。

　橙だいだい色いろの髪を頭の左右で結った、少し派手な装いの子が、姉の燦さん。

　青い髪をうなじで左右に分けた、一見して清せい楚そな子が、妹の燐りん。

　二人により、玄関で顔にカラーテープを絡められた怜生は、口の端を震わせて、

「じゃかましいわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　怒ど鳴なり散らすと、燦と燐は「きゃー♪」と悲鳴を上げながら転がる。

「ちょっと待ってお姉ちゃん！　いま台本確認したら明らかに余計な単語があったよ!?」

「大丈夫っ、きっと間違いないから！　おじさん顔に似合わずそういうのチキンだし！」

「確かにそうだけど失礼だよ！　お祝いなんだから無理してでも褒ほめないと！」

　燦が親指を立てると、燐が失言を重ねた。

「まあなんにせよ、おじさんおめでとー♪　びっくりした？　泣いちゃった？　同年代の姪っ子から童貞記録更新をお祝いされて涙るい腺せんに来ちゃった？　きゃー可愛かわいいー♪」

「だから駄目だよそんな煽あおるようなお祝いしちゃ！　というか仮に経験なくても普通だよ高校生だもん！　まだおじさまの青春は始まったばかりだもん！」

「そうだ！　おじさんの青春はこれからだーっ！　──ご愛読ありがとうございました。鬼柳先生の次回作にご期待ください」

「そんな単行本一巻で打ち切られたような青春じゃなくて！」

「社会の荒波も中年太りも老後の心配もこれからだーっ！」

「誕生日くらい明るい未来を見せてあげようよ！　いまはともかく前向きに生きていけば九十九歳で一発逆転あるかもしれないじゃない！」

　毒々しい漫才を見せつけられた怜生は、笑顔に青筋を追加する。

「うんうん、俺の姪めい御ごさん今日もいい性格してんなー。ちょっとそこに正座しような？」

「やだなーおじさん冗談だってばー。ほら燐ちゃん」

「はい！　どうぞおじさま、可愛い姪っ子の手作りケーキです」

「おお、なんて醜しゆう悪あくな紫色の粘液、そして目に沁しみる刺激臭！　材料なんなのかさっぱり分からねぇが毒物だってことは分かる！」

「ちゃんと蠟ろう燭そくも用意してありますよ？」

「いや燐りん、そういう問題じゃない。あとそれ蠟燭じゃないからな？　お線香だからな!?　正体不明のバイオテロケーキにお線香の灰をぼとぼと落として何をお祝いする気だ!?」

　深海生物の死し骸がいが腐ったような物体を差し出され、怜れ生おは身を引いた。

　十七本の線香を手にした燐に代わり、燦さんが箱を出す。

「はい、こっちは私からプレゼント。いつか必要になるといいね♪」

「わー綺き麗れいにラッピングされた避妊具だー。いままでの人生で最低のプレゼントだよ！」

「あ、ちょっと捨てないでよ！　お店の人に包んでもらうの恥ずかしかったのに！」

「お前その店二度と行くな！　むしろよく包んでくれたな店員さんも！」

　大人のアイテムをゴミ箱に投げつけた後、怜生は燦と燐を見る。

「それと、言うべきかどうか迷ったけど……」

　ん？　と声を揃そろえて首を傾かしげる双子に、怜生は続きを口にした。

「俺の誕生日……明日だよ」

「「うん、知ってる♪」」

　怜生は無言で、燦と燐の頭に拳げん骨こつを落とす。












「「おじささんまがぶったーっ!!」」

　姪めいっ子こたちは頭を押さえて、子供のように泣なき喚わめくのだった。

　数分後──怜れ生おはといえば、居間のソファーに倒れ込み、すっかり不ふ貞て腐くされていた。

「もー、おじさーん、そんな拗すねないでよー、ご飯作ってよー」

「そうですよおじさま、ちょっとしたお茶ちや目めじゃないですかー」

　ソファーにふて寝する怜生に、燦さんと燐りんが覗のぞき込んで声を掛かける。

「あー、気にすんな。帰宅してからものの五分で繊せん細さいな男心傷だらけにされんのも慣れたもんさー。今日はちょっと学校でな……」

　前半に恨みを込めつつ言うと、燦と燐が「学校で？」と続きを促す。

「帰りに生活指導の先生に捕まってな。姪めい御ごさんの素行について釘くぎを刺されたんだが」

「おおっと、そういえば学校に忘れ物が──」

　背を向けた燦の頭部を、怜生はアイアンクローで摑つかむ。

「逃がすかこの悪ガキども！　入学から一月足らずでブラックリスト入りしやがって！　連座で俺にまで悪い噂うわさが立ってんじゃねぇか！」

　五指を燦の頭に埋め込んで、怜生は彼女らの素行を追及し始めた。

「まあまあおじさま落ち着いて。それより、噂ってどんな内容ですか？」

　頭を摑み上げられて悲鳴を上げる燦の横から、燐が慌あわてもせずに問う。

「どんなも何も……先生が脂汗搔かきながら説教した相手は、いつでも鬼き柳りゆう家の兵隊を呼び出して人を沈められるマフィアの若頭だった。ったく、うちはただの警備会社ＰＭＳＣだっての」

　そう聞くと、燐はショックを受けたように口元へ手を添える。

「そんな、酷ひどいです！　せっかく流したのに尾ひれが付いてないじゃないですか！」

「お前か！　俺の風評を極悪人にしたてようとしたのは！」

　もう片方の手で燐の頭を摑み、姉妹揃そろって猫のように持ち上げる。

「いやーでもおじさん、一つ言っていい？」

　燦がけろりとした顔でこう続ける。

「私らが噂流すまでもなく、おじさんの評判ってそんな感じだったよ？」

　怜生の両手から力が抜けて、姉妹の足が床についた。

「そうか、やっぱそうか……ちきしょうなんでだよ、俺なんにも悪いことしてねぇだろ？　毎日蚤のみの心臓に鞭むち打うって頑張ってる俺に何の恨みがあるってんだよ……」

　両手と膝ひざをついた怜生が、情けない声で嘆なげき始めた。

　そんな怜生に、燐がしゃがんで視線を合わせる。

「大丈夫ですおじさま、噂を信じてるのはおじさまのことよく知らない人たちだけです。ご友人は一人も騙だまされてませんから」

「そ、そうなのか？」

「ええ、流石さすがに存在しない人は騙だませません♪」

　追い打ちを掛かける燐りんの言葉で、怜れ生おが真っ白になった。

「ちょっと燐ちゃん！　そこおじさんも気にしてるとこだから！　あまり落ち込ませるとお夕飯の味が悪くなるでしょ！」

「おっと、それは困ります。落ち込んでるおじさまが可愛かわいくて、つい」

　燐はそう言って怜生の頭を撫なでる。花か蓮れんも対抗してか、尾で怜生の頭を叩たたく。

　燦さんはその様子を見て、溜ため息いきを吐つきながら肩を竦すくめる。

「武ぶ俠きようの魔術師一家・鬼き柳りゆう家の三男坊で、槍やりを振らせれば全国級、不愛想な一いつ匹ぴき狼おおかみ気き質しつが一部の男子からアニキと人気な今日この頃──そんな赤あか枝し宮みや大魔学院のこわーいお兄さんが、実はこーんなヘタレちゃんだなんて誰も思ってないでしょうねー」

　それが、鬼柳怜生という少年の評判と、それとはかけ離れた実態だった。

『あー、歪いびつな一いつ家か団だん欒らんに水を差すようで恐縮じゃが……』

　渋い老ろう爺やの声が、遠慮がちに注目を集めた。

　声の主は、燦の隣に現れた、カボチャ頭の小人だ。

　ハロウィンの飾りのような目鼻を持つ十五センチほどの小人で、頭にシルクハットを乗せタキシードに袖そでを通し、太い葉巻を口に咥くわえた──カボチャだった。

　燦の侶りよ魔まで、名をジャック・オ・ランタン男だん爵しやくという。

『坊主、今日の晩ばん餐さんは客を呼んでおるのではなかったか？』

『ブァカだね！　いつまでメソメソしてるつもりだい！』

　カボチャに続いて現れたのは、カブの小人だった。

　頭部はやはりハロウィン風のカブで、口から出るのは神経質そうな老ろう婆ばの声。

　カブの中では青白い火が燃えており、鍔つば広ひろの尖とんがり帽子を頭に乗せている。首から下はてるてる坊主のような黒いローブ。袖から出た両手が骨のステッキを握っていた。

　こちらは燐の侶魔で、ウィル・オ・ウィスプ夫人という。

「ああ、そうだったな」

　鬼火たちの指摘で、怜生は重要な予定を思い出す。

「すぐに作るから、二人は適当に掃除しといてくれ」

　今日の夕食は、友人を招いてのホームパーティだった。




　怜生が厨ちゆう房ぼうに立つ間、他の面子メンツは居間でくつろいでいた。

　燦はソファーに寝転び、ペンシル型の端末が投影した画面で服飾雑誌を読んでいる。

　燐は姉の隣に腰掛けて、お揃そろいの携帯端末で交流アプリを操作していた。

「チャンネル変えていい？」「いいよー」

　燦が手を伸ばしたのは、球状画面を宙に投射していた幻術触しよく媒ばいだ。

『しゃーっ！』

「うわっと、なに花か蓮れん？　アンタこの恋愛ドラマ見てたの？」

　チャンネルを変えようとした燦さんを、机の上でとぐろを巻いていた花蓮が威い嚇かくした。

「おませな侶りよ魔まですね」

　ドラマに夢中な蛇を見て、燐りんがくすくすと笑う。

「そういえば、あまり気にしてこなかったけど、花蓮って昔からこうだよね？」

「こうって？」

「ほら、侶魔って魔術師との契約期間で、言葉を覚えたり、人に化けたりするでしょ？」

『左様じゃ』

　燦と燐が言葉を交わすと、カボチャが頷うなずいた。

『人間界を含む複数の異界は〈天変地異〉に襲われ、我ら妖よう魔ま界かいの住人は環境変動による絶滅を逃れるべく、〈箱舟〉に乗ってこの世に舞い降りた』

　世界を一変させた出来事を、カボチャの老紳士は昔話のように語り出す。

『そして一部の妖魔が、地球環境に適応するため、人間に姿を変えて地球に移り住んだ。これが、お主ら妖よう精せい人じん種しゆたちの起こりじゃ』

　燦と燐は、その妖精人種だった。

　第一世代ではない怜れ生おは、生まれながら人間なのでピンとこないが。

『一方、全すべての妖魔が都合よく人間に化けられるわけでもない。そうした妖魔が人間界へ適応するために行うのが、人間または妖精人との契約じゃ』

　妖魔たちにとって、地球は異世界の大地だ。

　人間界に来てすぐ人間へ化けられた『最初の妖精人種』たちが希少なのであり、大抵の妖魔たちは、単体では地球に適応できない。

　それでは絶滅寸前の状態から脱しえない。これを解決するのが『契約』だ。

『これら契約した妖魔を〈侶魔〉と呼ぶ』

　カボチャ男だん爵しやくやカブ老ろう婆ば、ドラマ視聴中の花蓮が、その侶魔だった。

『侶魔は契約することで人間界でも活動可能となる。そして契約者から人間の霊質を体得することで、人と同質の知恵を育はぐくみ、最終的には妖精人に生まれ変わることも叶かなう。そうした侶魔を預かる代わりに、侶魔から魔力を与えられたのが魔術師じゃ』

　それが、魔術師と侶魔の間で結ばれる契約だ。

　つまり魔術師といったら、侶魔を連れている人間か妖精人を指す。

『故ゆえに、坊主が幼い頃に母から受け継いだ花蓮殿も、いずれ人語を解し、人に化けよう』

『ブァカだね話が長いんだよ！』

　カブの老婆が杖つえで小突くように、カボチャ男爵の話はいつも長い。

「にしては遅くない？　普通、十年も侶魔やってたら言葉くらい喋しやべれるでしょ？」

　燦さんが疑問を覚えたのはそこだ。

「花か蓮れんは寿命が長い種類の妖よう魔まで、成長が緩やかなんだとさ。気長に待つさ」

　話を聞いていた怜れ生おが台所から答えると、燦と燐りんが目を向ける。

「とか言って気にしてるくせに」

「同級生の侶りよ魔まがどんどん成長していくのに、おじさまの侶魔はこの通りですからね」

「駄目な子ほど可愛かわいいもんさ」

　図星ではあったものの、怜生はそう言って料理に戻る。

　どうやら、花蓮がドラマの感想を口にできる日は、もう少し先になるようだった。

「お？　来たか」

　そのとき、部屋の呼び鈴が鳴らされた。燦と燐が応対に出る。

「こんばんはー、ご馳ち走そうになりに来たよー」

　黒髪を肩口まで伸ばした素そ朴ぼくな日本人の少女、小こ沼ぬま地ち氷ひ魚おがやってきた。

「いらっしゃーいヒオ♪」「どうぞ、上がってください」

　氷魚は同級生である燦と燐に出迎えられ、廊下から厨ちゆう房ぼうへと顔を出す。

「うわっ、本当に怜生先輩が料理してる……」

「何が『うわ』だ、デザート三倍にして太らすぞ？」

　今日のゲストは彼女──数年ぶりに再会した、怜生たちの幼おさな馴な染じみだった。

「んじゃ、色々遅れたが、氷魚とまた会えたことと、その快復を祝って──乾杯」

　かんぱーい♪　と、食卓に並んだ料理の上で、怜生・燦・燐・氷魚のグラスが鳴る。

「これ全部、怜生先輩が？」

「料理できる男はモテるって迷信を真に受けた時期が、お兄さんにもあったのさ」

　驚く氷魚に言うと、隣から燦が肘ひじで小突く。

「とかいいつつ、おじさんってば下した拵ごしらえから気合い入れちゃって」

「言っちゃ駄目だよお姉ちゃん。ヒオちゃんにいいとこ見せようとしてるんだから」

「まあ否定はしねぇよ」

　からかう燦と燐に、怜生は余裕を装って答える。

「病気の治療で引っ越しちまった幼馴染が、元気な姿で戻ってきてくれたんだ。気合いの一つくらい入れたくなるさ」

「そんな、覚えていてくれただけでも充分だったのに……」

　照れ臭そうに笑った氷魚は、かつて心臓を患わずらっていた。

　治療のためには遠方の病院に入らねばならず、小学生の頃に引っ越してしまったのだ。

　そして半月前、大魔学院に入学してきた氷魚と怜生たちが再会した運びである。

　今日の夕食は、そんな氷魚との旧交を温めるためのものだった。

『きゅい！』

　と、宙を泳いだ花か蓮れんが、怜れ生おの横髪を嚙かんで引っ張り、料理を催促する。

　怜生は食卓にあった侶りよ魔ま用の料理から、専用の串くしで小さな卵を取り、口に運んでやる。

「侶魔用の幽体料理まで作れるんだ……」

「専用の食材と器具を揃そろえれば、そう難しいもんじゃないからな」

　氷ひ魚おを感心させた幽体料理とは、例えるなら幽霊のように霊的な素材の料理だ。

　カボチャとカブも、一見サラダに見える幽体料理のプチトマトを口に放ほうり込んでいる。

「氷魚の侶魔はいいのか？」

「私の侶魔、魔力が足りなくて実体化できないんです」

　怜生の問いに、氷魚はそう答えた。

　花蓮たち侶魔は、魔力で疑似的な肉体を形成している。

　妖よう魔まの本体は血肉より霊にあるため、肉体がなくても生存には困らないのだが、大抵の侶魔なら実体化が可能だ。氷魚の侶魔には、そのための魔力が足りないという。

「もしかして氷魚は、魔力製の人工臓器を移植したのか？」

「あ、正解です。怜生先輩、詳しいですね？」

「これでも有機魔術が専攻だからな」

　有機、つまり医療や農水産といった『生き物』を扱う魔術だ。

　そんな怜生と氷魚の会話に、燦さんと燐りんが小首を傾かしげる。

「臓器移植がどうかしたの？」

「それで魔力が足りなくなるんですか？」

「私の心臓、有機魔術で作った人工臓器を移植してるの。機能を維持するためには魔力をそっちに使い続けなきゃならないから、他の魔術を使ってる余裕なくて……」

　氷魚の説明に、怜生の言葉が続いた。

「高度な医療魔術は患者に魔力を要求するからな。魔術師でないと享受できなかったり、できても魔術師としてハンデを残したりすることが多い。まあ、命が一番だけどな」

　医療魔術師を志望する怜生は、氷魚を救った技術について端的に語った。

　なんでもできるように聞こえる魔術にも、やはり限界と制約がある。

　呪じゆ文もんを唱えれば万病が癒いえるような都合のいい魔術は、未だ「不可能」とされている。

「おかげでこうして皆と会えたけど、すっかり見違えてびっくりしちゃった」

　話題に硬さを感じたのか、氷魚はそう言って怜生たちを見回した。

「中身はそんなに変わってねぇさ。この姉妹は相変わらず凶暴だ」

「それ言ったらおじさんだって泣き虫のままじゃん！」

「まったくです。ヒオちゃんが来る前だって──」

　燦に続いて燐が暴露しようとしたので、怜生はすかさず言葉を挟む。

「ちなみにデザートは秋の味覚を使ったスフレなんだが」

「昔と変わらず頼もしくて素敵なおじさまです♪」

　あっさり態度を翻した燐りんに、氷ひ魚おは笑みを零こぼす。

　失うしない掛かけた命を取り戻した彼女は、料理以外のものも嚙かみ締しめているようだった。




「怜れ生お先輩、手伝わせてもらってもいいですか？」

　食後──怜生が食器を洗っていると、氷魚がそう申し出た。

「いいのか？」

「ご馳ち走そうになるだけだと落ち着かなくて。あと燦さんと燐がやたらゲーム強くて……」

　燦と燐を見ると、友人をほったらかしにして格闘ゲームに興じていた。

「じゃあ悪いけど、細かい食器を棚にしまってくれ」

　頷うなずいた氷魚は、食器洗浄機が乾燥させた食器を手に取る。怜生は加熱器を掃除する。

「あの二人、学校じゃどうだ？　迷惑かけてるだろ？」

「あはは、コメントは控えさせていただきます。でも、二人ともお友達は多いですよ？」

「そうか。毒はあるが、味方にしとくと役に立つはずだ。何かしでかしたら言ってくれ」

　燦と燐の性格をよく知る二人は、断片的な言葉で通じ合う。

「心配性な叔お父じさんですね？」

　姪めいっ子こを気に掛ける怜生に、氷魚が微笑ほほえんだ。

「あんまり学校でおじさんとか呼ぶなよ？　留年を疑われる」

「そういえば、昔は二人も先輩のこと『兄さん』『兄様』って呼んでたような……」

「なんか萌もえキャラみたいで嫌なんだとさ。まあ、養父の孫娘だから叔父には違いない。つーか氷魚こそ、昔みたいに『怜生くん』って呼んでもいいんだぞ？」

「一応先輩ですし、それに、すっかり大人っぽくなっちゃいましたから……」

　氷魚が怜生の顔を見上げて、少し緊張したように言うと、

『しゃーっ！』

「きゃっ!?」

　怜生の襟えり元もとから花か蓮れんが顔を出して、氷魚を威い嚇かくした。

「こら花蓮、なんだ急に」

「あはは、ヤキモチ焼かれちゃったみたいですね」

　花蓮の首を摑つかんで引っ込めると、氷魚が慌あわて気味に笑った。

「話は変わるが、選択科目は決めたのか？　一年はそろそろ決める時期だろ」

　浮ついた空気を誤ご魔ま化かすように、怜生は真面目まじめな質問をする。

　大魔学院は九月開講で、燦や燐や氷魚が入学してから半月ほど経たつ。

「はい、呪じゆ医い学がくにしました」

「それなら俺も履修した。やっぱり、自分の体のことがあってか？」

「ええ、それもあります。あと……」

　氷ひ魚おはどこか神妙な顔付きになる。

「治療に当たってお世話になった人がいるんです。将来、その人を手伝えたらなって」

　氷魚の表情は照れ臭そうで、その恩人への憧あこがれらしきものが感じられた。

　と、そこで怜れ生おのカフス型触しよく媒ばいが着信を報しらせる。氷魚に断って、通信魔術を起動した。

『はぁい♪　怜生くん』

「義ね姉えさんか」

　脳裏に響いた陽気な声は、怜生の義姉にして燦さんと燐りんの母、鬼き柳りゆう燈あかりのものだった。

「どうした？　夕飯ならいらないっていうから材料使っちまったぞ？」

『それはそれで残念だけどね。実は、ちょっとお仕事を手伝ってもらいたいの。燦と燐はいるかしら？　いたら二人にも繫つないでくれる？』

　怜生は幻術通信から意識を離して、居間へ声を掛かける。

「二人とも、義姉さんから通話だ。部屋の回線に繫ぐぞ」

　燦と燐に言って、怜生は幻術の回線を変更する。

　受信機が家の通話機に変更され、居間の中空に『音声通信』と画面が現れた。

「なぁにお母さん。私いま燐ちゃんにマウントでボコられて気が立ってんだけど？」

「ゲームの話だよ!?　あたかも私が家庭内暴力でも振るったみたいに！」

『仲良しでいいわね。今日はその拳こぶしを貸してほしいのよ』

「え？　なになにカチコミ!?　もーそれなら先に言ってよー、どこに行くの？」

「お姉ちゃんそんな遊園地に行くみたいな……」

　恋人からデートに誘われたような顔をする燦に、燐が呆あきれ顔がおになる。

『誤解されるようなこと言うんじゃありません。ごく普通の警備会社のお仕事よ』

「どこぞの紛争地でテロリスト相手にヒャッハーしてる警備会社が『普通』ねぇ？」

　母のお叱しかりにそう返す燦を見て、氷魚が怜生に顔を向けた。

「あの、先輩のご実家って……」

「義姉さんの部署は本当に普通の警備だよ。学院の警備もうちの担当だったはずだ」

　怜生は誤解を防ぐことに努めたが、氷魚は冷や汗を搔かいていた。

『そうそう、その学院警備の方でちょっと人手が要るの』

「穏やかじゃないな。詳しく聞かせてくれ」

　生徒として聞き逃せず、怜生は説明を求めた。

「──要するに、校舎の窓ガラス叩たたき割わる阿あ呆ほうがいるから見張っててくれってことか？」

　説明された内容は、想像を下回るものだった。

「どんだけザル警備なのよ、うちの学院」

『失礼ね、外から侵入を許すほど手抜きはしてないわ。ただ、敷地内の学生寮や教員寮に犯人がいた場合はちょっと勝手が違うのよね』

　燦さんの失笑に対して、燈あかりは厄介そうな犯人像を挙げた。

『大魔学院って広いでしょう？　しかも、いまは赤あか枝し宮みやで〈王〉の会談があるじゃない？　本社がそっちを預かってて、こっちの部署からも何人か出張中なの。人手不足なの』

　そういえばニュースで聞いたなと、怜れ生おは思い出す。

『怜生くんたちなら下手な警備員より腕も立つでしょ？　お願いだから手伝って～。相場通りの時給も出すし、もし現行犯で捕まえたら新鮮なお肉にしていいから！』

「いや、ガキの悪戯いたずらだろうし説教と弁償で許してやれよ……」

「「殺やりまーす♪」」

「ほら見ろうちの悪ガキがすっかりその気だ！　ああ分かったよ俺もやるよ！」

　燦と燐りんから犯人を守るため、怜生も立候補せざるをえなかった。

「悪いな氷ひ魚お、そういうわけだから、送っていくよ」

「あ、うん……三人とも、気を付けてね？」

　無理をしたような笑みを浮かべる氷魚が、今後も友人でいてくれることを切に願った。




　日没後──空にはいつものように、赤色や青色といった複数の月が輝く。

　天変地異と共に現れた衛星だと聞くが、それが無かった時代を怜生は知らない。

　大魔学院の敷地が、そうした夜空の下で静まり返っている。

　小中高大・各種専門学校の校舎が立ち並び、昼なら生徒の雑談が鳴り止やまぬ学まなび舎やだ。

『飽きた。探知触しよく媒ばいの反応待ってるだけとか暇すぎ』

　高等部校舎の屋上で、怜生は燦の不満を聞いていた。

　幻術通信での声だ。燦と燐の担当は、ここから離れた中等部校舎の屋上だった。

「退屈するだけで時給もらえるなら結構なことだろ」

　そう返す怜生の手元にも、燦の言う探知魔術の触媒がある。

　地球儀に似た機器で、魔石や魔術師から魔力を供給されれば、後は自動で仕事をする。

　魔術を使うのに呪じゆ文もんや儀式は必要ない。術式を記録した触媒に魔力を通せばいいのだ。

「一応、窓を割るための凶器は持ってるはずだ。舐なめて怪け我がすんなよ」

　怜生が一応釘くぎを刺すと、燦の生返事に、燐の声が続く。

『おじさま、犯人が常設の警報を誤ご魔ま化かせたのは、やっぱり侶りよ魔まの能力でしょうか？』

　怜生は「だろうな」と返しつつ、夜食のおにぎりを開封する。

「純粋な技で監視を抜けられるような奴やつが窓だけ割るのも妙な話だ。犯人は学院の生徒か教員で、侶魔に姿を隠すような生態魔術があるんだろうよ」

　妖よう魔まには、生態魔術と呼ばれる能力がある。

　要は、狐こ狸りが葉っぱを札束に見せたり茶ちや釜がまに化けて踊ったりするようなものだ。

　魔術師は市販の触しよく媒ばいで汎はん用よう魔術を操る他、侶りよ魔まの能力という一芸も併あわせ持つ。

『多くの侶魔は童子ほどの知恵しか持たず、魔術師は親のようなものじゃ』

　カボチャ男だん爵しやくが、容よう貌ぼうに見合わぬ知的な声こわ音ねで語る。

『魔術師に命じられれば、侶魔はそれが悪事かどうかも考えず、己おのが力を奮うであろう』

『ブァカだね！　魔術師の風上にも置けやしないよ！』

　カブの老ろう婆ばも、まだ見ぬ犯人を非難した。

　怜れ生おが目を配ると、花か蓮れんが首に巻き付いたまま眠りこけている。

　物心ついたときから人生を共にしてきたこの小さな蛇は、怜生にとって家族も同然だ。魔術師にとって、侶魔とはそういうものだ。

　悪事に使うなど言語道断。怜生も魔術師の端くれとして、犯人への義憤を禁じ得ない。

　そんな怜生の手元で、探知触媒が、音を出さずに赤く明滅した。

「俺が当たりか」




　怜生が犯人を取り押さえに向かった頃、別の場所。

　大魔学院の図書館で、時計の針が静かに日付を変えていた。

　その時計の下を、魔術で不可視化した人影が、秒針より静かに進む。

　幾つかの扉を不正に開錠した人影は、特に厳重な警備を抜けて、その先を覗のぞき込んだ。

「こんばんは」

　背後から声を掛かけられて、人影の呼吸が止まった。

「閉館時間はとうに過ぎておりますが、急ぎ必要な書籍でも？」

　振り返ると、司書のような装束を着た初老の男性がいる。

　中肉中背で、柔和な顔立ちに灰色の髪を撫なでつけた紳士だ。

　人影は透明化しているのだが、彼に見えていることは、もはや疑いようがない。

「つまらぬ茶番だ」

　高圧的な女性の声が、司書の言葉を切る。

　一拍おいて、声の主が中空に姿を現した。

　──異形の美女だ。

　芸者のように白い肌と端正な顔立ち。装いは、アオザイに似た白黒の振ふり袖そで。

　服の生地は布ではなく『紙』であり、縫い目は意味知れぬ記号の文字列だった。

　脚線を強調する薄手のズボンは、膝ひざから下に大量の色紙を提さげており、足が見えない。

　いや、どういうことかこの美女、両足が紙の束なのだ。

　頭部は印字機タイプライターだった。

　機械になったカミキリムシを思わせる印字機だ。長い触角めいた筆を生やし、目元では鍵けん盤ばんが小気味よく音を立てる。そういう被かぶり物ものなのか、体の一部なのかも分からない。

　極めつけに、紙の髪。

　頭部から背中に広がる白髪は、よく見れば、幾いく条じようもの紙が折おり重なって伸びている。

　それらの異形を言葉にするなら、半人半紙。

　人とそれ以外が混ぜられた、異形なのに美しく、壮麗だが奇異な、魔の容よう貌ぼうだった。

「ここは我が神殿、たとえその庭の端であろうと許しなく踏み荒らせば神罰あるのみだ。素す性じようなぞ、その後に残った頭から読み取ればよかろう」

　半人半紙は、瞳ひとみではなく梵ぼん字じめいた記号を灯ともす眼めで、侵入者を見据える。

　その口振りは、まるで自分が神殿に祀まつられるものであるかのようだった。

「無ぶ聊りようの慰なぐさめが欲しかったところでもある」

　緩やかに広がる紙の髪、その中央で冷笑する紙の神、薄い唇が神託を告げる。

「卿けい、世にも奇妙な死体で私を笑かせ」

　人影の返答は蒸気と爆風だった。

　人影が投とう擲てきした、投げナイフ型の使い捨て触しよく媒ばいによる、水蒸気爆発だ。

「至近距離からの水蒸気爆発とは酷ひどいね──紙が傷む。濡ぬれた本はもう本じゃない」

　白煙が吹き消されると、司書が無傷で立っている。

「こちらのカミも案じてほしいものだな、我が夫」

　横では、半人半紙が人影を捉とらえていた。












　伸びた紙の髪が数枚、人影に突き刺さり、貫通している。

　全すべて急所を貫いていたが、傷から噴き出たのは赤い血ではなく、透明な水みず飛沫しぶき。

　人影は色と輪郭を失い、水となって床に落ちると、蒸発して消える。水の分身だ。

「愚かな。逃げて飼い主を知られるくらいなら自決すべきだろうに」

　半人半紙が振り返ると、分身を囮おとりにした人影が、地上へと逃げていく。

「どこかの結社の若者が、功を焦ったのだろうね。なら、追跡も若い人に任せよう」

　司書は子供の悪戯いたずらを見たような顔で、図書館の奥へと去る。

　見逃された人影は図書館を飛び出し、学院の敷地内を走る。

　そんな逃亡者の姿を──とある双子の姉妹が、偶然にも目撃していた。




（義ね姉えさん、怜れ生おだ。現行犯でとっつかまえた）

　高等部の中庭で、怜生は窓を割ろうとしていた犯人を組み伏せていた。

　中学生ほどの華きや奢しやな少年が悄しよう然ぜんとしており、横にスパナが転がっている。

「いいストレス解消になっただろうが、こうなった以上は諦あきらめろ」

　真面目まじめそうに見える少年に言う。動機についてはさっぱり興味がない。

　少年の肩にはカメレオンのような侶りよ魔まがいた。見た目通りの能力で契約者の姿を隠していたが、熱探知に引ひっ掛かかったのだ。いまは花か蓮れんに威い嚇かくされて震えている。

『怜生くん、いま〈大図書館〉に侵入者が現れたそうよ。侵入者は地上に逃走、こちらに封鎖と捜索の依頼が来たところなんだけど……』

　間を置いて届いた燈あかりの言葉に、怜生は目を剝むいた。

『幸か不幸か、燦さんと燐りんの近くを通ったみたいで──』

「おいアンタ！　そいつを頼んだ！」

　燈の言葉を最後まで聞かず、怜生は高等部の中庭から駆け出した。

　やってきていた警備員に少年を預け、怜生は燦と燐が居た方へ走る。

「花蓮、来い！」

　呼ぶと、花蓮が襟首から宙へと舞い上がる。

　すると、花蓮は赤い光となって、怜生の体内に吸い込まれた。

　──魔術師は、侶魔から魔力を供給されて、魔術を行使する。

　この際、多くの力を供給させるには、魔術師と侶魔が密接に繫つながらなければならない。

　故ゆえに魔術師は、必要に応じて侶魔を自分の体に『憑ひよう依い』させるのだ。

　怜生の体内、花蓮を憑依させた心臓部から、血管のような魔力光が全身に広がる。

（体内触しよく媒ばいから術式を起動──形成、強化筋肉！）

　怜生は体内触媒を介して自分に魔術を掛けた。

　有機魔術で体内に高性能の筋線維を織り込むと、全身が一回り膨れ上がる。

　花か蓮れんが妖よう魔まとして持つ生態魔術は『生命力』だ。それは怜れ生おの学ぶ有機魔術と嚙かみ合あうことで、彼の肉体をアメコミヒーローのような超人に作り変える。

　無尽蔵の体力と、単純明快な馬鹿力──それが、鬼き柳りゆう怜生が持つ魔術師としての力だ。

（あのバカ姉妹なら、絶対に侵入者を見逃さずに喧けん嘩かを売る……っ！）

　狩猟動物の速度で、敷地内の壁を飛び越えながら、怜生は冷や汗を流す。

（でも、禁きん呪じゆ指定術式まで保管されている〈大図書館〉に忍び込もうなんて考える輩やからが、単なるコソ泥で済むわけがねぇ。プロだ！　下手に絡んだら殺しに来る！）

　先の少年など比較にならない、目撃しただけで殺されかねない相手だった。

（最悪の事態になる前に、首根っこ摑つかんで連れ戻すしかない！）




　──図書館を脱出した人影は、大魔学院の敷地を走る。

　目指すのは、学院の近くを流れる川だ。

　赤あか枝し宮みやは、荒川低地と呼ばれる東京の東部を埋め立てて造られた街だ。その地下には、複雑な水路が張り巡らされている。潜水の魔術があれば、追っ手は撒まきやすい。

　その脱出路を前にして、人影は急停止──直後、前方にオレンジ色の火球が炸さく裂れつする。

『カッカーッカッカッカッカッカ！』

　老ろう爺やの哄こう笑しようが川辺に響いた。

『グッドイブニングボンソワー、グーテンナハトこんばんはぁ！　血に飢えた少年少女の巣そう窟くつにようこそニンジャガール！　このジャック・オ・ランタン男だん爵しやくがお相手致そう！』

　喋しやべるカボチャが、深夜の川辺に燃えていた。

　人影が目にしたその姿は──例えるならば、巨大な『剣玉』だった。

　長なが柄えのハンマーの先せん端たんで、バスケットボールほどのカボチャが燃えている。

「お家うちのお手伝いもやってみるもんねー。当たりは逃したけど大当たり来たみたい♪」

　火球の剣玉を手にそう語るのは、もちろん鬼柳燦さんだ。

　ジャケットに袖そでを通し、ホットパンツから脚を覗のぞかせて、外灯の上に立っている。

　面食らってか、人影は動きを止めていた。

　そこに今度は、青い火球の雨が降り注ぐ。

『カカカカカカカカッ!!』

　人影から見て背後の外灯から、今度は老ろう婆ばの笑声が浴びせられた。

『バカだねぇブァカだねぇブァッカだねぇ！　あんな目立つ登場したんだ囮おとりに決まってるだろうさね！　カカカカカカカカッ！』

　カブの老婆が、カボチャ男爵と同様の火球剣玉となって、口から火を噴いていた。

「こらウィル、あまり人に向かってバカと連呼してはいけません。人様を傷つけるのなら口より先に手を動かしなさいっていつも言ってるでしょう？」

　カブを銃器として使ったのは、もちろん鬼き柳りゆう燐りんだ。

　黒い鍔つば広ひろの尖とんがり帽子にケープとワンピースという、ハロウィンの『魔女』を思わせる姿で、外灯の上に立っている。

　こうした風体も伊だ達てや酔すい狂きようではない。

　これは侶りよ魔まの力を引き出す憑ひよう依いの一形態で、侶魔が『服』に化けて憑依しているのだ。

「「おっと」」

　燦さんと燐の顔面に飛来物。火球の雨に打たれた人影が反撃で放った、氷柱つららだ。

　これを、双方の手元にあるカボチャとカブが嚙かんで止める。

「油断してるわけないじゃん」

「魔術触しよく媒ばいなしに氷柱ですか、水に由来する侶魔なんですね」

　燦が得意げに笑い、燐は相手の魔術を分析する。

　氷柱を投とう擲てきした人影は、火球を浴びたせいか透明化が解け、姿を晒さらしていた。

　現代的な忍者といった印象の、黒服だった。

　全身を覆う薄手のボディスーツ、首には隠おん形ぎよう魔術の触媒であろう帯が巻かれている。

　顔には氷の仮面──いや、海月くらげに似た生き物が、顔に張り付いている。

　察するにあの仮面が、あの魔術師の侶魔なのだろう。

　女性と思われる細身の体からは、鋭いプロの気配が零こぼれ出でている。

「まーぶっちゃけ、アンタが何で図書館に忍び込んでたとかどうでもいいのよ」

「ついでに言うと、五体満足であるかどうかも、どうでもいいですね♪」

　燦と燐は、武器化したカボチャとカブを、黒服の魔術師に向けた。

「「というわけで」」

　二人は子供のような笑顔で、しかし目だけを凶悪に光らせる。

「アタシらのお小遣いのために」「女の人生終わるくらい焼けてくださいね♪」

　かくして──格闘戦でも銃撃戦でもなく、魔術戦の幕が開かれた。

　黒服が、両手に水流を生み出し、氷の刃やいばを作り出す。

　雪の花を模した刃は巨大な手裏剣となり、黒服の手が中央の取っ手を握る。

「いくよージャック！」

『カカカカ！　いっちょ燃やしちゃるか！』

　外灯から飛び降りた燦は、ハンマーを振りかぶった。

　カボチャがハンマーから分離。その間には赤く熱せられた鎖くさりが伸びている。

「バッター燦ちゃん振り被かぶってぇ、打ったぁぁぁぁぁ！」

　着地した燦が鉄てつ槌ついを横なぎに振るうと、前に落ちてきていたカボチャを打つ。

　鉄槌とカボチャの間で爆発が起き、バッティングされたカボチャが黒服へ放たれた。

　カボチャは黒服に体当たりすると爆炎を生み出し、オレンジ色の炎で包み込む。

『やったか！』

「バカ！　それフラグ！」

　鎖くさりが収縮して引き戻されたカボチャを、燦さんが黙らせる。

「敵を攻撃した後にその台詞せりふを使うと」

『決まって生きてんだよねぇ』

　燐りんとカブの老ろう婆ばが受け継いで言うと、炎が吹き散らされた。

　中から現れた黒服は、周囲に水流を旋回させている。水で爆風と炎を防いだらしい。

「ほーら見なさい」

「フラグ回収ですね」

『このバカボチャが！』

『いやこれ儂わしのせいか!?』

　漫才を演じる間にも、今度は燐が砲撃する。

　柄の先で口を開いたカブが、青い火球を機関銃マシンガンの如ごとく吐き出した。

　黒服は両手の氷刃を盾にして、燐の銃撃を防ぎ、迫ってきた燦の鉄てつ槌ついを受け止める。

「硬かたっ」『ならば迂う回かいするまで！』

　燦のハンマーから再びカボチャが分離、宙を舞って大口を開く。

　野獣となって牙きばを立てに来た鬼火を、黒服は潜くぐり抜ぬける。カボチャは音を立てて虚こ空くうを嚙かみ、炎と火の粉を激しく散らした。嚙まれれば内部の炎で大おお火傷やけどだろう。

　黒服は傍そばに居る燦ではなく、銃撃する燐へと迫った。

　氷刃を構えて接近してくる黒服に対し、燐は回避を選ぶ。

　燐がカブを下に向けると、その口から推進の炎が吐き出された。

「離脱！」『重いねぇ！』「うっさいです！」

　燐がハンマーに足を掛かけると、鉄槌がロケットのように飛ひ翔しようする。

　そのまま燐が柄を水平にして跨またがれば、もはや箒ほうきで空を飛ぶ魔女の姿だ。

　燐を逃した黒服は、その場で回転、背後から来ていた燦へ、両手の氷刃を投とう擲てきする。

「うわっと」『はぐっ！』

　燐は身を屈かがめて避よけ、カボチャは嚙んで受け止める。

　その間に黒服は巨大な雪の花を作り出し、両手で頭上に掲げた。

「ふぁいあーっ！」『カカカカカカカッ！』

　空で逆さまになった燐の銃撃を防ぐためだ。

　氷の傘で火の雨を免れた黒服に、燦がカボチャをバッティング。

　黒服は雪の花を降ろして地面に突き立て、防壁にしてカボチャの突撃を阻んだ。

「結構強くないっ!?」『仮にもプロというところかっ！』

　後退した燦に、黒服は新たな雪の花を投げ付ける。

　投とう擲てきされた雪の花が途中で自壊、鋭い破片の散弾となり、燦さんを襲った。

「ウィル、熱放射！」『カァッ!!』

　後退する姉と入れ替わる形で、着地した燐りんがカブを構える。

　カブから吐き出された熱波が、氷の散弾を蒸発させていく。

「どうしよう燐ちゃん、私ちょっとスイッチ入りそう……！」

「まあまあ、ぶっちゃけ増援来るまで足止めすればいいんだし焦らなくとも」

　獰どう猛もうに笑う燦に対して、燐は冷静に状況の有利を指摘した。

　事実、もう少し待てば燈あかりの部下が到着する。時間は燦と燐の味方だ。

　だが、だからこそ──窮きゆう地ちの者が全身全霊を賭とすことを、二人は恐れるべきだった。

「「っ!?」」

　黒服の気配が変化するのを、燦と燐は野性の勘で察知した。

　双子の予感を肯定するように、黒服の全身から、青紫色の魔力光がほとばしる。

「ちょっと、なによその魔力……」「お姉ちゃん、これまずいかも……」

　魔力光を猛たけらせた黒服が、片手を上げる。

　その動作に合わせて、黒服が背にした川かわ面もから、多数の氷刃が音もなく凝結した。

　川の水位を減らして生まれた刃やいばは、透明な風車の大群となって、背景を覆い隠す。

「燐ちゃん！」「ウィル、全速離脱！」

　燦と燐は瞬時に逃走を選んだ。

　燐がカブを後ろに向けて鉄てつ槌ついに跨またがり、燦がその背後に乗ると、カブが爆発的なアフターファイアを吐き出す。一瞬の滞空を経へて、魔女の箒ほうきが発進する。

　夜の学院風景に、青白い推進光が放たれると、氷刃の群がそれを追った。

「ちょっと待ってマジ謝るからＳＴＧシユーテイングゲームみたいな弾幕止やめー！」

「お姉ちゃんいいから撃げき墜ついして！　ガチで絶体絶命だから！」

　氷刃は追尾機能まであるのか、軌道を変えながら姉妹を追う。

　燐は全速力で飛ひ翔しようし、燦は後ろ手にカボチャを振り回して氷刃を撃墜する。

　だが、撃ちもらした一枚の氷刃が眼前の路上に刺さり、燐が箒の先せん端たんを引ひっ搔かけた。

　姿勢が崩れた二人は墜落、慣性に流されて地面を転がる。

　地面に靴底を滑らせた双子が振り返ると、いまだ百枚近い氷刃が迫っていた。

「……よくて腕一本、かなぁ」

「治らなかったら私のあげる」

　一秒もない猶予に、燦と燐は笑顔すら交わし、最後の抵抗を試みようとする。

「バカ言うんじゃねぇよ」

　そこに──鬼き柳りゆう怜れ生おが割り込んだ。

　啞あ然ぜんとした燦と燐に目もくれず、怜生は氷刃を睨にらむ。

　怜れ生おのすべきことは一つ、迫る百枚の氷刃を全すべて防ぎ、燦さんと燐りんを存命させること。

　そのために、怜生は体内触しよく媒ばいに花か蓮れんの魔力を走らせて、手中に赤い種を作り出す。

　種は発光と共に急成長、二ふた叉またの穂先を持つ槍やりに変化して、怜生の両手が柄を握る。

「っっっ!!」

　怜生の闘気と、重ねてきた修練の全てが、槍そう撃げきの嵐あらしを生み出した。

　次々と飛来する氷の刃やいばを、穂先と石いし突づきの連打で弾はじき、払い、砕く。しかし──

（あ、こりゃ防ぎきれんわ……）

　神経伝達物質の増加でスローになった世界で、怜生は悟った。

（最低でも致命傷が一つか二つ……）

　燦と燐を守ろうとしなければそれは防げたが、鬼き柳りゆう怜生にそれはできない。

　死ぬのは怖いことだからだ。

　自分でも、自分以外であっても、人が死ぬのは等しく恐ろしいことだからだ。

　即すなわち──鬼柳怜生とは、そういう男なのだった。

（なら、命以外は諦める！）

　怜生は即断して、魔力の過剰運用を開始した。

（負荷も後遺症も無視だ！　俺の手足、眼め、魔術師としての将来、全部くれてやる！）

　最優先は、自分と燦と燐の命、それ以外は守り切れない。

（命以外を全部つぎ込んで、ここで命三つ拾えればいい！）

　直後、氷刃の鉄砲水に、赤い槍の嵐が抗あらがった。

　無理な補強で全身の皮膚や筋肉がブチブチと千切れるが知ったことか、槍の反動で指が折おれたがそれがどうした、腱けんが切れて動かない腕は念力で動かせ、槍が間に合わない刃は肘ひじや膝ひざをぶち込め、胸や腹に刺さったものは医者に任せろ、片目に破片が突き刺さったが男は我慢だ。終わった後は動けずともよい、燦と燐が無事なら病院に運んでくれる。

　残る問題は一つ──そう、一つだけ。

　いま顎あごの下を通り抜けた最後の刃だけは、防ぎきれなかったということだけだ。

　世界が回った。

　意地悪く笑う三日月が見えて、上下が逆さまの景色が見えて、地面が見えて、燦と燐が見えた。正面が見えて夜空が見えて姪めいっ子こが見えてはいもう一周。地面に額から落下おお痛い。転げる視界に倒れているのは、奇遇にも自分と同じ格好の、首のない体だった。

　断頭台ギロチンに処された人間は僅わずかな間だけ意識を保つという話を、なぜかいま思い出す。

「「──おじささんま!!」」

　視界が暗転する直前、燦と燐の声を聞く。

　二人は無事だったのだという安あん堵ど感かんが、怜生の意識を眠らせていった。




　転がる怜れ生おの首──その左右で、燦さんと燐りんが膝ひざをついた。

『お主らの責任ではない』

『ブァカだね。格かつ好こ付けすぎなんだよ』

　虚うつろな目をした双子の横で、カボチャとカブが悼いたみを口にする。

　すると、倒れている怜生の胸部から、赤い蛇が飛び出した。

　花か蓮れんだ。憑ひよう依い部が欠損しなかったため無事に済んだらしい。

　花蓮は悲痛な鳴き声を発して宙を飛び、双子の間にある怜生の顔へ近寄る。

　鼻先で彼の頰ほおをつつく。ときおり、朝に寝過ごした彼をそうして起こすように。

　彼の髪を嚙かんで引っ張る。構って欲しいとき、彼の注意を引くのと同じように。

　それでも、彼はいつものように微笑ほほえんで、自分の頭を撫なでてはくれなかった。

『────ッ！』

　花蓮は遠とお吠ぼえのように声を上げた。

　その姿は、不幸な死を迎えた親の隣で泣く幼児と、まったく同じものだった。

　胸を抉えぐるような光景をしばし見て、燦と燐は立ち上がり、息を吐つくと、

「「────殺す」」

　溶岩のように煮にえ滾たぎった憎悪の眼めを、川辺の方へ向けた。

　直後、二人の体が、魔力光を引いて流星のように走り出す。

『おい待たんか！　いま殺されかかったのを忘れたか！』

『ブァカだね無駄死にするだけだよ！　なによりとっくに逃げちまってるよ！』

「うっさい黙れ役立たず！　アイツよくもおじさんを!!」

「絶対生かしておかない！　一番のお気に入りだったのに!!」

　過剰運用された魔力を火の粉のように散らした姉妹は、逃げてきたときを上回る速度で道を駆け抜け、建物をジャンプ台にして夜景に舞い上がる。

『落ち着けぃ！　魔力を止めよ！　体を浸食しておるぞ!!』

『お止やめブァカども！　体が人に戻らなくなるよ!!』

　侶りよ魔まから過剰に魔力を汲くみ取とっている燦と燐に、鬼火たちが強く警告する。

「知るか！」「殺してやる！」

　燦と燐の目は火の如ごとく輝き、髪からは燐りん光こうが散っていく。

　侶魔が化けたものである武器や服も発火して、双子の姿は炎の化身となっていた。

　燦と燐の体が直接燃えているわけではないが、鬼火たちの制止からして、これが二人の体に無害な現象ではないことは明らかだ。

「おじさんがいないなら！」「もう──」

　それでも双子は、仔こを奪われた獣のように牙きばを剝むき、吠ほえる。

「「──人間でいる意味なんてない!!」」




　ドクン──と、心臓の鼓動めいたものが、天地に響き渡った。




　燦さんと燐りんは足を止めて、発生源の方角に振り返る。

　既に遠く離れた二人の目は届かなかったが、その発生源は──花か蓮れんだった。

　花蓮の蛇体に、赤い魔力が揺らめき、緋ひ色いろの炎となっていく。

　緋色の炎に溶けた蛇の体は、急激に拡大していった。

　頭部と思おぼしきところから髪のような炎が流れ出る。蛇の体から女の両腕と思しき形が枝分かれすると、浮かび上がった怜れ生おの頭と体を抱き寄せた。

　そうして花蓮と怜生が、諸もろ共ともに緋色の光へ溶けていく。

　緋色の光は中空で膨らんで、卵のような形状へと変化した。

　鼓動はいまだそこから響き続けており、間隔が縮まるほど、卵が罅ひび割われていく。

　そして卵が砕け散る。

　赤あか枝し宮みや大魔学院の一角に、赤い光の柱が天まで立ち上った。




　──怜生が目を覚ますと、果てしない緋色の空間にいた。

（どこ、だ……ここ……）

　夢の中で意識が確かになったような心地で、怜生は周囲を認識する。

　火の海だ──夕焼けより生々しく、血にしては輝かしい色が、世界を満たしていた。

　肉の森だ──血管とも樹木とも付かぬものが、景色の中で立体的に絡み合っている。

（ものすごく、大きな……心臓の、中だ……）

　思い浮かぶイメージは、惑星のように巨大な心臓。

　死んだ命が帰り、生まれる命が旅立つ所、輪りん廻ねのＵターン地点、そういう場所だろう。

（ああ、そっか……死んだのか……）

　この場が『死後』であることを、怜生は驚くほど抵抗なく理解した。

　慣れた寝台で、疲れきった体を眠りに就かせるような安心感がある。

（なにもかも、世界に溶けていく……）

　自分が、温かい紅茶に落とされた角砂糖のように溶けていくことが、心地よかった。

　生者には恐怖でしかない現象が、いまは一切の憂き辛つらみから解放される快感しかない。

　ああ、だとしたら人は世界に愛されている。たとえどんな辛い人生を送っても、最後の最後にはこんなに安らかな眠りが準備されているのだから。

（…………嫌だ！）

　それでも怜生は死を恐れた。

　もがく。目も手足もありはしないが、意思だけであろうとも足あ搔がく。

（死にたくない……死にたくない……死にたくない……っ！）

　至極単純に、死にたくなかった。

　仮にここが一切の苦痛から解放された天の国でも、死ぬということそれ自体を、怜れ生おに残された最後の意思が拒否していた。

　死ぬのは怖いことなのだ──どんなに冴さえない人生でも、大嫌いな自分に舞い戻ってしまうのだとしても、それでも人は死にたくないのだ。

　それは、もう自分の名前すら薄れている彼が出した、魂の答えだった。

「──さん」

　そして、風前の灯ともし火びであった命が燃え尽きようとしていたとき、声が届いた。

「怜生さん！」

　こちらに手を伸ばして呼び掛かける、裸身の少女が見えた。

　長く波打つ赤い髪を広げる、緋ひ色いろの瞳ひとみと可か憐れんな顔立ちの少女だ。

　どこか馴な染じみ深ぶかい存在だったようにも思えるが、上う手まく思い出せない。

　ただ一点、確実に言えることがある。

　こんなときになんだが……結構、好みだった。




　──そして現世では、緋色の光が柱となる。












　光から現れたのは巨大樹だ。高層建築めいた幹みきが、景色に君臨した。

　瞬く間に広がっていく枝は、空が罅ひび割われて血を流すように、枝し垂だれていく。

　伸びていく枝に花が咲く。蓮はすに似た宝石の花が、桜のように密集して咲き誇る。

　花からは花粉のように金色の火花が零こぼれ出でて、夜空の下で巨大樹を煌こう々こうと輝かせた。

「これは……」

　初老の司書が、半人半紙の侶りよ魔まを連れて、図書館から巨大樹を見ていた。

　司書は穏やかだった顔を引き締めると、両目を一瞬だけ白色に光らせる。

　すると、巨樹の根元から白い光が生じて、その姿を透明化させた。

「何が、起きている」

　魔術で隠しはしたが、いまだ進行中である事態に、司書は目を凝らす。

　巨大樹の根元では、心臓のように脈動する『球根』が膨らんでいた。

　樹に比例して巨大な球根が、罅割れる。するとそこから、炎の蛇が這はい出てきた。

　炎によって構成される、長い髪の女性と、蛇の下半身からなる、半人半蛇だ。

　巨樹から脱した半人半蛇は、右手だけを球根の中に残しており、それを引き抜く。

　すると、半人半蛇の摑つかんでいた、男の腕が現れる。

　球根の裂け目からもう片方の腕が出て、自ら動き、裂け目に指を掛かける。

　そうして、いまやっと意識が定かになったように、男は両目を見開くのだった。

　──かくして、鬼き柳りゆう怜れ生おは、彼女の手を摑んでいた。

　怜生が目を開くと、手を握っていた半人半蛇から炎が吹き払われる。

　緩く波打った長い赤毛から、枝の角が伸び、蓮のような花を咲かせていた。

　白はく皙せきの美び貌ぼうに開く緋ひ色いろの瞳ひとみ、豊かな乳房の先に可か憐れんな朱色、惑わされそうな曲線の腰、そこから続くのは──紅玉ルビーのような鱗うろこに包まれて、魚のような尾に繫つながる、蛇の半身。

　美女と魔獣が入り混じった、人にして人ならざる姿がそこにあった。

「お前、は……」

　固まっていた喉のどを動かして、怜生は問い掛けを途切れさせる。

「はい」

　それに対して蛇女は鷹おう揚ように微笑ほほえみ、素直に問いを待つ。

「……なん、なんだ？」

　どうにか言葉にした風情ふぜいのない問いに、彼女は再び「はい」と微笑んで、

「私は、あなたの妻です」

　──と、他の何よりも予想していなかった名乗りを、はにかみながら自らに添えた。

　怜生は呆ぼう然ぜんとした後、引ひき攣つった笑みを明後日あさつての方向へ向けて、こう呟つぶやく。

「……誰か、説明してくんね？」





　　　◆






　日付は既に変わっていた。

　魔術経済の最前線である赤あか枝し宮みや新しん浦うら安やす区の摩天楼も、大半明かりを消している。

　そうした摩天楼の一つ、魔術企業〈ミズチ〉の支社ビルに、彼はいた。

　鳴海なるみ滝たき徳のりという、四十歳前後の妖よう精せい人じんである。

　彫りの深い顔立ちに顎あご鬚ひげを整えて、黒髪を角刈りにした、厳いかめしい風情ふぜいの男だ。

「乙おと姫ひめ」

　上階の執務室から外を眺めていた鳴海が、自分の他に誰もいない部屋で、誰かを呼ぶ。

「なぁに、ダーリン♪」

　──海月くらげのような、異形の童女が現れた。

　透き通るような白い肌に、薄紫の瞳ひとみと同色の髪を伸ばしている。

　薄紫色の髪は、よくみれば毛髪というより細長い海月の触手が群を成したものであり、色も根元から毛先に掛かけて、紫や青へと微妙に変化している。

　身にまとうのは、透明感のあるドレスだ。

　両肩と背中が露出して薄く肌に張り付いており、下は花の如ごとく波打つスカート。見ればそれも海月のような、半透明の生体で織り上げられている。

　スカートからは、光る触腕が紐ひも飾りのように流れており、足はない。

　そういう衣服を着ているのではなく、皮膜がドレスのように見えている妖よう魔まだった。

「端的に問うが、何か気付いたか」

「それはもう──少なくともこの街にいた神霊なら、肌で感じたことでしょうね」

　乙姫の口く調ちようはおしゃまな少女だったが、童女には不相応な厳おごそかさもあった。

　遊泳するように虚こ空くうを移動して、乙姫は語る。

「水の中で響くように、どこか遠かったけど、間違いなくこの近くで、何かがこの世へと現れた……きっと私と同じ、妖魔界から降りた貴とうとい御み霊たまが」

　鳴海は、乙姫の託宣を耳にしながら、彼女の目線を追う。

　目線は摩天楼の林を超えて西に、赤枝宮大魔学院がある方に。

「至急〈大図書館〉周辺に密偵を送れ。最優先に、最大の結果を持ち帰らせよ」

　鳴海は机の装置に触れると、重苦しい口調で部下に命じる。

「そこに、新たな〈王〉が現れた可能性がある」




　同時刻、その〈大図書館〉でも、異形を連れた男が動いていた。

　六十前後の司書と、半人半紙の侶りよ魔まだ。

　司書の名を一いち文もん字じ史し紀きといい、

「詩し乃のさん、何が起きたか分かるかね？」

　史し紀きが訪ねた半人半紙の侶りよ魔まは、詩乃といった。

「分からぬ。素晴らしいぞ夫よ、この私に『分からぬ』と言わしめることが起きたのだ」

　歩く史紀の傍かたわらに浮いた詩乃は、恍こう惚こつとした声こわ音ねで言う。

　印字機タイプライターの兜かぶとが音を立てて目元を上げると、瞳ひとみの代わりに記号を描いた眼めが現れた。

「それはまた、厄介なことになりそうだ……」

「なにを言う」

　史紀が気苦労を顔に出すと、詩乃はその発言を否定する。

「喜ぶがいい人の子よ、この世界は、また一段と、我ら異界の神に愛されたのだ」

　詩乃が記号の瞳を笑みに歪ゆがめると、史紀は唸うなるような息を吐ついた。

　奇くしくも別の場所では鳴海なるみ滝たき徳のりが同じような顔をしており、どちらも『現場』の確認を急いでいる。

　彼らの眼光が自分に向いていることを、鬼き柳りゆう怜れ生おはまだ知らない。




　彼らは〈王〉──

　妖よう魔ま界かいの神霊を侶魔として、この世に魔法技術テクノマギアを生み出す、魔術経済の支配者たちだ。






幕まく間あい






　幼い頃を思い返すと、当時は意味の分からなかった事が、いまになって解釈できる。

　なぜあのとき怒られたのかとか、あのとき大人たちは何の話をしていたのかとか。

　その作業を経へて初めて、漠然としていた思い出が、明確な記憶となる。

　彼女はいま、そうした作業の真っ最中だった。

「この子が患わずらっているのは先天性の呪じゆ症しようだ」

　男性の硬い声が言っている。

　時系列が曖あい昧まいな情景は、夢を見るように次の場面へ。

「霊脈が未発達で、呪的抵抗力が低い。成長するにつれて肉体と霊体の誤差が広がり、症状は深刻化していく。霊媒手術で霊れい髄ずいを移植できれば或あるいは……」

　男性の声は、幼い子供の行く末を憂うれえているようだった。

　彼女のぼやけた視界には、赤い髪の幼児が見える。

「なら、私のをこの子に。あなたなら施術できるでしょ？」

　女性の声が、男性とは好対照な明るさで提案した。

「それはできない。そんな真ま似ねをすれば君が──」

「初めから長生きできない体だもの。ならせめて、ね」

　男性と女性の会話が、我が子を巡る夫婦のものなのだと、ようやく理解できた。

　その子の命運を定める会話に、自分は立ち会っていたらしい。

「せっかくだから、侶りよ魔まも受け継いでもらいましょう」

　ここで初めて、女性が自分の方を見た。

　当時の自分は光による視覚が未発達だった。女性の人相も判別できない。

「今日まで私の命を支えてくれたこの子の力なら、息子も健やかに育つでしょう」

　不健康に細い女性の手が、静かに自分の頭を撫なでた。

「私の執念は、奇跡に届かなかった。あなたも龍りゆうには至らなかった」

　女性を見上げている自分は、そのとき理解できていなかった。

　このとき自分は、この女性から、忘れ形見となる子を託されたのだ。

「でも、この子がそれを引き継いでくれれば、遠い将来、もしかしたら──」

　女性の笑みと声が遠ざかる。

　思い出のテープが切れたのか、もしくは自分が夢から覚めようとしているのか。

「どうか、この子をお願いね──」

　その後に続く言葉が、自分の意識を目覚めさせる。

「花か蓮れん」






第二話　奥様は魔物






「怜れ生おさ～ん！」

　怜生は蛇女に飛びつかれ、尾を絡まされていた。

「うおおお!?　なんなんだお前は!?」

「怜生さん怜生さ～ん♪　んー、やっぱり人間の体で抱きつくと違いますね！　この肌に触れる逞たくましい感触とか、匂においとか味とか！　はむはむ」

「巻き付きながら耳を嚙かむな！　身の危険を感じるんだよ生物的に！」

　アナコンダ級の蛇に巻きつかれ、美女の裸身をすり寄せられながら耳を甘嚙みされるという、顔を青くすべきか赤くすべきか分からぬ体験である。

「っは！　そうでした怜生さん、お体は大丈夫ですか!?　どこか痛いところは……」

　宙を泳いだ蛇女は、鱗うろこで怜生の胴を撫なでながら一周して、体を確認する。

　豊満な胸を隠さぬ裸身だが、如何いかんせん下半身が蛇なもので、煩ぼん悩のうも対応に困っていた。

　かくいう怜生も裸だが、燦さんと燐りんを庇かばったときの傷が一つも残っていない。

「首よし、手足よし、臓器もたぶん大丈夫、生殖器は……きゃ♪」

「いやそこは調べんでいい！」

「なに言ってるんですか！　ちゃんと機能するか確認しないと妻として困ります！」

「困らない困らない！　万が一なにかあってもお前が困ることだけは絶対ない！」

　怜生は股こ間かんを暴こうとする蛇女を押し返す。

「そもそも……どこかで会ったか？」

「そんな酷ひどいですよ怜生さんっ、私のことを忘れたっていうんですか!?」

「いや、悪いが、お前みたいな上半身限定美人は、一度会えば忘れないと思う」

　そう答える怜生に、蛇女は可愛かわいらしく頰ほおを膨らませた。

「もう、本当に気付いてくれないんですか？　そりゃあ自分でもだいぶ変わったとは思いますけど、何年も苦楽を共にしてきたんですから気付いてくれても……」

　何を戯たわけたことを……と、怜生は眉まゆ根ねを寄せて、ふと彼女の鱗を見る。

「……花か蓮れん？」

「はいっ、怜生さん♪」

　まさかと思いながら口にした侶りよ魔まの名前に、彼女は喜ばしそうに返事をした。

「なっ、花蓮!?　お前、花蓮なのか!?」

「もー、だからそう言ってるじゃないですかー」

　瞠どう目もくする怜生を、彼女は楽しげに眺めて肯定した。

　言われてみれば、独特な模様を描く鱗は、あの赤い蛇とよく似ていた。

　それが、上体だけであることに目を瞑つぶれば、十人が振り返る美女として目前に居る。

「人に化けられるようになったのか？　いやでも、どうして急に……」

「私にも分かりませんけど、とにかくもう怜れ生おさんが死んじゃうかもって必死で！」

　懸命に訴える彼女の言葉で、怜生もこうなる前の出来事を思い出す。

「そうだ、燦さんと燐りんは……」

　花か蓮れんのことも重大だが、あの二人の無事も確認しなければならない。

「その人に──」

　噂うわさをすれば、鬼き柳りゆう燦が飛び込んできた。

「触るなぁぁぁぁぁっ!!」

「みきゃあっ!?」

　燦は飛び込み様に、ハンマーを花蓮へ振り抜いた。

　慌あわてて避よけた怜生の頭上、花蓮の眼前を、長なが柄えの鉄てつ槌ついが通過。

　遅れて、鎖くさりに引かれたカボチャが、怜生の側頭部を強打した。

「しゃーっ！　急になにするんですかこの姪めいっ子こちゃんは！」

「うっさい妖よう怪かい変へん化げ！　とにかくこの人から離れろ！　おじさん怪け我がはない!?」

『重度の脳のう震しん盪とうを起こしておるようじゃが……』

　威い嚇かくする花蓮と、牙きばを剝むく燦。そこに、姉に遅れて燐も駆け付けた。

「お姉ちゃん！　おじさまをきりもみ回転させてどうするの！　おじさま、しっかりしてくださ──裸!?　ええと、こ、これ使ってください！」

　怜生に駆け寄った燐は、頭の帽子を彼の腹に乗せた。

　頭から出血して倒れ、大きく反り返った尖とんがり帽子を股こ間かんにセッティングされた全裸の男に、カブの老ろう婆ばがなんとも言えぬ顔で沈黙する。

「いきなり人の旦だん那なになにするんですか！　丸まる吞のみにしますよ!?」

「誰がアンタの旦那だ！　そっちこそおじさんになにしてくれたのよ！」

「服っ、どこかに服は！」

　一触即発な花蓮と燦、そして何か着せるものはないかと右往左往する燐であった。

（ああ、確信した……）

　薄れゆく意識でそれを見守りながら、怜生は脳裏に呟つぶやく。

（今日は絶対、最悪の一日になる）

　恐らく、鬼柳怜生の人生において、最も長くなるだろう一日が始まっていた。




　目を覚ますと──病室に居た。

　観測機器が寝台を囲む、これから改造手術でも始まりそうな治療室だ。

「……花蓮？」

　手術着のような緑色の服を着ていた怜生は、彼女が近くに居ないと気付く。

　侶りよ魔まは普段なら霊体となっており、姿も見えないが、常に魔術師の傍そばに居る。

　だがいまは居ないと、ポケットに入れておいたものが無くなったような感覚で、怜れ生おは相棒の不在を感じ取った。

（侶魔と魔術師を分断する、魔術師専用の隔離病室か）

　魔術師を投獄するための技術だ。それを用いた、言わば警察病院のような施設だろう。

（それにこいつは……魔力封じの拘束具か。でも手て枷かせになってないな）

　続いて怜生は両手首を見て、装着された腕輪に気付く。

　魔術の使用を不可能にする腕輪型触しよく媒ばいで、普通なら手錠の形をしているはずだ。

「あの、誰か聞いてますか？　状況を説明してください」

　病室の一角にあるマジックミラーに言うと、その横にある扉が動いた。

「では、私から説明しよう」

　入室してきたのは、灰色の髪を撫なでつけた、初老の司書だった。

　その顔に見覚えを感じないほど、怜生は世事に疎うとくない。

「一いち文もん字じ、閣下……!?」

　慌あわててベッドを降りた怜生を、その一文字史し紀きは片手で制する。

「ああ、楽にしてくれたまえ。閣下も不要だ」

　温和な笑みで言う史紀に、何を無む茶ちやな、とすら思う。

（大図書館の主あるじ・一文字史紀──）

　怜生は一礼してから、改めて史紀を見る。

（妖よう魔ま界かいの『神霊』を侶魔とする、魔術師の頂点、〈王〉たちの一人……魔術界でも古参の結社〈大図書館〉の代表。記録魔術と言語魔術の開祖。世界に魔術革命を齎もたらし政財界に多大な影響力を持つ巨人の一角──報道以外で初めて見た）

　既に世界史の教科書に名前が記載されているほどの偉人が、怜生の前にいた。

「神しん明めい学術結社〈大図書館〉代表、一文字史紀だ。同意も得ずこのような場所へ軟なん禁きんする形になったことを、どうか許していただきたい」

「鬼き柳りゆう怜生です。その……初めまして」

　冷や汗を堪こらえる心地で、怜生は史紀と握手を交わした。

　史紀は怜生の手を握り、どこか懐かしむように目を細める。

「ああ、初めまして。ただ、君は覚えてないだろうが、ご母ぼ堂どうの葬儀で一度君を見み掛かけたことがある。月並みだが、大きくなったね」

　まるで疎遠だった親しん戚せきのように言う史紀に、怜生は目を丸くした。

「……母のことを？」

「ご尊そん父ぷともども、教え子だった」

　史紀は両親の師であったという。完全に初耳だった怜生は、その奇縁にただ驚いた。

「だがそれについては、落ち着いた場所で改めて話そう」

　史し紀きにそう言われて、怜れ生おも我に返り、優先すべきことを口にする。

「では、質問が──俺の侶りよ魔まと親族が近くにいたはずですが、無事でしょうか？」

「もちろんだ。いまは事情聴取を終えて、君の帰りを待っている頃だろう」

　自分の置かれた状況より先に問うと、史紀は好ましそうに微笑ほほえんだ。

「私からも問おう、鬼き柳りゆうくん、自分の身に起きたことを覚えているかね？」

　今度は史紀から問い掛かける。

「……思い出すと自分の正気が疑わしくなる程度には」

　燦さんと燐りんを助けに入って首が舞ったと思いきや、奇妙な臨死体験から目覚めればそこには半人半蛇、曰いわくその正体は俺の嫁──などと口走る気にはなれず、怜生は苦い顔になる。

「幸か不幸か君は正気だ」

　史紀はそう言うと、虚こ空くうに幻影通信の画面を表示した。

　映し出されているのは赤く燃える巨樹、背景は怜生も見慣れた学院だ。

「既に日付が変わったので昨日となるが、ここ〈大図書館〉に侵入者が現れた。侵入者は撃退されたが、その逃走中に君たちと遭遇してしまった。そして君は──」

「……致命傷を負った？」

　怜生は自分の記憶を確かめるように、首に触れる。

「私も直接は見られなかったが、君が重傷を負った直後、侶魔がこの巨大樹を作り出し、君の体を完治させたようだ」

　史紀が現場に到着したのはその後、怜生が気絶した後だという。

「こんな規模の魔力現象を……花か蓮れんが？」

「大魔学院の資料を拝見したが、君の侶魔は〈梢こずえの蛇〉という種の妖よう魔まだね」

　動揺する怜生に、史紀はそう確認する。

　情報は正しいし、学院の資料を閲覧できたことも不自然ではない。

　元より赤あか枝し宮みや大魔学院は、史紀が代表を務める〈大図書館〉の関連組織だ。

「妖魔界に広く分布し、死後の世界と生者の世界の間で『渡り』をしながら、生まれ変わる命を運ぶという、竜の一種だ」

　史紀の横にある画面には、花蓮こと〈梢の蛇〉の図鑑記録が表示される。

「竜は長い年月を幼生体として生き、あるとき蛹さなぎが羽化するように著しく成長するという特徴がある。それにより霊格を数段増した彼女が、その能力も増大させ、従来以上の生態魔術により君を治療した──と考えられる」

「ですが……頸けい部ぶの縫合だけならまだしも、蘇そ生せいまで可能とするなんて……」

　医道を志す者として、怜生は異論を挟まずにはいられない。

　史紀は、どこか躊躇ためらうように返答しなかった。

「既存魔術では不可能に近い現象だと──そこまで思い至って気付かぬほど馬鹿なのか、それとも白しらを切れると思っているほどの阿あ呆ほうなのか」

　女性の暴言が聞こえた。怜れ生おは、姿の見えない声の主を探す。

「どのような奴やつかと期待していたが、思っていたよりも凡ぼん俗ぞくだな」

　虚こ空くうで、インクのように濃密な白色光から、声の主が現れた。

　印字機タイプライターの頭と、紙束の下半身を持ち、筆の煙管きせるを手にした女性だ。

「妻の詩し乃のだ。神霊としての名前は〈天に書き留める者〉という」

　史し紀きは、背後に現れた異形の詩乃を、何の臆おく面めんもなく妻と呼んだ。

（神霊……〈王〉が契約を結ぶっていう、妖よう魔ま界かいの神霊か……！）

　怜生は驚嘆の声を吞のみ込こみ、背筋を凍らせた。

　妖魔には、神霊と称される種がある。彼女がそれであることを怜生は疑わない。

　詩乃の、そこにいるだけで雑念を吹き消すような存在感が、霊格を知らしめていた。

「詩乃だ──卿けいは初々しい男だな？　婦人を前にすると自分の名も忘れるらしい」

　呆ぼう然ぜんとしている怜生を見て、詩乃が揶や揄ゆを口にする。

「っ、失礼しました、詩乃様。鬼き柳りゆう怜生と申します」

　怜生は頭を下げつつ冷や汗を搔かいた。

「そう、妖魔界では、国や信仰の代表者が、それぞれの崇あがめる神と婚姻を結んでいた」

　頭の鍵けん盤ばんを鳴らしながら、詩乃がそう語り出す。

「そうして御み霊たまを身に降ろした〈王〉は、守護神の権能を用いて民に加護を与え、或あるいは民から神への請せい願がんを届ける。人間界の言葉では、シャーマニズムによる王権神授といったこの形が、妖魔界における代表的な国家形態だった」

　シャーマニズム──呪まじない師が神霊や精霊と交流するという信仰形態。

　日本では神社の巫み女こさんで馴な染じみ深ぶかく、最も原始的で、分布は洋の東西に渡る。

　そして王権神授とは、王が神の代理人であるとする、古代の統治体制だ。

「人間界への大移動後も、こうした〈王〉と神霊の契ちぎりは受け継がれている」

　詩乃の言葉は、妖魔界から人間界への妖精大移動を跨またいで、現代に言及する。

「妖魔から人間に変化した妖よう精せい人じん種しゆたちは、それぞれの種族や民族ごとに、自分たちの神と代表者を契約させ、〈王〉を生み出した」

　そう、一口に妖精人といっても、由来となる異界はそれぞれ異なる。

　そして、それらの世界を統すべる神も、また異なるのだ。

「〈王〉は神霊の司つかさどる〈魔法則アルスマグナ〉を解き明かすことで新たな魔術を作り、魔術は技術として売り出され、今日の魔術社会を作り出した。神々の力の一端は人間の道具となり、神霊の加護は単なる金となった。そして滑こつ稽けいにも、いまはそれが地球を回している」

　詩乃の口く調ちようは嘆なげかわしげだが、事実でもあった。

　──魔術は魔法則アルスマグナから作られる。

　魔法則とは妖よう魔ま界かいの法則、魔術はその解明によって編み出された科学技術だと言える。

　この魔法則を司つかさどるのが神霊であり、神霊を地上に顕現させるのが〈王〉だ。

　そして神霊の持つ魔法則の解析は、〈王〉を介する形でしか叶かなわない。

　つまり、全すべての魔術は〈王〉から生まれる。

　彼ら〈王〉とは、妖魔を統すべる魔王であると同時に、新技術を編み出す発明王なのだ。

　一いち文もん字じ史し紀きと詩し乃のは、その一角。

　人間界と妖魔界の境目に生まれ、大いなる技を齎もたらし、魔術の時代に君臨する者たちだ。

「その上で、鬼き柳りゆう怜れ生おと言ったな。卿けいという男は、この星を何ど処こへ転がしていく気だ？」

　詩乃の問とい掛かけに、怜生は心臓を摑つかまれ、背筋を凍らせた。

　どこかで分かっていながら、意識することを拒んでいた部分を、詩乃は指摘していた。

「それは、どう、いう……」

　目を揺るがせた怜生に、史紀は気遣うような間を置いてから、答える。

「実はつい先ほどまで、詩乃さんには花か蓮れんさんを観察してもらっていた」

「神名までは分からんが、彼女は間違いなく私と同格、神霊の座に到達した妖魔だ」

　詩乃が言葉を継ぐと、「そして」と怜生を見据える。

「彼女は自らのことを、卿の妻であると主張していた」

　怜生は徐々に目を見開いて、うわ言のように反はん芻すうする。

「妻……婚姻……侶りよ魔まが、神霊に……っ！」

　その関係にある者をどう呼称するかは、いま確認させられた通りだ。

「そう──鬼柳怜生くん、君は妖魔界の神と婚姻を結び、新たな〈王〉となったのだよ」

　史紀の、祝辞にも弔ちよう辞じにも聞こえるその宣告によって──

　たっぷり数秒間、怜生は目を見開いたまま気絶することになった。




「大丈夫かね？」

「ええ。今更のようですが、ご迷惑をお掛けしました」

　病室での宣告からしばらく経たって、怜生と史紀は〈大図書館〉館内を歩いている。

　服も〈大図書館〉が提供してくれたシャツとスラックスに着替えていた。

「それに、花蓮を放ほうっておくわけにもいきませんから」

　花蓮に会わせて欲しい──時間を置いて、怜生が頼んだのはそれだ。

　考えるべきことは多々あったが、まずは長年の相棒が無事か否かを確かめたかった。

　かくして到着したのは、分厚く巨大な白い隔壁の前だ。

　組み合わさっていた数枚の壁が上下左右に展開していくと、縦横ともに五〇メートル、高さ三〇メートルはありそうな、広大な白い空間が視界に現れる。

「……どこだ？」

　入ってみると、無人だった。

　あの目立つ緋ひ色いろの半人半蛇を、この白い空間で見逃すのは難しい。

　そんな怜れ生おを──真上から降りてきた赤い大蛇が、頭から吞み込んで連れ去った。

「怜生さ～ん♪」

　花か蓮れんが、上空から、怜生を尻尾しつぽで摑つかみ上あげていた。

　驚いたことに尾の先が口を開いて、怜生の頭部を吞のみ込こみ、胴体を咥くわえている。

「よかったー元気そうで！　怜生さんに何かあったらと思うと私もう気が気じゃなくて！」

　花蓮はたいそう心配していたようだが、怜生はいま人生最高に気が気ではない。

　蛇身の表面に苦く悶もんする彼の顔が薄く浮かんでおり、花蓮はそれを抱き締め頰ほお擦ずりする。

「あ、そうだこの服！　見てくださいよー、実は自分で作ってみたんです！」

　花蓮は、フリルエプロンにも似た薄手の衣装を着ていた。

　露出が多く、人間の女性なら扇せん情じよう的てきだったろうが、彼女の場合大胆に露出しているのは捕食中の大蛇であった。その口内に頭を吞み込まれて足を暴れさせる怜生には当然見えておらず、くぐもった悲鳴以外の感想は口にできていない。

「意外とイメージだけで作れるものですね。まあ、怜生さんに裸で屋外連れ回されるのもそれはそれで刺激的だったんですけどー」

　花蓮が頰を染める間に、怜生の手足が力を失い虚こ空くうに垂れ下がった。

「私の体でも着れて、怜生さんが興奮しそうな服となると、冬に向けてタートルネックの縦たて縞じまセーターとか、勇気を出して台所で裸エプロンとか？　やだもう怜生さんってば！　お台所で料理以外のものを作ろうなんて！」

　花蓮が身み悶もだえた拍子に骨の折おれる音が鳴り、すぐ下で人体の落下音が響く。

「とりあえず子供は野球リーグを作れるくらい──あら怜生さん？　お体はどちらに？」

　そして花蓮が顔を向けると、尾の先に怜生の姿が見当たらない。

　花蓮が尾の口を意識すると、食い千切られた怜生の頭が半分だけ吐き出された。

「あわわわすみません！　まだ力加減が上う手まくできなくて！」

　怜生の首を抱えた花蓮が、落下していた怜生の体へと急降下する。

　蛇女が食い千切った人間の首を抱えて急降下してくる姿に、流石さすがの史し紀きも青ざめた。

「えっと、多分こうすれば……」

　花蓮は地面に落ちた怜生の体に、首の断面を合わせた。

　すると接合部から火のような光が生じ、首と胴を溶接するように癒着させていく。

「あ、逆でした」

　ゴキュン！　と、音を立てて首が半回転された。

　改めて首と胴体が繫つなぎ直なおされると、怜生が無言で起き上がる。

「いきなりなにしやがんだお前はぁぁぁ！」

「ひゃううう、ひゅいまひぇん！」

　怜れ生おは花か蓮れんの頰ほおを左右に抓つねり、花蓮は涙目で顔を伸ばされた。

「つーか首が！　俺の首が!?」

　そして今更ながら、自分の首が外れたり繫つながったりした現実に、怜生は戦せん慄りつする。

「ふむ、『縫合』ではなく『受肉』とは、これはいよいよ……」

　史し紀きはそう感心するが、怜生は二度目となる斬ざん首しゆ体験に汗が止まらない。

「ふふーん、凄すごいでしょう。怜生さんを救いたいという私の愛が、新たなる力をピカッと開眼させたのです！　原理はなんなのかさっぱり分かりませんけど！」

　得意気に笑った花蓮は、後ろから怜生の首を抱き、下半身の尾を絡ませる。

「いや……確かに凄いんだが……つーかなんで絡みついてんだよお前」

「なんでって、いつもこうしてるじゃないですか」

　青ざめる怜生に、花蓮はキョトンとした顔をする。

　どうやら花蓮は、小さな蛇だった頃と同じ感覚でいるらしい。

「そりゃあ、昨日までは小さい蛇だったからな。いまはほら、色々その、あれだろ？」

　怜生は上半身のことか下半身のことか明言しなかったが、花蓮は前者と解釈した。

「んもー、怜生さんってば照れちゃって可愛かわいいんですから♪」

「いや待てガチで放せ締まりすぎ肋ろつ骨こつ折おれる口から内臓出るぐぇっ!?」

　怜生を揶や揄ゆする花蓮の尾が、腹を引き締めて危険な音を鳴らしていた。

「でしたら──」

　怜生を放した花蓮が身を捻ひねると、火のような光が、腰から尻尾しつぽまでを過よぎっていく。

　光の消えた花蓮の下半身は、染みも曇くもりもない女性の両足へと変へん貌ぼうしていた。

「じゃーん、これならいいですよね♪」

「おお……ちゃんと全身が人になってるじゃないか」

　人間の姿になった花蓮が、浮遊して怜生の背中に寄り添う。

　外見が半人半蛇でなくなったおかげで、怜生も幾分か落ち着きを取り戻した。

　しかし、よく見れば人型となった花蓮は半透明で、幽霊のように質感がない。

「触れないってことは、幽体なんだな」

「幽体っていうんですか？　こういうの」

　いわゆる幽体離脱の幽体で、目には見えるが実体はない。

　ちなみに、目に見える非実体が『幽体』、目に見えない非実体が『霊体』だ。

「色々試してみたんですけど、実体化するとどうしても足が蛇になっちゃうんです。かと言ってこっちだとお触りできないこのジレンマ！　人魚姫の魔女さんはどこですか！」

　どうやら怜生が気絶している間に、花蓮も色々と試行錯誤をしていたらしい。

「人じん化かが進んだようだが、実体化するとなると、竜の側面が現れてしまうのだろう」

　観察していた史し紀きが、そこで推察する。

　そこで初めて、花か蓮れんが「この人だれ？」という顔を史紀へ向けた。

「失礼。私は一いち文もん字じ史紀、ここの代表を務める者です。お話を伺いたく参りました」

　花蓮の無礼を咎とがめようとした怜れ生おを気にするなと制して、史紀は名乗る。

「お話ですか？　まあ怜生さんがいいと仰おつしやるなら。駄目というなら話せません」

「丸投げだな」

「古人曰いわく、女は男の三歩後ろを這はいずるものですから！」

「それただの怪談だからな？　大和撫子なでしこと見せかけた悪霊の類だからな？」

　妻を気取っている花蓮に、呆あきれる怜生。

　その様子を見て、史紀が安心したように口を開く。

「ふむ、どうやら目立った害意や危険性はないようだ。なら、場所を変えても──」

「夫よ、少し待て」

　半人半紙の女神・詩し乃のが姿を現して、史紀の質問を中断させた。

「みぎゃー！　なんですかこのタイプライター星人は!?　どこの魔界の怪物ですか!?」

　花蓮の悲鳴に怜生は慌あわてるが、詩乃の反応は予想を外れた。

「お初にお目通り叶かないます、いと高く深き方よ」

　詩乃は頭を下げた。

　浮遊していた体を床に降ろし、片かた膝ひざをついていた。

「私は〈天に書き留める者〉が化身、下界の通り名を詩乃と申します──他の者が働いた無礼の数々、全すべては野に生まれた無知ゆえのこと。どうかご寛かん恕じよを頂きたく」

　まるで貴族が王おう侯こうにそうするような、畏敬の念を尽くす言葉だった。

　出会って間もない怜生ですら、気位の高そうな詩乃がそうすることに驚く。

「ええと……くるしゅーないですよ？」

　花蓮すら当惑する低姿勢に最も驚いていたのは、夫である史紀であった。

「詩乃さん、君が頭こうべを垂れるということは……」

「もしやとは思っていた。彼の肉体を修復した現象を見て確証を得た」

　これまでのやり取りを見ていた詩乃は、こう続ける。

「このお方は、龍りゆう神じん──我らが故郷の創世神、〈生み出された方々〉の化身だ」

　詩乃は腰の本から、意味知れぬ記号を翼つばさのように散らした。

　室内に散らばった記号は空間に張り付き、一定量を超えたところで景色を変える。

「妖よう魔ま界かいの歴史を記した『精せい霊れい口く伝でん神かみ代よ禄ろく』の『創そう世せい遡そ及きゆう史し』はこう語る」

　怜生たちの周囲は暗くら闇やみに一変していた。

　暗転した世界に、詩乃の言葉が響くと、新たな光景が描き出される。

「当初の世は、詞ことばにして表されないものに満ちていた。

　そこに命が発芽して、やがて智ち慧えを覚え、世に彼ひ我がの区別を得た。

　智ち慧えは動くことを知り、これが脈となり、この脈は龍りゆうとなられた。

　龍は身を固めて土と肉を生み、身を広げて水と波を生み、身を伸ばし火と木々を生み、身を飛ばして空と星を生み出された。

　これら命から龍までを、今こん日にちより〈生み出された方々〉と畏敬を以もって称す──」

　暗くら闇やみに光が灯ともり、波紋と分枝を重ねて天地が創造される光景が描かれた。

「……いまのは？」

　天てん地ち開かい闢びやくの幻視が過ぎ去り、怜れ生おの意識が元の空間に戻る。

「過去と記録を司つかさどる女神である詩し乃のさんの力だ」

　史し紀きが端的に説明した。どうやら詩乃は、智慧の神に分類される神様らしい。

「この創世神〈生み出された方々〉は、創世の後も妖よう魔ま界かいの理ことわりを数多く司っておられる。そしてその権能に応じて異なる神名で呼ばれる」

　頭の印字機タイプライターを鳴らしながら、詩乃は改めて花か蓮れんを見る。

「この方が持つ神名は〈命を運ばれる方〉──三千世界の全すべてから死者の命を吸い込み、新たな命として送り出すという、生命の神だ」

　怜生と花蓮は、そんな詩乃の宣言を聞いて、顔を見合わせた。

「ええと……つまり私は、結構偉い女神様だということですね！」

　えっへんと胸を張っている花蓮を見て、怜生が疑わしげに尋ねる。

「その……それは、具体的に、何ができるものなんでしょうか？」

「生命の起源を司る神格だ。命に関することなら大概叶かなうだろう」

「例えば鬼き柳りゆうくんが蘇そ生せいされた現場には、このような植物があった」

　詩乃の返答に続いて、史紀が映像に出したのは、ガラスケースに包まれた樹の枝だ。

「この樹は花蓮さんの生態魔術によって作り出されたものだが、現在外部から魔力供給を受けていない。これがどういうことか分かるかね？」

　史紀の言葉を耳にした怜生は、しばらく経たってから目を丸くした。

「それってなにか凄すごいんですか？」

「バカかお前は！」

　花蓮の間抜けな発言に、怜生が思わず言うと、花蓮は小さく震え出す。

「れ、怜生さんに罵ののしられた……!?」

「ああ、ごめん。そうだよな、お前が知らないのも当然──」

「もっと！」

「変態か!?」

　夫婦めおと漫才を演じる二人に、史紀が微苦笑しつつ説明する。

「魔術にも、できないことはたくさんある。例えば、魔力のみによって本物の物質を作り出すこと。簡単に言うと、何もないところから金銀財宝を作って大おお儲もうけしたり、ご馳ち走そうを作ってお腹なかを満たしたりすることはできない。魔力が尽きればすぐに消えてしまう」

　そう、魔術で作られた疑似物質は、魔術が使われている間しか存在できないのだ。

「だが、君たちは魔力のみから本物の物体を作り出した、この意味が分かるかね？」

　史し紀きが確認すると、花か蓮れんは小首を傾かしげて、

「夜の十二時になってもドレスが消えない？」

「──っ、はっはっはっはっはっは！」

　花蓮の答えに、魔術の権威である史紀は、額を押さえながら痛快そうな笑声を上げた。

「いや失礼、だが確かに、そういうおとぎ話でもありえない芸当を可能にする力だ」

　史紀は息を吐ついて言うが、怜れ生おは笑えない。

　究極、呪じゆ文もんを唱えて杖つえを振ったら欲しいものが何でも出てくる──そんな力だ。

「君たちが作り出したあの巨大樹は、既に生命活動を終えて自壊していたが、その残ざん骸がいは残っていたし、回収して分析することもできた」

　史紀は怜生が気絶している間、その回収と分析を命じていたようだ。

　また、大騒ぎにならないよう、魔術を使って事態を隠いん蔽ぺいしてくれたという。

「当然ながら、単なる植物ではない。動物性の体組織や、燃料利用可能な樹液に、更には鉱物まで含んでいる。妖よう魔まとしての霊体活動も観測されたので、魔力の供給も可能だ」

　目を剝むいた怜生の横で、花蓮が疑問符を灯ともしている。

「もしこの現象が魔術化されたとすれば、この樹木を中心とした資源プラントが作られ、燃料・鉱物・食料・魔力を得られるかもしれない。敢あえて俗な言葉を選ぶなら『金のなる木』だね」

　怜生は学生の身ながら事の重大さを察して、絶句する。

「怜生さん？　すごい汗ですけど大丈夫ですか？」

「ああいや、とりあえずお前の能力が、かなり何でもありなことはハッキリしたんだが」

　事の重大さを強引に忘れて、怜生は別の疑問を口にした。

「それがどうして、俺の『妻』だなんてことに？」

「なにって、怜生さんと私だからですよ？」

「いやそこできょとんとされても、俺の背筋が寒くなるだけなんだが……」

　気合いの入ったストーカーに遭遇した気分で、怜生は顔色を悪くする。

「魔術師が結ぶ契約には複数の種類がある」

　怜生の疑問には史紀が応じた。

「一般的な魔術師と侶りよ魔まを結ぶのが『同胞契約』、〈王〉と眷けん属ぞくが結ぶ『主従契約』、そして最も強固なのが、両者を魂から結合させる、〈王〉と神霊の『婚姻契約』だ」

　史し紀きに続いて、詩し乃のが語る。

「この場合の『婚姻』は、人が行う社会的な結合ではなく、呪術的な魂の一体化を指す。我ら神霊はそうした概念的なものに強く影響を受けるため、例外なく夫を愛している」

　愛を語った詩乃の声こわ音ねは淡白だった。

「いまでこそ倦けん怠たい期きのようだが、詩乃さんにも初々しい時期が──」

　史紀が懐かしもうとすると、詩乃の髪が一部ハリセンと化して頭部を襲った。

「なんにせよ、花か蓮れん様が卿けいとの関係を伴はん侶りよと見なすのは、事実に対し正確な認識なのだ」

　戸籍とは別の領域で、怜れ生おと花蓮は夫婦なのだと、詩乃は断言した。

「それは……間違いないんですか？　主従契約の方とかではなく？」

　あくまでも『婚姻』だと断言されて戸惑う怜生に、花蓮が焦りだす。

「そ、そんな、私と怜生さんが主従だなんて……！」

「ああ悪い、そんなつもりで言ったわけじゃなくて──」

「でも怜生さんが望むなら！　私も怜生さんを犬と呼びます！」

「そんなつもりで言ったわけでもないからな？　お行儀よくしてような？」

　はーい、と冗談を引っ込める花蓮だった。

「ちなみにその婚姻契約に、離婚届の発行は？」

「自分の体が誰の力で生き永らえたと思っている？　つまり、卿ら人間の言葉に倣ならうなら『死が二人を分かつまで』だ」

　詩乃の返答は即すなわち、契約を切れば命が保証されないということだ。

「殊こと更さらに重く捉とらえることはない。お互いにとって最もよい関係を構築していけばいい」

　史紀は若い男女を見守る目で助言する。

「そして最後に一つ、大事なことを覚えておいてほしい」

　まだ何かあるのかと、怜生は精神力の限界を感じながら背筋を正す。

「いま君の体は、龍りゆう神じんと結ばれたことにより、その膨大な魔力とも繫つながっている。もし、これを不用意に使おうとすれば、強大すぎる魔力が何を起こすか分からない」

　史紀に指摘されて、怜生は映像で見せられたあの巨樹を思い出した。

　怜生が意図して作ったものではないし、花蓮とてそうだが……だからこそ危険なのだ。その気がなくとも同じ現象を起こすかもしれないのだから。

「故ゆえに、しばらく君は魔術を使ってはならない。いまは安定していても、ひとたび魔力を用いようとすれば、龍神の膨大な魔力が堰せきを切きって溢あふれ出だすだろう」

「それで、この封印用触しよく媒ばいを？」

　怜生は片腕を上げて、手首の輪を示す。

「我々に君を拘束する権限はないので、外そうと思えば外せるようになっているが……」

「わかりました。安全が確認されるまで、魔術は使いません」

「協力に感謝する──さて、取り急ぎ伝えるべきことは伝えたが、質問はあるかね？」

　生徒に質問を求める講師のように、史し紀きが問う。

「なら……これはちょっと失礼な質問かもしれませんが」

　せっかくなので、怜れ生おは気になっていたことを口にする。

「神霊というのはその、必ずこういう姿をしているものなんでしょうか？」

　色気とは違う意味で目のやり場に困る女神たちの容姿を、ここで問う。

　なぜこうも、中途半端に人とそうでないものが混ざり合った、異形なのかと。

「人ならぬ神が、人の形をしていないことは奇妙かね？」

　史紀の問い返しで、怜生が返答に窮きゆうすると、詩し乃のが失笑する。

「我ら神霊の化身は、妖よう魔ま界かいと人間界を結ぶもの。従ってその姿は、妖魔の相と人の相を併あわせ持つ。記録を司つかさどる私は『紙』や『文字』、龍りゆう神じんである花か蓮れん様は『蛇』──」

　胸元に軽く手を添えた詩乃は、異形の身をまったく恥じない。

「人型に寄せたり、或あるいはもっと化け物らしくなったりすることもできるが、基本的にはその間を取るのが我らだ。いわば、この半人半魔の形態こそ、人間界と妖魔界の間に立つ我らには自然な形なのだ」

　そう断言されると、怜生も言葉に詰まる。

「あ、あの、怜生さん……」

　そこで花蓮が、遠慮がちに怜生の袖そでを引く。

「わ、私、頑張りますから！　こんな体ですけど、怜生さんを幸せにしますから！」

　彼女の必死な表情に、怜生は自分の愚かさを悟った。

　花蓮とて、望んで龍神や半人半蛇になったわけではないのだ。

　むしろ、そういう姿で人の世に放ほうり込まれて、いま最も不安なのは彼女ではないか。

「怜生さんの嫌いなところがあったら私ちゃんと直しますからっ、怜生さんを！」

「鬼嫁か!?　一歩も譲らないで夫を矯正する構えなのか!?」

　図太い性格をしている花蓮には、要らぬ心配だったようだ。

「さて、流石さすがに時間も遅い。鬼き柳りゆうくんにも落ち着いて考える時間が必要だろう」

　史紀が切り上げる言葉を口にしたことで、怜生は今更ながら時間を意識した。

「あっ、申し訳ありません。考えてみればこんな夜中まで」

「構わないさ。職務に限らず、個人的な興味も尽きないことだ。今日は〈大図書館〉に部屋を用意しよう。お二人とも、いまはゆっくり休むといい」

　怜生が礼を言うと、史紀はこうも付け足す。

「ご両親についてのことも含め、話の続きは明日にしよう」

　やや慎重な声こわ音ねで言及した史紀を見て、怜生も神妙な面持ちで頷うなずくのだった。




　史し紀きが用意してくれた一室で、怜れ生おは仮眠を取ることになった。

　上質な内装を楽しむ余裕もなく、怜生はソファーに倒れ込んで、煤すすけた溜ため息いきを吐つく。

「怜生さーん？　大丈夫ですか？」

「大丈夫じゃねぇよ、人生で一番大丈夫じゃねぇよ……」

　人目がなくなったことで、怜生の口から抑え込んでいたストレスが流れ出す。

「どうなってんだよ訳わかんねぇよ、俺ちょっと前までどこにでもいる平凡な高校生してたんだぞ？　それがなんで首を切り飛ばされた挙句に怪物の嫁さんもらってんだよ……」

「そ、そんなに落ち込まなくても、ほら、王ですよ王様！　一躍大出世ですよ!?」

「知らねえよ王とか龍りゆうとか誰も頼んでねえよ、こんなボンクラを摑つかまえてどんな冒険活劇作る気なんだよ、どこぞの妄想逞たくましい中学二年生にでもさせときゃあいいだろ……」

　怜生は亡者のような顔色のまま、ぶつくさと言葉を垂れ流していった。

「だ、駄目だこの人……私がしっかりしないと！」

　一方で花か蓮れんは、早くも夫への母性らしきものに目覚めていた。

「つうかお前、同じ部屋でいいのか？」

　やがて嘆なげくのにも疲れた怜生は、彼女へ顔を向ける。

「結婚した日に別の部屋で寝る夫婦がどこに居ますか！　というかいままでずっと一緒に暮らしてたじゃないですか！」

「まあ確かにそうなんだが……いまはほら、お前も色々違うだろ？」

　上半身だけならレディになったわけなので、怜生はその点を伝えてみる。

「それはつまり～、この魅み惑わくの曲線が気になって仕方ないってことですか～？」

「見てくれはいいけど、指一本も触れられないんじゃな……」

　花蓮は服の胸元や裾すそを軽く引っ張って誘惑したが、こうして怜生が片手を伸ばしても、幽体には触れられず、煙のようにすり抜ける。

「それでしたら──」

　花蓮はそう言うと、火に似た発光で自分を包む。

　スカートの裾から伸びた両足がくっ付き、人魚の如ごとく鱗うろこに覆われて蛇となる。

「ほーら、これならお触りオーケーなぴっちぴちのヘビ少女ですよ～？」

「ねーよ。自分で蛇っつってる時点で自覚あんだろお前。あと蛇と美少女かけてヘビ少女とか言っても別に上う手まくねえよ。だから巻き付くなって！」

　確かに胸板にすり寄る顔立ちは類たぐい稀まれな美少女だし、体に押しつぶされる乳房も豊ほう艶えんで、腰の括くびれも非常に魅惑的だが、そこから下が有ゆう鱗りん類るいでは難易度が高すぎだ。

「というか流石さすがに疲れた……今日はもう寝るから、ベッドはお前が使え」

「いえいえ、私は姿を消せますから必要ないですよ？」

　と、花蓮は手を振る。

「そうか、霊体化すればいいんだったな」

「はい。でも使っていいと仰おつしやるなら、今夜は二人で壊れるほど使いましょう！」

「ゴミ箱で寝てろ！」

　裁判になったら負けそうな暴言と共に、怜れ生おはようやく解ほどいた花か蓮れんを宙に投げ捨てた。

「そんなぁ、せめて腕うで枕まくらくらいしてくれても……」

「いや、だってお前と寝たら、翌朝には丸まる吞のみにされてそうだし」

「そこまでしません！　先っぽだけですから！」

「何がどう先っぽだけなのか説明してみろ！　もといやっぱりせんでいい！」

　寝台に侵入してこようとする花蓮の顔を押し返し、怜生は真剣に顔を青くする。

「くすん、お疲れのようですし、今日は仕方ないですよね……」

「ああ、悪いな、そうしてくれ」

　引き下がってくれた花蓮に詫わびて、怜生は服も着替えずベッドに入る。

　すると、花蓮は怜生に背を向けるなり、目を潤ませながら指を組んだ。

「そう！　たとえ私が明るく振る舞っている裏で不安な気持ちを抱えていたとしても！　怜生さんに甘えることなんてほんの少しもあってはならないのです！　……チラッ」

　聞こえよがしに独白した花蓮が、擬音を付けて振り返る。

「たとえこの胸が張り裂けそうな心地であっても、夫の負担にならぬようグッと堪こらえる！　それが怜生さんの望む妻の姿ならば私は！　うぅぅ、ぐすん、しくしく……チラッ」

　自己陶とう酔すいした演説から泣なき真ま似ねを繰り広げ、また振り返る。

　そして怜生の反応がないのを見ると、ぷくーっと頰ほおを膨らませた。

（あーそういえば、蛇の頃からこういうおマセな構ってちゃんだったなーこいつ）

　こうして人の姿にはなったが、中身は怜生の知る花蓮のままだった。

　蛇の頃はそれが可愛かわいらしくもあったが、こうして人型になり喋しやべり出だすと、面倒くささを否定できない。顔が美少女であることも、半蛇の容よう貌ぼうとあいまって残念さを際立たせる。

「花蓮」

「なんですか!?　今更なに言っても私は部屋の隅っこで一人寂しくとぐろを巻いて夜を泣き明かすんですからね！」

「笑えないくらいホラーだから止やめてくれ。あとちょっと真面目まじめな話をするから聞け」

　怜生がベッドの上で胡坐あぐらを搔かくと、花蓮は拗すねた顔をしつつも向き合う。

　それを確認してから、怜生は改まって口を開いた。

「ありがとう」

　軽く頭を下げた怜生に、花蓮は「え？」と虚を衝つかれた。

「色々なことが立て続けに起きて言い忘れてた。本当は一番に言わなきゃいけなかった。お前は、俺の命を救ってくれたんだ。俺が生きてるのは、お前のおかげだ」

　そう、龍りゆう神じんだ何だと言う前に、怜れ生おにとって花か蓮れんは恩人なのだ。

「だからってわけじゃないが、俺はこれからもお前を大事な相棒として扱う。婚姻とかはまだ何とも言えないけど……誰が何と言おうと、俺はお前を疫病神だなんて思わない」

　恥を忍んで真剣に見据える怜生に、花蓮は目を瞬しばたたいていた。

「だからまあ……これからも、頼む」

　流石さすがに照れくささが限界を超えて、怜生は目を逸そらしながら、最後にそう言い切った。

「怜生、さん……！」

　やがて花蓮は、非常に可愛かわいらしいものを見たように震え始める。

「抱いてーっ！」

「抱かねぇよ！」

　両手を伸ばして飛び込んできた花蓮の顔に、怜生は枕まくらを投げつけるのだった。





　　　◆






　幻影魔術による通信は、かつてＳＦ作品に描かれた仮想空間を実現した。

　視覚や聴覚だけでなく、触覚・味覚・嗅きゆう覚かくの情報も伝達可能な幻影空間は、もう現実と大差がない。

　一いち文もん字じ史し紀きは、その幻影空間で、とある人物と対面する。

「このような時間に応対していただき感謝いたします、〈大図書館の主あるじ〉一文字史紀閣下」

「構わないよ、こちらも話したいことがあった──〈水すい葬そうの王〉鳴海なるみ滝たき徳のり閣下」

　史紀と同じ〈王〉の一人──水に関連する魔術の開祖とされる男だった。

　首脳会談に使われるような趣おもむきの部屋は幻術で描かれたものだ。向き合う二人も、実際の体はそれぞれの執務室にある。

「用件は他でもない、昨晩、〈大図書館〉近辺、赤あか枝し宮みや大魔学院の敷地から、大規模魔術の反応が観測された。何が起きたのか説明してほしい」

　鳴海の、深海のような圧を感じる黒い瞳ひとみが史紀を窺うかがう。

「これは耳が早い。こちらも同じ魔力を観測したが、遠く離れたそちらの結社からも？」

　史紀は、さも意外そうに確認する。

「当社の魔術師が偶然近くにいたため上がってきた報告だ。もしも〈大図書館〉で魔術戦など起きていたなら、私も盟約に従い、そちらが保管する秘法を守らねばならない」

　鳴海は淀よどみなくそう答えた。

「迅速な対処をありがたく思う。察しの通り、当図書館に昨晩侵入者が現れた。侵入者は追跡した警備の魔術師と交戦、大規模魔術はその最中に起きた。術式の詳細は不明だが、恐らく侵入者の手によるものだろう」

「術式が不明……〈大図書館〉でも把握していない術式が用いられたということか？」

「既存術式のハイブリッドか、強大な力を持った侶りよ魔まの生態魔術と考えられる」

　鳴海なるみが追及した大規模魔術とは、怜れ生おと花か蓮れんの生み出したあの巨大樹だ。

　対して史し紀きは二人の名前を出さず、仮面の魔術師を容疑者に仕立てた。

（侵入者が私の部下だと分かっていて、その返事か……狸たぬきジジイめ）

　鳴海は口に出さず、史紀の性しよう悪わるさを呪のろった。

　燦さんと燐りんが戦い、怜生を臨死体験させたあの黒服は、鳴海の部下である。

　よって史紀の返答が口から出まかせであることも分かる。だが『そんなはずはない』と追及すれば、エージェントを忍び込ませた罪を自白するに等しい。

「そこでだ──先ほど話したいことがあったと言ったが、この侵入者の追跡に、鳴海卿きようの力をお借りしたい。私が見た限りだと、水と氷の魔術を多用していた。水系魔術の開祖に名を連ねる〈水すい葬そうの王〉に協力してもらえれば、瞬く間に特定できることだろう」

　この依頼には、鳴海も仏頂面に苦笑いするような動きを見せた。

　侵入者の正体を知った上での依頼は、皮肉でもあり牽けん制せいでもある。

　追及しない代わりに追及されないという暗黙の取引を、史紀は鳴海に要求していた。

「……引き受けよう、詳細な資料を送っていただきたい」

　史紀はその場で資料を送付した。

　内容には目を通すまでもない。仮面の魔術師が鳴海の部下であることを物語る情報と、鳴海が聞きたがっていた大規模魔術について『それっぽい噓うそ八百』が列挙されている。

「……確かに受け取った」

　鳴海がこれに対してどのような『報告』をするかは自由だ。

　ありもしない犯人像を伝えて迷宮入りを望むのか、無関係な人間を犯人に仕立て上げて事件解決とするのか、或あるいは侵入させた部下を切り捨てるのか。

　いずれにせよ、いまこの場で、鳴海が史紀の隠し事を追及するのは難しい。

　史紀は基本的に温厚な初老の紳士だが、こういう交渉の場では性格の悪い御ご仁じんだった。

「一いち文もん字じ卿」

　鳴海は会談の締めとして口を開く。

「件くだんの正体不明な大規模魔術──内容によっては世の秩序を揺るがすものと察せられる。下手人をこちらが発見した場合、私の方で処理させてもらって構わないだろうか？」

「いいや、そのときは生きたまま引き渡してくれたまえ。術式と背後関係を調べたい」

　史紀の返答で、鳴海は確信した。その使い手は史紀が匿かくまっていると。

「承知した。よい一日を──先生」

　よい一日を──と、史紀が同じ言葉を返して、鳴海は通信を切る。

　幻影魔術が解かれ、周囲の景色が執務室に戻る。

「君の失態を追及する暇はなくなったようだ」

　鳴海なるみの視線の先では、氷の仮面を付けた魔術師が、片かた膝ひざと片手をついていた。

　仮面で顔は窺うかがえないが、指を握り込む姿から、己を責めていることが察せられた。

　鳴海は黒服から目を離して、執務机の通信機に手を触れる。

「各地の支社から、今日中に集められる兵を全すべて集めろ」

　その命令を聞いた仮面の魔術師が、小さく肩を震わせた。

　兵とは、警備員という名目で支社に配置されている、攻性魔術の使い手だ。

　それを集めるということは──〈王〉が戦争を決意したということだった。





　　　◆






（結局、腕うで枕まくらで妥協する羽目になっちまった……）

　ベッドの中で、怜れ生おは片腕を横に伸ばしたまま、自分に呆あきれていた。

「ふしゅ～、しゅるるる～」

　二の腕には花か蓮れんが首を乗せており、奇妙な寝息を立てている。

　掛かけ布団の中では、横たわった花蓮の胸が脇腹に触れていたり、蛇の下半身が片足へと絡みついていたりと、見事に安眠を妨げてくれていた。












（そりゃまあ、蛇だった頃から、よく布団に潜り込んできてたけどよ……）

　契約者に甘えてベッドに潜り込む侶りよ魔まは多い。花か蓮れんもそういう性格の侶魔だった。

（神霊、龍りゆう神じん、〈王〉……ったく、どうしろってんだよ……）

　先ほどは強がってみせたが、やはり先行きの不安に悪態を吐つきたくなる。

　魔術師の端くれである怜れ生おは、〈王〉の称号がどのような重責を伴うかを理解していた。

　いまでも、油断すれば体が震えて、叫びたくなり、このまま消えてなくなりたいという逃避の念に駆られる。恐らく、今後生きている限り、それが続くだろう。

「怜生さ～ん」

　花蓮の声で我に返る。目を向けてみると、どうやら寝言のようだった。

「泣かないで……私が、いますからね～」

　子供をあやすような口く調ちようの寝言に、怜生は目を瞬しばたたいて、ふと思い出す。

　泣き虫だった子供の頃も、いや大きくなった最近でも、怜生が心細くなると、花蓮は機敏に察して、励ますように身を寄せてくれる侶魔だった。

（……やっぱ、なんも変わってねえわ。こいつ）

　毒気を抜かれた怜生は、小さく笑って目を閉じ、いつしか眠りに落ちていく。

　翌朝、自分が頭から丸まる吞のみにされて目覚めることを、怜生はまだ知らない。






幕まく間あい






　子供はあるとき、世界に対する恐怖に襲われる。

　事故、病気、災害、戦争、そうした世の中の恐ろしい部分が理解できるようになると、明日それが我が身に降ふり掛かかることを恐れ、不安に震えるときがある。

　花蓮が見守ることになった子供──怜生は、それが少し根深い少年だった。

「鬼き柳りゆうの魔術を習いたいだぁ？　生意気いいよる」

　伝でん法ぽうな口調で怜生に言ったのは、父の死後に彼を引き取った養父だ。

　時期としては、怜生が実の父親を喪うしなってすぐのことだった。

「いいか怜生、うちの魔術は傭よう兵へいの技よ。手っ取り早く相手を殺すようドカンと大火力をぶっぱなして、自分らは死なんよう血がドバドバ出ても治るようにする、そういうんだ」

　養父は吐き捨てた後、少し顔色を曇くもらせて、

「お前の実のオヤジには、俺も命の借りがある。じゃけえお前を養子にしたが……もし、お前がオヤジの仇かたきを討とうっちゅうんなら……」

「事故や病気で死なないようにしたい」

　首を横に振ってから、怜生は改めて養父に言う。

「有機魔術師は、魔術師の中でも頑丈で、簡単に死なないって聞いたから」

「……つまりなにか？　お前はただ『健康』のために、傭よう兵へいの技を学びたいってのか？」

　頷うなずいた怜れ生おに、養父は膝ひざを叩たたいて笑い、修行を許可した。

　傭兵紛まがいの鬼き柳りゆう家に属する魔術師だった父は、紛争地で凶弾に倒れた。

　怜生がそこから学んだのは、世界の理不尽さでもなければ復ふく讐しゆう心しんでもなかった。

　人は死ぬのだ──その単純明快な事実に、人は最大限に備えねばならないのだ。

　その恐怖心を原動力とする勤勉さで、怜生は傭兵の技を修めていった。

（怜生さんは、とっても怖がりな人）

　花か蓮れんや燦さんと燐りんくらいしか知らなかった。

　本当の彼は、一緒に暮らす双子に絡まれて泣きべそを搔かき、些さ細さいなことで落ち込んで、女の子がぬいぐるみに語かたり掛かけるが如ごとく、花蓮に夜ごと泣き言を吐く子供だ。

　そのくせ強がりであるため、大人に甘えるということをさっぱり知らない。

　人前のときと一人のときで落差が激しい性格は、こうして養われた。

（人間だったら、抱きしめてあげられるのに）

　体が大きくなっても、人前では強がれても、しまいに〈王〉となっても。

　世界の誰より一緒にいた花蓮にとって、鬼柳怜生とはそういう男の子だ。

　なら、こうして抱きしめる腕を得た自分のすべきことも決まっている。

　今度は〈王〉という新しいお化けに怯おびえ始めた彼を、思いっきり慰なぐさめてあげることだ。
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　妖よう精せい人じん自治区・赤あか枝し宮みやに朝が来る。

　その西側、上かみ江こう東とう区くの一角に、大魔学院が敷地を広げている。

　敷地の中央部には、円形闘技場を重ねたような趣おもむきの、重厚な建物が鎮座していた。

　ファンケンボルグ兄弟の描いた『バベルの塔』にも似たそれが、〈大図書館〉だった。

（本当に、どうしてこうなったんだか……）

　そんな〈大図書館〉の客室で、怜生は長い回想を終えていた。

「それで怜生さん、今日はどうするんですか？」

　花蓮に聞かれて、怜生も自分の置かれた状況を思い出す。

「一いち文もん字じさんからの連絡待ちだな。今日は日曜だけど、下手すりゃ学校も当分休みか」

「それはいいことです！　私あの場所はちょっと好きじゃありません。皆して怜生さんを怖がりますし、怜生さんもよく家に帰ると落ち込んでますし」

「まあ否定はしないけどな……」

　憮ぶ然ぜんとした顔をする花蓮も、怜生の学校生活を侶りよ魔まとして見てきたのだ。

「ですがご心配なく。今日から怜生さんには私がいますから。嫌なことがあったときにはいっぱい甘えてくださいね？」

「生意気いうな」

　花か蓮れんの笑顔に動揺しかけた怜れ生おは、失笑で誤ご魔ま化かした。

「むぅ、生意気とはなんですか！　お忘れかもしれませんが、私の方が怜生さんより年上なんですよ？　お姉さんなんですよ？」

「ああ、そっか、お前ってオフクロが子供の頃から侶りよ魔まやってたんだよな」

「はい、そしてお義か母あ様がお亡くなりになる前、怜生さんのことをよろしくと託されたのです！　親公認の姉あねさん女房なのです！」

　花蓮は元より、怜生が亡き母から引き継いだ侶魔だ。

　自分は母の声こわ音ねすら覚えていないが、花蓮は怜生より母のことを覚えているのだろう。

「まあ、それ以前は『卵』だったそうですから、あまり覚えてないですけど」

　卵というのも、侶魔には時おりある形態だ。

　怜生が生まれる少し前に、蛇として孵かえったと聞いている。

「ん？　待てよ？　オフクロが子供の頃からってことは、少なくとも二十年、それプラス俺の歳としってことはお前……およそ三十七、八歳？」

「異議あり！　卵だった期間は年齢に数えるべきではないと思います！　十八歳です！　怜生さんよりちょっと年上な十八歳です！　年上の幼おさな馴な染じみポジションです！」

　アラフォー疑惑に猛抗議する花蓮だった。怜生も下手な揶や揄ゆは控える。

「まあどの道、侶魔の歳は人じん化かしてからが重要だからな。お前もそれだけ人化したなら、学院で授業とか受けられるぞ」

「授業？　いいですよお勉強なんて！　私はいつも通り怜生さんのお傍そばにいられれば！」

　就学と聞いた花蓮は、苦手意識があるのか手を振って遠慮する。

「いいや大事なことだ。人化率が一定以上になった侶魔にはある程度の教育を受けられる権利が生じる。大魔学院にはそういう侶魔専用の特別学級もあるから逃す手はない」

「ああしまった！　怜生さんこういうことには真面目まじめなんだったぁ……」

　思い描いていた新婚生活とは違う展開に、花蓮は肩を落とす。

「あのぉ、私どうせなら恋のＡＢＣとかそっち系のお勉強がしたいなーなんて」

「そうだな、とりあえず文字の読み書き、平仮名やＡＢＣからテストだな」

「完全に子供扱い！」

　魔術師と侶魔の契約には、ある程度は知識を共有する効果もあるが、花蓮がどの程度の知識を身に着けているかはチェックしなければならない。

「うぅ、手厳しい一方でとことん面倒見る気な怜生さんの優しさに複雑な気分です……」

「ああ、お箸はしの使い方も教えなきゃ駄目か？」

「幼児！　ちょっと待ってくださいよ怜生さん！　あなた私のこと本気で娘みたく思ってませんか!?　歴れつきとした夫婦だって昨日詩し乃のさんも言ってたじゃないですか！」

「一いち文もん字じさんはこうも言った。『お互いにとって最もよい関係を構築していけばいい』と」

「その結果がお箸はしの使い方!?　コウノトリを呼ぶ儀式とかキャベツ畑豊作運動とかは!?」

「はいはい、十年後にまた聞かせてくれおませさん」

「もーっ！」

　花か蓮れんはぽかすかと怜れ生おの胸を叩たたき始めた。

「「ちょぉぉぉぉぉっと待ったぁぁぁぁぁっ!!」」

　突如、部屋の扉が音を立てて開かれる。その先から、制服姿の燦さんと燐りんが現れた。

「ちょっとおじさん！　これはいったいどういうことよ!?」

「説明してください！　まさか本当なんですか結婚したって！」

　室内に駆け込むなり、燦と燐が詰きつ問もんする。

「しゃーっ！　誰かと思えばお二人ですか！　また邪魔しにきやがったんですか！」

　蛇のような声で威い嚇かくする花蓮を指さし、燦が眦まなじりを釣り上げた。

「アンタこそなにしてんのよ！　黙って聞いてりゃ人様の家系図に爬は虫ちゆう類るいの血を混ぜようとして！　せめて鱗うろこが生えてないものに生まれ変わって出直しなさいよ！」

「失礼な！　純粋な愛の前に鱗なんて関係ないんです！」

「そりゃ普通は無関係でしょうよ！」

　燦が花蓮と睨にらみ合あう間に、燐は怜生の方へと詰め寄る。

「見損ないましたおじさま！　いくら人間の女性に縁がないからって人間じゃない女性に手を出すなんて！　童貞をこじらせるにも限度というものがあります！」

　燐に詰め寄られた怜生は、暴言に血管を浮かせるが、先んじて花蓮が応じる。

「ご心配なく、怜生さんはもう立派な男性ですから♪」

「そこ！　さも自分が初物いただきましたみてぇな顔してんじゃねぇ！　ああこら引くな姪めいっ子こ、妄言だ！　この発情侶りよ魔まの妄言だから！」

　怜生から身を引いた燦と燐は急速に青ざめていく。

「どどどどうしよう燐ちゃん！　うちのおじさんが超ちよう弩ど級きゆうの変態になっちゃったよ!?」

「どうしようって言われても、こんな下手な犯罪者予備軍よりニッチな趣味に目覚めるだなんて想定してるわけないじゃないですか！」

　互いの手を握ってカタカタと震える燦と燐だった。

「大丈夫です怜生さん！　世界中が怜生さんを人外フェチのド変態と罵ののしっても、私だけは怜生さんの味方ですから！」

「お前がそう言ってくれるとおじさん泣きそうだよ……」

　花蓮は花蓮で怜生の手を握り締め、怜生は顔に影を落としていた。

「いやちょっと待ってよおじさん！　諦あきらめて状況を受け入れるにはまだ早くない!?」

「そうです！　このままだとヴァージンロードに蛇腹引きずることになりますよ!?」

　再び嚙かみ付ついてくる姉妹に、怜れ生おは溜ため息いきを吐つきつつ応じる。

「花か蓮れんのおかげで死なずに済んだんだ。そう邪険にするんじゃねぇよ」

「いいんですよー怜生さん、燦さんちゃんと燐りんちゃんもお年頃なんですよ」

「もう親しん戚せきのおばさんぶってやがるこの蛇！」

　怜生の擁護も功を奏さず、燦が血管を浮かせていた。

「はいはい、皆さんそこまで」

　扉の方から手を叩たたく音。一同が目を向けると、一人の女性がそこにいた。

　赤茶髪を肩まで伸ばした妖よう精せい人じんの美女であり、豊ほう艶えんな肢体をスペンサースーツに包み、柔和な表情を浮かべている。

「義ね姉えさん」

「お母さん！」「お母様！」

　怜生の義姉、燦と燐の母──鬼き柳りゆう燈あかりその人であった。

　貴婦人めいた風情ふぜいで現れた燈は、叩いていた手を合わせて微笑ほほえむ。

「お互い色々言いたいこともあるでしょうけど、ここが天下の〈大図書館〉であることを忘れないでちょうだい。あまり恥を搔かかされると、お母さんちょっと困るなぁ？」

　燈から生じたオーラに、全員が身を竦すくませた。

　鬼柳家は傭よう兵へい紛まがいの警備会社ＰＭＳＣだ。その長女である燈を怒らせた場合も推して知るべし。

「はいこれ、怜生くんの着替え。とりあえず朝御飯にしましょう？　話はそれからね」

　あっという間に場を掌握した燈に、怜生たちは揃そろって頷うなずくのだった。




　燈の持ってきた服に着替えた怜生は、渋面で部屋を出てきた。

「義姉さんこのコート、鬼う柳ちの兵隊の戦闘制服じゃねえか……」

　怜生が袖そでを通していたのは、濃緑色のコートだった。

　警備会社ＰＭＳＣである鬼柳家の魔術師が着る、外がい套とう型の魔術触しよく媒ばいだ。

「念のためよ。よく似合ってる」

　燈は怜生の不満を聞き流す。

　着替えを手伝うと言い出して叩き出されていた花蓮は、目を輝かせて何度も頷く。

　ミリタリー系ファッションと言い張れないこともないので、怜生も諦あきらめることにした。

　そうして怜生たちが向かったのは、学院にある飲食店だ。

　世界的な術式発明の表彰式が執り行われることもある大魔学院だけのことはあり、上客向けの高級レストランも備わっている。怜生たちは贅ぜい沢たくなことにそこへ通された。

「一いち文もん字じ卿きようが手配してくれたから、人目を気にする必要はないわ」

　上階の店で、怜生たちはテーブルを囲む。

　椅い子すに座るのは怜生・燦・燐・燈の四人。花蓮は幽体で怜生の背後に浮遊する。

「今後怜れ生おくんについての細かい手続きやスケジュール管理は私が預かることになったの。今回はその報告と、予定の伝達ね」

　学院の警備を預かる燈あかりは、やはり怜生に起きたことを把握していた。

　事件の処理で怜生に会う暇もなかったが、一いち文もん字じ史し紀きから事の次第は聞いたという。

「迷惑かけてごめん、義ね姉えさん」

「いいのよー、むしろ義弟おとうとが〈王〉になったと聞いて気分は一いつ攫かく千せん金きんだから♪」

　燈が狡こう猾かつそうな笑みを浮かべると、燦さんと燐りんも同じ様子で頷うなずく。

「花か蓮れんさんも、改めてよろしくお願いしますね」

「こちらこそ、小こ姑じゆうとさん」

　小姑……と、燈は引ひっ掛かかりを感じつつも聞き流した。

「とりあえず、改めて紹介しとくよ。俺の妻（仮）かつこかりになった花蓮だ」

「主人がお世話になっております。ってなんですか怜生さん（仮）って！　せめて内縁の妻とかにしてくださいよっ！」

　お辞儀した花蓮がすぐさま怜生に抗議した。

『おお、これは花蓮殿、なんと高貴なお姿。この男だん爵しやく、見違えましたぞ』

『ブァカだね！　鼻の下伸ばしてんじゃないよ！』

　燦と燐の手元に、カボチャとカブの鬼火が現れる。

「うわっ、お野菜さんじゃないですか！　小さーい」

　蛇の頃から面識があったカボチャとカブを、花蓮が手に乗せて観察する。

　怜生と燦・燐がそうであるように、互いの侶りよ魔まであった花蓮と鬼火たちも長い仲だ。

「だいぶ見た目が変わったけど、分かるもんなんだな」

『当然じゃ。我ら妖よう魔まは姿かたちより魂の方を見る。花蓮殿の身にまとった竜の気配は、質をそのまま重みと大きさを身震いするほど増しておるわい』

　そう語るカボチャだが、顔は花蓮の胸を見て鼻息を荒くしており説得力を欠く。

　カボチャがカブに嚙かみ付つかれ悲鳴を上げるのを横目に、怜生はメニューを開いた。

「妖魔用の霊体料理は……この時間帯は扱ってないみたいだな」

「まだまだ作り手が少ないし、侶魔も味の感覚があるだけで必ひつ須すなわけではないから」

　メニューを確認すると、燈がやや申し訳なさそうに花蓮を見る。

「いえいえ、私は怜生さんに『はいあーん』をすればお腹なかいっぱいですからご遠慮なく」

「お前今日メシ抜きな」

「新婚初日に夫から虐ぎやく待たいが!?」

　怜生と花蓮の漫才に、燦と燐は不愉快そうに鼻を鳴らし、燈は本題を切り出す。

「とりあえず方針はそのまま。怜生くんが〈王〉になったことは、公開の準備が整うまで周囲に伏せること。まずは全員にそれを約束してもらうわ」

　怜れ生おはもちろん、燦さんや燐りんからも異論はない。

　ただ、花か蓮れんが一同を見回した後、遠慮がちに挙手する。

「あのー、怜生さんが〈王〉だって分かると、何か困るんですか？」

　昨日まで侶りよ魔まであった花蓮には当然の疑問でもあった。

「新しい〈王〉が現れるってことは、新しい魔術が次々と生まれるってことだ。首尾よく魔術を発明できれば術式特許で億万長者に一直線らしい」

「それが私の旦だん那な様!?　だったら私ってば玉たまの輿こしじゃないですか！」

　花蓮が目を輝かせる。

「そういうことよ。あーやだやだ、おじさんってば住む世界が違っちゃって」

「くすん、可哀かわいそうなおじさま。これから金と権力の世界に連れていかれた挙句に、女は蛇女房に追い払われお金は姪めいっ子こに毟むしられるだなんて！」

「おい待て最後の余計な未来図なんだよ？」

　燦と燐も、人の気も知らず物欲に目を光らせる。

「もちろん甘い話ばかりじゃないわ。〈王〉の齎もたらす技術革新は経済や軍事にも影響を与えるから、剣けん吞のんになる国や企業も多い。妖よう精せい都市連盟との間で対立が深まる人類各国然しかり、同じ〈王〉の傘下企業然り、いつ誰に暗殺されても不思議じゃないの」

　燈あかりの言葉で、怜生に重圧と寒気が圧のし掛かかる。

「怜生さんの命を狙ねらう輩やからが!?」

「同じ〈王〉でも、やっぱりそういう関係なのか？」

　血相を変えた花蓮を宥なだめつつ、怜生は燈に確認する。

「〈王〉と〈王〉の競争は熾し烈れつよ。傘下企業が競合すれば、産業スパイを送り合って当然。マフィア紛まがいの抗争も日常茶飯事。そしてニュースになるのはごく一部」

　一般人から見た〈王〉とは、そういうマフィアの首しゆ魁かいめいた印象もある。

「その点、ここが一いち文もん字じ卿きようの縄張りであったのは不幸中の幸いと言えるでしょう。古参で中立を標ひよう榜ぼうしている一文字卿が庇ひ護ご者しやとなってくれるのは、かなり頼もしいわ」

　怜生としても、その幸運には胃痛が和やわらぐ思いだ。

「むしろ懸け念ねんされるのは、あなたたちと交戦したあの魔術師のことね」

　燈が言うのは、燦と燐が交戦し、怜生の首を刎はねた、あの黒服だ。

「うわ、そうじゃん！　よく考えたらそいつもおじさんのこと知ってんじゃない!?」

「あの現場を目撃していたなら、おじさまが〈王〉になったと気付いたかもしれません」

　そう、あの黒服も目撃者なのだ。正体不明の相手は口止めできない。

「更に、それを雇い主とかに報告していた場合を考えると、結構拙まずいのよね……」

　大きな不安要素に、燈が嘆たん息そくする。

「そういうわけだから油断は禁物。私の方でも鬼き柳りゆう家の魔術師を招集しておくわ」

「そうか、実家にも面倒かけちまうな……」

　実家の養父や、海外で仕事をしている義兄のことを思い出し、怜れ生おは溜ため息いきを吐ついた。

「それから燦さんと燐りん？　二人ともこの件に首を突っ込むのは禁止だからね？」

「はぁ？　なにそれ？」「お母様？　寝言は介護ベッドの上で言ってくださいません？」

　自分たちを蚊か帳やの外に置こうとする母に、燦と燐が反発した。

「いや二人とも、ここはガチでそうするべきだ。危ない目に遭いかねない」

　怜生もここは燈あかりに同意する。

「おじさんまでなに言ってんの？　私たち普通におじさんより強いんですけど？」

「そうですっ、むしろ危険があるなら、なおのこと私たちが一緒に居た方が──」

「燦、燐、昨夜その慢心で死しに掛かけたのは誰？」

　燈に痛いところをつかれて、燦と燐が言葉に詰まる。

「そうでした！　思い出してみればお二人が無む茶ちやなことをするから怜生さんが！」

「いやそれは」「その……」

　歯に衣きぬ着せず責めた花か蓮れんに、燦と燐も流石さすがに返す言葉がない。

「「ごめんなさい……」」

「ああ、二度と命を粗末にすんなよ」

　やがて頭を下げた姪めいっ子こに、怜生もそれを確認してから許す。

「〈王〉の人生は終わらない綱渡り、それはもう始まってるの。自重してちょうだい」

　食い下がる余地を奪うように、燈は娘たちに命じる。

「あーもー分かったわよ、子供は引っ込んでるわよ！」

　燦が口く調ちようを荒げつつも降参して、ちょうど食事を終えた燐と共に席を立つ。

「じゃあねおじさん、人生の墓場で蛇と戯たわむれるといいよ」

「私も失礼します。結婚式には呼ばないでくださいね？」

　燦と燐は忘れずに毒を吐いてから、二人でその場を去っていった。

「もう、失礼しちゃいます。でも姪っ子だと思うと不思議と微笑ほほえましいですね」

「そいつは何よりだ」

　落ち着きを取り戻したら、花蓮とも仲良くしてもらいたいものだ。

「怜生くんもさぞ悩んでるでしょうけど、とりあえず目先の課題に集中しましょう」

　怜生の小心を知っている燈も、そう言って席を立つ。

「差し当たり、一いち文もん字じ卿きようが改めてお話をしたいそうだから、会いに行ってらっしゃい」

「了解、何かあったら連絡するよ。その、なんつうか……」

　怜生も立ち上がると、言いづらそうな顔で口ごもる。

「自分が〈王〉になったせいで家を危険にさせるって？　ええ、その通りね」

「いやそこは否定しましょうよ小こ姑じゆうとさん！」

　花か蓮れんは焦るが、怜れ生おは義姉の言葉に続きがあることを分かっていた。

「でも、それに見合う利益もある。怜生くんの存在は今後、鬼き柳りゆう家に少なからぬ富と力を与えてくれるでしょう。そんな怜生くんをプロデュースできるとなれば私の地位も安泰。お父様も歳としだし、そろそろ引導を──もとい、引退させてあげましょう」

「黒い！　この小こ姑じゆうとさん包み隠さず腹黒いですよ!?」

　野心を隠さぬ燈あかりに、花蓮が指差して主張するが、怜生は驚かない。

「ひ弱な善人より味方の悪人ってのが鬼柳の家訓だ。その点、義ね姉えさんは最高の味方だ」

　呆あきれ半分で言った怜生は、燈に目線を戻す。

「細こま々ごまとしたことは頼む、代わりに上う手まく使ってくれ」

「契約成立、怜生くんが立派に成長してくれてお姉さん嬉うれしいわ♪」

　燈は、まるで娘が玉たまの輿こしに乗ったように上機嫌な足取りで出口に向かうのだった。

「どうした？　花蓮」

「いえ、夫の親族と上手くやっていけるか不安で……」

　世俗的なことに悩む龍りゆう神じんを連れて、怜生も食堂を後にした。
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　クリスタルの書庫だった。

　魔石と呼ばれる、魔力それ自体を固体化したものがある。

　固体化した魔力であるそれは、術式を刻むことで、魔術触しよく媒ばいとして機能する。

　この場に並んでいるのはそういう、呪じゆ文もん言語の立体文書を内包した魔石碑文だった。

「わぁ、綺き麗れいですねぇ怜生さん」

「ああ、そうだな……」

　花蓮が、まるでデートでガラス工芸展にでも来たような顔で見回す。

　怜生もできればそうしたいが、ここがどんな場所かを知るとそうもいかない。

「第三種禁きん呪じゆ──法整備の不十分などを理由に、まだ世に流通させてはならないと判断を下された術式の保管庫だ。第二種や第一種に比べれば、まだ安全な方さ」

　先導する一いち文もん字じ史し紀きは、まるで社会科見学に来た小学生を案内するように説明するが、この場所の機密度は非常に高い。

「例の、俺や姪めいっ子こたちが交戦した魔術師は、ここを狙ねらって？」

「ああ、何いずれかの企業か国家が、術式を盗み出そうとしたのだろう」

　仄ほの明あかるい魔石の森は、唐突に開けた空間となった。

　一人の女性が、そこで怜生たちを出迎える。

「ようこそ、〈命を運ばれる方〉、並びにその伴はん侶りよたる方」

　一礼した女性の声に、怜れ生おが聞き覚えを感じると、花か蓮れんが気付く。

「詩し乃のさん？」

「はい、この姿では初めてとなりますが」

　え？　という怜生の声を間に挟んで、詩乃は薄く微笑ほほえんだ。

　長身細身な美女だった。

　印字機タイプライターの兜かぶとに隠されていた素顔が明かされ、端正な顔立ちが見て取れる。紙の髪は人の毛髪となり、長い両足は洒落しやれた靴を履いていた。先日の半人半紙とは似ても似つかない。

「おーっ、スレンダー美人です！　あ、しかもちゃんと実体があります！」

　花蓮が驚いたように、人型となった詩乃には血肉があった。

「長い契約期間を経へていれば、我々神霊でもこうして人の身を結ぶことが可能です」

　詩乃は一度、半人半紙へと戻り、再び人型に化けてみせた。

「是非！　是非教えてください！」

「私でよければ。御おん身みにもすぐに可能となるでしょう」

　微笑を浮かべて、詩乃は花蓮にそう言ってくれた。

「ご迷惑では？」

「構わないよ。〈王〉のことは同じ〈王〉に、神霊のことは同じ神霊に教わるべきだ」

　怜生が尋ねると、史し紀きは快く頷うなずいて席を勧めた。

　怜生たちが迎えられたのは、魔石の森を見渡す、ガラス箱のような部屋だった。

「ここは詩乃さんの書斎のようなものでね。眺めも悪くないし、外部から覗のぞかれることもないので、個人的に活用させてもらっている」

　史紀はそう言って、置かれていたコーヒーメーカーを起動させる。

　詩乃は史紀の隣に腰こし掛かけ、花蓮も霊体ながら怜生の隣席に身を置いた。

「さて、そう眠れなかったとは思うが、一晩経て、〈王〉として志すものは見えたかね？」

「まだ現実を受け止めるのが精一杯ですが──他の〈王〉たちと同じく、人類に寄与する魔術の開発に努めたいと思います」

　怜生の返答は、斜に構えて見れば、いわゆる優等生のお返事だった。

　外け連れん味みを要する場面でもないが、そうする他にないからという、味気無さも覚える。

「あのー、そもそも魔術開発って、しなきゃいけないことなんですか？」

　花蓮が、一周回って核心をつくようなことを聞いてきた。

「いけないんですかってお前そりゃ……」

　ものを知らぬ子供に説明するように、怜生が言葉をかみ砕こうとすると、

「確かに、なぜ〈王〉は魔術を生み出さねばならないのか、花蓮様もこれを知るべきだ」

　詩乃が、根本的な部分から語り出す。

「そうだね。まず、経済については言うまでもないので、軽く歴史に触れよう」

　史し紀きが頷うなずき、怜れ生おも静聴の構えをとった。

「今世紀初頭の天変地異で人類は四分の一を失う被害を受けた。しかしそこに〈箱舟〉と共に妖よう精せい人じんたちが現れ、魔術を広めることで世を救い、人類の一員として迎え入れられ、ここ赤あか枝し宮みやを含む複数の自治区を得て妖精都市連盟を築き上げた──」

　史紀の言葉は、一般的な歴史の教科書を、好意的に要略したものだ。

　受け継いで、詩し乃のが口を開く。

「逆に言えば、妖精人たちは、天変地異によって十桁けたの人命が失われる様を『黙過した』。そして世界が嘆なげきに覆われるのを『待ち』、あたかも救世主の如ごとく現れ魔術という新技術を『売り付け』、領土と資源と権利と名誉を『買かい叩たたいた』わけだ」

　目を剝むいた怜生と花か蓮れんに、詩乃が冷笑する。

「何を驚く。我らはいわば別の惑星から来た宇宙人だ。たとえ世界が天変地異の最中でなくとも、ようこそ地球へと歓迎されるはずがない。魔術という土産くらいなくてはな」

　要略された歴史の陰にあった戦略を、詩乃は語っていた。

「妖精人──妖よう魔まが人間となるという迂う遠えんな手法を選んだのも、種の存続のためだ。我ら妖魔界の神霊と王者たちは、〈箱舟〉に乗せてきた妖魔たちを存続させ、この地で繁栄させねばならない。なら、この地上で覇権を摑つかむ人類の文明を利用しない手はない」

　その妖精人である怜生は、言い知れぬ寒気に息を詰まらせる。

　詩乃が『神』であることを、怜生はいま理解していた。

　天の上から人を見下ろす視点だ。人間を億単位で数え、加護する種族以外には冷酷で、天変地異すら『風向き』に過ぎない。そういう視点で、詩乃は世を見ているのだ。

「人類側もそれを承知で、妖精人たちを迎え入れた」

　史紀が講義を引き継ぐ。

「つまり魔術とは、妖精人種たちが迫害されないために支払う対価だ。もしも魔術という新技術を提供できなければ、妖精人は『異世界からの環境難民』におちぶれ、〈王〉もただ強大な魔力を持っているだけの危険人物でしかなくなる」

　背筋の寒くなることを、史紀は顔色を変えず口にした。

　赤枝宮で生まれ育っていると忘れがちだが、妖精人は、いまだ人類の中で異端なのだ。

　もしも、詩乃の語った移住時の戦略や、魔術という手土産がなければ、妖精人種である怜生の人生は、もっと過酷なものだっただろう。

「だから〈王〉は、魔術を発明することで、妖精人たちの生活を守らなければならない。いまだ続く魔獣や呪じゆ症しようの脅威から人々を守り、新たな市場を開き雇用を生む新技術を作り出さなければならない。我々のために、延ひいては人類のために」

　その道を歩んできた古参の〈王〉として、史紀は怜生に言葉を刻む。

「それが、我ら〈王〉が魔術開発に徹する理由だ」

　史し紀きが言葉を結び、怜れ生おと花か蓮れんの反応を待つ。

　花蓮は途中から頭が追い付かなくなり、頭上に疑問符を連発していた。

（つまり……妖よう精せい人じん種しゆや、妖精都市連盟の今後が、〈王〉の双肩に乗ってるってことか）

　怜生の顔色は青かった。

　結論自体は、最初に自分が口にした「人類に寄与する魔術の開発に努める」だ。

　だが、その言葉に伴う重責を、自分は正しく理解していなかった。

「怜生さん？」

　顔色に気づいた花蓮の声で、怜生は我に返り、深呼吸する。

（落ち着け、〈王〉がそういうものだってのは、魔術師なら誰でも知ってることだろうが）

　怜生は、怯おびえる心を強引に絞しめ直した。

　悩み、考え込むことは後でもできる。いまこの場でそれをする必要はない。

「ご指導ご鞭べん撻たつのほど、お願いします」

「もちろんだ。僭せん越えつながらこの〈大図書館の主あるじ〉が、君の力となろう」

　強がりだと分かる怜生の表情に、史紀は眩まぶしげな微笑で答えるのだった。

「とはいえ、いま君がすべきは、その身に通った神霊の魔力を操れるようになることだ。でなければ魔術の開発にも着手できない。その術を学ぶ場は、後々手配しよう」

　史紀は口く調ちようを軽くして、怜生も一礼した。

「何より、いま君が聞きたいのは、ご両親のことだろうからね」

　怜生が顔を上げると、史紀は神妙な笑みで彼に言う。

「昨日は、両親が一いち文もん字じさんの教え子だったとか」

　硬質な声こわ音ねで問う怜生に、史紀は神妙に頷うなずいた。

「鬼き柳りゆうくんは、本来〈王〉がどのように生まれるのか知っているかね？」

「大魔学院の最高学府、神霊学部の魔術師が、神霊との契約を試みるのだと聞きます」

　怜生が知るのはそんなところだ。

　魔術師の中でもエリート中のエリート、〈王〉やその眷けん属ぞくを目指す学級が、大魔学院にはあると聞いている。

「そうだ。熾し烈れつな競争を勝ち抜いてきた才覚者や、いずれ歳としを食う〈王〉の後継者など、当世の麒き麟りん児じたちが集う場所だ──君の両親は、かつてそこにいた」

　前ふりから予想は付いていたが、怜生は静かに目を見開く。

「……〈王〉に、なれなかったんですね」

　なっていればそう聞いているはずなので、両親は失敗したのだろう。

「どちらも優秀な魔術師だった。本来神霊との契約は、段階的に結び付きを深めていき、その最終段階に至った時点で〈王〉となるのだが、ご母ぼ堂どうはあと一歩というところにまで辿たどり着ついた……健康面の問題がなければ、〈王〉になれていたかもしれない」

　悼いたむように語った史し紀きの言葉に、怜れ生おは何も答えない。

「花か蓮れんさんはその当時、卵型の侶りよ魔まであったから、覚えてないだろうが」

　史紀が目を向けたことで、怜生も花蓮を見る。

「ん～、引ひっ掛かかるものがあるようなないような……」

　思い出そうとしている花蓮だが、史紀の言うように『卵』だったなら、生まれる前だ。覚えてないのも当然だろう。

「王座に辿たどり着つけなかったご両親は、私の門下を去り、その後に結ばれ、君が生まれた」

　そして──と、史紀は間を置く。

「母は、呪じゆ症しようを患わずらっていた俺に自分の霊れい髄ずいを移植して、花蓮を引き継がせた」

　耳にしている母の最期を、怜生から口にする。

「君が〈王〉となったのは、恐らくそのためだ」

　史紀の口にした仮説に、怜生は目を見開いた。

「〈王〉の一歩手前まで鍛えられた霊髄と、神霊となるべく育てられた侶魔、君はそれら二つを受け継いでいる。推測だが、それが〈王〉となる下地になったのだろう」

「でなければ、凡庸な人間がただ死にかけた程度で〈王〉になどなるまいよ」

　史紀と詩し乃のの言葉で、怜生は自分の手を見下ろした。

　怜生も疑問だったのだ。なぜ凡人の自分が、〈王〉になれたのかと。

「ご母ぼ堂どうの修練、移植したご尊そん父ぷの医術、自らの殻を破った花蓮さんの想おもいと、君自身の生きる意志──それら全すべてがあって、君は〈王〉となったのだね」

　亡き弟子を偲しのぶように、史紀は語る。

「怜生さん？　大丈夫ですか？」

　花蓮が不安そうにこちらを見ていた。

「大丈夫、ちょっと驚いただけだ」

　そんな顔をされては醜態を晒さらせまいと、怜生も気を立て直す。

　衝撃ではあったが、これは決して悲劇でも不幸でもない。

　自分を死の淵ふちから救ってくれたのは、花蓮だけではなかった──そういう話だ。

「お話しいただき、ありがとうございます、一いち文もん字じさん」

「いいや、私としても、少し不謹慎なようだが、貴重な出来事を見た思いだ」

　史紀は怜生の事例に、学術的・物語的な興味を同時に覚えたらしい。

「……一文字さん、外出の許可をいただけないでしょうか？」

　少し間を置いて、怜生は史紀にそう尋ねる。

「護衛付きで、赤あか枝し宮みやの中に限るが、行き先を聞いてもいいかね？」

　確認する史紀に、怜生が用件を告げると、彼は頷うなずいて外出を認めた。
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　その頃、燦さんと燐りんは、蚊か帳やの外に置かれて泣いていた──わけではなかった。

「どお？　燐ちゃん」

「やっぱり駄目。おじさまの服に仕込んだ発信機と盗聴器、どっちも信号拾えない」

　部屋にきた燦の問いかけに、燐は休日の女子高生とは思えぬ返答をする。

「ていうか、いつ仕込んだのよ盗聴器とか……」

「今朝おじさまに詰め寄ったとき、服の裾すそにシール型のをペタッと」

　という燐が向かう机には、一抱えほどの立方体がある。

　箱の内部には青い結晶体が輝いており、緑の光線を走らせていた。魔術式のＰＣだ。

「やっぱり〈大図書館〉の内部だと信号が遮断されちゃうみたい。せめておじさまが外に出てくれれば居場所くらいは分かるんだけど」

　燐はこの手の魔術を齧かじった少女だった。

　今朝怜れ生おの服に触しよく媒ばいを仕込んだということは、首を突っ込むなという燈あかりや怜生の牽けん制せいも、その時点で予測していたわけである。

「お母さんは例のコソ泥を追ってるみたいだけど、絶賛空振り三振ってとこね」

　燦は携帯端末を手に、あの黒服について語ると、

「ぬっがーっ、思い出しても腹立つあの腐れ忍者！　次に会ったら燻くん製せいにしてやんよ！」

　屈辱を思い出し、どこか怜生に似ている手作りのぬいぐるみにマウントを取る。

「鬼き柳りゆうと〈大図書館〉の魔術師が協力して追ってるらしいけど、花か蓮れんさんの大規模魔術で痕こん跡せきが吹っ飛んだみたい」

「あーやっぱり？　厄介な押しかけ女房が来たもんだわ」

　燦が言うと、燐が「女房……」と、その単語に反応した。

「誰が！　あんな妖よう怪かい変へん化げを『おばさま』だなんて呼ぶもんですかーっ！」

　燐は姉から怜生人形をぶんどって、足を摑つかみ机の角へ叩たたきつける。

「そうだよ燐ちゃん！　このままじゃおじさん、人の道を豪快に踏み外しかねないよ！」

「同感だよお姉ちゃん！　おじさまのことだからとことん面倒見るに決まってるもん！　爬は虫ちゆう類るいのイトコが生まれる前に手を打たないと！」

　燦の主張に、燐は頭から綿の出た怜生人形を手に同意した。

　そこで、燦の携帯端末から着信音。燦はペンシル型のそれを取る。

「ヒオ？」

　投射された画面にある名は、小こ沼ぬま地ち氷ひ魚お──先日の夕食に招いた幼おさな馴な染じみだった。

「なーにーヒオ、いま私たち義理の叔お母ば殺害計画で忙しいんだけど？」

『え!?　あ、うん！　ごめんね忙しいところ！　すぐ掛かけ直すから警察に！』

　燦さんによる人の道を豪快に踏み外した発言で、画面に映った氷ひ魚おが血相を変えていた。

「冗談よ。どうかした？」

『どうかしたじゃないよ！　さっきニュース見たらうちの学院で魔術戦があったって！』

　氷魚が言う魔術戦とは、燦と燐りんが黒服と激突した一件だ。

　無論、怜れ生おや花か蓮れんどころか燦と燐の関与も、一いち文もん字じ史し紀きの手配で伏せられていた。

「私もお姉ちゃんも無事ですよ、ヒオちゃん」

『ああ燐ちゃん、よかったぁ。怜生先輩は？　連絡しようとしたんだけど繫つながらなくて』

「あー、おじさん昨日の騒ぎで端末壊しちゃったみたいで」

　燦の返答は事実だ。怜生が花蓮に蘇そ生せいされた際、服と一緒に端末も消し飛んでいる。

『ああ、そうなんだ。いま近くにいる？　よかったら取り次いでほしいんだけど』

「なに？　急ぎの用事？」

『うん、ちょっと呪じゆ医い学がくの課題で相談があって。できれば二人で直接会って話したいの』

　氷魚の真剣な顔色に、燦と燐は顔を見合わせる。

「あー、おじさんなら今朝から出かけてて……」

『どこに？』

　詳しい事情は説明できないため、燦は氷魚への返答に困る。

　すると、燐がＰＣの画面に気付いて、姉に示す。地図画面に発信機の反応があった。

「常盤ときわ霊園？」

『霊園？　お墓参り？』

　燦が呟つぶやいてしまった台詞せりふは、氷魚の耳にも入った。仕方なくそのまま続ける。

「ああうん、ご両親の──鬼き柳りゆうの養子になる前の両親だけど、その墓参りみたい。まあ、とりあえず帰ったら連絡させるから」

『そっか……うん、分かった。ごめんね、二人とも』

　妙に申し訳なさそうな顔をした氷魚は、そのまま通信を切った。

　燦と燐は再び顔を見合わせて、無言で頷うなずき合あい、出かける支度を始めるのだった。





　　　◆






　怜生は花蓮と合流した後、〈大図書館〉の職員が運転する車で、区内の霊園に向かう。

（怜生さん怜生さーん♪）

　脳裏に花蓮の声が聞こえてきたとき、怜生は車内で左右を見回した。

　花蓮には、外では姿を隠すように言いつけており、それは破られていない。

（花蓮？　ああ、テレパシーみたいなもんか）

（はいっ、なんとなくできそうな気がしてやってみた夫婦のホットラインです♪）

　肉声ではなく、幻影通信などで聞く念ねん声せいの感触だった。

（何か用か？　ちなみに『用がないと電話しちゃいけないの』的なこと口走る面倒くさい子の声は聞こえねぇからな？）

（そこまで分かってるならお喋しやべりしてくださいよー、ずっと背後霊状態で見ているだけの私がどれだけ寂しい思いをしていることか！）

（いままでもそんな感じだっただろうが）

（そんなの昨日までの私です！　女の子はたった一日で大人になるんです！　いまどきの花か蓮れんは構ってくれなきゃ死んでしまうんです！　かーまーえーっ！）

　怜れ生おには見えないが、隣に浮遊した花蓮が肩を揺する様が感じ取れた。

（んで、何か変わったことないか？　お前急に形態が変わったし、きちんと妖よう魔ま専門医に異常がないか診みてもらおうと思ってたんだが）

（ちゃんとそこに気を遣ってくれる怜生さんへの恋こい煩わずらい以外は）

（……こんなの聞くのも無ぶ粋すいだろうが、お前、なんで俺にそこまで惚ほれてんだ？）

（え？　怜生さんが素敵だからですよ？）

　きょとんとした顔が目に浮かぶ返答に、怜生は言葉に詰まった。

（あっ、いま赤くなった赤くなったーっ、怜生さんの貴重な赤面シーン！）

（うるせぇ）

　目を輝かせているらしい花蓮に、怜生は口の端を引ひき攣つらせた。

（他にもまあ、普段は仏頂面だけどぉ、私が頑張ると優しく撫なでてくれたりぃ、人前では強がれるけど一人になると途端に弱気になりがちなところが可愛かわいかったりぃ）

（それ以上言ったら後で泣かす）

（その照れるとツンになっちゃうところに私は萌もえた！）

　思わぬ形で忍耐力を試された怜生だったが、やがて車が霊園に到着する。

　厳いかつい黒塗りの車から、目つきが鋭く髪の赤い怜生が降り、しかもガタイのいい護衛を連れて歩くと、マフィアの御曹司にしか見えない。

　青ざめていた受付嬢に手続きをして、屋外ではなく屋内にある霊園へと向かう。

　向かう先は、集合住宅のように立体化している墓地の、簡素な墓室だ。

「この人たちが、お義と父う様とお義か母あ様？」

　人目がないので花蓮が姿を現して、遺影を覗のぞき込む。

　陰のある顔色をした赤毛の女性が母、無愛想で赤茶の髪の男性が父だ。

「あわわどうしましょう！　よく考えたら私なんの準備もしてませんでした！　そうだ！　窓枠！　窓枠の埃ほこりを拭ふかないとーっ！」

「相手は墓の下だ、緊張する必要はねぇよ」

　墓室を右往左往する花蓮に笑いつつ、怜生は受付で買った花を供えた。

「どんな人だったんですか？　この人たち」

「まあ、お前にとっても赤の他人じゃあないか」

　花か蓮れんの素そ朴ぼくな疑問に、怜れ生おはそう判断した。

「一いち文もん字じさんも言ってたが、オヤジもオフクロも魔術師だ。オヤジは霊媒医療の名医で、オフクロは研究者だったと聞いてる」

　夭よう折せつした両親については、周囲の大人から端的に聞く程度だった。

「死んじゃったんですよね？」

　無遠慮に聞く花蓮に小さく笑って、怜生は「ああ」と肯定する。

「生まれつきの呪じゆ症しようで死にかけてた俺に、オフクロは自分の霊れい髄ずいを移植させた。執刀したのは、その道の達人だったオヤジだ」

　移植も、霊髄の切除自体も、当時は治験段階にある医療魔術だったという。

「霊髄を失った人間は、まあ死にはしないが、魔術師としての力は失う。元から病弱で、医療魔術で自分を支えてたオフクロは、その後くたばったらしい」

　実質、我が子に命を譲って死んだようなものだ。

「オヤジも自分が殺したみたいに思ったのかもな。施術の倫理的な問題で揉もめた後、病院辞めて、鬼き柳りゆう家の医療魔術師になって、棺かん桶おけで帰ってきた」

　怜生が鬼柳家に引き取られたのは、そうした縁だった。

　警備会社ＰＭＳＣという仕事の性質上、元医者の父は重宝された。そして仕事先で仲間を治した後、凶弾に倒れたそうだ。そのとき治されたのが、現在の義父だ。

「ご両親のこと、嫌いなんですか？」

「……ああ、世界で一番、嫌いだね」

　稚ち児ごのように率直な問いかけに、怜生は一瞬驚いてから吐き捨てる。

「大人は皆して立派だという。子供のために自分の命を捨てた母の鑑かがみ、生涯に渡り救いの手を差さし伸のべ続けた医道の英雄。素晴らしき母の愛、医療従事者かくあるべし──だからお前もってな」

　美談に酔った大人の誰かがそう言ったのだ。

「だから、俺はこいつらが大嫌いだ。立派だとは思うけど嫌いだ。愛だ仁義だ言ってりゃ命を粗末にしてもいいと思ってたのかボケが寿命で死ねってんだ」

　動機がなんであれ、命を粗末にする人間は嫌いだ。

　だが怜生の周囲には、両親を含め、そういう『立派』な人間が多い。

　鬼柳家の社員たちも、人の命を守る仕事に心血を注いで、時おり死んでいく。

　敬意はある、恩義や誇らしさを感じることもある。だがやはり、怜生は彼らが嫌いだ。

「まるで、俺も何か格かつ好こいいことしなきゃいけないみたいじゃねえか」

　努めて淡白な口く調ちようで、怜生はそう零こぼす。

　内心そう息巻いて、鬼き柳りゆう家の保安魔術師を志したりもしたが、成果は芳かんばしくなかった。

『凡才じゃな。信念も狂気も足りん。堅気に生きろ』

　養父からそう断じられた怜れ生おは、居づらくなった実家から燈あかりの元へ転がり込み、平凡な学生としての生活を選んだ。

（将来はよくて医者か、義ね姉えさんの部署で警備員かと思ってたんだが……）

　果たしてそれが、父母の死に様に見合った人間なのかと、悩みはした。

　そんなものだろう──と、最近ようやく頭が冷えてきたところだったのに、

（そんな俺が、〈王〉だって？）

　いま怜生の前には、〈王〉という道が開かれていた。

　諦あきらめかけていた『立派な人間』に繫つながる道が、開かれていた。

（新しい魔術を生み出せる力……もしこれで、世界の技術を向上させられるのなら）

　怜生は改めて、両親の遺影を見る。

（アンタらが、くそったれな自己犠牲で叶かなえようとしたことを、もっと手軽に、誰にでもできるような世の中にしてやったら──俺はオヤジより『上』で、オフクロが死んでまで生かした価値があったってことだよな？）

　ただ〈王〉という状況に押し流され、溺おぼれないように足あ搔がいていただけの怜生にいま、そこを目指して泳ぐのだという灯台が生まれようとしていた。

「うぅ、可哀かわい想そうな怜生さん……さあ！　私の鱗うろこで涙をふいてください！」

「硬かたっ、ふくならもっとマシなところでふかせろよ！」

　気が付けば、涙した花か蓮れんが実体化して尾を差し出していた。

「じゃあ、胸にどうぞ！　さぁさぁさぁさぁ！」

「鼻息荒くしながら押し付けんな！　いますっげぇ真面目まじめな語りしてたよなぁ俺！」

「私だって大真面目です！」

　花蓮は怜生に両手を広げて、抱き着いてくるように促す。

「私ずっと前から、落ち込んだ怜生さんをぎゅーってしてあげるのが夢だったんです！」

　屈くつ託たくのない笑顔で告白した花蓮に、怜生はたじろぐ。

　彼女の頭に小難しい考えなどない。ただ怜生が沈んでいるから、それを癒いやしてあげたいという、子供のように純粋な想おもいしかないのだ。

「怜生さんほら、ぎゅーって」

　こちらに両手を向けたまま見上げる花蓮に、怜生は不覚にも顔を赤くして、

「っ、ぬがぁぁぁぁぁ！　変態か!?　一瞬でも誘惑されかけた俺は変態なのか!?」

「怜生さんお気を確かに！」

　壁に額を連打し始めた怜生を、花蓮は慌あわてて制止するのだった。

「もう！　せっかくいい雰囲気にもっていけそうだったのに！」

「最初に真面目まじめな空気ふっとばしたのお前だった気もするけどな？」

　拗すねる花か蓮れんと、溜ため息いきを吐つく怜れ生おであった。遺影の両親がそこはかとなく呆あきれた顔をしているように見えたのは気のせいか。

「まあ、いいか。色々と見えてきた」

「見えてきたって？」

「先行きは不安だが、行き先の目星は付いたってとこだな」

　首を傾かしげる花蓮の問いに、怜生は遺影を一いち瞥べつして答え、墓室を後にするのだった。




　花蓮に姿を隠してもらった怜生は、廊下に出ると、左右を見て訝いぶかった。

（どうしたんですか？　怜生さん）

（護衛のオッサンたちがいない）

　墓室の外に待機していたはずの護衛がいなかった。

　すると廊下の先、エレベーターの扉が開いて、護衛の男たちが降りてくる。

　何か起きたのかもしれないと、怜生は降りてきた護衛たちに近付いていくが、

（あのー、怜生さん？　余計かもしれませんが）

　花蓮の声が、怜生の脳裏でこう続けた。

（その人たち、人間じゃないですよ？）

　怜生は立ち止まった。

　花蓮の台詞せりふを吟味する前に、護衛たちがこちらに向く。

　ごりゅ──と、首を逆方向に一回転させて、彼らはこちらを見た。

「……え？」

　同じ音が連続して、全すべての護衛がこちらを振り返る。

　やはり首を、わざわざ背中側に遠回りしてから、怜生に向けていた。

　顎あご先さきが肩の後ろに触れ、首の皮膚が捩ねじれる動きは、人が自発的に行うことは不可能で、できたとしても立っていることなどあり得ない。

　人間ではない──それは目を見ても分かる。

　護衛たちの目はタールのような粘液だった。上下の瞼まぶたを切り落として詰め込まれた泥が表面張力で膨らんでいるような、黒こく泥でいの目だ。

　泥人形──人体に異常が生じたのではなく、泥の塊が皮だけ人に似せている姿だった。

（ね？　言ったでしょう？）

　花蓮の吞のん気きな声と同時に、泥人形たちが動き出す。

　顔が背中側に向いている彼らは、目が向く方へ前進する。

　足首を回転させて爪つま先さきを背後に、膝ひざを裏側へ曲げながら歩き、背面に上げた腕を怜生に向けて、一歩ごと跳ねるように迫ってきた。

　怖おぞ気けが走るその光景に、怜れ生おは目を剝むいて、

「っ!!」

　背後から襲おそい掛かかってきた泥人形を、横に回避した。

　正面が奇怪な姿で目を奪っている間に、後ろから別の泥人形が忍び寄っていたのだ。

　それに気づいた怜生は危うく避よけて、そのまま窓へと跳んだ。

　腕で頭を庇かばいながら、窓へと体当たり。

　ガラスを突き破った怜生は、地上五階で前転するように身を投げ出し、背中から落下。

（怜生さん!?　いいんですか飛び降りて!?　心中には早すぎませんか!?）

　自由落下に入る直前、幽体で浮遊する花か蓮れんの声がする。

　確かに無む茶ちやだが、多数の泥人形に挟きよう撃げきされるよりは、地上五階から自由落下した方が、まだマシだと判断したのだ。

（花蓮、俺を抱えて浮かべるか!?）

「やってみます！」

　怜生に問われた花蓮は、半人半蛇に実体化、怜生を背後から抱える。

　幽体でも実体でも当然のように浮いていた花蓮は、その浮力を怜生にも作用させた。

　怜生の足が地上につく直前、「ん～！」と唸うなった花蓮により宙に浮く。

　なんとなれば多少の怪け我がをしても着地する気だった怜生は、無傷で地に足をつけた。

「すまん、大丈夫か？」

「はい！　意外と平気でした！」

　自分でも驚いたように答える花蓮だった。

　半ば賭かけだったが、花蓮の浮遊能力は、怜生一人なら浮かばせられるようだ。

　それを喜ぶ前に、怜生は花蓮の腰を抱いて、その場を飛とび退のく。

　怜生の後を追って、泥人形たちが落ちてきた。

　濡ぬれた布団を落とすような、あまり耳心地のよくない音が人数分。骨格がない泥人形は落下の衝撃で潰つぶれて、地面の黒い泥だまりとなる。

　しかし泥が動いて、再び人型となり立ち上がる。人間を装う必要がなくなったせいか、護衛を模していた泥人形は服を溶かし、黒い人型粘液となっていた。

「逃げるぞ！」

「はい！　ていうか怜生さんあれなんですか!?」

　走り出した怜生に、背中にくっついた花蓮が問う。

「粘液系の魔獣か魔術で作った疑似生物だ！　本物の護衛さんたちは、祈るしかない！」

　泥人形たちは四肢をつき、蛙かえるのように跳躍して怜生を追う。

　裏庭から雑木林へと入った怜生は、耳のカフス型触しよく媒ばいに触れて助けを呼ぼうとするが、

（ご丁寧に通信妨害まで！）

「怜れ生おさんこっち！」

　花か蓮れんに腕を引かれて横に逸それると、怜生を追い越した泥人形が植木に激突した。

　怜生に飛びかかろうとした泥人形は、上半身を幹みきにぶつけて歪ゆがめたが、泥の体のせいかさしたるダメージを受けた様子はない。

「相手にすんな！　いまはとにかく逃げる！」

　怜生は勇猛果敢に戦おうとはしない。

　槍やりを嗜たしなんではいるが護身のためだ。そして護身術の原則は『まず逃げること』である。

　昨日の燦さんや燐りんのように、誰かを助ける必要がなければ、怜生は犬からも逃げる。

（魔術は……使っちゃいけねぇんだったか！）

　怜生は腕の封印触しよく媒ばいを見て思い出す。

　いまの自分は、魔術を使うと何が起きるか知れぬ体だ。有機魔術による骨肉の強化も、槍の形成もいまは禁じ手、一目散に逃げるのはそのためでもあった。

（とりあえず、駐車場から町に逃げる！）

　雑木林を駆け抜けた怜生は、背の高い鉄てつ柵さくを一息に乗り越える。

　すると、泥人形の何体かが鉄柵に衝しよう突とつ、体がスライスされた状態で突き出る。

　不気味な姿に顔をしかめた怜生は、更に目を剝むいた。

　泥人形たちが体を収縮させる。

　体内にあった鉄柵が音を立てて変形、鉄柵の全体が内側へと歪む。

　獲物を体内に取り込み、収縮することで圧殺する、それが泥人形たちの戦法らしい。

「……冗談、キツくね？」

　そんな泥人形が、駐車場には多数待ち構えていた。

　逃走経路を予想されていたのか、車の下から数体の泥人形が這はい出て立ち上がる。

　光沢を発する黒い外皮が蛙かえるのような形状を取る。

　続けて、目の部分が音を立てて泡立ち、赤い眼球が多数現れ、複眼のように密集した。

「可愛かわいい！」

「え？」

　目を輝かせる花蓮に、怜生は思わず間抜けな声を出した。

　だが状況は窮きゆう地ちだ。追ってきたものと合わせて十体ほどの泥人形が、怜生を包囲する。

　一匹にでも捕まれば、先の鉄柵と同じことが、自分の体に起きるだろう。

「やるしか、ねぇか！」

　怜生は撃退を決意する。

　腕の封印触媒を外して地面に捨てる。

　そして、母から移植された霊れい髄ずいを中枢とする体内触媒に、魔力を通していく。

（強化筋肉は無理でも、槍を一本作るくらいなら！）

　花か蓮れんから供給された魔力が体を走る。

　記録魔術で保管されている設計図に基づき、形成魔術で槍やりを構築。

　しかし──槍を作り出そうとした怜れ生おの右手から、血ち飛沫しぶきが舞った。

　皮膚と血管が破裂したように、怜生の右手から下腕にかけてが血に染まる。

「が、ぁ、あああああ!?」

「怜生さん!?」

　続いて、電気椅い子すに掛かけられたような激痛が、怜生の全身を襲う。

　心臓から発生した血管状の光線が腕へと伸びており、皮膚の上で紫電を走らせていた。出血部は、まるで熟した柘榴ざくろのように割れている。

（なん、だ……っ、体が、内側から破裂した……!?）

　血走った眼めを見開き、怜生は自分の身に起きたことを悟る。

（神霊の、デカすぎる魔力による急性呪じゆ症しよう……一いち文もん字じさんが言ってたのはこれか！）

　原因は花蓮の魔力で、それを知ってて使おうとした自分の誤算だった。

　魔術が使えない。そんな怜生の周囲から、泥人形が一斉に襲い掛かる。

「このぉっ！」

　直後、赤い尾が閃ひらめいて、泥人形をまとめて弾はじき飛とばした。

　爽そう快かいな音を立てて飛んだ泥人形は、周囲の車両や地面に激突して潰つぶれる。

「花蓮!?」

　怜生の周囲に、緋ひ色いろの半人半蛇が輪を描いていた。

　赤い髪から火の粉を靡なびかせ、角を凶悪に伸ばし、尾の先に開いた口から火が零こぼれ出でる。

　さらに、額の前に金色の第三眼が現れ、緋ひ色いろに輝く瞳ひとみを開いて浮遊した。

　すると、怜生の体が赤い光に包まれていき、血が蒸発。傷が塞ふさがっていった。

「どこの沼から湧わいた毒どく河童がつぱか知りませんけど……！」

　両目と第三眼を赤く光らせて、夫の頭を抱いた花蓮が、火を噴くように言葉を吐く。

「その汚い手で、私の夫に！　怪け我がをさせようものなら！」

　怒気を露あらわにした花蓮に、守られた怜生が誰より背筋を凍らせた。

「よせ花蓮！　お前が暴れたら巻き添えが出る！」

　制止するように、怜生が怯おびえたのは花蓮の怒気にではない。

　昨晩、自分を蘇そ生せいする際に生じた巨樹のような、大規模な魔力現象が街で起きることを恐れたのだ。

「でも怜生さんが！　怜生さんから血が！」

　怜生の出血で動転した花蓮に、怜生は片手を上げて髪を撫なでる。

「お前のおかげで傷が治ってる。大げさなことする必要はないんだ」

　花蓮の覇気が効いてか、泥人形たちは動きを止めている。

　ならいまのうちに、花か蓮れんが作ってくれた活路を摑つかまねばならない。

「俺が普段使ってるような槍やり、作れるか？」

「やってみます！」

　そう、怜れ生おは無理だが、花蓮なら反動なく魔力を使えるのだ。

　花蓮が片手を前に差し出すと、怜生が槍を作り出すときと似た発光が生じる。

　しかしその魔力光は、いまにも爆発しそうな、紫電を散らす光球だった。

「落ち着け。小さく、細く、一点に集めてから引き延ばすように」

　怜生は花蓮の隣に立って肩を抱き、もう片方の手を、花蓮が伸ばした手に重ねる。

　すると、花蓮の作り出した魔力光が穏やかさを得て、赤い種へと凝結していく。

　その成果を待たず、周囲の泥人形たちが、怜生と花蓮に襲おそい掛かかった。

　泥人形が殺到して、墨を塗まぶすように、二人の姿を覆い隠す。

「っ！」

　それを──内側から、緋ひ色いろの線が切り開いた。

　切り開いたのは、二ふた叉またの穂先を持った緋色の槍だ。

　一対の蛇が絡み合って長なが柄えとなり、先せん端たんで左右に分かれた蛇の口から刃やいばが伸びて、火の如ごとき光を帯びる。

　怜生と花蓮の手が、共にその柄を握っていた。

「新郎新婦、ケーキ入刀ってか！」

「初めての共同作業です！」

　会心の笑みを浮かべた赤毛の青年と、半人半蛇が、赤しやつ光こうを背に立つ。

　槍を回して構え直した怜生は、いまだ残る泥人形の包囲網に隙すき間まを見み出いだす。

「駆け抜けるぞ、背中にくっついてろ。後ろから来る奴やつは引ひっ叩ぱたけ！」

「は、はい！　うわ、これなんか愛の逃避行っぽくて燃えるんですけど！」

　怜生は、背中側に回った花蓮が首に抱き着くのを確認して、疾走した。

　元より魔術補強に頼らずとも体は鍛えている。鬼き柳りゆう家で学び、学院の部活で魔剣競技の大会にも出た槍そう術じゆつも失われていない。

　穂先を下段に構えて、包囲の一角にいた泥人形を突き上げる。

（脆もろい！）

　高速の踏み込みから下段に切り上げると、身構えていた泥人形が上半身を縦に割られ、返す刃の薙なぎ払はらいで上下に分断される。

　絶たれた泥人形は地面に沈んで泥だまりとなり、怜生はそれを飛び越えて走った。

「あちゃあ！　ほわちゃ！」

　背後から飛びかかってきた泥人形は、花蓮が尻尾しつぽで弾はじき返かえしていた。

　正面は怜生が切り開き、背後は花蓮が弾き返し、左右からの横撃は駆け抜ける。

　槍やりを持つ怜れ生おの背から、花か蓮れんの尾が伸びるシルエットは、さながら緋ひ色いろの一角獣だ。

　かくして怜生と花蓮は、包囲網を突破した。

　駐車場の外壁は、槍を棒高跳びのように使って越え、歩道に着地する。

「魔術犯罪だ！　避難しろ！」

「ああ違うんですお嬢ちゃん！　私こんなですけど怪しい者では！」

　怜生は歩行者に退避を命じ、花蓮は自分の姿を見て泣き出す幼児に慌あわてた。

　槍を持って半人半蛇を連れた強こわ面もて男をどう解釈してか、目にした市民が一斉に走る。

　すると、車道の先から単車の音が近づいてくる。

　力系魔術で車輪を回す青い単車が、怜生の前でドリフト停車。

　運転手はライダースーツを着た女性であり、フルフェイスのメットが外される。

「怜生先輩、乗って！」

「はぁ!?　氷魚!?」

　魔力単車で現れたのは誰あろう、怜生の後輩であり幼おさな馴な染じみ、小こ沼ぬま地ち氷ひ魚おだった。

　乗り物といい、形相の鋭さといい、怜生の知る氷魚からは想像もつかない。

　しかもこのタイミングで、まるで救援に駆け付けたかのように。

「説明は後です！　とにかくここを離れないと！」

　状況が吞のみ込こめない怜生に、氷魚は有無を言わさぬ真剣な顔で訴える。

　怜生は、疑問を堪こらえるように歯は嚙がみして、同じく当惑している花蓮と顔を見合わせる。やがて、怜生が迷いを振り払った。

「だぁもう！　ちゃんと二人乗り用の免許持ってんだろうな!?」

　半ば自や棄けになって、怜生は全すべての疑念を投げ捨てた。

　氷魚がエンジンを吹かして、怜生はその後ろに乗るべく、単車へと近付く。

　そのとき、花蓮がはっとして顔を上げ、景色の一角を見た。

「怜生さん！」

　花蓮が怜生の肩を引っ張り、氷魚から遠ざけたその直後──砲撃。

　オレンジ色の炎が、単車を吞み込む。

　爆発音が耳を打ち、巨大な火柱が立ち上がり、氷魚の姿が吞み込まれる。

　その炎に見覚えを感じた怜生は、耳に届く声に、更なる愕がく然ぜんを強いられた。

『カカカカカッ、カッカッーッカッカッカッカッカ！』

　老ろう爺やの笑声──怜生からすれば家族も同然に聞き慣れた、あの侶りよ魔まの笑い声だ。

「……燦さん？」

　近くの建物の屋上でこちらを見ているのは、紛れもなく鬼き柳りゆう燦だった。

「バイバイ、ヒオ──友達できて楽しかったよ」

　自分の起こした爆発と、呆ぼう然ぜんとした怜生の顔を見た上で、燦は邪悪に微笑ほほえんだ。

「っ、氷ひ魚お！」

　我に返った怜れ生おは、氷魚の安否を確認しようとして、言葉を切る。

　爆炎が晴れると、氷魚の乗っていた単車が無傷で現れた。

　横転している車体には焦げすらなく、周囲の地面も同様だった。

　まして知人の焼死体など見当たらない。怜生は氷魚の姿を探し、発見する。

　咄とつ嗟さに飛とび退のいたのだろう氷魚は、爆心地から離れたところに着地していた。

　猫のように柔軟な身のこなしを発揮した氷魚は、鋭い目を上に向ける。

「ふぁいあーっ！」

　宙にいた燐りんから、鬼火の散弾が、集中豪雨の如ごとく連射された。

　避よけきれないと判断した氷魚は両手を上げて、雪の花に似た氷の刃を作り出す。

　青い火の雨を受け止めたそれに、怜生は目を剝むいた。

　見覚えがある。他の誰が見間違えても自分は間違えないというほど、記憶に焼き付いた氷の刃やいば──昨晩、自分の首を切り飛ばした、あの刃だった。

「燦さん、燐……っ」

　氷魚が苦渋の表情を浮かべると、燦と燐が怜生の左右に降り立つ。

「最初の一発は音と光だけの閃せん光こう弾よ。素人とは思えない反応だったね、ヒオ」

　燦が、怜生の右手側から言う。

「発信機の信号を追ってきた私たちより早くここに来て、体よく連れて行こうとしていたのを見たとき『あれ？』って思ったんです。その前の通信、私たちに探りを入れてたんですね、ヒオちゃん」

　燐が、怜生の左手側から問う。

「もしかしてと思って叩たたいてみたら、まー予想以上の結果だこと」

「おじさまを追ってた泥人形、随分空気を読んで待っててくれてますね。やっぱり味方は襲わないようにできてるんですか？」

　氷魚は自分が作り出した氷の刃を一いち瞥べつして、苦い顔色となる。

「氷魚、お前、それ……」

　明らかな物証を指して怜生が問うと、氷魚は後ろめたそうに目線を外す。

　真相を物語るような仕草に、怜生の頭から周囲の音が遠のいていった。

「おい、待てよ……冗談、だろ？」

　燦と燐が暴き立てた事実に、怜生は頰ほおを引ひき攣つらせた。

「現実逃避は駄目よーおじさん、真相は見たまんま」

「昨夜〈大図書館〉に侵入して、私たちと交戦し、そしておじさまに致命傷を負わせた、あの仮面の魔術師が……いま目の前にいます」

　燦と燐が断言した。

　うつむいた氷ひ魚おの周囲に、泥人形が配下のように並んでいく。

　蝦が蟇まのような泥人形を従えた彼女の頭上に、新たな妖よう魔まが現れた。

　氷で出来た仮面の縁から、黒い帯状の触腕らしきものを伸ばした、海月くらげのような妖魔。

　あの仮面魔術師が頭部に装着していた、氷の仮面に他ならない。

「ひどいなぁ」

　顔を上げた氷魚は、どこか寂しげな笑みを浮かべていた。

「そりゃ露骨だったかもしれないけど、もうちょっと躊躇ためらってくれてもいいじゃない」

　疑惑を肯定するその言葉に、怜れ生おは奥歯を嚙かんで氷魚を睨にらむ。

「なーによヒオ、まさか私たちが不義理だっての？」

「順番を間違えちゃダメですよ？　それはむしろ私たちの台詞せりふです」

　燦さんと燐りんが応じると、ハンマーの先でカボチャとカブが火力を増す。

　そして二人は、炯けい眼がんを光らせた双子の顔を並べて、こう問うた。

「「私のおじささんま殺したのだーれ？」」

　直後、姉妹は攻撃を開始した。

　正面から突入した燦を追い越し、燐の射撃が氷魚へと届く。

　射撃は曲線軌道を取って燦を迂う回かい、氷魚よりも泥人形に命中し爆殺した。

　露払いされた道を燦が駆け抜け、氷魚に巨大剣玉を振り回す。

「なんでどうしてとか泣いて聞くとでも思った!?　そんなもんブチのめした後で死んでなかったら聞きゃいいのよ!!」

　燦の猛攻が、氷魚を後退させる。

　燦は更なる波状攻撃──カボチャが鎖くさりを伸ばして柄から分離、猛犬の如ごとく襲おそい掛かかる。赤熱した鎖は蛇のように動いて敵を焼き切ろうとし、燦の操る鉄てつ槌ついが別角度から攻める。火球・熱鎖・鉄槌による、多角にして多段の攻撃だ。

　これに、燐の援護射撃が重なる。

　機関銃マシンガンのように鬼火を連射すると、もはや同士討ちを狙ねらっているとしか思えないほど、姉の体を際どく掠かすめて、曲直自在の弾たまが氷魚を狙う。

「ちょ……言えた義理じゃないけど、本当に手加減してくれないね！」

　対する氷魚は、氷刃で受け、砕かれては再構成し、足元から立った氷柱つららで熱鎖を防ぐ。

　燦の鉄槌を体術で避よけ、燐の砲撃から飛とび退のいた。侶りよ魔まの仮面は後頭部で防具となる。

　見事な身のこなしだが、押されている。

　昨晩、燦と燐を追い詰めて怜生を死なせた氷魚の技は、川の水を大量に汲くみ取とり氷刃にするものだった。ここに川はない、水源が足りない。

　ならば後は、形成に一拍の手間を食う『氷』や、質量の多さゆえ速度に劣る『水』という氷魚の武器、その弱点を突けばよい。結論、息も吐つかせぬ連続攻撃で攻め切れる。

「あんたがまたおじさんを殺すなら」「お友達でも殺します」

　あのとき、命を捨てて自分たちを庇かばった彼を背に、今度は燦さんと燐りんが氷ひ魚おを追い詰める。

「──捕らえて」

　氷魚は、そんな姉妹の眼光とは対照的に、顔と声を凍いてつかせた。

　燦と燐は、氷魚が見ているのが、自分たちの後ろにいる怜れ生おだと気づく。

　そして動くのは、燐の砲撃を生き延びていた泥人形たち。目指すは怜生だ。

「「おじささんまっ！」」

　燦と燐は振り返り、動かない怜生に呼びかける。

　氷魚の敵対という衝撃から立ち直っていないのか、立ち尽くした怜生は、手にした槍やりで迎撃する素振りもない。

　そんな怜生に泥人形が飛びかかる、その直前、

「あなたが……」

　地面から出現した赤い樹木が、泥人形を真下から貫いた。

　花か蓮れんによるものだ。

　その力によって生み出された赤い樹が、泥人形を串くし刺ざしにして掲げる。

　幹みきが刺さった後に枝を伸ばす樹は、泥人形を内からも貫いた。両手両足や口こう腔こうから枝を突き出した泥人形たちは、そのまま火に包まれる。

「あのとき……怜生さんを死なせようとした人！」

　怜生の首を抱いた花蓮の声に、龍りゆうの唸うなり声ごえが被かぶさる。

　暗赤色の気き焰えんが立ち上り、晴天の日差しを追い払うように空間を染める。

　眼球は白目の部分が赤く塗られ、瞳ひとみを満月のような金色に燃やしていた。

　彼女が人間ではなく、また慈悲の女神でもないことを思い出させる、逆げき鱗りんに触れられた龍の威容がそこにあった。

　氷魚は射い竦すくめられ、燦と燐は冷や汗を流す。

　夫の仇かたきを許す花蓮ではない。次の瞬間には、加減を知らない龍りゆう神じんの猛威が氷魚を襲うだろう。

　そんな、一歩間違えば大災害にすら繫つながる戦場に、




「──うるっせぇぞテメェらぁぁぁぁぁ!!」




　怜生が、槍の石いし突づきを、道路を砕くほどに打ち付け、大だい音おん声じようを轟とどろかせた。

　燦と燐が攻撃を止やめ、氷魚が絶句し、驚いた花蓮が両目を正気に戻す。

「ったくどいつもこいつも当事者をほったらかしてゴチャゴチャと！　三段重ねのアイスクリームみてぇなたんこぶ作りたくなけりゃ全員そこで大人しくしていやがれ!!」

　怜れ生おは早口にまくし立てると、氷ひ魚おに槍やりを向けた。

「氷魚、お前の後ろにいるのは誰だ」

　怜生は氷魚に問い、答えない彼女に言葉を重ねる。

「これが、お前一人で、好き好んでやってることのはずがあるかよ!?　だったら──」

　怜生は敵を見つけていた。

　氷魚ではなく、それに命令を下せると思われる何者かだ。

「お前を〈大図書館〉に侵入させ、燦さんと燐りんと交戦させて、いまも友達を裏切ってまで俺を攫さらうか殺させようとしてるそいつの名前と、それにまつわるお前の事情ってやつをここで一から十まで綺き麗れいさっぱり聞かせてみやがれ！」

　まだ顔も名前も見えぬ、氷魚の背後にいる何者かに、怜生は槍を向けていた。

「俺がそいつと決ケ着リを付ける」

　もはや、身に降りかかる火の粉を払うという域は超えた。

　氷魚を利用し、燦と燐を危険に晒さらし、そして自分を狙ねらっている者がいる。

　その何者かに向けて、鬼き柳りゆう怜生は宣戦布告する。

「だから、お前はもう怪け我がしねぇようにじっとしてろ」

　そして最後に、怜生は声こわ音ねを抑えて氷魚に訴えた。

　言葉に込められた決意と温情を理解して、氷魚の顔が痛切に歪ゆがむ。

「──〈大図書館の主あるじ〉として、同じことを提言しよう」

　そこに、一いち文もん字じ史し紀きの声が響いた。

　怜生から見て正面、氷魚から見て背後から、司書服の〈王〉が歩いてくる。

「あなたの友人があなたを裏切るようなことをしたからといって、あなたは友人の悪口を人に語ってはならぬ。長い間の友情がゼロになるから──だったか？」

　史紀の背後で、半人半紙の女神・詩し乃のが言葉を紡ぐ。

「前世期初頭『西国の人気男』で暴動起きるほど叩たたかれたジョン・ミリントン・シングの言葉だ。卿けいら、私が何を言いたいか分かるか？　ガキの喧けん嘩かなど聞くに堪たえん、だ」

　史紀の頭上で浮遊した女神が、紙の髪を広げていく。

　紙から光線文字が周囲に流れ出ると、巨大壁画のような術式図が描かれた。

　機械式時計の機構を思わせる複雑な図は、城壁のような威圧感で展開する。

　その術式図が解読できずとも、あれが詩乃の突きつけた銃口であることは明白だ。

　それに加えて、大量の足音がその場を包囲する。

　短外がい套とうを特徴とする白色の制服を着て武器を手にした集団であり、〈大図書館〉の社章を袖そでに刺し繡しゆうされている。氷魚を包囲した彼らは、史紀の部下である魔術師団だ。

「〈大図書館の主〉がこの場を預かる。少年少女は武器を降ろしたまえ」

　史紀が厳おごそかに命じると、燦と燐が互いの顔を見合わせて鉄てつ槌ついを降ろす。

「詰みだ、氷ひ魚お。投降しろ」

　怜れ生おは確信をもってそう宣言した。

　燦さんと燐りんに、怜生と花か蓮れん、更には〈大図書館の主あるじ〉とその兵までもが包囲しているのだ。氷魚にはもう逃げ延びることすらできない。

　誰より痛感しているだろう氷魚は、氷刃を魔力光に散らして武装を解き、天を仰ぐ。

「……どこの神様だか知らないけど、意地悪だなぁ」

　巡り合わせを呪のろうような言葉を、氷魚は疲れ切ったような笑みで呟つぶやいた。

　そして、何気ない仕草で、自分の胸元に手を置くと、

「解かい呪じゆ」

　心臓部の、魔術を解いた。

　自爆の類を警戒した史し紀きやその部下たちは、魔術を使うのではなく解いたということを訝いぶかったが、怜生はその意味するところに気付いた。

「よせ！」

　怜生の声も間に合わず、氷魚の胸元に紫電のような魔力光が生じる。

　すると、静かな顔をしていた氷魚が、目を見開いて吐血した。

「ヒオ！」「ヒオちゃん！」

　燦と燐が思わず名を呼び、史紀たちも氷魚が自決したのだと理解する。

　体を傾かしがせた氷魚を、駆け寄った怜生が抱きとめた。

　燦と燐が近づき、花蓮が当惑し、史紀は医療魔術師に対処を命じる。

「おい待てよ氷魚それはねぇだろ！　そこまですんのかよ!?」

　怜生は愕がく然ぜんとした口く調ちようで言いながら、氷魚を地面に寝かせた。

　口元を血に染めた氷魚は、微笑して何か言おうとしていたが、言葉すら紡げない。

「救命措置をしたいが、彼女が何をしたか分かるかね？」

　狼ろう狽ばいしかけた怜生を、史紀の問いが立ち直らせた。

「氷魚は、有機魔術による人工心臓を移植され、自分の魔力で構造を維持していた……」

　自分で口にしていて、絶望的な状態であることを理解した。

　史紀の部下から女性の医療魔術師が駆け付け、氷魚の胸を開いて検査する。

「恒常魔術が解かれ、心臓が一部溶解しています。再構築には専門医と触しよく媒ばいが必要です」

　医療魔術師はそう言って、氷魚の首に注射器型の触媒を刺す。

　脳への酸素供給を助ける救命触媒だが、時間稼ぎでしかないと怜生には分かる。

（どうする、心臓が溶けたってことは心臓マッサージなんざ意味がない、体外心臓装置がある病院に搬送する時間もない、有機魔術で第二心臓を作るにしたって専門の医療設備がいる。どうする、考えろ、どうする……！）

　医道を志していた怜生は、様々な治療法を思い浮かべては却下する。

「ここにある人員と設備では助からん。脳が死ぬ前に記憶を読み取ろう」

　詩し乃のの発言を聞いて、怜れ生おが激げき憤ふんの目で見上げる。

「許せ、龍りゆうの伴はん侶りよ。この事態は医療魔術の限界を超えている」

　冷然とした目に見返され、怜生は言葉に詰まる。

（ああそうだ、ゲームじゃあるまいし、使えば傷がなんでも治るような魔術なんてどこの〈王〉も発明してない……）

　自分の思考に、怜生は目を見開いて顔を上げる。

　そして花か蓮れんを見て、己の首に触れた。

「なら……俺と花蓮の力なら、どうですか？」

　史し紀きが顔を上げると、怜生の面持ちに灼しやく熱ねつの眼光があった。

「花蓮は、二度に渡って俺の首を胴体に繫つなげた。その治癒の力を、既存の医療魔術と組み合わせれば、溶けた心臓を再構成することも可能なはずだ」

「いや、待ちたまえ、君の体は特異例だ。確かに可能性はあるが、他者の体内に、肉体の一部を精密に再現するとなると、高度な術式とそれを宿す触しよく媒ばいが必要になる」

　怜生の目に気け圧おされるものがあったのか、史紀は口く調ちようを速める。

「世界に〈大図書館〉を超える術式の倉庫はない。あなた方なら即座に引き出せるはず」

「術式だけならそうだ。だがそれを記入するための触媒がない」

「ここにある」

　怜生は自分の胸と頭を続けて指差し、周囲を絶句させる。

「俺の霊れい髄ずいに術式を記入してください。運用の知識は脳に。あなたの開発した記録魔術には、技能や知識を人間の頭に直接刷り込む魔術もあったはずです」

「それは国際倫理条約における『洗脳』に抵触する禁きん呪じゆだ。君にも大きな負担が掛かかる。記憶障害などの呪じゆ症しようをきたす恐れもあるし、何より君はいま魔術を使える体では──」

「そんなことより人命だろうが！」

　怜生の即答には、半端な道理を覆す熱があった。

　極限状態が人の本性を暴くなら、これこそが、怜生という男の地金なのか。

「……唱えれば傷が癒いえるような、都合のいい治癒魔術などない。それを、いまこの場で『発明』してみせようと、卿けいは言うのか」

　人の生き死によりそちらに興味を覚えた様子で、詩乃が確認した。

「アスクレピオスめ」

　死者を生き返らせて天罰を受けた神話の医者の名を、詩乃は独りごつ。

「あのっ、よく分かりませんけど、私からもお願いします！」

「龍りゆう神じんに頼まれては断れん。夫よ、やらせてみろ。記録の甲か斐いはある」

　花蓮が頼むと、詩乃の意思が動いた。だが一いち文もん字じ史紀はまだ頷うなずかない。

「私に提供できるのは、長年不可能とされてきた理論術式だけだ。賭かけるかね？」

「高名で高齢の科学者が不可能だと言った場合は？」

「大抵が間違っている──クラークの三法則で、私が最も好きな言葉だ」

　不敵に笑った怜れ生おが言うと、それを聞いた史し紀きも、普段の紳士然とした笑みとは異なり若気のようなものを宿して口角を引いた。

「やろう。詩し乃のさん、隔離結界を」

　一いち文もん字じ史紀が同意する。

　彼の手が伸ばされ、怜生の赤い髪に指が沈み、どこか洗礼の儀式を髣ほう髴ふつとさせる形で、〈大図書館の主あるじ〉が少年王の頭に手を乗せた。

　同時に〈天に書き留める者〉詩乃が、紙の髪と両手を広げる。

　紙は聖堂の如ごとく怜生たちを囲い、光線文字の大群がその周囲を竜巻のように旋回した。

「あ、あの、怜生さん？」

「何も考えなくていい、ほんの少しだけ、魔力をくれ」

　言われた花か蓮れんは頷うなずいて、怜生の背に身を寄せ、祈るように目を閉じる。

　無意識によるものか、花蓮から薄い炎のような魔力光が生じ、怜生の全身へと伝達されていく。怜生の心臓部を中心に、霊脈の発光が根の如く広がっていき、彼の表情に苦痛が浮かぶ。体のあちこちからは出血が始まっていた。












「仮想実験完了、理論術式一〇四三〇号が最も高確率で成立する」

「いいだろう。医療魔術大全書と共に入力する」

　史し紀きの手からはエメラルド色の文字列が水流のように生じており、これは怜れ生おの頭部を王冠のように周回しながら吸い込まれていく。

　頭ず蓋がい骨こつの中で火が灯ともるような痛苦が怜生を襲う。脂汗を搔かいて、目を血走らせ、鼻血を垂らし、歯の隙すき間まから苦く悶もんの声を零こぼしながら、怜生は耐え続けた。

　そして、氷ひ魚おの胸に置かれていた手から、一際の発光が起きる。

　溢あふれかえった光は、どこか艶なまめかしさを帯びた花のような形状に固まり、一拍を置くと急激に氷魚の体内へと収縮していく。

「ぜぁ！　はぁ、はぁ……」

　すると、意識を失っていた氷魚が目を見開き、気管に残っていた血で咳せき込こんだ。

　怜生が息を吐つくと、花か蓮れんの魔力が引いていく。

　詩し乃のの作った隔壁が開かれると、現れた怜生と氷魚の姿に、周囲の面々が呆ぼう然ぜんとした。

「怜生、先輩？　これは……」

　当惑していた氷魚は、はだけた胸元を慌あわてて直すと、自分の鼓動に驚く。

「ああ、よかった……このバカやろう」

　汗だくになった怜生は、氷魚の頭を小突く。

「どうだ、助けたぞ……クソオヤジ、クソババァ……ざ、まぁ……」

　目と体を揺らした怜生が、前へと倒れる。

「怜生先輩……！」

　自分の方へ倒れてきた怜生を、氷魚が咄とつ嗟さに抱きとめようとすると、

「ふんぬ！」

　花蓮が怜生の襟首を後ろから摑つかみ、怜生の首が慣性でグキンと音を立てる。

「私のですよ!?　流れでフラグ立てようったってそうはいきませんからね!?」

　首を抱き寄せた花蓮が半端に持ち上げたことで、怜生の顔が蒼そう白はくになっていた。

　燦さんと燐りんが慌てて引き離そうとするが、花蓮はなかなか手放さず、現場には新たな生死の瀬せ戸と際ぎわが巻き起こる。

　その様子に微苦笑しつつ、史紀は一足先に〈大図書館〉へと帰還する。

（龍りゆう神じんの力を手に入れて、どのように傲おごり高たかぶるかと思っていたが）

「ああ、無用な心配だったようだ」

　姿を消した詩乃と、史紀は言葉を交わす。

「欲を満たすのでもなく、敵を討ち己を誇こ示じするのでもなく、恐れて封じるのでもない。何よりも命を救うこと──治癒魔術こそが、君の答えか」

　快いものに出会った表情で、史紀はもう一度彼を振り返った。

「ならば君はもう、立派な〈王〉だ」

　この日、その第一歩を踏み出した新米の〈王〉に、古参の〈王〉は言葉を贈るのだった。





　　　◆






　その一部始終を、鳴海なるみ滝たき徳のりが見ていた。

　大手魔術企業〈ミズチ〉の会長室──普段は代表取締役が治めている摩天楼を、鳴海が訪れたときのみ使われる部屋だ。背後の窓を見ると、日が傾きつつあった。

　鳴海は片眼鏡の触しよく媒ばいを手にしており、レンズを覗のぞく目は薄く発光している。

　視界には、鳴海の配下が離れた場所から観測していた霊園での出来事が映されていた。

「閣下、いまの現象は……」

　鳴海と同様の光景を見ていた秘書が、啞あ然ぜんとした口く調ちようで言う。

「見たままだ。小こ沼ぬま地ち氷ひ魚おは対象の略取に失敗し、自害を試みるも対象の手で蘇そ生せいされ、〈大図書館〉に拘束された」

　片眼鏡を下ろした鳴海は、眉まゆも動かさず事態を語る。

「彼女の心臓を維持していた魔術は、一いち文もん字じ卿きようといえど代替できるものではない。恐らくあの少年、一文字卿が匿かくまっている〈王〉によるものだ」

　鳴海が推測すると、秘書は自分の役目を思い出して手を動かす。

　あちこちに連絡を入れ、並行して鳴海の手元に資料を表示する。

「名は鬼き柳りゆう怜れ生お、赤あか枝し宮みや大魔学院・高等部所属、十年前に、傭よう兵へい魔術師の結社・鬼柳家の養子として引き取られています。元の両親は……」

「私の同門だ。大魔学院・神霊学部にいた頃のな」

　秘書の言葉を切る形で、鳴海は怜生の両親を語る。

　厳いかめしい表情に変化はないが、その両目は記憶に残る昔の知人を見ていた。

　そう親しいわけではなく、風の噂うわさで訃報を聞いただけだったが、とんだ奇縁だ。

　しばし沈黙した鳴海は、目線を過去から手元の画面に戻す。

「小沼地氷魚に与えた心臓は、我が社が提供できる最高水準の医療魔術だ。それを瞬時に作り直した鬼柳怜生の力は、医療において、いや有機魔術全般において我が社を超える」

　負けを認めるような鳴海の言葉に、秘書が震えを堪こらえていた。

　それが何を意味するのか、彼には分かっているのだ。

「兵はどの程度集まっている」

　鳴海の問いに、秘書も決断するように顔を上げた。

「水すい葬そうの魔術師団・赤枝宮支社は全員、日本および周辺国支社の兵も夕刻までには。それ以上の距離がある部隊と、指揮する上位眷けん属ぞくは、早くとも明日になるかと」

　秘書が切り替えた画面に、鳴海なるみ滝たき徳のりの配下である魔術師たちの分布図が現れる。

　魔術師団とは〈王〉が持つ兵隊たちだ。

　正確には、〈ミズチ〉と同じグループに属する、〈ミズチ〉専属の警備会社ＰＭＳＣだ。

　世界中に展開している支社や重要施設を守らせていたり、産業スパイを締め上げたり、他の〈王〉と抗争を繰り広げたりしている。

　経済と戦争が同義になりつつあるこの時代、大企業が独自の武力を保持するのは、〈王〉でなくとも当たり前のことだった。

「優秀な者ほど、遠方の重要案件を預けてある。止やむを得えまい」

　現在集まっている戦力に頷うなずいて、鳴海は椅い子すから立ち上がる。

「現時点以降の予定を全すべて撤回しろ。〈大図書館〉へ向かう」

　秘書が目を剝むいたのは、前者も相当だが、主に後者のせいだった。

「〈大図書館〉を攻めるおつもりですか!?　一いち文もん字じ史し紀きどころか全ての〈王〉と妖よう精せい人じんを敵に回しかねません！」

「流石さすがにそのつもりはないが、足の付かない決死隊を突入させる準備はしておけ」

　それでも暴挙と呼ぶべき命令を下して、鳴海は執務室の一角にある細長い鞄かばんを開く。

　収まっていたのは、瀟しよう洒しやな細工が施された鞘さやに収まる、サーベルだ。

「まずは小こ沼ぬま地ち氷ひ魚おを取り返す。私が赴いて交渉している間に兵を準備しろ」

　部隊編成すら待たず、文字通りの押おっ取とり刀がたなといった性急さで、鳴海は執務室を出る。

　エレベーターに入ると、閉じた扉が秘書の制止を遮った。

　無音で下降しているエレベーターの中で、鳴海が神妙に口を開く。

「我が国は海、海は自らの一部を切り捨てぬ。海神わだつみよ、相違ないか」

「然しかり」

　童女──海月くらげのような異形の女神・乙おと姫ひめが、鳴海の傍かたわらに姿を現した。

　異形ではなく人型だ。貴族の令嬢のように気品ある童女が、鳴海の肩に手を添える。

「さすれば水の流れ連なるが如ごとく、海神彼の背に連れ添わん──なんてね♪」

　鳴海に寄り添った海月姫は、神気を感じる表情で言うと、急におどけてみせた。

　鳴海はそんな伴はん侶りよに、小さく笑って、到着したエレベーターから出る。

「では──鬼退治と参ろうか」

　海神の化身を連れた〈水すい葬そうの王〉が、摩天楼の城から出陣した。






幕まく間あい






　かくして、花か蓮れんが見守っていた少年は、立派な〈王〉となりつつあった。

「だからって、こんな救急車で運ばれるようなことしなくてもいいじゃないですか！」

　怜れ生おを搬送する救急車の中で、花蓮が憤慨していた。

「うるさいなー、救急車で騒がないでよ」

「あと、間違っても魔力とか使わないでくださいね？」

　同乗している燦さんと燐りんが、花蓮を嗜たしなめた。

　史し紀きが手配した〈大図書館〉の医療魔術師は、寝台で仰あお向むけになった怜生を検査して、目を見開いた後に医療触しよく媒ばいを置く。

「診断魔術を繰り返す度に症状が緩和していきます。原理は不明ですが、肉体的にも霊的にも、異様な回復力が作用しているようです。ひとまず、危機は脱したかと」

　花蓮に詰め寄られた医師は、半人半蛇の剣けん幕まくに冷や汗を流していた。

　怜生の寝顔も、汗と血に塗まみれてはいたが、ぬぐい取れば穏やかなものだ。

　花蓮が深々と安あん堵どの溜ため息いきを吐つくと、燦と燐も密ひそかに息を吐いた。

「もう！　なんなんですか怜生さんは！　せっかくお話できるようになったのに！　怒るし！　なでなでしてくれないし！　他の人と難しいお話ばっかりで！　怪け我がするし！」

　花蓮は卓上を叩たたくように、怜生の下腹部を平手で連打しながら声を上げる。

「相談してくれないし！　甘えてもくれないし！　八つ当たりすらしてくれないし！」

　怜生は気絶しているが、股こ間かんへの連打で顔が青くなっていた。

「私……ちっとも、奥さんらしいことできてないじゃないですか」

　手を止めた花蓮は、顔を俯うつむかせて呟つぶやいた。

　気分は人魚姫だった。王子様に胸をときめかせ、人間になることを望んでいた。人間になれば自分は彼に受け入れられ、甘い日々を迎えられるのだと。

　先ほどまで花蓮が見ていた未来図は、そういうお話だった。

　そして、それどころではないのだという現実を、いまようやく痛感していた。

「なら」「代わってあげましょうか？」

「お断りです！　怜生さんの奥さんは私です！」

　試すような燦と燐の提案に、花蓮は即答する。

「誰か知りませんけど、旦だん那なをこんなにされた落とし前は付けさせてもらいますから！」

　怜生と同じ宣戦布告を、いま花蓮も宣言した。

　燦と燐はそれを聞いて、同意するように笑みを作り、姉の方が口を開く。

「分かってんじゃん」






第四話　緋ひ色いろのドラゴニュート






「本当にあなたたちは……首を突っ込むなって言ったでしょう」

　燦さんと燐りんは〈大図書館〉の一室で、母の燈あかりから小言を食らっていた。

　ソファーとテーブルがあるだけの洋室には、彼女ら三名の姿しかない。

「ふーんだ、私らが助けなかったら危なかったくせにー」

「そうですお母様、むしろこれを機に考えを改めてはいかがでしょう？」

　口の減らない姉妹だが、この双子が氷ひ魚おに疑惑を覚えて、強引な手段で暴かなければ、怜れ生おの身はどうなっていたか分からない。

「改めるって？」

　燐の台詞せりふについて、燈が続きを問うと、燐は上品に微笑ほほえんだ。

「もちろん、おじさまの件に関与することです」

「珍しく孝行だこと。らしくないんじゃないかしら？　わざわざ苦労しにいかなくても、このまま〈王〉の可愛かわいい姪めいっ子こでいれば甘い汁だけ吸えるのに」

　親としてそれでいいのかと思われる発言だが、燈は娘たちをそそのかす。

「それ、おじさんが〈王〉として地位を築いたらの話でしょ？」

「ぶっちゃけあの甘ちゃんが自力でそこまで行けるとは思いませんので」

　怜生がここにいたら抗議を惜しまなかったろうが、燦と燐は真剣だ。

「つまり、怜生くんが心配なのね」

　なんだかんだでそこが本音なのだと、燈は楽しげにからかった。

「そ、そりゃまあ『お財布』は大事だし？」

「ペットを放し飼いにするのはよくないですし？」

　怜生がいたら部屋の隅で泣きそうだが、燦と燐の口く調ちようからは照れ隠しも聞き取れた。

「どうしてもというなら、怜生くんに聞いてみなさい」

　燈がそう答えると、燦と燐は「ちぇ」と声に出して舌打ちする。

「それにしても驚いた。氷魚さんだったかしら？　人工心臓を『本物』にするだなんて」

　燈が感嘆したのは、怜生が氷魚に施した治癒魔術だ。

「周りにいた人たちがやたら驚いてたけど、やっぱり凄すごいことだったりするの？　あれ」

「理論上のものでしかなかった治癒魔術よ」

　燦の疑問に、報告を聞いただけの燈が即答する。

「簡単に言えば、魔力のみによって外傷を完治させられる魔術ね。術式として完成すれば誰でも使えて、誰でも享受できる。魔術として一般化されたなら、事故や凶弾で失われる命をどれほど減らせることでしょう」

　燦と燐のような素人でも、燈の見立ては正しいと分かる。

「花か蓮れんさんの力を聞いたとき、私は真っ先に生産魔術で大おお儲もうけって考えたけど、やっぱり怜れ生おくんは商売人よりお医者様だったようね。もう彼は金のなる木じゃなく、未来に渡り多くの人間を救える、守られるべき人になってしまったわ」

　燈あかりは、義弟おとうとの急成長にどこか寂しげな面持ちをしていた。

「さて、小こ沼ぬま地ちさんの襲撃からも分かるように、怜生くんのことは確実に一いち文もん字じ卿きよう以外の〈王〉にも露見しているわ。そしてその〈王〉は、怜生くんに敵意を向けている」

　燈は本題に戻り、娘たちに警告する。

「単独での誘拐ないし暗殺に失敗したなら、今度は組織立って動いてくるかもしれない。もしものときは、鬼き柳りゆう家の魔術師らしく対処しなさい」

「りょーかい♪」

「じゃあ早速、おじさまのお見舞いにでも行ってきますね」

　燦さんと燐りんはそう言って席を立ち、燈も携帯端末を取り出す。

「私は有事に備えておくわ。怜生くんのこと、お願いね」

　部屋を出た母子が別れると、燦がふと思い出して振り返る。

「そういや、いまヒオのボスが〈王〉みたいなこと言ってたけど、目星付いたの？」

　ええ──と、燈は首肯して、その名を口にする。

「〈水すい葬そうの王〉鳴海なるみ滝たき徳のりよ」




　その頃怜生は、昨晩も泊まった館内の一室にいた。

　急性呪じゆ症しようの治療と検査を終えた怜生は、そこで休息の時間を与えられている。

「死にてぇ……」

　もっともその顔色は、休息というより闘病の真まっ只ただ中なかであるかのようだった。

「もー、怜生さんってばまた落ち込んでるんですか？」

「落ち込むに決まってんだろなんで氷ひ魚おが敵側に回ってんだよ……ああー嫌だ、いつ知り合いに背中刺されるかも分からねぇ世界になんて行きたくねぇ……」

　口から魂を吐くような有様の怜生を、半蛇の姿で浮遊する花蓮が覗のぞき込む。

「あーはいよしよし♪　気が抜けた途端に氷魚さんのことが効いてきたんですね～。もう私以外の女を信じちゃ駄目ですよ～。他の女なんてみーんなビッチばかりなんですよ～。私だけが怜生さんを裏切らないんですよ～♪」

「お前もここぞとばかりになに吹き込もうとしてんだよ……」

　頭を撫なでながら邪悪なことを囁ささやく花蓮へのツッコミにも、生気がない。

「……守られるべき人？」

「多くの人間を救える？」

　そんな怜生を、部屋に入ってきた燦と燐が見ていた。

「ぬおっ!?　ああなんだ、燦さんと燐りんか……」

「ちょっとーなんだとはなによ。人がせっかく助けに行ってあげたのにっ、〈王〉になった途端に命の恩すら感じなくなっちゃったの？」

「嘆なげかわしいですおじさま！　昔のおじさまなら金一封くらい包んでくれたのに！」

「いつも通りの姪めいっ子こで逆にほっとするな」

　恩着せがましい姪っ子たちを見て、怜れ生おはむしろ本調子を取り戻した。

「まあ……実際助けられちまったからな。礼は言っとく、ありがとう」

　怜生が感謝を口にすると、燦と燐はその左右へ座って身を寄せる。

「でしょでしょー？　もっと褒ほめろ♪」

「いいんですよーおじさまお礼なんて、おじさまが無事でいてくれたらそれで充分です」

　姉が怜生の腕を絡めとり、妹は殊しゆ勝しようなことを言いながら肩に頭を乗せた。

　小生意気に育った体に密着された怜生は、戸惑うよりも呆あきれた顔となる。

「ちょっと姪っ子ちゃん！　なんでそんなにくっ付いてるんですか！」

　対して花か蓮れんは過敏に反応して、背後から怜生の首を抱く。

「別にー？　おじさんが〈王〉になったこととか全然関係ないよ？　ねぇ燐ちゃん♪」

「はい、一銭も支払ってない媚こびが大金になって戻ってくるかもなんて全然」

「物欲塗まみれですり寄ってるじゃないですか！　はーなーれーてーっ」

　両腕と首を三方向に引っ張られた怜生が、三人まとめて振り払うと、

「おや、お邪魔かな？」

　一いち文もん字じ史し紀きが部屋にやってきた。

　席を立とうとした怜生たちに、史紀は着席を促して、怜生の対面に腰こし掛かける。

「重ね重ね、ご迷惑をお掛けしました。俺が不用心に外へ出たばかりに」

「いいや、結果を見れば得たものも多い。ご両親の墓参りも無駄ではなかったようだ」

　史紀は興味深そうに怜生の顔付きを見ていた。

「自分が〈王〉としてなにを成すべきかが、見み出いだせたようだね」

　史紀の確認に、怜生が凛りんとした面持ちで「はい」と頷うなずく。

　雰囲気を察した花蓮は口を挟まず、燦と燐も左右から怜生の横顔を見ている。

「有機魔術、特に医療分野を優先して、魔術開発を行いたいと思います」

　それは、怜生が自分の意思で〈王〉になることを明言するものでもあった。

　望まず〈王〉にされたのではなく、望んで〈王〉になるのだと。

「ご両親の遺志を継いでのことかね？」

「それもありますが、氷ひ魚おのことが響きました。どれだけ医療技術が進歩したとしても、それを使えるのが医者だけでは、まだ足りない」

　ある意味、医学界に喧けん嘩かを吹っ掛けるような発言だった。

「理想像は、あのとき詩し乃のさんが言ったような『呪じゆ文もんを唱えれば傷が癒いえる魔術』。それこそ患者自身が簡単に怪け我がを治せる、汎はん用よう性を追求した形成外科魔術です」

「確かに、ある程度の実証ができているという点でも、実現を目指せる魔術だ」

　史し紀きは同意して、燦さんと燐りんも微笑ほほえむ。

　花か蓮れんにしても、氷ひ魚おの一件で感じるものがあったのか、真剣に耳を傾けていた。

「欲を言えば、食料生産などにも手を伸ばせればと思います」

　人の血肉を作れるなら、食用の動植物も作れる。これも花蓮が持つ大きな可能性だ。

「ふむ。先日話した資源生産はいいのかね？　これもまた、人の生活の支えだ」

「……素人所見ですが、作る敵が多すぎるかと」

　声こわ音ねを落として言う怜れ生おに、史紀は「確かに」と首肯した。

「妖よう精せい都市連盟が資源生産魔術を手にすれば、各国の態度が変わる。既存魔術でも権勢を奪われてきた輸出国や、連盟の経済戦略に難なん儀ぎする列強国が、神経を尖とがらせるだろう」

　怜生なりに考え抜いての結論は、史紀を満足させたようだ。

「では最後の質問だ、その方針の上で、君が私に望むものはなにかね？」

「他の〈王〉と同様、禁きん呪じゆの指定と管理を。そのときは、お手柔らかに願います」

　怜生は即答する。

「よい返事だ、ここで私を味方だなどと思い込んでいるようなら、先が知れる」

　そう、史紀は怜生を保護しているが、味方ではないのだ。

「悪用されうる魔術を封印する〈大図書館〉の性質上、私は全すべての〈王〉に対し中立だ。鬼き柳りゆうくんが本格的に〈王〉となれば、いまのような庇ひ護ご者しやではなくなる」

　そうなれば、仮に怜生が暗殺の危機に晒さらされても、史紀は手出ししない。

「君が治癒魔術を世に広めんとするとき、私はそれが禁呪に相当しないかを執しつ拗ように調べ、禁呪と断じれば戦ってでも流通を阻止する。たとえ君の尊い志を知っていてもだ」

「一いち文もん字じさんがそうした形で世界秩序を保っていることは、知っているつもりです」

　怜生もそれが分かっているから『お手柔らかに』と言ったのだ。

「だがその前に、いま君は私以外の〈王〉と対たい峙じしなければならないようだ」

「……氷魚を俺に差し向けた奴やつのことですね」

　史紀の言葉で、怜生の顔が鋭さを宿した。

「〈水すい葬そうの王〉鳴海なるみ滝たき徳のり」「だそうです。お母様が言うには」

　燦と燐がその名を出し、怜生と史紀は驚かず、花蓮だけが首を傾かしげる。

「一文字さん、氷魚と面会する許可をいただけませんか？」

「いいだろう。何が彼女に武器を取らせたのか、君は直接本人から聞くべきだ」

　史紀は許可を出して席を立ち、怜生たちも部屋を出る。

　向かう病室には、自分を背中から刺した幼おさな馴な染じみが待っている。




　氷ひ魚おが収容されているのは、怜れ生おが収容されたのと同じ隔離病室だった。

　扉を潜くぐると観測機器が並んだ小部屋があり、壁とマジックミラーの向こう側に、患者の寝台がある。患者用の白衣に身を包んだ氷魚は、寝台の縁に腰こし掛かけていた。

　氷魚からこちらは見えておらず、怜生たちの入室にも気づいていない。

「話せますか？」

　職員に聞くと頷うなずかれ、マイクを示される。

「容体はどうだ？　氷魚」

「……怜生先輩、ですね？」

　氷魚はマジックミラー越しにこちらを見た。

「ちなみに私たちも居るから。アンタの隠してたこと全部教えてもらうわよ」

「少なくとも昨日まではお友達をやってたんです。そのくらいの義理はありますよね？」

　遺恨などなかったような燦さんと燐りんの追及で、氷魚は微苦笑する。

「氷魚、お前は……〈水すい葬そうの王〉の部下なのか？」

　いざ直面すると躊躇ためらいを覚えたが、怜生は質問を絞しぼり出だした。

「俺が作り直す前、お前の心臓を作っていた医療魔術は、〈水葬の王〉の特許術式だ」

　根拠を述べても、氷魚はなにも答えなかった。

『ふむ……〈水葬の王〉鳴海なるみ滝たき徳のりと言えば、妖よう魔ま界かいの海洋世界に由来する妖よう精せい人じんたちから生まれた〈王〉じゃ』

　燦の横に姿を現したカボチャ男だん爵しやくが語る。

『海神わだつみと契約を結んだそやつは、溶解魔術と有機魔術を開発し、それらを主幹技術とする魔術企業〈ミズチ〉を興おこしたと聞いておる。その手腕は剛ごう毅きにして苛か烈れつ、およそ二十年の月日で、〈ミズチ〉は世界屈指の魔術企業として確たるものとなった』

「それがなんでおじさんを狙ねらうのよ？」

　燦が己の侶りよ魔まに問うと、今度は燐の横にカブの魔女が現れた。

『ブァカだね決まってるじゃないか！　金だよかーね！』

「おじさまがいると、〈ミズチ〉の不利益になるんですね」

　燐が納得したという様子で言い、怜生も不愉快そうに肯定する。

「〈ミズチ〉はまず溶解魔術で稼いでいる。水に魔力を通すだけで何でも溶かせる魔術だ。工業や廃棄物処理、溶かす対象を限定させれば浄水や洗浄、それこそ行政の浄水施設から家庭用洗浄機まで、海を渡ってシェアを広げてるらしい」

　人が生活すればゴミや汚れが出る。

　どんな国であっても、その処理には多大なコストを強いられる。

　それを、水と魔力があれば高効率で処理できるようにしたのが、鳴海という〈王〉だ。

「そして〈ミズチ〉は、それら溶液を素材にした有機形成魔術にも秀でてる」

　魔術でゼロから物を作ることはできないが、加工することはできる。

「溶解魔術で溶かしたものを、飼料や燃料に変えて販売したり、溶液から人工臓器を作り出したりすることでも名を上げている」

　怜れ生おがそこに詳しいのは、有機魔術師であり、医者志望だったからだ。

「その溶解魔術と有機魔術の二つが、〈ミズチ〉を支える二本の大黒柱だって聞く。なら、俺を排除しなきゃならない理由も見えてくる」

『坊主の、いや我らが〈王〉と花か蓮れん殿の力は、極めて優れた有機魔術じゃ。魔力のみから動植物や燃料を作り出し、傷を癒いやす。後者は皮肉にも、そこの嬢ちゃんで実証された』

　カボチャ男だん爵しやくは、人間の魔術経済にも聡さとかった。

『もしもこの力が魔術化されて市場に出回れば、〈ミズチ〉の有機魔術は遠からず旧時代の技術となり果て、市場から姿を消すじゃろう。するとどうなるか？』

『ブァカだね大損だよ！　下手すりゃ他の事業も巻き込んで総崩れさね！』

　カボチャとカブの予想を聞くと、氷ひ魚おが静かに指を握り込んだ。

「〈ミズチ〉ってかなりの大企業じゃなかった？」

「本社だけで約十万、ＡＩ化が進んだ現代にしては大所帯だね。子会社や関連団体、下請けや孫請けが世界中にあるから、経営が傾くと失業者がえらいことになるかも……」

　燦さんが聞くと、燐りんが端末で調べ上げていた。

「人を一人殺すには充分な理由ってことか……」

　その『一人』になっている怜生は、忌々しげに語った。

「えっと、つまり？」

「おじさんと花蓮の能力がチートすぎてリストラ祭りになるから、いまのうちに殺しちゃおうって考えてんのよ、鳴海なるみって奴やつは」

　話題についていけず困っていた花蓮に、燦が要約した。

「な、なんでそんなことで怜生さんが！　なにも悪いことしてないじゃないですか！」

　花蓮の主張は子供めいていたが、決して間違いではない。

「だよねー。要はビジネスの結果じゃん。経営者なら商売で巻き返せってのよ」

「無駄だよお姉ちゃん。いまは無能な経営者ほど武器を取る時代なんだし」

　聞こえよがしに吐き捨てた燦と燐が、ついに氷魚の沈黙を破った。

「……何も知らないくせに」

「なら教えてくれ」

　押し殺したような氷魚の声を聞いて、怜生は彼女の黙秘を切り崩しに掛かかる。

「鳴海が俺を狙ねらう理由は分かった。でも、その最前線に氷魚がいた理由が分からない」

　怜生が聞きたいのはそこだった。

「なんでお前が〈大図書館〉に忍び込んだんだ？　なんで、お前がそれをするんだ？」

　全すべての発端となった遭遇戦──氷ひ魚おが〈大図書館〉に忍び込んだ件を思い出す。

　そして、何を目的としていたのかではなく、なぜ氷魚なのかと問う。

「引っ越した後、俺たちと会わなかった間に……お前に何があった」

　怜れ生おは何よりも、それを追及しにきたのだ。

　幼おさな馴な染じみとして、友人としての思いを賭とした問いに、氷魚の唇が震えて、動く。

「私は……鳴海なるみ閣下の、〈水すい葬そうの王〉の眷けん属ぞくです」

　怜生が目を丸くして、燦さんと燐りんも眉まゆを動かした。花か蓮れんだけが首を傾かしげて、

「眷属？」

『〈王〉が取る弟子のようなものじゃ。双方の魔術師と侶りよ魔まが主従契約を結び、神霊の力を分け与えることができる。そして〈王〉に万が一のことがあれば、後継者の候補となる』

　こっそり尋ねた花蓮に、カボチャが説明した。

「……たしかに、川辺での魔術は普通じゃなかったけど」

「〈王〉の眷属なんて、そう簡単にしてもらえるものじゃないですよ？」

　燦と燐が言うように、驚かされているのはそこだった。

「私の両親は元より〈水葬の王〉の下で働く魔術師でした。父と閣下は歳としも近く、親友の間柄にあるそうです」

　それは怜生も知らなかった。氷魚の家は、元より〈ミズチ〉の一員だったのだ。

「私が心臓の移植を必要としていたとき、閣下は治験の段階にあった魔力式心臓の移植を手配してくださいました。そして、心臓の維持に必要な魔力を安定供給するため、眷属にしていただきました」

　怜生たちは意外な思いで、氷魚の言葉を聞いていた。

　かなり特別な計らいだ。親友の娘とはいえ、その鳴海という男は人情家なのだろう。

「私はその後、閣下の結社で魔術を学びました。まさか自分に武芸の才能があるとは思いませんでしたけど、周囲の評価が嬉うれしくて、のめり込んでしまいました」

　誰も予想していなかったことに、氷魚には魔術戦の才があった。

「そうしていたら、結社の幹部から私に提案がありました。赤あか枝し宮みや大魔学院に生徒として入学し、〈大図書館〉に対する『目』となってみないかと」

　一種のスパイだ。

　侶魔の実体化もできないほどの無能を装っていたのも、その一環だろう。

「目ってことは、基本的に見張るだけのはずだろ。なんで〈大図書館〉に忍び込んだ」

　怜生はまだ怪け訝げんそうに問う。

「……禁きん呪じゆ指定魔術は、使い方さえ誤らなければ有意義な魔術となり、社の利益にもなります。結社の経営が壁にぶつかっていたこともあり、功を焦ってしまいました」

「そんで結局は失敗して」「私たちと出くわしたんですね」

　燦さんと燐りんが、あの戦いを振り返った。

「……あれは本当に、私にとっても最悪の展開でした。学院で警備をすると聞いたときは絶対に出くわさないようにしようと思ってたのに、平然と絡んでくるんだもの」

　氷ひ魚おは皮肉げな眼めで語る。

「ましてやその直後、怜れ生お先輩が〈王〉になるだなんて……」

　あの場で花か蓮れんが龍りゆうとなり、怜生が〈王〉となることだけは、怜生たちも氷魚も、一いち文もん字じ史し紀きや鳴海なるみ滝たき徳のりでさえも、まったく想定のしようがない出来事だった。

「霊園で、俺を連れ去ろうとしたのは？」

「できるだけ危害を加えずお連れして、閣下と会っていただくつもりでした。怜生先輩が閣下と手を結んでくだされば、殺す必要はなくなりますから」

　その目もく論ろ見みには、氷魚なりに怜生の暗殺を避けようとする思いが感じられた。

『残念じゃが、それは一文字卿きようや他の〈王〉が認めんじゃろう』

　怜生が思わず食いつきかけた案を、カボチャ男だん爵しやくが否定する。

「仲良くしちゃダメなんですか？」

『ブァカだね、それじゃ鳴海のとこに〈王〉が二人もいることになるじゃないか！　せっかく保たれてる〈王〉たちの勢力均きん衡こうがひっくり返るんだよ！　下手すりゃ内乱さね！』

　花蓮が問うと、カブの魔女が口から火花を散らして答える。

『中立姿勢を信頼された一文字卿が、右も左も分からぬ新米の〈王〉を預かり、そこから独立していくという形でなければ、他の〈王〉が納得せぬ。〈水すい葬そうの王〉一人を味方とするために、他の〈王〉を数多く敵にしては、誰にとっても危険が増すばかりじゃ』

　いま〈水葬の王〉と敵対していても、それが一番マシな形なのだ。

「……確かにそうだ」

　怜生は、感情的な異論を押し殺すように肯定した。

　だが氷魚はそんな怜生に、歪ゆがんだ笑みを浮かべる。

「あなた方は一文字卿が信頼に足ると思ってるんですか？　あの方は世界秩序を重んじる人ですが、そのためならどんな非道な仕打ちもする。怜生先輩を庇ひ護ごし、手元に置こうとすることにだって、絶対に何か思惑がある」

「全幅の信頼を寄せてるわけじゃない」

　一文字史紀への警戒を訴える氷魚に、怜生は即答する。

「何より俺が聞きたいのは陰口じゃない」

　怜生の強い口く調ちようは、氷魚の言葉を中断させた。

「氷魚、お前は鳴海の命令に従ってただけなのか？　それとも──」

「私の意思です」

　怜れ生おが最も聞きたくなかった答えを、氷ひ魚おは冷たい声こわ音ねで口にした。

「まさかとは思いますが、私が脅されてると思っていたんですか？　心臓の件で命を握られているとか、家族を人質に取られているとか？　それとも洗脳されているとか？」

　問い返す表情には、強い意志が感じられた。

「私の仲間を、バカにしないでください」

　怜生は目を見開き、燦さんと燐りんは静かに息を吐つく。

　氷魚の言ったように、彼女が強要されているのであればマシだった。

　それなら怜生は、何の迷いもなく、氷魚を助けるために槍やりを取れた。

　だが違うのだ。小こ沼ぬま地ち氷魚はその本心から、鳴海なるみたちを仲間と呼んでいる。

「仰おつしやる通り、私がした無法は全すべて企業利益のためです。何の落ち度もない怜生先輩たちを危害する正当性なんてまったくありません。でも怜生先輩が〈王〉として成功するほど、〈ミズチ〉は苦境に立たされる」

　自分の属する共同体が迎える破滅の未来に、氷魚の手が震える。

「あなたたちにとってそれは、ニュースで聞く不景気でしかないでしょうけど、そのとき貧しさと惨めさに晒さらされるのは、私の仲間とその家族たちなんです！」

　氷魚が声を荒げると、怜生の顔にも衝撃が走る。

　同じ悲劇にしても、情緒の欠片かけらもない、純然たる経済の悲劇だった。

　だが経済とは生きるということだ。経済的に追い詰められるということは、拡大解釈を承知で言えば殺されるということだ。それは決して軽くない。

「それが、全部、私がバカなことをしたせいで……！」

　そして氷魚が何よりも責めているのは、怜生ではなく、自分自身だった。

（何も、分かっちゃいなかった……）

　医療技術で人を救うという優等生的な方針でも、犠牲になる人間はいくらでもいた。

　その漠然とした犠牲者たちは、しかし氷魚のように生きた人間なのだ。

（〈王〉になるって、こういうことか……）

　無言で拳こぶしを握り込み、怜生は俯うつむく。

　──子供の頃、幼おさな馴な染じみの女の子が、病気で引っ越すことになった。

　それを伝えた彼女は、別れの悲しさで堰せきを切きり、自分は死んじゃうんだと泣いていた。

　お医者さんになろうと本気で決めたのは、思い起こせばそのときだ。

　そしていま、あのときと同じように、怜生は医道を決意して、氷魚は泣いている。

　自分が進もうとした道は、その第一歩から、他ならぬ氷魚を踏ふみ潰つぶせと言っていた。

　治癒魔術で氷魚の命を救っても、その構図は変わっていない。

　人を救える力を手に入れたからといって、人を踏みにじらずに済むというほど、〈王〉の道は甘くなかったのだ。

「れ、怜れ生おさん？　大丈夫ですか？　痛そうですよ？」

　腕を引く花か蓮れんに、怜生は答えない。

　燦さんと燐りんは、打ちひしがれている彼と氷ひ魚おを見て、舌打ちを堪こらえるように口を閉じた。

「大事なお話の途中、失礼するよ」

　病室の扉が開かれ、史し紀きが入室する。

　そして、史紀の後ろにいた人物が、部屋の空気を一変させた。

　深海の重圧を思わせる気配が、怜生たちの第六感に圧のし掛かかる。

（〈水すい葬そうの王〉、鳴海なるみ滝たき徳のり……っ！）

　長身瘦そう軀くと黒髪の、壮年男性だった。

　華美を嫌うような黒いスーツに、腰に佩はいた軍刀サーベルという、物々しい出いで立たちである。

　臨戦態勢だと、怜生たちは直感した。

　この男は、いつでも腰の刀を抜いて力量を発揮できるようにしている。

　その気構えだけで、周囲にいる人間に、深海のような圧力を掛けていた。

「この人ですか！　怜生さんを狙ねらってたのは！　どの面下げてきやがったんですか！」

　花蓮だけが、まったく無む頓とん着じやくに鳴海を指差していた。

　鳴海もまた、ここに至って花蓮の言葉を否定しようとはしない。

「鬼き柳りゆう怜生と龍りゆう神じんか。一いち文もん字じ卿きようから話は聞いている」

　口を開いた鳴海は当然、握手など求めない。

　医療魔術を学ぶ怜生にとって、その分野の先駆者でもある〈水葬の王〉は、敬意を抱くべき人物だ。氷魚を難病から救ってくれた恩人ですらある。

　しかし、複雑な事情と経緯から、出会う前から仇きゆう敵てきとなってしまった。

「思ってたよりも子供っぽいのね、龍神様って」

　鳴海の背後に少女が現れる。

　イブニングドレスのような服で華きや奢しやな肩と背を露あらわにして、海月くらげを思わせるスカートを花のように広げた童女だった。

（侶りよ魔ま……ってことは神霊か）

　人じん化か状態で現れたが、花蓮や詩し乃のと同じ、異形の側面を持つ神霊だ。

「なんですかこのロリババアさんは。どの口が子供っぽいとか言ってんですか？」

「うっさいわよ蛇女！　うちのダーリンはこのくらいが好みなのよ！」

「……乙おと姫ひめ、お前ちょっと黙っていろ」

　乙姫に不名誉な性癖を付与された鳴海が渋面を浮かべる。

「だいたい昨日まで蛇だったような新参者がなに生意気な口利いてんのよ！」

「そんなこと知りません！　こちとら取っ組み合いの準備は万端ですよ!?」

　しゃーっ！　むきーっ！　と睨にらみ合あう二柱を、怜生と鳴海がそれぞれ片手で引き戻す。












　その隙すきに、史し紀きが両者の間に入った。

「私と鳴海なるみくんの間で取引を行った。予定されていた禁きん呪じゆ指定解除の交渉で、〈ミズチ〉に譲歩してもらう代わりに、〈大図書館〉は小こ沼ぬま地ちくんを解放する」

「一いち文もん字じさん、それは……」

「元より表おもて沙ざ汰たにできない事件だ。それに、私が言うのもなんだが、〈大図書館〉で尋問を受けて法的に裁かれるより、彼女にとってもいいかと思う」

　抗議しかけた怜れ生おの言葉を、史紀の微笑が引っ込める。

　確かに氷ひ魚おには、霊園での違法魔術や誘拐未遂に〈大図書館〉への不法侵入と、罪状が重なっている。史紀は立場上、寛容な判断を下せない。

　しかも、鳴海が応じた条件は軽くない。いや、氷魚一人とは釣り合わないほど重い。

「……氷魚はどうなりますか？　鳴海閣下」

「貴様に答える義理はない」

　決死の心地で発した怜生の問いを、鳴海は切り捨てたかと思われたが、

「──だが、つまらぬ勘違いをされるのも不愉快だ。彼女は我が結社の同胞であり、私と乙おと姫ひめにとっても娘のようなもの。この答えでは不服か、無名の王」

「……その一点だけ、信じる」

　仁義が垣かい間ま見みえた鳴海の返答に、怜生は邪推を捨てる。

「こちらからも聞いておこう──治癒魔術を広めて世の流血を止めたいそうだな」

「そうだ。できることなら、医療魔術の先駆者である閣下のお力も借りたかった」

　怜れ生おが付け足すと、鳴海なるみは鼻を鳴らす。

「己を救世主と勘違いした理想主義、駆け出しの〈王〉にありがちな思考だ」

　怜生の純粋な願いを切って捨てた鳴海は、軽けい蔑べつすら滲にじむ口く調ちようで続ける。

「〈王〉たる私が守るべきは、我が民だ。貴様が救う十億の未来人よりも、いまを生きる十万の同胞を私は選ぶ」

　押し問答の余地がない、氷の刃やいばを思わせる宣言だった。

　仲間を重んじ、部下を想おもう愛民の王──彼はきっとそういう男なのだろう。

　その感情自体は尊い。共感すら覚える。生半可な言葉ではとても挑めないほどに。

「お前はその同胞である氷ひ魚おに自害すらさせて、いまも利益のために俺の命を狙ねらう」

　怜生は鳴海の重圧に抗あらがいながら、言葉を返す。

「仲間想いなのはご立派だ。でも、そのために他人がどうなってもいいというなら、俺があんたらに譲ってやるものは一つもない」

　これが宣戦布告であることを、怜生も理解していた。

　既に敵対は確定していたが、自分の口で啖たん呵かを切るとなると、心臓への圧が違う。

　怜生と鳴海が睨にらみ合あうと、花か蓮れんと乙おと姫ひめも眼光を強めた。

「お若い方々、念のために警告させてもらうが」

「我が神殿での蛮行は許さん。場合によっては禁きん呪じゆが火を噴くだろう」

　史し紀きの声が間に入り、姿を見せなかった詩し乃のがここで現れる。

　三角形を描くように、三人の〈王〉と三柱の女神が並び、狭い室内を圧迫した。

　怖いもの知らずな燦さんと燐りんすら呼吸を止めた数秒間は、鳴海によって解かれる。

「お前は後だ」

　怜生に言い捨てた鳴海は、乙姫と共に、氷魚のいる病室に入る。

　こちらの様子が見えていなかった氷魚は、鳴海の顔を見て目を丸くしていた。

「──どうしてですか！」

　しばらく経たつと、氷魚の切羽詰まった声が彼を追及した。

「どうして私を〈大図書館〉に突き出さなかったんですか！　責任を全部私に被かぶせれば、いえ実際そうなのに！　どんな条件を吞のんだんですか！　なぜ貴方あなたは、肝心なところで」

　切れ切れの言葉を捲まくし立たてる氷魚を、鳴海は静かに見ていた。

「結社は同胞を助けるためのものだ。お前がそうしようとしたように」

　厳格な父のような声こわ音ねと表情で、鳴海は氷魚の追及にそう返した。

「氷魚、皆が待っているわ。早く戻って安心させてあげなさい」

　乙姫が、容姿に反して慈母のような声で言うと、氷魚は言葉を失い、手で顔を覆った。

「いいなぁ、私も怜れ生おさんとあんなプチ修羅場してみたい……」

「お前はブレないなぁ」

　花か蓮れんの無駄な憧あこがれに、怜生が呆あきれ顔がおになる。

　だが、見る限り氷ひ魚おは、鳴海なるみや結社の仲間と固い信頼で結ばれているようだ。

「行こう。俺たちがここにいると、氷魚も帰りにくいだろうよ」

　怜生はそう言って、氷魚と鳴海に背を向け、部屋を出る。

　この後、どんな顔をして氷魚と会えばいいか分からないというのが本音だが、燦さんと燐りんはそれを察しつつ、茶化すことなく怜生を追った。

「……甘かったなぁ、俺」

　廊下に出て、怜生は思わずそう呟つぶやいた。

　自分は〈王〉というものを甘く見ていたのだと、痛感する。

「おじさーん、へこんでるとこ悪いけどあの人また来るよ？　今度は刀抜いて」

「氷魚ちゃんの言っていた手を組むという路線は、向こうも諦あきらめたでしょうし」

　そう、燦と燐が言うように、鳴海は敵として再来するだろう。

「鳴海くんの結社は、非常に強固な同胞意識で結束している。いわゆる仲間同士の絆きずなで、彼らは幾度も難局を乗り越えて来た」

　怜生たちを追って出てきた史し紀きがそう語る。

「彼が〈王〉となった頃は、妖よう精せい人じんと地球人との対立が激しかった。彼の王道は、地球上では少数民族に過ぎない妖精人を守るために戦う道のりだった。それが、ああした頑かたくなさを作ってしまった」

　対立については、怜生たちも妖精人の端くれとして知っている。

　そんな時代において、鳴海には〈王〉として仲間たちを守る責務があったのだ。

　鳴海はその責任に妥協しなかったのだろう。恐らくは一度も。

　それだけに、仲間を守ることは、彼にとって絶対のルールなのだ。

「世界のため、万民のためという言葉は、彼奴きやつの耳にひどく薄っぺらく聞こえるだろう。手を引かせるには、明確な力をもって跳はね除のける必要がある」

　詩し乃のの言葉は耳に痛い。

　昨日今日〈王〉となったばかりの自分が掲げた大望など、現実の闘争を耐え抜いてきた〈王〉には、何の説得力も持たないのだ。

「ひとまず、この〈大図書館〉にいる限り、鬼き柳りゆうくんの安全は保障しよう」

「お願いします」

　いまの怜生には、史紀にそう答えるのが精一杯だった。

「燦と燐は、義ね姉えさんと一緒に家に帰れ。マンションじゃなくて、本家の方に」

「ちょっ」「おじさま!?」

　怜れ生おの指示に、燦さんと燐りんは声を上げるが、怜生は余裕のない目で二人を見返した。

「悪い……いま、お前らに気を遣ってやれる余裕がないんだ」

　疲弊した怜生の目に、燦と燐は食い下がることを躊躇ためらった。

『そうする他にあるまい』

　これ以上彼に負担を掛かけてやるなと、カボチャ男だん爵しやくが口添えしてくれる。

　怜生は、まだ物言いたげな双子から逃げるように、花か蓮れんを連れてその場を後にした。





　　　◆






　部屋に戻ってきた怜生は、心労の溜ため息いきを吐き出した。

　自分の決意、氷ひ魚おの事情、鳴海なるみの圧力、この短時間であったことが頭をぐるぐる回る。

　そんな怜生を、浮遊する花蓮が覗のぞき込んだ。

「怜生さんお疲れみたいですねー？　乳ちち揉もみましょうか？」

「いやそこは肩だろ普通」

　女が男の胸板をマッサージするのも刺激的だろうが、いま欲しいものではなかった。

「じゃあ……私の揉みます？」

　と、花蓮が急に艶えん然ぜんとした笑みを浮かべ、鎖骨に両手を乗せて小首を傾かしげる。

「肩かた揉もみか。まあそのくらいなら」

「いやそこは乳でしょ普通！　あ、でも肩揉みは肩揉みでしてほしいです！」

　宙を浮遊移動した花蓮は、ソファーに座る怜生の膝ひざへと体を乗せた。

　怜生はなだらかな肩に触れようとするが、その手が花蓮の体を透過する。

「そうだよ。お前幽体じゃ触れねぇじゃん……蛇じゃねぇと触れねぇじゃん……！」

「そ、そんな泣かなくても……えいや！」

　花蓮が半人半蛇へと変へん貌ぼう、実体化して、怜生を振り返る。

「さあ早く早くっ、ちょっとくらい手が前に滑っても気付かないふりしますから♪」

　頰ほおを染めながら悪戯いたずらっぽい表情で見上げてくる花蓮。

　真上から見下ろすと、胸元の膨らみがいかに張り出しているか分かる。思わずその下で真っ赤な蛇の尾がのたくっていることも忘れられそうで、やっぱり無理な光景だ。

「まあ、今日はお前にも助けられたからな。しかし『足』が長い割に意外と軽いなお前」

「えへへー、あーもうちょっと力入れてもいいですよー」

　ご注文通り肩揉みを続けながら、怜生は意を決したように口を開いた。

「花蓮はどう思う？」

「氷魚さんのことですか？　泥棒猫じゃなくてホッとしました」

「じゃなくてほら、〈王〉として今後どうするかとかシリアスな話があったろ？」

「皆が怪け我がや病気にならなくて、ご飯をいっぱい食べられるようにするんですよね？」

「まあ、そうなんだがな……」

　能天気だが核心は外していない花か蓮れんに、怜れ生おは微苦笑させられた。

「難しいお話はよく分かりませんけど、私は、怜生さんが行くところになら何ど処こへだって巻き付いていきますよ？」

「そうか、できれば普通についてきてくれ」

「ですから怜生さんも、辛つらくなったら弱音いってもいいんですよ？」

「お前に気を遣われるようじゃ、俺もまだまだだな」

「気を遣うくらいは、させて欲しいです……」

　見ると、花蓮の表情が翳かげっていた。

「怜生さんが苦労するのは、全部私が……って痛たたたた!?　怜生さん!?　指っ、指に力が入りすぎですよ!?」

「なにを言おうとしたかは想像つくが、勘違いすんな」

　花蓮を疫病神とは思わないと、そう誓った怜生は、彼女に続きの台詞せりふを許さない。

「昨夜も言ったろう。俺が死なずに済んだのはお前が龍りゆう神じんになったからだ。氷ひ魚おを救ったのもお前の力だ。鳴海なるみが俺に喧けん嘩かを売ってきたのだって、お前にそれだけの価値があるからだ。お前は、それこそ億単位の人間を救うことができるかもしれないんだ」

　そうだ、忘れるな鬼き柳りゆう怜生。

　この花蓮が、母の死後から自分の侶りよ魔まとして共にいてくれたことを忘れるな。

　そんな彼女がいま不安に暮れているのなら、強がるべき男は、自分以外の誰だという。

「だから、泣きそうな顔すんじゃねぇよ」

「怜生さん……もう！　怜生さんってばもうもうもう！」

　顔を赤くして駄だ々だっ子のように両手を振る花蓮に、怜生は小さく笑った。

「……ふんぬ！」

　そして怜生は唐突に、自分の顔面へと右みぎ拳こぶしをぶち込む。

「怜生さん!?　どうしたんですか!?」

　慌あわてる花蓮に、ソファーへ横転した怜生は乾いた笑い声で答える。

「はは、気にするな、いつの間にか蛇女といい雰囲気になってた自分に気付いただけさぁ……こいつは相当心労が溜たまってんなぁ俺」

「ああもう！　せっかく元気出たと思ったのに急転直下しないでくださいよ！　それから私に襲おそい掛かかるこの乗せて落とされた感はどうしてくれるんですか！」

　人間と蛇女の間に横たわる壁は、まだまだ分厚いようである。

「ん？」

　耳のカフス型触しよく媒ばいが、通信魔術の呼び出しを告げた。

　カフスに触れると視界に画面が現れ──小こ沼ぬま地ち氷ひ魚おの名を表示する。

「よぉ、その後どうよ」

『先輩……』

　音声のみの通信で、氷魚の深刻そうな呼気が伝わってきた。

「あー、まあ仕方ねぇだろ。別にお前だけが原因のことでもねぇんだし──」

『閣下が、鬼き柳りゆう家への侵攻を決定されました』

　怜れ生おは、耳にした言葉に絶句した。

「いや、待て、そりゃどういうこった……うちを攻めてどうする気だよ！」

　攻め込むにしても場所が違うだろうと、怜生は主張しているうちに気付く。

「人質のつもりか？」

『いいえ、怜生先輩が〈王〉として結社を作ることを防ぐためです』

　冷たくなり始めた氷魚の声こわ音ねからは、感情を押し殺す努力が窺うかがえた。

『〈王〉が魔術開発を行うには組織力が必要です。〈大図書館〉に籠ろう城じようした先輩に手が出せないなら、先輩の周囲から人材を奪い、魔術開発をできなくすればいい』

　そのために、鬼柳家を壊滅させる。他の支援者を探すならそちらも阻止する。

　怜生がそれを阻止しようとするなら、〈大図書館〉を出て立ち回らなければならない。

「外道すぎんだろ……」

　歯は嚙がみして、怜生は虚こ空くうを睨にらみ付けた。

　甘かった。狙ねらわれる自分が〈大図書館〉にいれば、鳴海なるみは何もできないと思っていた。だが、鳴海は予想以上に手段を選ばなかった。

『鬼柳燈あかりさんはこの事態を予測して戦力を集めていたようですが、当社の強みは人数の多さにあります。最終的には数で押し切るでしょう』

　確かに鬼柳家は傭よう兵へい結社だが、鳴海側にはそれを圧倒する人数と資本がある。

　それを確認させた上で、氷魚はこう続けた。

『場所は新しん浦うら安やす区南部の海上プラント──そこで、閣下があなたを待っています』

「それは、一騎打ちのつもりか？」

『閣下なりの温情だと思ってください。先輩が閣下に降くだるなら、それが最後の機会です』

　怜生はそこで、氷魚の決断に気付く。

「氷魚、もしかしてお前……こうなることを防ごうとしてたのか？」

『さぁ……ただ、どうせ友達が犠牲になるなら、少ない方がいいですから』

　怜生は深い溜ため息いきを吐つく。

　鬼柳家と〈ミズチ〉の全面抗争、氷魚はこれを防ごうと立ち回っていたのだ。

　恩人の鳴海と仲間、友人の怜生や燦さんと燐りん、この間に一人で立たされて、それでも──

「分かった、なんとかする。お前は自分の身を守れ」

　怜れ生おが言うと、氷ひ魚おが息を吞のむ気配が返ってきた。返答は聞かず、通信を切る。

「決着を付けるって、言っちまったしな……」

　男に二に言ごんはないと強がって、怜生は立ち上がる。

「怜生さん怜生さーん、縦たて縞じまセーターと胸開きセーターだったらどっちが興奮します？」

「お前は話聞いてたか!?」

「え？　ちゃんと聞いてましたよ？　これから鳴海なるみって人をやっつけに行くんですよね？　ならしっかりお洒落しやれしていかないと！　旦だん那なに恥を搔かかせるわけにはいきませんから！」

　花か蓮れんは何度も自分の服を変化させながら、髪なども整え始める。

「いや、お前はここで待って……るわけにもいかねぇのか」

「むしろ私が一緒でないと怜生さんを生き返せないじゃないですか。つまり私が居ないと駄目な人じゃないですか！　きゃーっ、これ一度言ってみたかったんです！」

　状況が分かってるのか頰ほおを押さえて身み悶もだえする花蓮だが、言ってることは正解だ。

「……確かに、お前が居なきゃなんもできないな」

「はうわ!?　怜生さんいまの、いまの台詞せりふもう一回！　あと録音機どこですか!?」

「いま真面目まじめな上に急いでるからな？」

　もちろん忘れてはいないが、燦さんと燐りんたちが窮きゆう地ちなのだ。

　だから怜生は眼まな差ざしに意思を込めて、彼女を見据えた。

「……力を貸してくれ、花蓮」

「はい、あなた♪」

　楽しげな顔で即答した花蓮に、怜生は微笑した。

　もしかしたら強がりも混じっているかもしれないが、そう言ってくれる彼女に、怜生はいま初めて、ただの侶りよ魔まではなく同列の人間として、敬意のようなものを覚えた。

　そうして決意した怜生が、鬼き柳りゆう家の外がい套とうに袖そでを通して部屋を出ると、

「──血相を変えて、どこへ行くのかね？」

　出た先の廊下で、まるで待ち構えていたように、一いち文もん字じ史し紀きと鉢合わせした。

「一文字、さん……」

　偶然とは考えにくいタイミングに、怜生は足を止め、気を引き締める。

「ご存ぞん知じでしょう？」

「ああ、鳴海くんが魔術師団を動かしたことは察知している」

　やはりというか、史紀は何が起きているのか把握していた。鳴海の結社を監視してなかったはずもないし、先ほど氷魚から受けた通信とて傍受することもできただろう。

「そうです大変なんです！　鳴海さんが怜生さんの実家に殴り込みしようとして！」

「現れた敵を倒しただけでは、何も解決しない」

　花蓮の訴えに対して、史紀は生徒を指導するように言う。

「仮に、君が鳴海なるみくんに勝利を収め、鬼き柳りゆう家が首尾よく敵を撃退できたとしても、彼らは日を改めてまた現れる。君が開発せんとする魔術が〈ミズチ〉の利益を奪うこと──この争点に決着を付けない限り、戦いは続くだろう」

　確かに、敵を倒したら万事解決というのは子供の発想だ。

　怜れ生おと鳴海の闘争は、〈王〉と〈王〉の戦争だ。その幕引きは、切った張ったの格闘ではなく、武力衝しよう突とつが一段落した後の政治的決着で訪れる。

　それがなければ、鳴海は何度でも怜生を狙ねらう。仮に鳴海を殺しても眷けん属ぞくが引き継ぐ。

「そういう難しい話は後です！　早くなんとかしないと小こ姑じゆうとさんや姪めいっ子こちゃんが！」

　沈黙しかけた怜生を、花か蓮れんの声が呼び覚ました。

　花蓮の言葉は無思慮だが、ここで押し問答をする時間はないのだ。

　考えろ、知恵を絞しぼれ、自分は〈王〉として、一いち文もん字じ史し紀きを動かさなければならない。

「……一文字さん、手を貸していただけないでしょうか？」

「〈大図書館〉の戦力を提供することはできない。なにせ私は中立だからね」

「〈大図書館〉に戦ってくれとは言いません。少し『口利き』をしてほしいだけです」

　冷や汗を流しながら言う怜生に、史紀は無言で続きを促した。

「〈大図書館〉は全勢力に対して中立であり、所属魔術師たちも基本的に専守防衛で、決して他よ所そに喧けん嘩かを売ることはない。有名な話だ」

　霊園で怜生の救援に来たのは、氷ひ魚おという施設侵入の犯人を捕らえるためだ。

「でも、あなたはそんなに甘い人じゃない。表向き〈大図書館〉とは関係のない傭よう兵へいなりなんなりを動かせるはず。それを秘密裏に、鬼柳家に『紹介』してほしい」

「まずは援軍の確保か」

　史紀は頷うなずくが、まだ足りないことは怜生も分かっている。

「同時に、鳴海に敵対的な諸勢力にこの件を流してほしい。〈ミズチ〉ほどの大企業なら、敵には困らないはず。そいつらに、隙すきを突くような素振りをさせてください」

「確かにそうすれば、鳴海くんは各地の支社を手薄にできず、戦力の集結を阻めるね」

　世界各地に支社を持つ〈ミズチ〉の巨大さを逆手に取る。

　鳴海にとって仲間を守るのは絶対のルールだ。支社を危険に晒さらしたくはないはず。

「こちらに援軍が来て、鳴海の増援を阻めれば、どうにか互角に近づける。鳴海にとって抗争の長期化は他の〈王〉に対して隙を作ることになるから避けたい。交渉に応じうる」

　燈あかりが言っていた、〈王〉たちの競争は熾し烈れつだと。

　鳴海が鬼柳家に気を取られていれば、隙を突こうとする〈王〉も出るだろう。

「首尾よく交渉の席に引きずり込めたときは、仲介役もお願いしたい」

「確かに、私は〈王〉の抗争でそうした役目を任されることが多いね」

　怜生と史紀の会話は、〈王〉と〈王〉の交渉になりつつあった。

「仮に鳴海なるみくんが交渉に応じたとして、君は何を提示するつもりかね？」

　史し紀きはまだ聞いてくる。〈王〉として相応の答えを出せというように。

「……〈ミズチ〉に経営改革を求めます。有機魔術への依存度を減らし、俺が魔術開発を行っても、損失を最小限に抑えられるように」

　怜れ生おと鳴海の争点を解決するにはそれしかなかった。

「そのための期間を設定し、その期間中、俺は魔術開発を急がず地盤固めに専念します」

　怜生の絞しぼり出だした回答に、史紀は笑みを深めた。

「鳴海くんに『猶予』を与える、ということか」

「今回の抗争は〈ミズチ〉の総意ではないはず。鳴海が社員を切ることを過剰に恐れているだけで、頭を冷やさせれば、冷酷で合理的な決断を推す声が幹部から上がるはずです」

　話すほどに緊張の汗を増やして、怜生は史紀の返答を待つ。

「なるほど。だが仲介役というのも大きな労力とリスクを必要とする。しかも今回は君に肩入れする形だ。〈大図書館〉がそれを担うに足る利益を、君は提示できるかね？」

「……術式特許を」

　一拍の間を置いて、怜生はそれを提示する。

「氷ひ魚おに施した治癒魔術は、一いち文もん字じさんの協力があって生まれたものです。言わば、俺と一文字さんが共同開発したもの。その特許利益の配分に、仲介役の恩を反映します」

「……確かに魅力的だ。しかもそれが欲しければ、私は君の治癒魔術が世に送り出されるよう取り計らわなければならないわけだ」

　ここに来てようやく、史紀の口く調ちように本物の『感心』が生じた。

「もし、私がそれを断ると言ったらどうするかね？」

　魔が差したように、史紀は聞いてくる。性格の悪い部分が見えてきた。

（この人は、最初から全部読んでたんだ。きっと、最初に氷魚を撃退したときには鳴海の配下だって気付いてた。俺が〈王〉になった時点で、鳴海が俺と敵対するこの展開も）

　そして、怜生に墓参りを許可して氷魚を釣り、氷魚を対価に鳴海から禁きん呪じゆ交渉の譲歩を引き出した。そして今度は鳴海の脅威を使い、怜生に術式特許の配分を約束させた。

（状況の先読みと即応で損せず得を取る……この人はそういう、臆おく病びような狸たぬきジジイだ）

　三人の〈王〉が交錯した今回の件で、最も上う手まく立ち回ったのは彼だったのだ。

　そんな史紀への意趣返しとして、怜生は先の質問に答える。

「……そのときは、鳴海に膝ひざをついて〈ミズチ〉に加わります」

　史紀の顔色は、微笑のまま変わらなかった。

「『光栄ある孤立』の方針で動くあなたにとって、勢力均きん衡こうは最も重要なことのはず。俺が殺されるのはともかく、鳴海の陣営に加わるのは困るんじゃないですか？」

　カボチャとカブが言っていた。怜生と鳴海の結託を、一文字史紀は容認しないと。その展開は妖よう精せい都市連盟の均きん衡こうを崩し、内紛を招きうるのだと。

　怜れ生おとてそれは望まない。これは、嫌いや味みを兼ねた、ただの脅しだ。

「……この余裕のない状況で出した答えとしては、悪くない」

　息を吐ついた史し紀きは、どこか痛快そうに頷うなずいた。

「いいだろう、〈大図書館の主あるじ〉として、そのように手配すると確約しよう」

　史紀は幻影画面で同意書を提示、厳密な記録魔術による署名を交わす。

　家族に危険が迫り、当てにできるものも乏しい状況で、昨日今日〈王〉となったばかりの怜生は、古参である一いち文もん字じ史紀と交渉を結んでみせたのだ。

「今夜だ、鬼き柳りゆうくん。今夜を乗り切れば、先ほどの策を施して、鳴海なるみくんを交渉の場へと引きずり込める。逆に言えば今夜だけは、君自身の力で生き延びねばならない」

「……死に損なうのは、得意な方です」

　精一杯の強がりを込めて、怜生は無む理り矢や理りに笑ってみせた。

「無事を祈っているよ。君だけでなく、鳴海くんに対してもというのは、心苦しいが」

　と言う史紀にとって、鳴海も教え子に近い存在なのだと、怜生は思い出す。

「お約束はできませんが、最善を尽くします。策の方、お願いします」

　怜生は史紀とすれ違い、廊下を進む。

　見守っていた花か蓮れんはとりあえずお辞儀をして、怜生の背を追った。

「さて、早速とりかかろう。忙しくなりそうだ」

「下らん真ま似ねをする。最悪ここで龍りゆう神じんと戦う羽目になるかと肝が冷えたぞ」

　苦労を楽しむような顔をしている史紀に、現れた詩し乃のが呆あきれ顔がおを送った。

「おまけに甘い条件で安請け合いしおって」

　史紀が怜生に約束した諸もろ々もろの手配は、やはり気軽にできることではないのだろう。

「なぁに、教え子の喧けん嘩かを仲裁するのには慣れているさ」

　そう言った古参の〈王〉は、〈大図書館〉の奥へと姿を消していった。




　怜生が〈大図書館〉を出ると、赤あか枝し宮みや大魔学院には夜の帳とばりが降りていた。

「花蓮、俺を抱えて飛べ！」

「え？　あ、はい！」

　怜生が命じると、半人半蛇に実体化した花蓮が、怜生を羽は交がい絞じめにする。

　花蓮の飛行能力は怜生を持ち上げ、当人たちの予想より軽々と夜空へ舞い上がった。

「やってみるもんだな……」

「うわきゃーっ、思いがけず夜のデートじゃないですかっ！」

　花蓮が夜の赤枝宮を見渡して興奮し始める。

　怜生は自分の体に掛かかる浮力を感じ取る。どうやら花蓮が怜生を持ち運んでいるのではなく、花か蓮れんを浮かせる何らかの力が、怜れ生おにも作用しているようだ。

　怜生が進路を意識するとその方向に体が運ばれる。持ち上げる必要がないと気付いて、花蓮は怜生におぶさるような姿勢となった。

（原理の追究は後回しだな。とにかく義ね姉えさんと連絡だ）

　怜生は耳に触れて通信触しよく媒ばいを起動する。

　魔力供給を受けて触媒が機能を発揮、幻影通信を燈あかりに繫つなげた。

『はぁい、怜生くん♪　いまどこかしら？』

　音声通信が繫がると、燈の陽気な声が応対した。

　事の発端となった学院警備の件を思い出させる声に、怜生は微苦笑する。

「高度二〇〇メートルだ。それより──」

『〈ミズチ〉の魔術師団ならこちらも察知してるわ。お父様が久々のカチコミじゃーとか張り切っちゃって──え？　なに？　地雷？　いいわよ、じゃんじゃん設置しなさい！』

　後半の不穏な台詞せりふは、味方への指示らしかった。

　傭よう兵へい結社の鬼き柳りゆう家が、こういう事態に右往左往するとは怜生も思っていなかったが……

『さっき一いち文もん字じ卿きようから連絡が届いたわ。よくやってくれたわね』

　燈の口く調ちようには感嘆が滲にじんでいた。

「……義姉さん、俺はいまから鳴海なるみのところに行く」

『ああもうそうだと思った。すぐ転進してこっちと合流しなさい。怜生くんを取られたら私たちの負けなのよ？　王将を敵陣に突っ込ませてどうするの？』

「持もち駒ごまは向こうが圧倒的に多いし、こっちは後手だ、多少の無む茶ちやは仕方ねぇだろ！」

　怜生は上空で左手の景色を見た。その方向、遥はるか遠くに鬼柳家がある。

「戦いが長引くほど死人が増える！　だから鳴海の生殺与奪を握って兵を引かせる！」

　まくし立てると、間を置いて燈の溜ため息いきが聞こえた。

『こういうとき、養子の怜生くんも鬼柳家の子なんだなぁって思うわ……勝算は？』

　燈の問いに、怜生は横目で花蓮に振り返る。

「花蓮がいる」

　え？　と、心の支え的な扱いと受け取ってか、花蓮が軽く頰ほおを染める。

「鳴海にとっても、つうか俺らにとっても、こいつの力は未知数だ。状況を引っ繰り返す当ては充分にある。俺は俺で治癒魔術があるから簡単には死なない」

　怜生はそう言って有機魔術を起動、二ふた叉またの樹じゆ槍そうを作り出す。

　霊園での戦いで慣れたのか、魔力負荷の苦痛や出血は以前より軽微だった。

　更に治癒魔術を掛かけて傷を塞ふさぐ。氷ひ魚おを救うために編み出した新魔術は、一文字史し紀きの手によって怜生の体に記入されていた。既に、怜生の一存でいつでも使える。

「世界最高の死に損ないと、妖よう魔ま界かいでもとびっきりに凶悪な勝利の女神だ、命懸けるのにこれ以上の勝ち馬があるかよ？」

　冷や汗を風に散らしながらの大言壮語だった。

『……無理だと思ったら撤退すること。いいわね？』

「ああ、燦さんと燐りんを頼む！」

　怜れ生おはそう言って通信を切った。

「怜生さん!?　つまりどうするんですか!?」

「実家の鬼おにヶが島しまが持ちこたえてる間に、俺たちで敵の本丸に殴り込む！　向こうに着いたら大暴れだ！　お前は乙おと姫ひめと好きなだけ取っ組み合え！　その間に俺が鳴海なるみとタイマンで決着を付ける!!」

「きゃー♪　怜生さんかっこいー!!」

「惚ほれたかよ！」

「惚れました！　濡ぬれました！　モイスチャー!!」

　目的の新しん浦うら安やす区上空を、怜生と花か蓮れんが加速する。

　赤い魔力光の尾を引いて、上下左右に軌道修正しながら、龍りゆうが空を舞うように。





　　　◆






　旧時代の地図では、埼玉県の一都市であった地域。

　かつては内陸の高台であったが、海面上昇により島のような形になった町がある。

『総員傾けい注ちゆう──鬼き柳りゆう家は〈ミズチ〉からの宣戦布告を受け、正式な抗争状態となった』

　魔術企業〈ミズチ〉の兵たち、水すい葬そうの魔術師団が、その町にいた。

　深夜の公道を走る一般車両や、川を進む小型船などに分散して、幻術で姿を隠しながら鬼柳家に近づいている。

『我らは魔術結社の戦時規律に従い戦闘に臨む。市民と民家には決して被害を及ぼすな』

　侵攻部隊の隊長が、通信でそう伝えた直後、迫撃砲のような風切り音を立てて飛来した火球が、車両を吞のみ込こんだ。

　橙だいだい色いろと青色の炎が絡み合って、すわ核戦争かというキノコ雲を立ち上げる。キノコにはなぜかハロウィン風の目口が浮かんでいた。

「「ふぁいあああああぁぁぁぁぁ!!」」

　ぶっぱなしたのはもちろん、燦と燐だ。

　剣玉のようなハンマーを水平に構え、大口を開いたカボチャとカブに火球を吐かせる。いま撃った第二射は、川の小型船を炎上させた。

『上にステルスがおるぞ』『ブァカだねお見通しなんだよ！』

　カボチャとカブが標的を熱探知、燦と燐が上空を狙ねらい、砲火を浴びせる。

　砲火が向かったのは、上空で幻術により透明化していた小型飛行船だった。

　鳥とも魚とも付かぬ形状の飛行船は、魔術の時代に生まれた新世代機であり、上空から地上部隊を支援しようとしていた。

　燦さんと燐りんの砲弾が翼つばさを掠かすめると迷彩が解ける。しかも砲撃はそれで終わらず、折おり返して戻ってきた鬼おに火び弾だまが、やはりハロウィン風の顔で襲おそい掛かかる。

　追尾してくる鬼火弾から、飛行船も優れた機動力で逃げ回った。

　飛行船のアフターファイアが白い曲線を描き、橙だいだい色いろと青色の鬼火弾が追うこと数秒後、突如として地上から放たれた白光が、飛行船を貫く。

「さぁて」

　鬼き柳りゆう燈あかりが、地上から空に小型拳けん銃じゆうを向けていた。

　鬼柳家の戦闘外がい套とうに袖そでを通し、紫色の魔力光に全身を包んでいる。

　強力な魔術触しよく媒ばいなのだろう拳銃を降ろすと、背景の小山に飛行船が墜落した。

「水すい葬そうの魔術師団は数多けれど、所しよ詮せんは企業間抗争しか知らないシティボーイたち」

　鬼の仮面と装甲服を着けた魔術師たちが、訓練された動きで町に展開する。

「対してこちらは、泥沼の最前線を踏み抜いてきた歴戦の傭よう兵へい」

　海の向こうの戦線では恐怖とともに語られる、鬼面の傭兵部隊。

　棍こん棒ぼう型の魔術触媒と、鬼火型の侶りよ魔まを好んで使う、妖よう魔ま界かいから来た悪鬼たちだ。

「妖魔界から受け継がれた鬼の火、目にも体にも焼き付けておやりなさい」

　目を凶悪にした燈の指令で、傭兵たちが怒声と砲声を轟とどろかせた。

　怜れ生おが〈王〉となった直後、燈がこの事態を予期して集めた社員は、水葬の魔術師団に自慢の火力を披露する。

　機先を制された水葬の魔術師団も、車両や船から飛び出し、氷刃や水流や泥人形などを形成して対抗した。氷ひ魚おが使っていたのと同系統の魔術だ。

　幻術による隠いん蔽ぺいなど周辺住民への配慮がされているとはいえ、朝には犬が散歩する町の歩道で、昼には子供が遊ぶ公園で、夜を裂く魔術戦が多発する。

　燦と燐は、自然公園の展望台からそれを眺めると、

「「ひーおーちゃーん！　あーそーぼー♪」」

　両手を口の左右に立てて、児童のように呼び掛けた。

　雪の花が多数飛来した。

　全すべての発端となった川辺での交戦で、燦と燐を追い詰め、怜生を斬ざん首しゆしたあの氷刃だ。

「「っ!!」」

　燦のハンマーからカボチャが分離、熱鎖が伸びる。燦が鉄てつ槌ついを振り回すと、カボチャがヨーヨーのような動きで氷刃を爆砕していく。打うち漏もらした氷刃は熱鎖に焼き切られて、それをも超えてきた氷刃は、燦がハンマーで打ち砕く。

　これに合わせて、燐りんが青い鬼おに火び弾だまを連射。燦さんには防ぎきれない氷刃を撃ち落とす。姉と狙ねらいが被かぶることなど一切なく、最大の火力と効率で氷刃の群を焼く。

　かくして燦と燐は、無傷で立っていた。

　二十四時間ほど前は怜れ生おを犠牲にした氷刃の群を、今度は燦と燐の力で。

「来た来た♪」

「いまのところ一勝一敗、これが三度目の正直ですね」

　不敵に笑った燦と燐の見る先に、小こ沼ぬま地ち氷ひ魚おの姿があった。

　公園を照らす街灯の上、最初の交戦と同じ黒服で、氷魚は双子を見ている。

「はぁ……そりゃあまあ、二人が出ないはずないとは思ってたよ？　お願い止やめてなんて言えた立場じゃないことも分かってる。だから──」

　嘆たん息そくする氷魚は、片手に雪花の刃やいばを構築して横に振るう。

「せめて決着が付くまで、ここで私と『引き分け』になってくれない？」

　少なからぬ葛かつ藤とうの末に絞しぼり出だしたその答えに、燦と燐は、

「もー、ヒオってば優しいんだから。でも断る！」

「ヒオちゃんが戦えないって言うなら、他の人を狙うまでですよ？」

　燦と燐はそう言った後、左右対称にハンマーを振るって戦闘態勢を取る。

　幼い頃は一緒に遊んだこの公園で、彼女らは武器を手に対たい峙じしていた。

「閣下に約束してもらったの。もし私が二人を制圧できたら、命までは取らないって」

　氷魚がそう口にしながら、刃を持たない片手で顔を覆った。

「だからせめて、それだけは勝ち取る」

　氷魚の頭部に、侶りよ魔まが姿を現した。

　以前と同様、仮面となって憑ひよう依いしたようだが、以前とは形状が異なる。

　魔魚の兜かぶとだ。

　扇状の広い鰭ひれが耳元に広がり、長く優美な氷の尾が長髪のように揺れる。

　奇くしくも彼女の名と同じ、氷の魚──その姿となった侶魔が、氷魚の兜となっていた。

「皮肉じゃないけど、怜生先輩には感謝してる。心臓を完治させてくれたから、そっちの負担を気にしなくて済むようになった。この子も、本来の力を発揮できる」

　侶魔の魔力で人工心臓を維持していた氷魚に、いまそのハンデはない。

　それを物語るように、彼女の全身から、魔力光が激しくほとばしる。

「たぶん、いまの私──いままでで一番強いよ？」




　かつて千葉県浦うら安やす市と呼ばれていた水没地域に、人工島がある。

　魔術企業〈ミズチ〉が保有する海上プラントだ。

　管理塔を中心に各種工場が稼働する島は、深夜ゆえ操業を停止しているが、透明感ある魔石建材が淡く照明をたたえた様は、お伽とぎ噺ばなしに出てくる氷の城を思わせた。

『鬼き柳りゆう怜れ生お、神霊と共に接近中。魔術師団は鬼柳家との交戦に入りました』

「鬼柳怜生は誘い込め。魔術師団には慎重に事を運ばせろ、殉職者は無用だ」

　通信で指揮を執る鳴海なるみは、管理塔の屋上にいた。

「ほーらダーリン、リラックスリラックス♪」

「お前はもう少し気を引き締めろ。今回の作戦、お前が龍りゆう神じんを押さえることが肝だ」

　隣に浮遊する乙おと姫ひめが頰ほおをつつくが、鳴海は仏頂面を変えない。

　鬼柳怜生がこちらに来たことで、鬼柳家周辺の戦いは勝利を急ぐものではなくなった。鳴海側からすれば、怜生を倒してしまえば勝ちなのだから。

　逆に言えば、この戦いの勝敗は、いま鳴海の刀に委ゆだねられたのである。

「来るぞ」

　決意を新たにした鳴海が顔を上げると、夜空の彼方かなたに赤い光が灯ともり、迫ってくる。

　怜生と花か蓮れんだった。

　怜生もまた、鳴海と乙姫の姿を見て、武装を準備する。

（初手から全力で行く──体内に強化筋肉、体外には生体甲かつ冑ちゆう！）

　コートの下で、怜生の体を黒い強化繊維が分厚く包み、甲殻が要所を覆う。防弾防刃の機能を持つ鎧よろいであり、外付けの強化筋肉でもある、有機魔術のバイオアーマーだ。

「行くぞ、花蓮」「はい！」

　赤い二ふた叉また樹じゆ槍そうを作り出した怜生に応じて、花蓮も牙きばを剝むいた。

　角が伸び、緋ひ色いろの炎が全身を包み、半人半蛇の尾先が火を噴いて加速する。

「来るぞ、乙姫」「ええ」

　流星めいた速度に達した怜生と花蓮に、鳴海と乙姫も身構える。

　鳴海が居合いのように構え、乙姫が手を向けると、周囲に濁だく流りゆうが現れた。

　紫紺色の魔力光をまとった濁流が数条、怜生と花蓮を迎撃すべく空に伸びる。

「溶解魔術だ！　当たるな！」

　怜生が警告すると、花蓮も顔付きを引き締めた。

　鳴海と乙姫が放った水流が屋上の灯ともし火びを掠かすめると、瞬時に分解されていく。

　水と魔力で物質を均一化する、正しく〈水すい葬そうの王〉の名に相応ふさわしい魔術だ。

　絡み合うような溶解液の水流を縫って、怜生と花蓮は飛び込んだ。

　立体的に蛇行しつつ二人は、水流の隙すき間まを搔かい潜くぐる。

（汎はん用よう魔術でも、花蓮のべらぼうな魔力で底上げすれば！）

　距離が近づいたところで、怜生は槍を持たない手を振るう。

　指の間に挟まれていた種が、念力で弾丸のように放たれ、屋上の床に埋まる。

　直後そこから爆発的な赤しやつ光こう──鳴海たちの濁流を半ばから断ち切るようにして、緋色の巨樹が、管理塔の屋上で扇状に突き上げられた。

　巨樹は発生すると同時に分枝して、鋭い枝先を針はり鼠ねずみのように広げる。

　そうして迫る枝の槍やりに、鳴海なるみは軍刀サーベルを抜いた。

　鞘さやから抜かれたのは氷の刃やいばだった。向こう側が透けて見えるほどの透明感で、恐らくは高度な魔術触しよく媒ばいだろう。居合いの一いつ閃せんが、怜れ生おの作った樹の枝を切り払う。

　だが、屋上に到達した怜生が、魔術の反動で出血しながらも鳴海に肉薄、槍を突く。

　鳴海の氷刃が穂先を受け止める。刃の間で、緋ひ色いろと紫紺の魔力光がせめぎ合う。

「「っ!!」」

　二人の背後では、花か蓮れんと乙おと姫ひめも眼光を衝しよう突とつさせていた。

　花蓮が怜生の背後から飛び出して、乙姫に右手を振るう。

　武道の欠片かけらも感じさせない、引ひっ搔かくような一撃だったが、乙姫の突き出した手の平との間で、大気が弾はじけ轟ごう音おんが響く。神霊の膨大な魔力による念力の衝突だ。

　しかも花蓮が押し勝つ。乙姫の手が弾かれ、体を回転させながら宙を飛ばされた。

　花蓮はこれを追って飛び、怜生と鳴海が屋上に残された。

　怜生の二ふた叉また槍が、鳴海の刀に切り落とされたのは、その直後だった。

（刀身の表面に、薄い水膜と溶解魔術、切れ味が半端じゃない……！）

　槍を切られた怜生は、鳴海の刀が血のような溶液で汚れたことから、見抜く。

　刀の表面に薄い水流が走っている。

　刀身が対象外となるよう調整された溶解魔術で、刃に触れたものを溶断しているのだ。

（槍を再構築、溶解液は念力で弾く！）

　怜生は切られた槍に形成魔術を掛かけ直し、穂先を生え変わらせる。

　槍の穂先から生じた念力が溶解液を弾く。今度は槍も切断されず、軍刀と打ち合う。

（重い……っ！）

　鳴海は頰ほおを浅く切られて、顔色を険しくした。

　怜生の槍を軍刀で逸そらしたつもりが、逸らしきれなかったのだ。

（基礎の念力補強と、有機魔術で体内外に作られた強化筋肉、馬力だけなら一級品だ）

　無尽蔵の体力と、単純明快な馬鹿力──怜生が元より持っていた魔術だ。

　槍の穂先が描く、コンパクトな切り払い一つが、異様に重い。

　武器で受けようとしても押しのけられ、穂先を急所に通そうとしてくる。

　対する鳴海は、軍刀の柄つかを両手で握り、刃とナックルガードを使って槍を捌さばく。それだけでは逸らしきれないので、体も動かして穂先から逃れる。にも拘かかわらず、スーツの袖そでや裾すそが浅く切り裂かれ、頰や首筋に薄い傷が刻まれていく。

（槍はナノファイバー技術に基づく植物槍、形成魔術の変化で伸縮・硬軟・捩ねじりも自在、二叉の穂先は武器を嚙かんで圧へし折おるためか……っ！）

　怜れ生おの樹じゆ槍そうは変幻自在でもあった。

　伸ばしながら突き、縮めながら戻るため、穂先の出入りが尋常ではなく速い。

　鳴海なるみが穂先を強く弾はじいても、柄が柔らかくなって受け流し、衝撃は怜生の手元に届かず次撃を妨げられない。逆に柔らかく曲がった状態から直線に固まると、斬ざん撃げきに『粘り』が生じて防ぎにくい。

　突きから斬きりへ、斬りから突きへの軌道変化も激しい。縮めながら突いてフェイントを掛かけたと思えば、伸ばしながら引いて穂先を残すなど、攪かく乱らんや幻惑が常にある。

　剛ごう槍そうの連続に織り交ぜられた、いやらしいくらいの狡こう猾かつさ。

　丸太のような重撃と、蛇のような変幻が、怜生の槍そう術じゆつには同居していた。

（傭よう兵へい結社の三男坊、魔剣競技の白兵部門で前年度ベスト４の槍使い。侮っていたわけではなかったが……この少年、評判以上の荒くれ者！）

　それを凌しのぐ鳴海も見事だが、屋上を後退させられる。

　槍術三倍段──刀と槍という武器の差もあるが、それ以上に怜生の攻めが激しい。

　いまの怜生は、氷ひ魚おの百枚氷刃から双子を守り切ったときと同じ、槍そう撃げきの鬼だった。

（同じ〈王〉でも、年季の差は明白。俺が〈王〉として鳴海に勝るものがあるとすれば）

　怜生はこの瞬間に賭かける思いで、最大の腕力と集中力で槍を振りぬく。

（槍だけだ！）

　赤しやつ光こうを引く怜生の剛槍と、流麗な鳴海の剣術が、夜空の下でせめぎ合う。

（白兵戦では分が悪いか……）

　その一点において、鳴海は不利を認めた。

　実際、鳴海は後退を強いられ、屋上の端まで追い詰められている。

　落下防止の手て摺すりに腰がぶつかれば、怜生の槍が届く──ので、飛び降りた。

「っ！」

　背中から宙へ飛び降りた鳴海に、怜生も一瞬驚きながら、追って飛び降りる。

　視界の下には高層建築の外壁と窓の連なり、正面には地面を背景とする鳴海の姿。

　三〇〇メートル超の高層建築から、二人の〈王〉が落ちていく。

（伸びろ！）

　怜生は片手で槍を突き出し、柄を伸ばす。

　しかし、鳴海の体に突き刺さるはずだった槍は、怜生の腕ごと細切れにされた。

　鳴海が空中で振るった軍刀サーベルから、ひも状の水流が伸び、怜生の槍と腕に絡んだのだ。

（溶解液の、高圧水流!?）

　形成魔術で作った水を、力系魔術で高圧水流にし、溶解魔術を掛けたものだ。

　水刃の間合いは少なくとも一〇メートル以上。槍術三倍段の有利は一瞬で失われた。

　再び軍刀から放出された水刃が、怜生の首を狙ねらう。怜生は宙で身を捻ひねりどうにか回避。

（治癒魔術を……っ！）

　氷ひ魚おの心臓を再生させた治癒魔術を、今度は自分の右腕に掛かける。

　人の霊体には、自分の体がどのような形状であるべきかという、設計図のようなものを記録した霊子があるという。

　ここから記録魔術で設計図を読み取り、それに従い形成魔術で疑似物質を配置すれば、人体の欠損を瞬く間に修復できる。あとは疑似物質を天然化できれば、完治だ。

　一いち文もん字じ史し紀きが提唱した理論魔術は、怜れ生おと花か蓮れんの力によって完成した。

（再生速度が速い、手足を切り落とした程度では意味がない──）

　いまだ落下中、鳴海なるみは怜生の右腕再生を見て驚嘆すら覚えた。

（ならば首を飛ばし、頭部を跡形もなく溶解させるまで！）

　鳴海が軍刀サーベルを指揮棒のように操ると、伸びた水刃が鞭むちとなり怜生を襲う。

　怜生は樹じゆ槍そうを形成。柱のように長く太い、騎士の馬上槍に似た樹槍を作り出す。

　念力で投げ付けた大槍が、鳴海の水刃と相殺する。

（なんでも溶かす溶解魔術も、溶媒を超える質量を一度では溶かせない──）

　溶解液は、ものを溶かした分だけ不純物が混ざり、やがて水から泥となる。

　溶解魔術の触しよく媒ばいは『水』でなければならないので、鳴海はその都つ度ど新しい水流を作り直さなければならない。その間かん隙げきを増やして、怜生は生き延びる。

（水を物量で上回れば、防げるし攻め切れる！）

　怜生が広げた両手から大量の種が散らばり、樹槍と化して雨となった。

　鳴海の掲げた軍刀から水流が枝分かれし、降り注ぐ槍の大群を全すべて斬きる。

　物量を競う二人の〈王〉と交差して──花蓮と乙おと姫ひめが飛んでいた。

「しゃーおらーっ!!」

「この馬鹿力……!!」

　花蓮の剛力を防ぐ度に、乙姫は宙を飛ばされていた。

　しかし、乙姫は花蓮の腕を摑つかみ、くるりと回って投げ飛ばした。

　飛ばされた花蓮は、管理塔の外壁を突き破り、建物内を砲弾の如ごとく抜け、反対側へ。

「怜生さん！」

　建物を突き破る衝撃にも拘かかわらず、花蓮は無傷だった。

　どころか今度は自ら管理塔を突き破り、突入時と脱出時に周囲の窓ガラスを粉砕して、反対側へと飛び出す。そして、落下軌道にある怜生を拾おうとする。

「野や暮ぼは駄目よ、お嬢ちゃん」

　花蓮の尻尾しつぽが乙姫に拘束されていた。乙姫のスカートから足の代わりに伸びた触腕が、吸盤で花蓮の尾に吸いつき、そのまま投げ落とす。

　落雷のような速度で落ちた花蓮は、地面を陥かん没ぼつさせていたが、それでも無傷だった。

「男は男同士」

　そこに乙おと姫ひめが落ちてきて、右手で花か蓮れんの顔を摑つかむ。

「女は女同士で決着を付けましょう？」

　乙姫が目を光らせると、花蓮の背後に紫紺色の波紋が生じる。

　すると、まるで水に小石が落ちるかのように──花蓮と乙姫が波紋に吸い込まれる。

　波紋の向こう側に消えた二人の姿は、どこにも見当たらなくなった。

「花蓮!?」

　怜れ生おと鳴海なるみが落下したのはその直後だった。

　怜生は花蓮の消失に驚いたが、まずは着地だ。樹じゆ槍そうを長く伸ばして地面に突き立てると、石いし突づきを摑む。すると柄が絶妙に『たわむ』ことで、落下の勢いを吸収する。

　棒高跳びを逆再生するように着地した怜生は、槍を収縮させ右手に戻す。

「乙姫が神域に連れ去った」

　鳴海は、足元に巨大な水の球を作って靴から飛び込み、落下速度を緩めて着地する。

　溶解魔術を掛かけないただの水を緩かん衝しよう材ざいにした鳴海は、服すら濡ぬらしていない。

「聞けば首が飛んでも龍りゆう神じんに蘇そ生せいされたらしいが。なら分断してから殺すまでだ」

　鳴海が軍刀サーベルを構え直して言うと、怜生の眉まゆが跳ねる。

　確かに、死からの蘇生は花蓮の力だ。花蓮と分断されれば、その恩恵はなくなる。

「……部下に、手出しするなって指示したのか？　律儀だよな、アンタ」

　怜生は、周囲からこちらを見ている鳴海の配下魔術師に気付く。

「降伏の猶予を与えたつもりだが、無駄口だったか。なら、尽くす言葉はこれが最後だ」

　鳴海の周囲に、複数の水流が構築される。

「海へ還かえれ、龍王」

　放たれた水流が、怜生と鳴海の激突を再開させた。




　一方、鬼き柳りゆう家周辺の市街戦では──

「くたばれヒオぉ！　次に会ったこのときは敵同士だぁ!!」

「駄目だよお姉ちゃん！　そういうのは予あらかじめ相手に言っておかないと！」

　燦さんと燐りんの生む爆発が、駆ける氷ひ魚おの周囲に炸さく裂れつしていた。

　魚型の侶りよ魔まを兜かぶととした氷魚は、魔魚の尾をなびかせて自然公園を走る。

　燦の大砲は避よけ、燐の連射は氷刃で防ぎ、泥人形を差し向けては撃破されている。

「本当に殺しに来てるね二人とも……もしかして、友達だと思ってたの私だけ？」

　一ひと際きわの爆発から飛び出した氷魚は、木の陰に入って息を整える。

「やーねー、人を薄情者みたいに。私たちだって悩んだのよ？　悩めないことに」

「漫画なら、友達が敵になるとやたら悩むみたいですけど、あれ頭おかしいですよね？」

　笑う双子の背後に、爆発で吹っ飛んだ自販機が落下した。

「ヒオのことは好きよ？　いまでも友達だと思ってる。ただの友達のために家族や仲間を裏切って、なんて言わない程度には」

「でもそれって別に、敵に回っても殺し合わない理由にはなりませんよね？」

　氷ひ魚おはこのとき、幼おさな馴な染じみであった少女たちに怖おぞ気けを覚えた。

「……薄々感付いてたけど、二人とも何かおかしいよ」

　戦力ではなく精神的に気け圧おされた氷魚は、思わず口にする。

「上う手まく言えないけど、あなたたちって、戦闘狂や殺人鬼とは違う意味で普通じゃない。鬼き柳りゆう家ではそういうメンタルトレーニングでも積んでるの？」

　氷魚の指摘に、燦さんと燐りんはむしろ意外そうな顔で目を瞬しばたたいた。

「そっか、ヒオは純血の人間だから知らないのも無理ないか」

「なりそこない──って、分かります？」

　澄まし顔で語る二人の声を耳に入れつつ、氷魚は二人の武器を注視した。

「妖よう精せい人じんは、妖よう魔ま界かいの生き物たちが人の霊質を得て、そのまま変化したもの」

「でも稀まれに、きちんと人間になりきれなかった、中途半端な妖精人がいるそうです」

　答える燦と燐の手元で、カボチャとカブが罅ひび割われていた。

　酷使のせいかとも思ったが、哄こう笑しようを上げる老ろう爺やと老ろう婆ばの声に、負担は感じられない。

「私たちはそれ。体はきちんと人間になったんだけど」

「精神は妖魔のままだそうです。自分ではきちんと人間してるつもりなんですけどね」

　燦と燐の髪が、熱風を帯びて揺れ動いていた。

「妖魔だった頃の私たちは、双頭の悪鬼」「頭は二つ、群は作らず、習性は凶暴そのもの」

　靡なびく髪から火の粉が舞う。

　姉は橙だいだい色いろ、妹は青色。目も同色に染まり、帽子や装飾が燃え散る。

「鬼火を従えて狩りを楽しみ」「同胞を殺して縄張りを奪う」

　罅割れたカボチャとカブが、ついに破裂して、中身を晒さらす。

　太陽を写真に撮ったような火の塊と、それに突き刺さる骨の長なが柄えだ。

　擬態──無害を装い獲物を狩る猛もう禽きんの詐術、カボチャとカブはそれだったのだ。

「人生常に二人で一人の一いつ匹ぴき狼おおかみだから、友情だとか同胞愛だとかちょっと異世界」

「親の死し骸がいから生まれて単為生殖するので、家族とか恋愛とか本能的に意味不明」

　姉妹の髪が、炎と化して舞い上がる。

　衣服も燃え上がり、鮮烈な火の衣となって夜景に踊る。

　二人の体はいま、人間から、母の侶魔であった頃の姿に戻ろうとしていた。

「「それが私たち」」

　小太陽の鎚つちを左右に掲げた、赤鬼と青鬼が、そこにいた。

　友人が炎の魔物と化した光景に、氷ひ魚おはしばらく呆ぼう然ぜんとする。

「そっか……怜れ生お先輩が二人のこと心配するのは、そういうことだったんだ」

　燦さんと燐りんがいかに危うい人間だったのかを、氷魚はいま理解した。

「下手すれば人を辞めて妖魔に戻りかねないから、人の世に引き留めようとしてたんだ」

　現にいま、半人半炎となっていることが、その証左だった。

「あー、そこんとこ口くち煩うるさいのよねぇ、あのおじさん」

「別に妖よう魔まに戻りたいなんて思ってないのにね？」

「ちょっとお茶ちや目めしただけですっごく怒るんだよねぇ、もう親よりしつこいの」

「子供の頃、鬱うつ陶とうしくなって鈍器でなぐって入院させたけど、懲りないんだよねぇ」

　だから──と、小太陽の杖つえを前に揃そろえて、燦と燐は言う。

「だからもう諦あきらめた」「そして決めました」

　氷魚がその瞳ひとみに見たのは、意外なほど人間的な意志と知性だ。

「「──あの人が泣くから、私は人間をやめない」」

　口にされたのは、断片的な彼女らの信念だった。

　言わば彼女らも半人半魔、人間の体に悪鬼の心を宿したモンスターだ。

　そんな彼女たちを人の枠組みに躾しつけて、アンバランスな人面鬼心を優れた武芸者に変え、凶暴さを天てん賦ぷの才に洗練しているのが、怜生ならば、

「人を導く力……なんだ、怜生先輩って、元々〈王〉の素質があったんだ」

　この場にいない彼に向けて、氷魚は神妙に呟つぶやいた。

「確信した。魔術がどうとかを抜きにしても、怜生先輩は私たちの〈王〉にとって脅威になる。閣下が先輩を倒すまで、二人に邪魔はさせられない」

　迷いを振り切った氷魚が、旋風状の魔力光をまとって、氷刃を構えた。

「水すい葬そうの魔術師団・特務二十四席、小こ沼ぬま地ち氷魚、字あざなは竜胆りんどう、侶りよ魔まは沙さ夜よ姫ひめ──参ります」

　魔術師として名乗りを上げた氷魚に、燦と燐は微笑ほほえんだ。

「うん、いいよー。相手してあげる」

「それが、ひょっとしたら最後かもしれない、お友達への好よしみです」

　インターバルを終えた三人が、再び激突する。




　気が付けば、花か蓮れんは暗い水の中にいた。

　しかし、花蓮の第三眼は闇やみを見通し、神霊であるためか息も苦しくない。

　氷塊がアステロイドベルトのように漂う、広大な海中だった。

　花蓮の傍そばを過よぎった氷塊は景色を覆うほど大きく、最小でも島、下手すると小大陸ほどある。その上で比較すると、この海が宇宙のように広漠であることが察せられた。

　方々に惑星のような泡があり、その内部には生き物の活動が見て取れる。星ほし屑くずのようなプランクトンが海流を可視化しており、流れを追うと太陽のような光の渦に行きつく。

「あれ？　東京湾ってこんなでしたっけ？」

「あら、古本の女神様は、神域について教えてなかったの？」

　海中でも問題なく響いた花か蓮れんの声に、乙おと姫ひめの声が応じた。

　海界の中心である光の渦を背景に現れた彼女は、ドレスの端を抓つまんで一礼する。

「改めまして〈命を運ばれる方〉。私は〈海を育はぐくむ者〉、乙姫と申します。今こ宵よいは──」

　なにか洒しや脱だつな台詞せりふを繫つなげようとしたらしい乙姫の横を、花蓮が通り過ぎる。

「怜れ生おさ～ん！　どこ～!?」

　瞬く間に小さくなり、両手をぱたぱたさせている花蓮を、乙姫は呆あきれ顔がおで振り返った。

　花蓮は海中異界を飛ぶ。水中であることはまるで問題にしていない。

　しかし、どれほど飛んでも、出口らしきものを発見することはできなかった。

「ねぇ、知ってる？」

「うわにゃ!?」

　置き去りにしたはずの乙姫が前方に現れて、花蓮は急停止した。

「海はとても広いけど、潮の流れは全すべて一本に繫がってるのよ？」

　虚こ空くうに腰こし掛かけるような姿勢で、乙姫は微笑ほほえむ。

「まさかループ!?　どれだけ進んでも元の場所に戻っちゃう的な!?」

「正解♪」

　乙姫は水中に立ち上がり、優雅に回りながら潮の流れに漂う。

「人間界と妖よう魔ま界かいの間には、なにもない世界である『境界』がある。神霊である私たちはそこに神域という自分の世界を創造できるのよ」

　世界を作ると、正に神の御み業わざを豪語した乙姫は、その神域を背後に示す。

「ここはかつての私が治めた世界、海神わだつみの下で数多あまたの妖よう精せいたちが息づいていた海中世界、その再現──そこで形ある者たちの骸むくろを溶かし、生命の素に生まれ変わらせていたのが、私という神格……ってちゃんと聞きなさいよアンタは！」

　乙姫が語る間、花蓮は怜生の名を呼びながら四方八方を飛び回っていた。

　さておき、死し骸がいが分解されて別の生命の糧かてとなるとは、食物連鎖のことだ。

　妖魔界の一つである海中世界で、そうしたものを司つかさどる女神、その化身こそが乙姫。

　それゆえの溶解魔術と有機魔術だ。

　海の死者を水に溶かし、その溶液から形ある命を生み出すのが、乙姫の魔法測だった。

「溶けろ」

　こちらの話を聞かない花蓮に、乙姫がそう命じた。

　すると花蓮の姿が大量の泡に包まれ、驚きの悲鳴が上がる。

「要するにこの海中であれば、私はいつでも、なんであっても溶かすことができるのよ」

　乙おと姫ひめが童女の唇から語ったのは、極めて凶悪な事実だった。

　海の中に閉ざされたこの世界で、その能力から逃れる術すべはない。

　仮に世界中の潜水艦と魚雷を集めても、彼女の前では角砂糖のように溶かされる。

「ぷは！　ちょっとなんですか！　いまの唐突なジャグジーは！　瘦やせるんですか!?」

　そんな乙姫の溶解領域を、花か蓮れんが赤い光で弾はじき飛とばした。

（権能の干渉それ自体が弾かれる。流石さすがは龍りゆう神じん、霊格の差が大きすぎたか）

　自負を折おられた乙姫は、顔には出さず胸中に呟つぶやく。

「そもそも、どうして怜れ生おさんを襲うんですか!?」

「あなた真剣に頭の悪い子ね？　この期に及んで言うことがそれ？」

　乙姫は呆あきれつつ、しかしそんな花蓮に勝機を見み出いだす。

「怜生さんはたくさんの人を救ってあげたいだけです！　なにが悪いんですか！」

　などと訴えれば何かが好転すると思っている子供に、乙姫はくすりと笑う。

「人を救う？　あの蛇に絡まれて悦に入ってる気色悪いゾンビが？　冗談でしょ？」

　ぐにゃり──と、蛙かえるのように歪ゆがんだ笑みで、彼女の夫を嘲あざわらった。

「あなたに！」

　花蓮の両目が見開かれ、赤せき眼がん金きん瞳とうが怒りを燃やす。

「あの人の！」

　矢の如ごとく飛んだ花蓮が、乙姫に激突してそのまま飛ぶ。

　水中での音速超過が、周囲の水を粉砕して泡に変え、飛行機雲のように伸びた。

「何が分かる！」

　乙姫の両肩を摑つかんだ花蓮は、氷の小惑星に激突。

　隕石が墜落したように氷塊が砕け散り、クレーターの中心に、花蓮が乙姫を押し付けていた。ただ『摑みかかった』だけで、並みの魚雷を凌りよう駕がする破壊が起きた。

「臆おく病びようなのに強がりで！　怖がりなのに優しくて！　逃げ出したくて震えてたくせに──」

　乙姫の肩を、花蓮は何度も氷塊に押し付ける。その度に氷の大地が罅ひび割われる。

　氷の小惑星に杭くいの如く打ち込まれていく乙姫は、流石に冷や汗を流していた。

「私のこと、疫病神だなんて思わないって、言ってくれた!!」

　花蓮が最後に両手を叩たたき付つけると、氷の小惑星が砕け散った。

（やっぱり子供、簡単な挑発に引ひっ掛かかった）

　泡を引いて飛ばされた乙姫が、やがて海中で停止する。軽く肩を押さえて首を回す姿を見ると、ダメージがあったのか無かったのか分からない。

（あとはダーリンが勝つまで、あの子を引き付けるだけなんだけど……）

　漂う氷片の中で、緋ひ色いろの魔力光で周囲を染めている花蓮が、金の瞳ひとみを見開く。

「海月くらげとはいえ、あれの相手は骨が折れそうね……」




　鳴海なるみの放った複数の鉄砲水を、怜れ生おは搔かい潜くぐる。

　細かい水みず飛沫しぶきにすら溶解魔術が作用しているが、分厚い生体甲かつ冑ちゆうを体積的に溶かし切れない。その甲冑の破損部も、形成魔術で再構築できる。

　だが、鳴海もそれを予想していた。

（掛かかった──空間を制圧する！）

　鳴海は鉄砲水の隙すき間まを縫うように、軍刀サーベルから高圧水流を伸ばす。

　鉄砲水で空間を広く制圧してから、飛び込んでくるだろう隙間に水刃を張ったのだ。

（っ、隙間がねぇ。誘い込まれた！）

　よく練られた技に目を剝むいて、しかし怜生は前へ加速する。

（でも、頭と胴体さえ通せれば！）

　人体を無傷で通過させられる空間はもう無い──だが、体の正中線だけなら通せる。

　腕を落とされ、足を切られ、その都つ度ど一瞬で再生させ、鳴海の技を強行突破する。

　啞あ然ぜんとする鳴海へ、すれ違い様に槍やりを振るう。鳴海は刃やいばで防ぐも姿勢を崩した。

　怜生は槍で地面を突いて急停止、突いた槍を軸に素早く振り返る。

　同時に槍を変成、石いし突づきから穂先を伸ばし、地面から引き抜いて鳴海を突く。

　鳴海にすれば、前方からの振り下ろしを防いだ直後に、背後からの突きだ。

「っ!?」

　しかし、怜生の槍は、左腕ごと宙を舞った。

　首を傾かしがせて槍を避よけた鳴海が、振り返り様に軍刀を振り上げていた。

　怜生の超人的な運動性能と魔ま槍そう術じゆつに、容易たやすくカウンターを取ったのだ。

　そして鳴海は振り上げた軍刀を両手で握り直し、大上段から振り下ろす。

　直前、怜生の失われた左腕が高速再生。槍を突く予定だった姿勢から、左ひだり拳こぶしを放つ。

　斬り飛ばされた直後に生えた腕が、鳴海の顔面を殴り飛ばした。

　予想外の攻撃法に、鳴海は地面を転がり、背中で回って着地する。

（手て応ごたえあった、足にきてるはず！）

　拳を打ち抜いた姿勢から、怜生は槍を再構築する。

　魔術師だろうと〈王〉だろうと人間だ。顎あごを打たれれば脳のう震しん盪とうが起きる。

　事実、立てない鳴海は、軍刀を水平に構え、背後から自分を跨またぐ大波を生んだ。

　もちろん全すべて溶解液だ。横幅が広く、前後左右に逃げ場がない。

　怜生は槍を地面に突き立て、伸ばす。

　棒高跳びで大波を際どく飛び越え、波に吞のまれた槍を放す。

　到達したのは鳴海の頭上、自分の大波で視界を塞ふさいでいた鳴海は察知が遅れる。

　怜生は巨大樹じゆ槍そうを形成。仏具の独どつ鈷こに似た、鉤かぎ爪づめめいた五ご叉さ槍そうを、鳴海に叩たたき落おとす。

　先の鉄てつ拳けんが足にきている鳴海なるみは避よけられない。

　と思いきや、鳴海を襲った水流が、彼を連れ去った。

（ただの水で自分を流した……！）

　着地した怜れ生おは、新たな槍やりを作り、流された鳴海を追撃する。

　ずぶ濡ぬれになった鳴海が起き上がり、怜生に向けて氷塊を放つ。

　直後、氷塊が瞬時に気体化、水蒸気爆発を起こす。

（煙幕──いや、こいつは）

　眼めと顔に猛烈な痛みが走り、怜生は後ろに跳んで霧を離脱した。

（溶解液の霧か！　目が……!?）

　視界を溶かされた怜生は、首から下に衝撃を受けた。

　治癒した視界には、自分の体を通過する水流が映されていた。

　霧を突き破って放たれた鳴海の水流が、怜生の胴体を溶解させたのである。

　頭部と足だけが残った怜生は──それすらも治す。

　首から下が再生する。外がい套とうや生体甲かつ冑ちゆうと併あわせて四肢と五ご臓ぞう六ろつ腑ぷを作り出す。古い両足が地面に倒れる前に、新しい両足が着地する。

「頭部から胴体を再生させるとは……月並みだが、化け物め」

　霧が晴れると、姿を現した鳴海が呆あきれ顔がおで言う。

「だが──」

　鳴海の周囲には、人型の粘液が立ち上がっていた。

　粘液の表面は白く凍り付き、鎧よろいを着た戦士の姿へと整えられる。

　氷の武具を手に取り、目に輝きが宿っている氷像には、知性すら見て取れた。

（氷ひ魚おが使ってた泥人形の上位版か……！）

　明らかに、氷魚の泥人形より頑丈で性能がいい。

　何より、状況が一瞬にして多勢に無勢となった。

「既に手の内も知れた。他に手札がないなら、貴様はここまでだ」




　──高台の自然公園が、散発的な噴火を起こしていた。

　色は橙だいだい色いろと青色。爆心地は、燦さんと燐りんが振り下ろした火球鉄てつ槌ついからだった。

「ちょっ、魔術師同士の市街戦では、大火力を控えるのが暗黙の了解でしょ!?」

　氷魚が叫んだ抗議の声も、二色の爆風に吹き飛ばされた。

『カカカカカカ！　知るか小娘がぁ！　この町一帯は儂わしらの領土じゃ！』

『ブァカだねブァッカだねぇ！　訳ありばっか集まったここの人間は文句も言わんさね！』

　燦と燐に代わって、振り回されている鬼火たちが答える。

　どちらもカボチャとカブの擬態は捨て、濃密な大火球に目口が浮くという、悪魔じみた姿となっている。

　その二匹は、地面に叩たたき落おとされた後、氷ひ魚おに向けて熱波を吐き出した。

「沙さ夜よ姫ひめ！」

　氷魚は侶りよ魔まに命じて、正面に雪の花を多重に作り出し防壁にする。同時に全身を水球で包む。直後、それらが丸ごと、熱波で吹き飛ばされた。

（っ、火力が正気じゃない！）

　蒸発した水球の蒸気を引いて、氷魚は宙に舞い上げられていた。

（たぶん、亜あ神しん級の格が高い鬼火！　番つがいの炎が混ざると、火力が一気に増加する！）

　あの鬼火たちは、恐らくそういう特性を持っているのだ。

「「はろー♪」」

　氷魚の眼前に、燦さんと燐りんが舞い上がっていた。

　鬼火たちが地上で縦回転、骨の柄を伸ばしながら振り上げて、それを握る双子を上空へ投じたのだ。

　髪と全身を燃やす炎の双子は、氷魚の腹を割り開くように、左右対称の胴回し蹴げり。

　氷魚は盾を作って防ぐが、脆もろくも砕かれ、地面へと蹴り落とされた。

　ブランコに体を引っかけた氷魚は背中から落下、地面を転がって着地すると、ガードに使った両腕から煙が立っており、装甲が溶けている。

「「けーん」」

　燦と燐は、上空で柄を振り上げて縦回転。二対の大鬼火が氷魚へと墜落する。

　氷魚は後ろへ飛とび退のいて直撃を避よけるも、水球障壁を爆風に散らされ、体表が焦げる。

「「けーん」」

　今度は鬼火を軸に縦回転、燦と燐が空から振り下ろされ、姉妹揃そろっての踵かかと落おとし。

　まだ空中にいた氷魚は、靴裏に水蒸気爆発を起こして緊急離脱。

　燦と燐の踵は、地面に深い亀き裂れつを刻み、亀裂からは溶岩の飛沫しぶきが上がった。

「「ぱっ!!」」

　今度は横回転だ。軽く跳んだ燦と、深く屈かがんだ燐が、互いの頭上と足元に柄を通して、巨大火球を左右へ薙なぎ払はらう。

　熱波を撒まき散ちらす鬼火が、氷魚を挟み込むように交差する。

　避よけきれないと判断した氷魚は、全身を丸めて水球に包み、更に水球を氷結させ、氷の球体に己を閉じ込めた。直後、その姿が二色の大鬼火に挟まれる。

　番いの大鬼火は交差した瞬間に大爆発を起こし、公園の地表と植木と砂場を剝はがして、敷地外まで弾はじき出だした。

　氷魚を包んだ氷球も、ひび割れながら放ほうり出され、滑り台に激突して砕ける。破片から飛び出した氷魚は、地面を転げた後、眩暈めまいを堪こらえる顔で立ち上がった。

（魔術師が火球を振り回したかと思えば、火球を中心に火炎人間が振り回される……制圧範囲が広すぎて、大きく跳んでも避よけきれない……っ！）

　全すべての魔力を防御に費やして、ようやく生き延びている状態だった。

　眷けん属ぞくとして豊富な魔力を持っている氷ひ魚おに、燦さんと燐りんは、番つがい鬼火の相乗効果特性により並んでいる。むしろ瞬間火力では凌りよう駕がしている。

　流石さすがに息継ぎは必要なのか、いまは爆風も止やんでいた。

「それにしたって……」

　氷魚が周囲を見回すと、まるで爆撃直後のような惨状だった。

　植木は全て松明たいまつとなり、遊具が融とかされ、地面が焦げて、公衆トイレが潰つぶれている。

「やり過ぎだよ二人とも！　これじゃ住民に被害が……っ！」

　抗争に一般人を巻き込んではならないという、魔術師の戦時規律に触れる光景だった。事実、鬼き柳りゆう家と〈ミズチ〉の魔術師たちも、その点には配慮している。

「「なんでー？」」

　そんな氷魚の追及に、燦と燐は虚うつろな声こわ音ねを揃そろえる。

「なんで避けるのー？」「なんで逃げるのー？」

　氷魚への返答ですらない。氷魚を仕留められないことに、稚ち児ごのような口く調ちようで、不平を零こぼしているだけだった。

「ちゃんと燃えてー」「焼けてー」「焦げてー」「踊ってー」「倒れてー」「でないとー」

　体を揺らし、炯けい眼がんの軌跡を描きながら、半人半炎の双子が狂気の顔を上げる。

「「だーめ♪」」

　燦と燐は鉄てつ槌ついを振りかぶり、背後で柄を交差させて、陶然とした笑みで氷魚を見た。

（……あ、ダメだこれ。完全に言葉通じない系のあれだ）

　氷魚の顔が、苦笑いのまま凍り付いた。

　侶りよ魔まの憑ひよう依い深度や、魔力の過剰運用によって時おり起きる、トランス状態だった。

　鬼火を従え狩りを楽しむ──彼女たちはいま、その狩猟本能に従って動いている。

「「よーぉい、どん!!」」

「お願い頭冷やして!!」

　鬼火を構えて突進してきた双子に、氷魚は鉄砲水を二条作り出し、射出した。

　鳴海なるみと違って溶解魔術までは重ねられないが、水流操作で蛇のように動く。

『『ぶぁふ!?』』

　燦と燐は水流を避けたが、氷魚の狙ねらいはその背後、彼女らが構えた大鬼火たちだ。

　水流は大鬼火にぶつかると瞬間的に蒸発、氷魚が目もく論ろんだ通りの水蒸気が視界を隠す。

　燦と燐が驚いている間に、氷魚は迷彩魔術で透明化した。

「「ヒ～オ～？」」

　燦さんと燐りんが酩めい酊ていした声で氷ひ魚おを探す。

　その氷魚は、まだ燃えていない植木の陰に避難していた。

　水膜を体に張って、熱探知も誤ご魔ま化かしている。囮おとりの水人形も別の場所に潜ませるという徹底ぶりで、どちらも〈大図書館〉への潜入時に使っていた魔術だ。

（……乙おと姫ひめ様から供給される魔力が少なくなってる。眷けん属ぞくに供給する余裕もないほど力を使っているんだ）

　氷魚は自分の体に流れる魔力量から、乙姫と花か蓮れんの戦いを察していた。

　恐らく、鬼き柳りゆう家と戦う他の眷属たちも同じ状態のはずだ。それが原因で攻めきれないとすれば、怜れ生おが鳴海なるみのところへ殴り込んだのも、功を奏したことになる。

（いや、どっちにしろあの二人には火力負けする。むしろ二人の方こそ、あの大火力ならすぐ燃料切れになる。ここは身を隠しながら持久戦に持ち込んで……）

　氷魚はそう考えながら、燦と燐の姿を覗のぞき見みると、

「聞こえる？」「聞こえるー」「おじさんのあげたー」「心臓の音」

　耳を澄ませていた燦と燐が、同時に氷魚へと炯けい眼がんを向けた。

「「見ぃーせーて？」」

「ホラー映画かぁぁぁぁぁ!!」

　氷魚が全力で跳ぶと、隠れていた植木が、燦の火球鉄てつ槌ついに焼殺された。

　立て続けに襲おそい掛かかる燐の火球鉄槌。氷魚は水蒸気爆発で自分を弾はじいて強引に逃れる。

　もはや公園内に留とどまってはいられず、氷魚は町へ逃げ込んだ。

　当然、燦と燐もそれを追い、交互に鉄槌を振り落とす。

「ぬおっ、なんだぁあの爆裂女子高生どもは!?」「新種の魔獣か!?」

「お嬢だ！　お嬢たちだーっ！」「退避！　敵も味方も退避ぃーっ！」

　交戦していた鬼柳家と〈ミズチ〉の魔術師たちが、慌あわてて散開する。

　氷魚は味方に詫わびる暇もなく、全すべての魔力を駆け足に集めて、東へ。

　やがて辿たどり着ついたのは──岸辺だった。

　荒川に沿って遥はるか北まで遡さかのぼってきた東京湾、真昼の快晴なら水没した家や信号機などが透けて見える、赤あか枝し宮みや周辺の海岸線だ。

「……っ、前にもあった状況だなぁ」

　浅瀬に着地した氷魚は、状況の相似に気付く。

　奇くしくもきっかり二十四時間前、川で彼女たちと激突したことが、全ての発端だった。

　皮肉というべきか、相応ふさわしいとみるべきか──氷魚はここで決着を狙ねらう。

　振り返れば、追ってきた燦と燐が、狂喜の表情で小太陽の鉄槌を掲げていた。

「「つーかまーえたっ!!」」

　燦と燐の掲げた鉄てつ槌ついは、骨の柄を伸ばして、上空で二色の鬼火を重ね合わせる。












　すると、雌雄の大鬼火が混ざり合い、赤紫色となって火勢を増した。

　相乗効果を起こす鬼火を融合させ、最大火力で振り下ろす気だ。

　彼女らもまた、トランス状態にあっても、ここが決着の場だと理解したのだろう。

（もう足は動かない。なら──残りの魔力！　全部ここで出し切る！）

　氷ひ魚おは両手に青紫色の紫電を走らせて、片かた膝ひざを落とし、海面に触れる。

　両手から生じた魔力光が海面に波紋を描くと、氷魚の背後で海水が湧わき上がった。

　海面は逆巻く滝となり、列車のようなサイズの濁だく流りゆうが、二頭の蛇を模して立ち上がる。更に、蛇の頭部が音を立てて氷結していき、巨大な『銛もり』となる。

　身近な水源を利用しての質量攻撃、氷魚に放てる最大の魔術だ。

「「「────ッ!!」」」

　そして、燦さん・燐りんと氷魚は、互いの大魔術を衝しよう突とつさせた。

　双子は同時に大火球を振り下ろし、氷魚は二頭の氷頭蛇を突撃させる。

　灼しやく熱ねつと激流の衝突によって起きるのは、当然のごとく水蒸気爆発だ。

　三人の姿は一帯ごと白煙に包まれ、それきり音が消える。

　やがて夜風が蒸気を連れ去ると──

「魔力切れ、かぁ」

　まず、氷魚はうつ伏せに倒れていた。

「あー、つっかれたぁー」

「はう、もう一歩も動けません」

　そして燦さんと燐りんも、半人半炎から元の姿となって、仰あお向むけに寝転んでいた。

　三方向から頭を寄せ合うようにして、少女が三人、夜の岸辺に倒れこむ。

「……噓うそ吐つき。まだ動けるでしょ」

「えー、動くのだるいー」

「ここはもうドローということで」

　氷ひ魚おの恨みがましい指摘に、燦と燐は惚とぼけるように返す。

　燦と燐も燃料切れではあるようだが、頑張れば氷魚に止とどめを刺すくらいの体力はある。

　だが、燦と燐はドローという結果を選んだ。

　勝利を逃す性た質ちでもなく、氷魚を殺すことすら躊躇ためらう人間ではないはずの彼女たちは、それでも、引き分けという結果を選んだのだ。

　それが誰のため、何のためであるか──氷魚は聞く気もないし、その余力すらない。

「ああ……」

　だから代わりに、燦と燐に合わせて仰向けになりながら、懐かしそうに呟つぶやいた。

「そういえば、よくここで遊んだっけ」

　三色の月が灯ともる夜空の下で、氷魚の言葉が静かに響いた。




　──花か蓮れんは、乙おと姫ひめの作り出した海中異界を飛ぶ。

「闘牛って意外と楽しいのね」

　花蓮の突撃を、乙姫はひらりと避よける。

　花蓮は立て続けに両手を振り回す。これもまるで駄だ々だを捏こねる子供だが、腕が振られる度に衝撃で海水が砕かれ、泡の白さが大きく広がり、威力を物語る。

「ていうかちょっと待って？　あなた本当に肉弾戦しかできないの？」

「そ、そんなことありません！　えっと、ええと──」

　乙姫が疑わしげに尋ねると、花蓮は慌あわてて頭を捻ひねる。

「手からビーム！」

「噓ぉ!?」

　花蓮が両手を向けると、本当に野太い赤しやつ光こうが放たれた。

　熱力か電磁力か、はたまた重力波なのかは不明だが、避けた乙姫の背後で、遠くに浮いていた氷の小惑星が粉砕される。

「帰せ帰せ！　怜れ生おさんのところに帰してぇ！」

　花蓮は涙目になって赤光を連発する。

　避けきれなくなった乙姫が赤光に手を振ると、山を砕く破壊力が、曲がった。

「この異界において、空間とは海水のこと。潮の流れとは空間の流れ」

　今度は手を使うことすらせず、乙おと姫ひめは花か蓮れんの赤しやつ光こうを逸そらしていく。

「私が念じれば空間が渦を巻く。あなたがどんな大火力を放っても、その『場所』ごと捻ねじ曲まげてしまえば、私には届かないの」

　宇宙空間でも、巨大な惑星は、その重力で光の軌道を曲げるという。

　それと同じような、物理力の理ことわりが、ここでは『海流』で起きるのだ。

　だからこそ、異世界──もしも物語のように、剣と魔法と中世文明で回る人間の世界があっても、そこは同じ人間が住む『別天地』に過ぎない。

　法則が、宇宙や生命の有り様が、完全に異なる世界。そこまで行って初めて異世界だ。

「では、妖よう魔まが国のファーストレディ同士、晩ばん餐さん会かいとでも参りましょう？」

　乙姫の背中に開いた『鰓えら』から、プランクトンのようなものが零こぼれていく。

　光る粒子は膨張して卵となっていき、中に生き物の影を描く。

　膨張していた卵たちが、一斉に孵ふ化か。

　白亜紀の恐竜めいたものや古代魚のようなもの、蛸たこの頭を持つ人魚めいたものや小さい魚群に泳ぐ巻貝、時代を問わぬ深海魚を集めたような、奇怪な生き物の大群に。

　少女が浜辺で戯たわむれるように歩くほど、魔魚の大軍勢が生み出されていく。

　仕上げに作り出されたのは、タコに似た巨大な頭足類。

　海の伝説に語られるクラーケンのような怪物に、乙姫は腰こし掛かけた。

　そうして見ると、乙姫の下半身が巨大な頭足類へ変へん貌ぼうしているようにも見える。

「さぁドラゴンさん、今日は新鮮な魚介類に食べられ放題よ♪」

「私を食べていいのは怜れ生おさんだけです！　いざ、活いけ造づくり！」

　濁だく流りゆうのように襲い掛かった魔魚の軍勢に、花蓮が突っ込む。

　先ほどのビームを両手から放つ。射程を短く、剣のように怪魚の群を切り裂く。

　世にも稀まれな、海中での一騎当千だ。赤い半人半蛇が自在に泳ぐ様は人魚を思わせる。

「愚かな子ねぇ、自分の力の意味をちっとも分かっていない」

「そんなの、どうでも、いいんです！」

　花蓮は大物を片付けると、細かい大群を赤光で焼き払った。

「ちっともよくないのよ、おバカさん」

　奮戦する花蓮だが、乙姫の操作した海流に沿って動かされていた。

　遠ざかってから気付いた花蓮が赤光を放つが、それも乙姫の手前で逸らされる。

「例えば私のこの力、魔界の海を支配する女神の権能」

　いつの間にか海流操作で運ばれていた氷の小惑星が、花蓮に激突して連れ去る。

「息を吸えば不都合なものの形を奪い、息を吐けば好都合なものを育はぐくむ」

　花蓮を連れ去った小惑星は、別の氷塊へと激突した。

「海流には誰も抗あらがえず、水圧には誰も耐えきれない」

　花か蓮れんのいる海域に、乙おと姫ひめは猛烈な水圧を掛かける。氷塊が潰つぶれ、花蓮ごと収縮した。

「私たちのこういう力が、人間界でも振るわれるとしたら？」

　圧縮されていた氷塊が罅ひび割われ、赤い光が溢あふれ返かえる。

　むきゃーっ！　と声を上げて両手を振り上げた花蓮が、無傷で現れた。

「その脅威はもう軍事なんて次元じゃない。一国の軍隊すら吞のみ込こむ災害よね」

　乙姫は暇つぶしのように、海洋恐竜の大群を作っては突撃させる。

「なら、そんな私たちを操れる〈王〉は？　それを幾人も備えた妖よう精せい都市連盟は？」

　海竜たちが花蓮の下へ到着すると、海中にも拘かかわらず生じた赤い樹きで串くし刺ざしにされる。

「そんな力を背景に植民を広げている妖よう精せい人じん種しゆは？　地球人の目にどう映るかしら？」

　顔を上げた乙姫に、花蓮は海竜を投げ付けた。

　赤い樹でハリネズミと化したそれを、乙姫の座るクラーケンが摑つかんで、捕食する。

「つまり、いま地球で何が起きてるかって言えば、そういうことなのよ」

　地球を背景とするような『世間話』を、乙姫という女神が口にした。

「私たちの夫が向き合うのはそういう道なの──この意味、分かる？」

「とってもよく分かりません！」

　むしろ誇らしげに答えた花蓮に、乙姫は「でしょうねぇ」と微苦笑した。

「怜れ生おさんには怒られるでしょうけど──」

　氷の小惑星が大量に、海中での流星群となって花蓮を襲う。

「私はそんな世界のことより、怜生さんとの『二人の世界』がいいんです！」

　流星群を搔かい潜くぐり、時に撃げき墜ついしながら、花蓮は訴える。

「世界の未来がどーたらとかより、もっと二人の未来を語らいたいんです！」

　ベシッと、尻尾しつぽで氷塊を弾はじき飛とばして、更に叫ぶ。

「でも、怜生さんが頑張ってるならすごく応援したいし！　なにより──」

　弾かれた氷塊が別の氷塊と衝しよう突とつするのを背景に、花蓮は握った手を上下に振る。

「また、『ありがとう』って言ってもらいたいんです！　それだけです！」

　花蓮の語る純朴な愛に、乙姫は何も言わない。

　その気持ち、分からないわけがない。しかし、自分はこれから彼女の夫を死なすのだ。

「だから」

　そのとき、花蓮が両手を上げると、水蒸気爆発が起きる。

　乙姫は目を剝むき、神の目で蒸気の中を見通すと、花蓮の頭上に巨大な火球があった。

　太陽だ──科学的には超重力による核融合ともいう。

「未亡人になんか、なってたまるかぁぁぁぁぁ!!」

「ちょ、あんたそれこっち向けんなぁぁぁぁぁ!?」

　花か蓮れんが何も考えず作った小太陽が、乙おと姫ひめに向けてフレアを放出、海域を蒸発させた。

　膨大な空間が雲となり、乙姫の海中世界に『空』が生まれる。

　人間なら蒸し焼きにされる高温蒸気の中で、花蓮は浮遊していた。

（怜れ生おさんはまだ生きてる。私の力が、怜生さんのところへ向かってる）

　侶りよ魔まとして、神霊としてこれだけは見失わない、契約者との繫つながりだ。

　方位を明言できるものではないが、繫がっているという事実は断言できる。

（この先に怜生さんがいる、そっちに向かって、道を作ればいい）

　怜生と花蓮を結ぶ婚姻契約──それが、乙姫の神域と彼の居場所を結ぶ接点だ。

　そこに、ありったけの力をぶちこめば、こじ開けられるのではないか。

「私と怜生さんが、赤い糸で結ばれてないはずがない」

　クラーケンに乗って雲海に浮上した乙姫は、そんな花蓮の言葉に顔色を変えた。

「私と怜生さんを結ぶ糸が、こんな『水槽』に阻まれるかぁ！」

　世界に、亀き裂れつが走った。

　稲妻のような亀裂は、花蓮と乙姫の頭上にあった。

（私の神域をこじ開けて、現世と繫げた！）

　許してはならない事態に、乙姫は目を見開いた。

　花蓮の脱出を許すということは、この龍りゆう神じんの猛威が、鳴海なるみに降りかかるということだ。












「怜れ生おさ──んきゃあ!?」

　亀き裂れつに飛び込もうとした花か蓮れんの尾を、クラーケンの触腕が摑つかんだ。

　引き下ろされた花蓮と入れ違いに、乙おと姫ひめが飛ひ翔しよう、亀裂の前に止まる。

　そして海流操作で水を呼び込み、花蓮が作った雲海を再び水没させた。

　すると亀裂の修復が始まる。クラーケンをビームで両断した花蓮が見上げる。

「そこを、退どけぇぇぇぇぇ!!」

　花蓮は赤せき眼がん金きん瞳とうを見開き、尾の先から火を噴いて、乙姫に突撃する。

　海流が滝のように落ちてきて道を阻み、空間ごと花蓮を下降させようとするが、抗あらがう。

　推進力だけでブラックホールから脱出するような力技だ。

　彼女は龍りゆう神じん、創世神。空間だろうと海神わだつみの神域だろうと、根底から覆してみせる。

「男を愛しているのは──」

　遂ついに上昇してきた花蓮に、乙姫は我が身を突撃させた。

「──あんただけじゃない!!」

　上る花蓮と下る乙姫が正面衝しよう突とつ、互いの手を摑み合い、額を突き合わせて眼光を競う。

　だが、単純な地力の競り合いなら、花蓮の方が格上だ。

　押し返された乙姫の背が亀裂に触れた直後──神域の砕ける音が、世界に響いた。




　人工島の地面に、鬼き柳りゆう怜生の血が落ちる。

　槍やりで体を支えた怜生は、荒い呼吸を繰り返しており、目の光が霞かすんでいた。

「よく粘るものだ」

　革靴の足音と共に、鳴海なるみが彼の前に立つ。

「無尽蔵の魔力と体力に治癒魔術、長丁場の強さでは〈王〉の中でも随一だろう」

　周囲は別世界だった。建物は溶解魔術で溶け、或あるいは赤い樹きの植木鉢となっている。

　怜生の作った緋ひ色いろの木々は燃えており、その半数は溶解液を浴びて煙を立てていた。

「だが、軍神や武神のように攻撃的な性た質ちではない」

　戦場には氷の巨兵たちも動いている。

　赤い木々がこれを外敵と見なして枝や根で襲う。氷兵が串くし刺ざしにされる光景もあれば、武器を振るう氷兵に樹が伐採される姿もあった。

「精神疲労も避けられない。粗あらの多い魔術で重傷を幾度も治せばそうなる」

　怜生の顔は血に染まっているが、治癒魔術のおかげで傷はない。

　しかしその顔色は、鳴海の指摘する通り、七日七晩も戦っていたかのようだ。

「戦士ではなく医師であり、医療を発達させ万民を救おうとする志には敬意すら覚える」

　言いつつ鳴海は水流を放つが、怜生は片足を奪われながらも転がって避よける。

　しかし避けた先に氷の巨兵が待っており、斧ふ槍そうが怜生を殴り飛ばす。

「私も一度は同じことを考えた。だが、〈王〉は人類のためではなく臣民のためにある」

　鳴海なるみは水刃を伸ばして怜れ生おを追撃する。

　治癒魔術で負傷を治した怜生は跳び、またも致命傷を免れる。

「数十億人の人類に対し、一握りの人間を選んで線を引き、それ以外より優先して守る。国とはそういうものだ。王とはそういうものだ。そうでなければならぬのだ」

　先ほどから似た光景の繰り返しだ。

　鳴海は怜生を仕留めようとしているが、怜生が間一髪で即死だけは防ぐ。

　そして欠損部を再生させて、また失う。もはや鳴海が拷問しているのと変わらない。

「戯ふざけたような台詞せりふだが、神や救世主を気取るな、少年。人間としての分を弁わきまえ──」

「うるせぇぞ腑ふ抜ぬけ野郎」

　言い捨てた鳴海が軍刀サーベルを振るおうとすると、怜生の口が動いた。

「黙って聞いてりゃ偉そうに。要は俺が商売すると儲もうからなくなるから潰つぶすってだけだろうが。戦う前から白旗振りやがって失望させんな〈水すい葬そうの王〉──」

　疲弊した声で言いながら、怜生が顔を上げる。

「そもそも、俺は商売人になる気なんかねぇよ」

　消耗した眼めに凄すごみを宿して、怜生は断言した。

　そうした怜生の周囲で、多数の木々が立ち上がっていく。

　怜生が地面に落とした血や手足が、赤い樹木となって成長していた。

「……なら聞いてやろう。貴様の王道とはなんだ？　何のために〈王〉となる」

　鳴海は、怜生の余力を測ることも兼ねて、そう問いかけた。

「何もクソも……お前、死ぬのが怖いと思ったことはないか？」

　失笑する怜生の周囲で、赤い木々が幹みきや枝を捻ひねり、縒より合あわせていく。

「事故とか病気とかで死ぬかもと思った経験は？　初めて親類縁者が他界したときゾッとしたことは？　今日家族が車に轢ひかれてたらと思って反へ吐どが出そうになったことは？」

　形を変えた木々は、生き物のような姿を取った。

　強化繊維が骨格を作り、絡み合う枝が筋肉となり、樹皮が外皮となっていく。

「死亡事故の報道や三流ドラマの不治の病で虫唾むしずが走ったことは？　どこぞの国のテロで犠牲者何人だとか災害で尊い命がとか飯が不ま味ずくて仕方ねえよな？　俺はそうだ」

　有機魔術で作られた生き物が、怜生の周囲で動き出す。

　樹木で編まれた一角獣がいた、牡お鹿じかや雄牛のような角を持つ四足獣がいた、鰐わにのような口を開いた大蛇がいた、枝葉で覆われた樹きの巨人がいた。

　赤い木々で編み上げられた魔物が、怜生の背景に集結していく。

「だから、そういうの、もう聞かなくていいようにするんだよ」

　視界も定かではないはずの怜生は、しかし爛らん々らんと光る眼で叫ぶ。

「俺に人の死を防がせろ！　失った手足を作らせろ、必要な腸はらわたを移植させろ、潰つぶれた頭を治させろ！　不治の病を根絶させろ！　俺の医学ちからが及ぶ範囲を無限大にさせろ！」

　戦士ではなく、医師の闘志──むしろ下手な戦士よりも獰どう猛もうな、医者の鬼気だった。

「俺に、俺のために、人を、死から救わせろ！　ついでにお前らも救ってやるよ」

　鳴海なるみは目を剝むいて沈黙する。

　死が恐ろしいから防ぐのだという論旨は、実に卑近な感情だが、妙に度を越えている。

　究極、世界中の人間が不死身になるまで安心できない。

　即すなわち──鬼き柳りゆう怜れ生おとは、そういう男なのだった。

「一見まともな人間が、実は誰より常軌を逸しているというのは間々あることだが……」

　剣は降ろさず、鳴海は周囲に氷兵を構築していく。

「貴様も大概だ」

　怜生と鳴海、樹きの魔獣と氷の兵団が、合戦前のように対たい峙じする。

　一拍の沈黙をおいて、二人の〈王〉が再び激突した。

　鳴海から放たれた多数の水流に、怜生の足元から伸びた巨樹の槍やりたちが衝しよう突とつする。

（樹を伸ばすより溶かされる方が早い。なら……！）

　怜生は巨樹を伸ばすと同時に、樹木に治癒魔術を掛かける。

　巨樹の槍が、溶解液に溶かされた部分を再生させ、溶解魔術に抗あらがう。

　その相殺現象を盾に、巨樹の槍が溶解液を突き抜けた。

「っ!!」

　鳴海は水流を中断して横へ跳ぶ。

　しかし、回避した樹じゆ槍そうが高速で枝を伸ばし、梢こずえの穂先に左腕を深く切り裂かれる。

　そこに怜生が突っ込み、屋上以来の白兵戦に持ち込んだ。

「男の決着はドツキ合いだろ」

　気絶寸前の顔色で笑う怜生と、負傷を堪こらえて迎え撃つ鳴海の左右で、軍勢が激突する。

　樹木の獣たちが、氷の巨兵たちと正面衝突。牡お鹿じかの魔物が氷兵を突き上げ、氷の騎士が雄牛に斧おのを振り落とす。一角獣が鎧よろいを貫けば、氷の槍が蛇を刺す。樹の巨人と氷の巨人が棍こん棒ぼうと大盾を激突させる。異形たちの合戦が巻き起こる。

（もう頭が回らねぇ、ここで仕留める！）

（接近戦はこの男の土俵。だが構わん、ここで直接首を取る！）

　怜生の槍と鳴海の刀が、攻防を開始した。

　赤い樹の槍と、青い氷の刀が、光線を引いて激突を繰り返す。

　そして屋上と同様、白兵戦なら怜生が押せる。

　左腕を負傷している鳴海が、太刀筋を鈍らせた。そこを突いて、怜生は二ふた叉また槍を操る。

　二叉の穂先が、軍刀サーベルを挟むように引っ掛けた。

　すると槍やりが変形、柄が急速に捩ねじれることで、穂先が回転、鳴海なるみの軍刀サーベルに梃て子こが掛かかる。

　──音を立てて、刀が折おれた。

　鳴海が目を剝むき、怜れ生おの目は勝機を見み出いだした。

「っく！」

　声を吐いた鳴海が、足元から氷柱つららを立てて後退する。

　だが、高度な魔術触しよく媒ばいである軍刀を折られたことで魔術の精度が悪い。怜生が槍を薙なぎ払はらうと、氷柱の群が一斉に折られ、道が開く。

（取れる！）

　怜生は疾走して、槍を中段から突きに行く。

　鳴海の軍刀は折れた。仮に差し違えるつもりで振っても、槍の間合いには届かない。

　進路に罠わなの気配なし、周囲の氷兵たちも軍刀が折れると同時に溶け落ちた。

　確信を抱いて、怜生は槍を突き込む。

「？」

　世界が回った。

　今日これで何度目かという、非常に見覚えのある光景だ。

　鬼き柳りゆう怜生の首が、宙に舞っていた。

（なん、でだ？）

　回った視界に、鳴海の姿が映る。

　鳴海の折れた軍刀が、氷の刃やいばをまとっていた。

　氷は、更に柄つかから下へと棒状にも作られ、薙刀なぎなたとなっていた。

　怜生の槍よりも長大な大薙刀を、鳴海は全身の力を使って振り抜いていたのだ。

（再生の時間は与えん！）

　首を失った怜生の体とすれ違う形で、鳴海が踏み込む。

（頭部を仕留めれば再生はできないはず）

　背後に回した大薙刀を大上段へ。横から縦への流麗な二の太刀が描かれた。

（これで、終わりだ！）

　いまだ宙にある怜生の頭部へ、達人の兜かぶと割わりが叩たたき落おとされる。

（治癒魔術……ああ駄目だ、再生しても丸ごとぶった切られる……）

　死に際の遅延した時間で、怜生は確信した。

　自分の頭部は割られる。仮に首から下の再生が間に合っても、それごと唐竹割りだ。

（なにか、こいつの、予想を超える、活路は──）

　間もなく鳴海の刃が額に触れるという瞬間まで、怜生は生き足あ搔がく。

　目に映るのは、最後までこちらを警戒している鳴海と、首を失った自分の体だ。

「…………」

　そのとき、鳴海なるみは見た。

　宙に舞った鬼き柳りゆう怜れ生おの頭部が、何かを見つけると、どこか邪悪に──笑った。

「っ!!」

　何かをする気だと、壮絶な焦りに襲われた鳴海は、急ぎ大薙刀なぎなたを振り下ろす。

　刃やいばが怜生の額へと触れて、皮膚を割り、頭ず蓋がいを両断せんとしたその直前、

　鳴海の背中に、赤い槍やりが突き立てられた。

「────」

　鳴海は目を剝むいて振り返る。

　振り返った先にあるのは、右脇腹に突き刺さった二ふた叉またの槍。

　目線は槍を握る手から、生体甲かつ冑ちゆうの肩を上り、首から上に──

　新しい頭部を作り出した怜生の体が、鳴海を槍で突いていた。

　口角を引いた怜生が、槍を引き抜く。

　肝臓を貫かれた鳴海は、苦く悶もんを口にしながらも、振り返り様に薙刀を振るう。

　しかし怜生が石いし突づきで跳ね上げると、薙刀を構成する氷が砕かれた。

　続けて振り下ろされた穂先が、鳴海の手元から柄つかを砕く。

　距離を取って膝ひざをついた鳴海と怜生の間に、折おれた軍刀サーベルが落ちた。

「貴様……！」












　鳴海なるみが傷口を押さえると、水が生じて傷口を洗い、粘液となって埋める。

「貴様、自分がなにをしたのか分かっているのか……!?」

　眩暈めまいを覚えたのか軽く首を振る怜生に、鳴海は『それ』を提示する。

　ちょうど鳴海の足元に転がっていた──鬼柳怜生の首だ。

「理屈は分かる。貴様の治癒魔術なら、脳や記憶すらも含めて頭部の再生は可能だろう。だが、これはそういう問題ではない。これは、貴様は……！」

　鳴海はひどくおぞましげに、二つの頭部を見比べる。

　怜れ生おもまた、鳴海の足元にある自分の首を見ていた。

　新しく作った頭部で、眼めで、脳で、首から下のない自分の生首を見ていた。

「いま、俺が、生きてる──他に問題があるかよ」

　怜生にとっては虚勢だった笑みが、鳴海にはどう見えたのか、呼吸が止まっている。

「頭を生え変わらせるなど、医療という次元ではない……」

　戦せん慄りつの表情で立ち上がった鳴海が、脇腹を押さえながら語る。

「それを、死ななかったからいいのだと笑える貴様は──」

　鳴海は左手に新たな氷の刃を構築して、怜生を指し示す。

「今日、死んでおくべきだった人間だ」

　怜生は、その言葉を沈黙で受け止めた。

「……まだやる気か？　肝臓を抉えぐった。外側を塞ふさいでも内出血で死ぬぞ」

「黙れ」

　傷口から手を離して、鳴海なるみは氷の刃やいばを両手で握る。

　動けば傷は開く。軍刀サーベルは破損した上に手放され、もう溶解魔術も使えまい。

　対して怜生は、全すべての傷を完治させ無傷だ。治癒魔術の強みがここで出ていた。

「鬼き柳りゆう家の方では部下が戦っている。腹を刺されたくらいで終われるか……！」

　長おさとして、男として最後の意地を張った鳴海に、怜生は説得を諦あきらめる。

　怜生はサムライではない。だが、彼の刀は、受けて立たねばならない。

　槍やりを構えた怜生に、鳴海は斬きり掛かかる。

　滑らかな踏み込みからの一太刀は精妙だった。

　だが、右脇腹の重傷がどうしても速度を落とす。

　怜生の槍が、鳴海の刃を弾はじき、素早く穂先を回して、腹を突く。

　鳴海は後退して槍を引き抜こうとするが、目が揺れ、不可解そうな顔で膝ひざをついた。

「アルカロイド系の麻酔薬だ。もっと有害なものを体内形成してやることもできる」

　鳴海の腹を突いたまま、怜生が宣告する。

　怜生が穂先に有機魔術で形成した、植物由来の毒だ。

　毒とはいえ、アルカロイドは医療でも多く活用されてきた。

　殺さずに無力化できる毒。それが、戦士ではなく医師である彼が選んだ切り札だった。

「鬼き柳りゆう家から兵を引かせて交渉の席につけ。そうすれば解毒してやる」

　宣言すると、鳴海なるみはしばらく沈黙した後、通信魔術を起動する。

「〈水すい葬そうの王〉鳴海滝たき徳のりより全社員に通達、戦闘を中止し、撤退せよ」

　鳴海の通達を確認して、怜れ生おは槍やりを引き抜いた。槍を抜いた時点で形成魔術が解かれ、毒は消える。だが傷は残るため、鳴海は腹を押さえて動けない。

「いつか」

　鳴海の部下たちを警戒する怜生に、鳴海の声が掛かかる。

「いつか貴様も、己の力の業を知る。その汚らわしい力が世に広まれば、企図していない変革も起きる。こんなつもりではなかったと、後悔する日が来る。〈王〉は皆そうだ」

　皮肉な笑みを浮かべた鳴海は、怜生の胸中に言葉の棘とげを刺す。

「とりわけ貴様の身には、さぞやおぞましい未来が待っているだろうよ」

　失笑した鳴海に、怜生は答えない。

　そんな予感は反へ吐どが出るほどしている。それよりいま問題なのは──




「怜生さ～んっ!!」




　海から水柱を立てて現れた花か蓮れんが、音速で突っ込んでくることだ。

　乙おと姫ひめの神域から脱出した彼女は、人工島付近の海面から、空へと飛び出していた。

　遅れて、目を回した乙姫が海面に浮かび上がる。

　花蓮は上空で怜生の姿を目にすると、涙目で両手を伸ばしながら飛び込んできた。

　そして、ひょいと避よけた怜生の横を通過──崩れかけていた建物に突っ込み、粉砕。

　一拍の間を置いて、半人半蛇が地面を高速蛇行で戻ってくる。

　そして、途中で鳴海をはね飛ばし、怜生の前に起き上がった。

「怜生さんどうして避けるんですか！　ここは感動のハグからキスする流れですよ!?」

「いや避けるだろいまのは。あとお前が持ってんの首だよ、俺こっちだよ」

　落ちていた首を拾って詰きつ問もんする花蓮に、怜生が複雑な気分で指摘する。

　あれ？　と目を瞬しばたたいた花蓮は、立っている怜生と手元の首を見比べた。

「とりあえずそれよこせ、後々面倒になりそうだから燃やしとこう」

「そ、そんなもったいない！　捨てるくらいなら私にください！　ちゃんとごはんあげて立派に育てて繁殖させますから！」

「ブラックユーモアにも限度があるぞ!?」

　抱えて離さない花蓮から、自分の首を奪い返そうとする怜生であった。

　その間に、鳴海の部下たちが駆け付けて、自分たちの〈王〉を助け起こす。

　鳴海なるみの配下たちは、怜れ生おに武器を向けかけたが、

「止よせ。龍りゆう神じんと合流された以上、もはや人間では勝てん」

　鳴海が武器を降ろさせた。神霊を相手にすれば、人間は犠牲となるだけだ。

　乙おと姫ひめが花か蓮れんを抑えきれなかった時点で、大勢は決していたのだ。

「白旗を振ってなどいない」

　部下の手を借りて立ち上がった鳴海は、怜生に向けて口を開く。

「この借りは市場で返す。貴様が〈王〉となっても、〈ミズチ〉は潰ついえない」

　戦いでは負けたが、企業として負ける気はないと、鳴海は啖たん呵かを切っていた。

　それは、怜生が提示する和平の条件に同意するという含みも感じられた。

　鳴海は返事を聞かず、部下と共に去っていく。乙姫が隣に現れると、鳴海と少し言葉を交わした後、こちらに向けて舌を出した。花蓮も同様の動作で追い返す。

　ひとまず戦いは終わったのだと、怜生は息を吐ついて、花蓮を見た。

「怪け我がは？　疲れてないか？」

「なでなでしてくれたら治ります」

　余裕がある花蓮に小さく笑って、怜生は素直に頭を撫なでてやる。

「ありがとうな」

　言葉が口をつく。すると、心地よさげにしていた花蓮が、驚いてこちらを見上げた。

「どうした？」

「な、なんでもありません！　それよりもう帰りましょう！　夜も遅いですし！」

　珍しく赤い顔で慌あわてた花蓮は、身を隠すように怜生の背に回った。

　そうだな──と、怜生も頷うなずいて、二人は人工島から空へ飛ぶ。

　鳴海たちから追撃がないことを確認すると、怜生は通信魔術を開いた。

「義ね姉えさん、そっちはどうだ？」

『敵は撤退したわ。正直危なかったけど、よくやってくれたわね、怜生くん』

「燦さんと燐りんは？　あと、氷ひ魚おを見なかったか？」

『三人仲良く疲れ切って気絶してるわよ』

　燈あかりから聞いた怜生は、呆あきれと安あん堵どを同時に抱く。

「このままそっちに向かう。重傷者がいれば治せるだろうしな」

　そう伝えて、怜生は鬼き柳りゆう家に進路を取った。

「ああ……」

　ふと、通信の幻術画面に映る時刻を見て、怜生は気付く。

「そういや俺……今日、誕生日だったっけ」

　夜空でそう呟つぶやいた直後、時計の針が日付を変えた。

　鬼柳怜生の長い一日が、ようやく終わりを告げた瞬間だった。






終章　テクノマギア・モンスターズ






　いまや赤あか枝し宮みや大魔学院に、窓ガラスが割られた事件を覚えている生徒はいまい。

　一時は、〈大図書館〉に潜入を試みたスパイが熾し烈れつな魔術戦を演じたとか、深夜の学院に謎なぞの巨大樹が出現したとか、何の証拠もない怪情報も流れたが、すぐに忘れられた。

　鳴海なるみとの戦いから一週間──怜れ生おの多忙さに反して、景色は静かに秋へと移り変わる。

「「ぼっちのおじさんみーつけた♪」」

　学院の一角で弁当を食っていた怜生は、燦さんと燐りんにそう声を掛かけられた。

「普段なら、大きなお世話だって言うとこなんだけどな……」

「そうです！　ちっともぼっちじゃありません！　いまや立派な女連れです！」

　当人が主張するように、いま怜生の隣には花か蓮れんがいた。

　幽体で浮遊する彼女はいま、大魔学院の女子制服に身を包んでいる。

「まー、当校きっての不良生徒、鬼き柳りゆう怜生の侶りよ魔まがエロ可愛かわいい美少女になったってのは、最近ホットな話題だけど」

「だというのにおじさまと来たら、相変わらず人ひと気けのない非常階段でお昼ご飯を……！」

　燦に続いて、燐がハンカチで目尻を拭ぬぐいながら言う。

　二人の言うように、いま学院の一面記事は、怜生と花蓮のことだった。

　侶魔が人じん化かすることは、魔術師にとって当たり前なので、不自然には思われていない。ただ、花蓮も人型でいる分には奇跡的な美少女なので、話題にはなる。

「むむっ」

　その花蓮が、燦と燐の連れて来たもう一人の少女に、険しい表情となる。

「あの、先輩……」

「氷ひ魚おか」

　小こ沼ぬま地ち氷魚が、遠慮がちにこちらを見ていた。

「その後、大丈夫だったか？」

　燦と燐に花蓮を任せて、怜生は氷魚と二人で話す。

「〈ミズチ〉についてなら、鬼柳家との停戦に従う方針です。閣下だけではなく乙おと姫ひめ様まで敗れ、一いち文もん字じ卿きようの仲裁まで入った以上、もう真っ向勝負はできませんから」

　氷魚はまず〈ミズチ〉のことを語った。

　怜生たちと鳴海たちとの間では停戦協定が結ばれた。条文は、概おおむね怜生が史し紀きに語った通り〈ミズチ〉に経営改革を求め、お互いへの攻撃を禁じるものだ。

　細かい部分は燈あかりたちが詰めているが、ひとまず鳴海はこれを受け入れ、集めた魔術師を再び各地の支社へと帰している。

　油断することはできないが、前のように派手な攻勢には出られないだろう。

「氷ひ魚おの立場的には？　ほら、俺らとの仲とか、色々突っ込まれそうだろ？」

「先輩とのパイプ役っていう、何気に重要で複雑な役目をいただきました」

　氷魚は皮肉半分に言うが、彼女には適任だった。

「──先輩には呆あきれます。本当に『なんとかして』くれたんですから」

「なんとかできる人たちを頼っただけだ。正直、二度とごめんだ……」

　苦い顔をする怜れ生おを見て、氷魚は小さく笑う。

　鬼き柳りゆう家と〈ミズチ〉の全面抗争や、怜生・燦さん・燐りんの死という、氷魚の防ごうとしていた展開は、どうにか阻止されたのだ。

「〈ミズチ〉の経営改革は、簡単な道じゃありません。でも、私個人としてはこれでいいと思っています。これで〈ミズチ〉は、武器ではなく正当な経済の土俵で戦えます」

　氷魚も今回の戦いで、結社を支えていく決心を新たにしたのだろう。

　それは切った張ったの戦いではなく、市場での戦い、ごく普通の『仕事』での戦いだ。

「お互い、大変なのはこれからだな」

「ええ。というか私は先輩を見張る役目もあるので、あんまり油断しちゃ駄目ですよ？」

「そうか。まあ、スパイごっこも乙なもんだ」

　怜生たちと氷魚の関係は、もう以前と同じではない。

　ただ、燦と燐はあの戦いの後も、氷魚への接し方を変えていない。怜生もその気だ。

　やがて、昼休み終了の予鈴が鳴る。

「その心臓、次は勝手に止めるなよ？」

「はい。あ、そういえば私、先輩に思いっきり胸を見られちゃいました……」

　治療のことを思い出した氷魚が、胸元に手を添えて怜生を困らせる。

「怜生さん!?　いま妻として聞き捨てならない台詞せりふが！」

「治療だよ！　お前も現場にいただろ!?」

　そこで花か蓮れんが割り込み、入れ替わりで氷魚は校舎裏を出ていく。

　氷魚は立ち去り際に振り返って、悪戯いたずらっぽく舌を出していった。

　たとえそれが魅力的に見えても、いまや既婚者の怜生に、口説くことはできなかった。




　放課後、怜生は〈大図書館〉を訪れる。

　鳴海なるみとの一件で、怜生が〈王〉であることは、一部の大物たちに露見している。

　新王現るの報しらせを受けた彼らは、ひとまず一いち文もん字じ史し紀きを怜生の世話役に指名した。

　だから史紀は、今日も怜生に〈王〉としての講座を開く。

「スワンプマン、というものを知っているかね？」

　史紀がそう聞いてきたのは、今日の授業を終えた後のことだった。

　銘茶と銘菓を置いたテーブルを、怜生と花蓮、史紀と詩し乃のが囲んでいる。

「特撮ヒーローですか？」

「哲学だよ。まあ、俺もうろ覚えだけどな」

　首を傾かしげる花か蓮れんに説明するが、怜れ生おも哲学は趣味の外だ。

「ある人間が不幸にも雷に打たれ死に至った。だがその雷は付近にあった泥にありえざる化学反応を起こして、死んだ者と同一の容姿と記憶と元素配列を持つ人間を作り出した。この存在を『沼の人スワンプマン』と呼ぶ」

　史し紀きが語り、花蓮は早々に疑問符を灯ともした。

「『沼の人』は、死者と同じ姿で家に帰り、死者が読み途中だった本を読み、死者の人生を問題なく引き継いでいった。こうした存在がいると仮定して、それは死者と同一人物だと見なしてよいか、否か──という、一昔前にちょっと流は行やった思考実験さ」

　学術的な興味が灯る目で、史紀は怜生を見た。

「……よくできた怪談だと思います」

「ああ。ある日、警察が君や家族を訪ねてきてこう問とい掛かけるのだ。『別の場所であなたの死体が発見されました、あなたは何者ですか？』とね」

　史紀が言わんとすることに、怜生は気付く。

　いまここに、その『沼の人』がいるのだと。

「鳴海なるみとの戦いで、卿けいの首は地に落ちた。血流を断たれた脳はやがて死に、荼だ毘びに付され灰となった。そして卿の首にはいま、以前と全く同じだが、新しく作られた頭がある」

　詩し乃のが語る。鳴海との戦いは、やはり史紀と詩乃も詳細に見ていたらしい。

「『沼の人』の思考実験と、よく似ている」

　似ていると──つまり、いまここに居る自分は、死んだ鬼き柳りゆう怜生と似ているだけの別人なのではないかと、怜生の脳裏に恐ろしい疑念が過よぎる。

「……それは、魔術の時代より前の、霊体医学がなかった時代の古い哲学です」

　怜生は一呼吸を置いてからそう答えた。

「その通りだ。いわゆる『霊』というものを物質的に扱うこの時代では、スワンプマンの思考実験にも違った解答が出る」

　史紀も頷うなずいて話を続ける。

「例えば『魂』──旧時代の人間は、魂というと体のどこかで一塊になったものを想像していたが、呪じゆ医い学がくにおいては『血液のように全身に満ちているもの』であり、この循環が人間の『意思』を生み出しているとされる」

　怜生でなくても、現代人なら一般教養に等しいことだ。

「つまり、仮に頭部が生え変わっても、体に宿っている魂さえ保全されていれば、それは肉体が部位再生しただけだとも言える。君もまた、己を疑う必要はないだろう」

　怜生もそう思いたい。というか、そうではないと言われても困る。

「しかし、それは人間より妖よう魔まに近い有り様だ」

　そこで詩し乃のが、怜れ生おに対して試すような目を向けた。

「私のような神霊や、妖魔や魔獣といったものたちの本体は、血肉ではなく霊魂にある。肉体は魂の『着物』に過ぎず、変へん貌ぼうしようが新調しようが、どうということはない」

　確かに、詩乃や花か蓮れんたちはそういうものだ。そして──

「であれば、体がいくら破損しようと、頭を挿すげ替かえようと構わないという卿けいは、人間と言うより我々に近いものだと思わないか？」

「…………それは」

「これは、ここ数日君が受けていた検査の診断書だ」

　史し紀きが差し出したのは、わざわざ書面化された、怜生の診断書だった。

「霊視顕微鏡による検査で細胞霊質の変異が確認された。有り体に言うと──君の体は、人間から妖魔に近づいている」

　怜生はそれを聞き、書面を手にしたまま沈黙していた。

「え？　え!?　どういうことですかいまの!?　怜生さん病気なんですか!?」

　怜生の代わりに血相を変えたのは花蓮だった。

「疾患かと聞かれればそうでもない。現段階で健康には何の問題もなく、それどころか、魔獣のように強きよう靭じんな生き物へと変化している」

　史紀は書面の内容をそう要約した。

　怜生は言葉を失いながら、診断書を捲めくっては戻して、詳細に目を通す。

「記録魔術で遡さかのぼると、変異は〈王〉になった瞬間から起きている。元より、強大な魔力を扱う〈王〉は呪じゆ症しようを患わずらいがちだが、君の場合は生体細胞にまで影響が出ている。この先、龍りゆう神じんの力を使っていけば、更に加速するだろう」

　史紀は、怜生の様子を入念に観察しながら、間を持たせるように説明した。

「そ、そんな……」

　花蓮が青ざめた。史紀の宣告は、自分のせいだと言っているに等しかったからだ。

　やがて、診断書を捲っていた怜生の手が止まり、小さく震え始める。

「──大発見じゃないか」

　顔を上げた怜生は、興奮を隠しきれないといった表情で、笑った。

　青くなっていた花蓮や、様子を窺うかがっていた史紀や詩乃までも、目を丸くする。

「そうだよ、俺もバカだな。怪け我がや病気を治すだけじゃなく、人間の免疫や生命力自体を高めるのだって医療の命題だ。遺伝子治療、老化の遅延、癌がん細さい胞ぼうとの共生、一部は実現してることだ。なんでもっと早く気付かなかったんだ……」

　怜生は、自分の体に起きた変異を、すぐさま医療に結びつける。

　現実逃避、ですらない──彼はいま真剣に、新たな医療の境地を探ろうとしていた。

「あ、あの、怜れ生おさん？　どういうことですか？　余命幾いくばくとかそういう話では？」

「いや、全然？　この資料を読む限り、下手すると普通の人間より病気になりにくいぞ」

　怜生が首を傾かしげるように即答すると、花か蓮れんもほっと息を吐つく。

「確かにそうかもしれないが……」

　人間ではなくなっていると宣告されて、平然としている少年に、史し紀きは疑問の声を口にしかけたが──

「いや、そうか。人と妖よう精せい人じん、妖よう魔まや神霊すら共存する世代の人間だ。健康に生きていけさえすれば、遺伝子の差異や変化など重んじる対象ではないのか……時代だね」

　史紀が溜ため息いきを吐つくと、詩し乃のが、珍しく声に出して笑う。

「しかし、人を妖魔に作り変える技術を手にして、それでも医療とは。付ける薬がない」

　詩乃の呆あきれを受けて、怜生は背筋を正した。

「事の深刻さは理解しています。元々、魔術の乱用には呪じゆ症しようがつきものだ。それを承知で使っていた以上、覚悟はしていました。仮に俺がどうなっても、最悪技術が残ればいい」

　怜生は真まっ直すぐに史紀を見据えて、静かに宣言した。

「魔法技術テクノマギアの発展のためなら、多少は人を辞めてもいいと言うのかね？」

「妖魔が人になる時代です。逆があっても不思議じゃないでしょう」

　怜生はそう言って花蓮と顔を見合わせた。怜生は軽く笑い、花蓮は驚く。

　そして史紀もまた、神妙な面持ちで息を吐いた。

「私を含めて、〈王〉というものは、どこかしら歪ゆがんだり狂気を隠したりしているものだ。言わば、『怪物』と呼ばれるようになって初めて一人前だ」

　怪物の定義については構わず、史紀は怜生に鋭い笑みを向ける。

「怪物の世界へようこそ、鬼き柳りゆう怜生くん。君はもう立派な〈王〉──魔法技術テクノマギアの怪物モンスターだ」

　歴史を背負う古参の〈王〉が、未来を連れた新参の〈王〉を迎え入れる。

　史紀が、本当の意味で、怜生を同列の〈王〉だと認めたのは、正にこの瞬間だった。

　それが幸いなのか不幸なのか、怜生には分からない。

　分かるのは、もう自分は引き返せないところまで来てしまった、ということだけだ。

「さて、話は変わるが──」

　一呼吸を置いて、史紀は口く調ちようを楽しげなものに変える。

「実は〈水すい葬そうの王〉や〈大図書館の主あるじ〉といった二つ名は、私を含む物好きな者たちが、新たな〈王〉が出る度に頭を捻ひねって命名している」

「それは……知りませんでした」

　そういえば誰が名付けているのかと思っていたが、予想以上に身近にいた。

「そして昨日、君の〈王〉としての二つ名が決まった。君の賛否を聞きたい」

　史紀はそう言って、上品な白い封筒を差し出した。

　怜れ生おはその封筒を開いて、中に入っていた名刺ほどのカードを取り出す。

　そして、記されていた名に目を通して、なんとも言いい難がたい微苦笑を浮かべた。

「その……俺には分不相応では」

「遠慮はいらん。今後の卿けいに期待と畏敬を込めて、私と夫で考案したものだ」

　自信満々の顔をした詩し乃のと史し紀きに、カードを突っ返す度胸など、怜生にはなかった。




　そうして、怜生と花か蓮れんは〈大図書館〉を後にする。

「ああ、分かった。双子を連れてすぐ戻る」

　怜生は燈あかりとの通信を切って、軽い溜ため息いきを吐ついた。

　自分のことに関連して、鬼き柳りゆう家の周辺で少し問題が起きたらしい。

　鳴海なるみとのことほど深刻ではないが、かといって看過もできず適度に胃痛を誘ってくる、ここ最近何度も起きているような問題だ。

「花蓮、帰るぞ……」

　花蓮を呼んだ怜生は、彼女の姿を見て言葉を切った。

　といっても、花蓮は別に奇矯なことをしていたわけではない。

　体は人型の幽体で、ただ空を眺めていただけだ。

「────」

　時刻は日没の頃合いで、雲を被かぶった夕日が、黄金と緋ひ色いろの光条を空に広げている。

　東側では赤い月が輝き始めており、美しさと禍まが々まがしさが空に同居していた。

　そんな空を分けるように花蓮が立ち、長い赤毛が初秋の風に靡なびく。

　なまじ人の姿でいるせいで、いまの花蓮は、あまりに絵になり過ぎた。

（もし、俺が〈王〉じゃなくて、こいつが普通に人じん化かしただけだったら……きっと）

　きっと、彼女には与えられるべきものを与えられただろう。

　何も隠さず周囲に紹介して、侶りよ魔ま学級に通って学歴を得て、人の世の楽しみを享受し、更に年月が経たてば、燦さんと燐りんのように妖よう精せい人じんとなり、青春を全うできただろう。

　恐らく自分には、それを与えられない。〈王〉としての今後を思えば、確実に。

「……っ！」

　それはきっと、侶魔に対する魔術師として、女に対する男として、罪深いことだった。

「ん？」

　ふと見ると、横で花蓮が両りよう頰ほおを押さえて、何やら品のない笑みでこちらを見ていた。

「えへっ、えへっ。怜生さんいま見とれてたでしょー？　夕日をバックにたたずむ私に！　狙ねらってました！　あいたーっ」

　額に血管を浮かせた怜生のデコピンを受けて、花蓮がのけぞった。

　無駄な知恵を付けおって……と、怜生は溜息を吐く。

「花か蓮れん……」

「なんですか～？」

　額を押さえて涙目になってる花蓮だが、それでも呼よび掛かけには応じた。

「これから先のことだ」

　怜れ生おの口く調ちように真剣さを感じた花蓮は、目を瞬しばたたいて顔を上げる。

「当たり前だけど、楽じゃない。きっと、俺やお前が思っているよりも、辛つらい目に遭う。鳴海なるみのときみたいなことが、きっと、何回も起こる。それでも、俺は行く」

　決意しなくとも他に道はない。怜生も花蓮も、怪物の世界を歩むしかなくなったのだ。

　それでも、通さなければならない筋として、怜生は問う。

「そのためには、お前も必要だ」

　神霊であり相棒である花蓮なくして、自分は〈王〉の道を生き延びられない。

　つまり、この無邪気な花蓮を修羅道に連れていくのだと、怜生は理解していた。

　きっと、彼女の純情は少なからず傷つき、自分も少なからず屈折していくだろう。

　鳴海が予言したように、こんなつもりではなかったと、後悔する日が来るのだろう。

「ついてきて、くれるか？」

　詫わびる思いでそう尋ねると、花蓮は瞳ひとみに夕日を映して、頰ほおを染める。

「……あう、あうあうあうあう！　ずるい！　ずるいですよそんなの！」

「ずるい？　何がだよ？」

「だって、そんな、夕日とか浴びてそんな台詞せりふ……地獄の底までついていくに決まってるでしょコノヤロウ！」

　なぜかキレ気味だったが、花蓮はそう宣言してくれた。

「……そうか。じゃあ、ちょっと手を掲げてみろ。左手な」

「手？　ハイタッチですか？　雰囲気的にはキスだと思うんですけど……」

　首を傾かしげながら左手を上げた花蓮だが、怜生はその手を取り、携帯端末で簡単な魔術を掛けた。薄い発光が、花蓮の左手を包み、端末の画面に幾つかの数値が出る。

「怜生さん？　なんです？　いまの」

「測定魔術だ」

「測定？　なに勝手に測ってるんですか！　それとなんで手!?　普通スリーサイズとかそっちを知りたがるんじゃないですか男性なら！」

「いや、むしろ男なら一番知りたいとこだろ」

　手が!?　と、花蓮は自分の手を様々な角度から見て、夫の予期せぬ性癖に狼ろう狽ばいする。

　どうやら気づいていないようなので、怜生は黙っておくことにした。

「まあ、贈るのは当分先だろうけどな」

　こっそりそう呟つぶやいて、怜生は歩き出し、花蓮も慌あわてて後を追うのだった。

「そういえば怜れ生おさん、さっき一いち文もん字じさんにもらったの、何て書いてあったんですか？」

　ふと思い出したように、花か蓮れんが怜生に尋ねる。

「ん？　見てなかったのか？」

「字が難しかったもので」

「勉強も頑張ろうな？」

　てへ♪　と笑う花蓮に呆あきれながら、怜生はポケットから、先の封筒を取り出した。

「そのまま読むぞ？」

　怜生はカードを、夕日を透かすように掲げて、花蓮に見せる。

　花蓮は怜生と顔を並べ、紙面を見上げた。

　もし、名前を付けられることが、人生の第一歩だとするのなら──

　この〈王〉としての名を与えられた今日こそが、怜生と花蓮が見据えた王道の第一歩。

　今後、自分が世に知らしめねばならない王名を、怜生はここで口にする。

　緋ひ色いろの龍りゆうと共に、火の如ごとし道を往ゆく、その名は──

「死を滅ぼし、命を継ぐ者──〈緋あけの龍りゆう王おう〉だとよ」


《了》








あとがき






　皆様はじめまして、絵え戸ど太た郎ろうと申します。

　このたび、第十二回ＭＦ文庫Ｊ新人賞で最優秀賞をいただき、この一冊を世に送り出すことができました。

　作家として出す最初の一冊を手に取ってくださった皆様に、心から感謝しております。




　本作を完成させるにあたり、最も難航したのは、たぶんタイトルでした。

　タイトル決定は本文を書き上げてからでもいいので、意外と後回しにできるのですが、最後の仕上げであるだけにとことん迷います。

　多くの候補が挙がり、語呂が悪いものや、表紙に使うフォントと相性が悪いものなどを除外して、最終的には『境域のアルスマグナ』に落ち着きました。

　本作の舞台は、色んなものの境目が曖あい昧まいになっているからです。

　人間界と異世界、科学と魔法、人間とモンスター、正気と狂気、普通は別々であるべきものが全すべてごちゃ混ぜになった場所・赤あか枝し宮みやで、主人公がなにやら大それたことを志し、豪傑たちの競り合いに名乗りを上げる──そんな物語をお楽しみいただければ幸いです。




　ここからは謝辞を。

　イラストレーターのパルプピロシ様、酔すい狂きような外見が多い本作の登場人物たちを、一人も残さず見事に描き上げてくださりました。

　絵を描く方の苦労を何も分かってない私の無む茶ちやな注文と修正要求が重なり、さぞ難易度の高いお仕事だったことでしょう。それを凄すさまじいクオリティで描いてくださったこと、感謝を通り越して、感服の念にたえません。

　続いて担当様、いま読み返すと赤面ものの投稿作品に目を掛けてくださり、製品として売りに出せる域に磨き上げていただきました。

　打ち合わせで「怜れ生おが」「花か蓮れんが」と名前を口にされると、私一人の空想でしかなかった登場人物に命が吹き込まれていくようでした。おかげをもちまして、この『境域のアルスマグナ』という、文字通りのモンスターマシンが発進いたしました。

　校正様、数々の修正、お手数おかけしました。夢の舞台に立たせてくださった編集部・新人賞審査員の方々にも、この場で改めてお礼申し上げます。

　そして最後に、拙作を本棚に迎えてくださった読者の皆様。

　この一冊が、皆様の貴重なお時間を楽しませるものであったことを願って、ここに筆を置かせていただきます。ありがとうございました！















くずクマさんとハチミツＪＫ　電子特別お試し版　（著：烏川さいか　イラスト：シロガネ　ヒナ）



















　ハチミツについてご存じだろうか。

　甘くてねっとりとした、ミツバチによって作られる蜜。

　詳しく説明するならば、ハチミツは約80パーセントの糖分と約20パーセントの水分で構成され、わずかにビタミンやミネラル類も含む。花の蜜にミツバチの唾液が混ざったり、水分が蒸散したりしてできあがっていくらしい。

　このようなことまで知っている人がいたら、よほどの物知りか雑学好き、あるいはハチミツ大好きなハチミツマニアに違いない。もし後者だとしたら、ぜひとも今度お茶でもしたい。ハチミツトークだけで二時間は語り合える自信がある！

　しかし、残念ながら、ハチミツについてそこまで知っている人はほとんどいない。それが普通である。だが、ハチミツについて詳しくなくとも、ハチミツが人間から発生しないということだけは、誰もが分かっている不変の真理であると思う。

　……そう、不変の真理であったはずだ。







　川と住宅地に挟まれた堤防道。時刻は午後五時を過ぎたあたりだろうか。少し離れたところに見える山に陽ひが沈もうとし、空と川が茜あかね色いろに染まっていた。

　俺おれは、ハチミツについての情報サイトを表示するスマートフォンから、正面に立つ少女に顔を上げた。

「……もう一度確認するぞ。どういうわけか、どうしてか、お前からは汗としてハチミツが出てくるんだな？」

　彼女は不機嫌そうに頰ほおを膨らませた。

「ですから、さっきもハチミツの汗をかく体質だと言いましたし、しっかりと確認したではないですか──私のことを舐めて」

「みっ、妙に強調した言い方はやめてほしいぜ、天あま海み」

　おかげで嫌な汗をかいてしまった。俺が袖で額を拭ぬぐっている様子を見て、夕焼けに照らされた目の前の少女はわずかに微笑ほほえんだ。

　俺と同じ日ひ夏なつ高校の制服を着たその少女の名前は、天海桜さくら。ぱっちりと大きな瞳ひとみやすっと通った鼻、小振りながらもふっくらした唇くちびるが魅力的な、静かで可か憐れんな雰囲気の女の子だ。銀色のロングヘアや、透けてしまいそうなほど白い肌は、今は赤い西日のせいで、その髪は金色に、頰は桃色に染まっているように見える。背は俺より頭一つ分小さいくらいだから、高校一年の女子の平均くらいだろうか。ウエストが引き締まっているせいで、胸が強調されて大きく見える。そんな容姿のこともあり、学校では美少女の誉ほまれ高い。

「それで、あなた」

　天海に呼ばれた。俺には一応、阿あ部べ久きゆう真まという名前があるのだが、まあいい。俺が目を合わせることで応えると、彼女は小さな眉み間けんに皺しわを寄せて訊きいてきた。

「さっきのは何ですか？　全体的に……何と言うのか、獣っぽくなっていました。あなたも普通の人間ではないのですね？」

「ああ、まあ……な」

　約二十分前、俺はほぼ獣の姿をしていた。骨格こそ人間だが、獣毛を纏まとい、爪つめや牙きばが生えた、獣人である。

　獣人に変身してしまうには、ある一つの食べ物が原因となる。それは俺の大好物で、見るだけでもよだれが止まらなくなるのだが……おっと、そういえば、その食べ物を体から出すやつがすぐそこにいたな。

「……なんだか、いやらしい目で見られている気がします……」

　天海が黒目がちの瞳を歪ゆがめて、軽蔑の眼まな差ざしを向けてきた。

「とりあえず１１０番してもいいでしょうか？」

「待ってください天海さん！　まだ何もやってないじゃないか！」

「舐なめられました。ベロベロと」

「ほんとにそれはわるぅござんしたぁ！」

　思わず全力で謝罪してしまった。その様子を見て、天あま海みは声を抑えてクスクスと笑っている。

　俺おれたちは同じ高校、同じクラスで生活してきても、全く会話することなく二ヶ月を過ごしてきた。それがついさっき互いの秘密を共有する仲となり、今いっしょに学校から逃げてきた関係となってしまっていた。

　一体どうしてこんなことになってしまったのか。少し思い出してみるとしよう。










　単刀直入に言おう。

　俺、阿あ部べ久きゆう真まは、クマの父親と人間の母親の間に生まれたハーフである。まあ正確にはクマの妖怪らしいんだが……どちらにしろクマには変わりない。

　俺が小学校に入ってすぐの頃。ダイニングで朝飯を食べている時、唐突にそのことを母の口から告げられた。あたかも今晩のおかずを言うように、さらっとだ。

「久真、あなたのお父さんはクマなのよ」

　俺はテーブルの上に飾られた父さんの写真を見た。そこには、タンクトップの上にオレンジ色の作業着をダラッと着こなし、黒髪をツンツン尖とがらせた若い頃の父さんが満面の笑みでピースしている姿が写っている。記憶を持ち始めるより前から単身赴任で海外に行ったきりの父さん。どう見ても人間だ。

「お父さんが……なに……？」

「クマよ。それもただのクマじゃないわ。長く生きすぎたせいで妖怪になって、人間の姿になれるクマなのよ」

「そっ、そんなわけないよっ！」

「そう言うと思ったわ。まあ、当然の反応よね。ちょっと待ってて」

　いきなりキッチンの方へと向かった母さんは、一リットルほど容量がありそうな瓶を抱えて戻ってくると、それをテーブルの中央にドンと音を立てて置いた。

　瓶の中には、半透明に輝く黄こ金がね色いろの蜜。見つめているだけで、口の中に甘い花の香りが広がるような錯覚がし、胸が小刻みに鼓動を打ち始めた。本能的に、体がそれを欲していると感じていたのである。

「これはハチミツ。クマの大好物よ」

　母さんの言葉に首を傾かしげた。それまで俺おれはハチミツというものを知らなかったのだ。今から思うと、その時まで意図的に母さんが俺の前から遠ざけていたのかもしれない。

　母さんは瓶の蓋を開け、俺の顔の前に突き出した。

「んぅっ！」

　濃厚な甘い香りが鼻に飛び込んできた。

　すると同時に、不思議にも一気に嗅きゆう覚かくが冴さえた。今までずっと鼻づまりでも起こしてたんじゃないかと思うくらいだ。鼓動が加速し、無意識によだれが吹き出した。体中を熱い血が駆け巡り始めて、身が軽くなったように感じ、無性に外へ走り出したくなった。

　俺の身体に一体何が起こったんだ!?

　困惑する俺の前に、母さんは手鏡を取り出してきて見せた。

「ぎょえっ!?」

　自分の目を疑った。鏡に映る俺の姿はいつもと違ったからだ。六歳の少年の顔は黒い毛に覆おおわれ、犬のように鼻が伸びていた。頭には黒い半円型の耳が生え、口の中からは鋭するどく尖とがった八重歯が覗のぞいている。

　それだけではなかった。母が、はい、と言って渡してきた手鏡を、俺は受け取ることができなかったのだ。なぜなら、受け取ろうとしたその鏡を──右手一本で粉々に握り砕いてしまったからである。

　俺の手は、形こそ人のものだが、猛獣のように毛むくじゃらだった。

「それはクマ化。あなたがもっと小さい時にも何度かあったことよ」

「クマ化…………」

　変化した自分の容姿や常識では考えられない怪力を前に、幼いながらも、自分が普通の人間ではないということを認識したのだった。

　それからは、しばらくハチミツに怯おびえながら過ごすこととなった。クマ化するところを誰かに見られれば、テレビの見世物や人体実験の道具にされてしまうかもしれない。一歩間違えれば、普通の人間としての生活は程遠くなってしまうと思っていた。

　しかし、この現代の人間社会に暮らしていればハチミツと遭遇することなんてほとんどない。たとえ出会ったとしてもケーキやパンに加工されているためほとんど香りがなく、よほど鼻を近づけなければクマ化しない。そのため、クマと人間のハーフであると告げられてから一年が経たつ頃には、俺おれは以前のようにクマ化を気にせず生活できるようになった。そして九年経った現在では……──

「う～ん、やっぱりレンゲのハチミツはパンに付けて食べるのが最適だな。癖がないからそのまま味わうのが一番だぜ」

　──常軌を逸したハチミツマニアとなり、家の中ではクマ化なんてお構いなしでハチミツを食べるのが当たり前となっていた。

　そして、十五歳になり、ハチミツに対する危機感をほとんど失った俺は、無事に高校の入学式を迎えることとなった。

　石造りの正門をくぐる新入生たち。空は薄青色に透き通り、校舎までの数十メートルの道のりは満開のサクラが舞い散り美しく飾り付けられている。まるで学校全体が俺たちの入学を祝ってくれているようだ。

「ん……」

　ふわっと、微かすかな甘い香りが鼻腔をくすぐった。バラ科の植物、サクラの香りの甘みに似ているが、今この場に散っている花のものではない。もっとねっとりとした甘さを感じる。そう、これは──

「──ハチミツの香りだ」

　うっかり声に出してしまった。

　慌てて周りを確認するが、他の生徒はとくに気に留とめた様子もなく校舎へと足を進めている。どうやら今の発言は誰にも気付かれなかったようだな。

　……と、思ったが、一人だけ、少し先にいた少女だけが俺に振り向いていた。真新しい薄黄色のブレザーや長いプリーツスカートの制服に身を包み、銀色のさらりとした髪をした少女だ。たぶん俺と同じ新入生だと思う。

　サクラ吹雪の中、髪やスカートをなびかせて佇たたずむ少女は、まるで絵画から飛び出してきた春の妖精のように見えた。

　不覚にも見とれてしまっていた俺に、彼女は真ん丸に見開かれた深い青色の瞳ひとみを向けてきていた。だが、すぐさま何事もなかったかのように体を反転し、校舎へと歩みを進めた。

　しまった……聞かれてたのか。突然ハチミツの香りとか言いだす変なやつに見られたかもしれない。ああ、穴があったら入りたい。もちろんハチミツを持って。

　どうしようもない恥ずかしさを胸に再度歩き出そうとしたところで、頭の両端に違和感を覚えた。

「ん……っ!?」

　慌てて頭に手を触れると、そこには柔らかい感触。間違いない……！

　は　え　て　る　──!!












　俺おれの頭にクマの耳が生えている！

　不意に訪れたハチミツの香りに反応して、俺の中のクマとしての本能が目覚めようとしているのだ。このままでは、高校に獣人が現れたとして大騒ぎになってしまう。

　鎮まれ俺の両耳！　クマの本能！

　寝ぐせを気にするように頭を押さえていると、幸いすぐに頭の耳は引っ込んでくれた。軽く周りに目を向けても、頭を押さえる俺を若干気にする素振りを見せるくらいで、人外の何かを見つけたような反応をするものはいなかった。ほっと安あん堵どの息を吐つく。

　……危なかったな。あと少しで、入学初日から俺がクマ人間だとバレてしまうところだった。そんなの冗談じゃない。

　さっきまでのハチミツの香りはもうしなくなっている。

　それにしても、どうしてハチミツの香りがしたんだ……？　しかも、あれはただのハチミツの香りではなく、サクラのハチミツに似たものだったぞ。サクラのハチミツといえば非常に希少で、自然状態ではほとんど作られることがなく、養よう蜂ほう師しでも熟練の中の熟練にしか作れない代物なんだ。

　もしかしたら、この辺りにはハチミツを製品加工する工場でもあるのか。ミツバチを生育する養よう蜂ほう場じようやハチミツを使ったお菓子を作る工場とか。もしそうなら、今度ぜひ見学に行きたいっ……じゃなかった、これからこの道を通る時は息を止めるなど、いちいち気を付けなきゃいけないのか。ちょっと面倒だな。

　そんなことを思いながら昇降口から校舎に入り、受付を済ませて体育館へ。そこで形式だけの入学式を終え、俺おれたちはそれぞれのクラスに入って自己紹介をした。

　窓側最前列に座る俺が、まず初めに立つ。

「出席番号一番、阿あ部べ久きゆう真まです。日ひ夏なつ中学校出身です。よろしくお願いします」

　それだけ言って腰を下ろすと、担任教師の拍手に釣られるようにクラスから拍手が起こった。阿部という名字ゆえ、出席番号はほとんどが一番か二番だった。そのため昔からこうして何かを最初にすることが多かったが、それにももう慣れた。

　拍手が鳴なり止やみ、次の生徒の自己紹介に移る。俺の後ろに座る女子生徒が立った。

「出席番号二番、天あま海み桜さくらです」

　ん……こいつ……っ!?

　後ろの生徒を振り返り、俺は目を見開いた。そいつは、ついさっき俺のことをぎょっとした目で見てきた銀髪の女子だったのだ。

「出身は日ひ影かげ中です。どうぞ、よろしくお願いします」

　暗い雰囲気の挨拶をしてすぐに着席。その際にふわりとそよ風が巻き起こり、彼女の香りが俺のところまで辿たどり着ついた。

　この香りは……──

「……またハチミツだ……」

「っ!?」

　座ったばかりの天海がビクッと肩を震わせて俺を見た。口の中で発音したつもりだったが、少し音が漏れたのか。彼女は先ほどと同じように、大きい目を丸く見開いている。

　一度ならまだしも、二度も「ハチミツ」と言ったのを聞かれてしまった。これではハチミツが大好きな変なやつみたいじゃないか。まったくその通りなんだがな。

　再来した羞恥心に、俺は思わず体を前に戻した。

　そもそもこのハチミツの香りは何なんだ？　嗅きゆう覚かくには多少の自信がある俺にしか気付けないような微かすかなものだったが、確かに今、それは天海から漂ってきたぞ。

　まさか……こいつがハチミツの香りの発生源なのか……？

　次の生徒の自己紹介を聞くふりをして、恐る恐るもう一度後ろを振り返った。

「むー……」

　天海は眉み間けんに皺しわを寄せて、ジーッと俺のことを見つめていた。危うく目が合いそうなところだったが、気付いてないふりをして目を逸そらした。視界の端で真まっ直すぐに視線を浴びせてくる天海が見える。

　こうして近くで見てみると、やはり天海はよく整った顔立ちをしている。こんな美少女に見つめられたことなんてないから、図らずも鼓動が加速してしまう。

　しかし、この状況をどう処理したものかと悩んでいる内に、天あま海みは警戒を解くように深くため息を吐つき、すぅっと視線を横にずらした。天海の視線を辿たどっていっても、そこには黒板しかない。天海は、クラスメイトの自己紹介を聞く様子もなく、ただつまらなそうに黒板を見ていたのである。

「よし、これで全員か。じゃあ、これからこのクラスで一年間やっていくことになるが、分からないことや困ったことがあったら遠慮なく俺おれやクラスメイトを頼るんだぞ。まあ、俺もこの学校一年目だから、逆にお前たちに訊きくかもしれないが」

　三十路みそじを迎えたばかりと思われる男性教師が締めくくり、それから一言二言付け加えてその日は下校となった。

　教師が去り、ちらほらとざわつき始める教室。自己紹介で気になった者のところへ行って話をしている生徒が多いようだ。

　俺も後ろの席の天海に話しかけてみようと思った。このままハチミツの香りを浴びせられれば、今朝のようにクマ化してしまうことがあるかもしれない。覚悟していればクマ化せずに済むだろうが、せめてハチミツの香りがする理由を知っておきたかったのだ。

「えっと、天海……ってあれ」

　しかし、後ろの席に天海はいなかった。もう帰ってしまったらしい。

　入学初日といえば、その後の人間関係を作る上でかなり重要な日だと思うんだが……変なやつだな。まあ、後を追いかけてまで何かを言うような関係でもないしな。

　俺は教室に残って、これから一年間をともにするクラスメイトたちと改めて自己紹介をし、親睦を深めるために何人かと遊ぶ約束まで取り付けたのだった。

　それからしばらくは、天海のことが気になって仕方なかった。彼女が近くに来ると、決まって例のほのかなハチミツの香りがしたからだ。

　クマの力で人より鼻が利く俺にしか気付けないほどの弱い香りだったが、ひょっとして、ハチミツの香水でもつけてるのか。あるいは、ハチミツを持ち歩いてるとか。どちらにしろ、サクラの花から作られたマニアックなハチミツの香りだし、きっと天海はハチミツについて相当熱く語れるマニアに違いない。目の前にそんなハチミツマニアがいるというのに、声をかけないということができるだろうか。もちろん、否いなである。

　入学から三日目くらいの休み時間、俺は天海と話をしようと意気込んでいた。しかし、席で読書をする天海に話しかけようとするも、先客が来て声をかけてしまった。

「天海さんだよね。よかったら、今度の日曜に映画でも行かない？」

　それは同じクラスの男子だった。デレデレとした顔で天海の隣に立ち、彼女の唇くちびるから紡がれる言葉を待っている。けれども、天海は返事をしない。本の文字に目を走らせるだけで、完全に無視を決め込んでいた。

　機嫌でも悪いのだろうか。今日は話しかけないほうがいいかもしれない。俺は天海と話したい気持ちを抑え、大人しく席に着いて次の授業の準備をした。

　しかし、天あま海みが返事をしなかったのは機嫌が原因でなかったと知ることとなった。

　天海は体が弱いらしく、体育の授業も見学することがほとんどだ。日光にも弱いようで、陽ひの光の下に姿を現すところはほとんど見たことがない。そんな彼女のことを気遣ってか、クラスの女子たちが積極的に声をかける場面があった。

「天海さん、次の移動教室までいっしょに行こうよ！」

　だが、天海は静かに首を横に振り、とっとと一人で歩き去って行ってしまった。

　天海はいつもそうだったのだ。話しかけられても、無視するか冷たくあしらうかで、まともに取り合おうとしない。つまり、厚意も好意も受け止めようとしなかったのである。

　入学して一ヶ月が経たつ頃には、そんな天海に話しかける生徒はいなくなっていた。

　天海から甘く柔らかな香りが漂ってくるたびに、彼女とハチミツについて語りたくて仕方なくなったが、どうせ答えてもらえないだろうと、天海と話すことを諦め、彼女の印象も頭の中から次第にフェードアウトしていったのであった。

　そんな、会話もしないただのクラスメイトだったはずの天海と一気に距離を縮めることになったのは、入学して二ヶ月が過ぎようとした今日のことだ。

　雲の切れ間から覗のぞく強い日差しにより、ここ最近では一番暑い日となっていた。夏とまではいわないが、初夏だと実感させてくれる陽気だ。それなのに、本日最後の授業はよりにもよってグラウンドで体育だった。それも五十メートル走のタイムを計るというもの。言わずもがな、クラスの誰もがげんなりとしていた。

　今は女子がタイムを計っている。俺おれたち男子は、体操服姿の女子の走りにちらちらと目を向けながら、ウォーミングアップをして男子の番が来るのを待っていた。

「今日は天海さんの体操服姿が拝めないのかぁ」

　校舎の二階窓に顔を向けて、残念そうに話しかけてきた丸刈りの男子は、教室では隣の席に座る河こう野の秀ひで樹き。入学以来よくつるんでいる友達である。

　河野の言葉通り、いつもはグラウンドや体育館の端の方でちょこんと体育座りをして見学をしている天海の姿が今日はない。

「ほら、天海さんって体が弱いだけでなく日光にも弱いじゃんか。今日は日差しが強いから教室で自習なんだとさ」

「ふーん」

　河野が鼻の下を伸ばしきっただらしない顔をする。

「いいよなぁ天海さん。インドア文学少女の雰囲気を醸し出してて、見てるだけで幸せな気分になれるぜ。さすが日ひ夏なつ高校一学年二大美少女の一人だよなぁ」

「二大美少女だって？　そんなの初めて聞いたぞ」

　河野が嘲あざけるように俺を見た。

「おいおい、阿あ部べ。まさか知らないのかぁ？　入学早々、一学年に二人も絶世の美少女がいるって噂うわさになったんだぜ。そのうちの一人が天あま海みさんだ。あぁ～あんな美少女とお付き合いとかしてみたいもんだよなぁ」

　そう言いつつも妄想をしているのか、またも鼻の下を伸ばす河こう野の。

　こいつは男ばかりの野球部に所属しているせいか、常に女っ気というものに飢えている。その飢き餓がを感じ取って女子たちが避さけていると気付くのは、一体いつになるのやら。

　俺おれは一年Ｂ組の教室の窓に目を向けた。校舎二階、端から二番目の教室。その教室の窓は開かれ、一部かかっていたカーテンがゆったりと風になびいていた。あのカーテンの奥に、天海はいるのだろう。

　綺き麗れいな顔をしているとは思っていたが、まさかあんな不愛想なやつが一学年二大美少女とまで言われていたとはな。まあ納得はできるが。

　その後も河野と雑談を交わしながら授業を終えた。この学校は朝にのみホームルームを行い、帰りの会といったようなものがない。だから、最終の授業が体育だと、大方の生徒はそのまま部活へ行くか帰宅することになる。

　俺も制服に着替えて早く帰宅するため、更衣室へ向かおうとした時だった。

「おい阿部、ちょっと手伝ってくれ」

　担任兼体育教師から呼び止めを食らってしまった。嫌な予感しかしない。

「じゃあオレは先に行ってるな。がんばれよ、阿部く～ん」

　河野も俺と同じものを察知したのか、ニタニタ笑顔で逃げるように去って行った。

「よし、阿部。これを体育準備室まで運んどいてくれ」

　屈強な体育教師の指差す足元には、五十メートル走のタイムを計るのに使ったストップウォッチやピストルなどが入れられたカゴがあった。

「……いえ、あの」

「何だ？　阿部は部活入ってなかったよな？　今日何か用事でもあるのか？」

　返事を渋る俺に教師が訊きいてきた。

　ああ、用事ならあるとも。今日は数日前にネットで注文した、マヌカという花のハチミツが届く日なんだ。マヌカのハチミツはなかなか手に入らない上に高価で、ここ一ヶ月間ずっとこの日を楽しみに過ごしてきた。だから一刻も早く家に帰りたいと思っていたんだ。

　だが、これを話したところで教師には正当な理由とは受け止められないだろう。

「大丈夫です。やっておきます」

「そうか、じゃあこれ頼んだぞ。先生は職員室の方に用事あるから」

「わかりました……」

　体育教師が校舎の方へ去って行く姿を横目に、俺はしぶしぶ体育準備室まで遠回りをし、そこから更衣室へ全速力で向かった。

　ほとんど誰もいなくなった更衣室で制服へ着替え、とっとと帰宅しようとしたところで、スクールバッグを教室に忘れてきてしまったことに気が付いた。

　早く家に帰って愛いとしのハチミツちゃんに会いたかったのだが……仕方ない。

　俺おれは半ば駆け足で教室に戻った。傾いた西日が斜めに差し込む室内は、黄色っぽい光に満ちている。どうやら明かりが消えているようだし、もう誰も残ってないのか。

　とにかく、早いところバッグを取って帰ろう。

　俺の席は入学以来ずっと窓際一番前の席。

　すっかり一人きりという気で自分の席まで行き、机の脇に掛けられたスクールバッグを手に取ろうとしたところで、

「ぬわっ!?」

　入口付近の席で机に突っ伏す生徒を発見した。半袖ブラウスとスカートを着ている。

「天あま海みか……」

　その銀色のロングヘアは、明らかに天海のものだった。入学から一週間が経過した頃、天海は日差しを避さけるため席を移動していたのだ。

　びっくりしたなぁ……それにしたって、どうしてこんなとこで寝てるんだ？

「いや、それよりも今はバッグバッグ。待っていろ、マヌカハチミツちゃん」

　見なかったことにしてバッグを手に取り帰ろうとした俺の頭に、先ほど河こう野のが話していた言葉が蘇よみがえった。




　──天海さんって体が弱いだけでなく、日光にも弱いじゃんか。今日は日差しが強いから教室で自習なんだとさ




　寝ている……んだよな？　まさか、気を失っているとかじゃ、ないよな……？

　今日はここ最近ではとりわけ日差しが強い日だった。日光に弱い天海にとっては、厳しい一日だったかもしれない。白いブラウスの背中は穏やかに上下しているが、果たしてこれが寝ているだけという保証はどこにもない。

　段々こいつのことが心配でならなくなってきた。

　俺はごくりと唾を飲み込み、彼女の肩を軽く叩たたいた。

「お、おい、天海……？」

「…………」

　返事がない。俺の中の悪い予感が一層沸き上がった。

「おい！　天海！　起きろ！」

　今度はもっと大きな声で、天海のブラウスを摑つかんで揺すってみた。

　すると、彼女の体がピクッと動き、重たそうに顔を持ち上げた。

「うぅ……ほへ？」

　ほへ？

　天あま海みが眩まぶしそうな目をこっちに向け、小さく首を傾かしげた。

　こりゃ寝ぼけてるな。普段の天海からは想像もつかないほどの間の抜けた顔だ。

　だが、これで一安心。

「なんだ、寝てただけだったんだな」

「はひぃ、自習をしていたら少し眠くなったので、明かりを消してふわぁ～……」

　天海は仔こ猫ねこのように目を細めてあくびをした。

　こんな饒じよう舌ぜつな天海は初めてだぞ。たぶん、寝起きで状況がよく分かっていないんだろうな。それにしても、無事で本当によかった。俺おれはほっと安あん堵どの息を吐つこうとしたところで……鼻を強く刺激する甘い香りを大きく吸ってしまった。

「うっ……ハチミツ……っ！」

　まるで目の前にハチミツが置かれているような濃い香りだ……！　これは一体？

　そうか、ずっとうつ伏して寝ていたせいでハチミツの香りが充満するドームができていたんだ。

「くそっ……抑えられ……っ！」

　ドクンと鼓動が鳴った。体中の血管が燃えるように熱くなっていく。

　──クマ化が始まった！

　頭の上に神経が通い、新たな感覚が目覚めた。俺の頭には、クマの耳が生えてしまっているのだろう。

「はへ、どうしたんれすか？」

　天海がトロンとした瞳ひとみで顔を覗のぞき込こんできた。幸い、寝ぼけて俺の変化には気付いていないようである。

　どうする。外へ逃げるか？　いや、今外に出ればもっと多くの人に出くわす可能性がある！　かといって逃げなければ、頭が冴さえてきた天海に悲鳴を上げられてしまう！

「……っ!?」

　何か音が聞こえてきた。たぶん誰かが接近してくる足音だ。もう十秒もすればこの教室へ辿たどり着ついてしまうかもしれない。

「隠れねぇとっ!!」

「はっえっ!?」

　天海の手を摑つかんで無む理り矢や理り立たせ、黒板の方へと引っ張った。未いまだ焦点の定まらない目をしていた彼女が、困ったようにぱちくり瞬まばたきをする。そんな彼女ごと、俺は教卓の下へと体を潜り込ませた。

　後で気付いたんだが、天海までもいっしょに隠れることはなかった。適当な理由を付けて教室の外へ追い出し、その隙に俺おれ一人だけ隠れればよかったんだ。だけど、この時の俺は、そんな判断すらできないほど焦っていたのである。

　本来二人で潜り込むなんて想定されていない教卓の下は非常に窮きゆう屈くつだった。限界まで身を縮めても、どうしても肩が触れ合ってしまう。

「……へっ……？　ちょっ、ちょっと何しているのですか……っ！」

　意識がはっきりしてきたのか、唐突に天あま海みが暴れ出した。体がぶつかり合い、ガタガタ教卓が音を立てる。

「頼む！　大人しくしてくれ！」

　天海を押さえ込もうとしたが、余計に彼女はもがいた。

「はっ、放してください！　変態！　猛獣！　ケダモノ！」

「お願いだ天海！　静かにしてくれ！　このままじゃ俺は危ないんだっ！」

　ぎゅっと天海の体を抱きしめた。

「っ!!」

　天海の声にならない悲鳴。

　俺の腕が天海の二の腕や腰に触れ、味わったことのない感触が腕を支配した。

　うわっ、柔らかっ！　女の子ってこんなに柔らかいのか！

　ちょっとしたことに驚きを覚えている俺の鼻を、さらなる衝撃が襲った。

「……ぐぉっ、すごいハチミツの香りだ……っ！」

　これまでとは比べものにならなく濃いハチミツの香りが肺へと侵入し、クマの本能が大波のように押し寄せてきた。

　うまそうだ……！




　──ドクンッ




　心臓が一度強く高鳴り、早鐘を打ち始めた。自然と息が荒くなり、体が軽くなったような妙な浮遊感が出てくる。

　まずい……！　本格的にクマ化が始まった……！

　視界の下に、真黒な毛に覆おおわれた鼻が映った。手の平には灰色の肉球が現れ、同じく黒い毛に覆われていく。黒くて鋭するどい爪つめまでもが伸びてきた。制服は膨れ上がり、今にもはち切れんばかりになる。ただでさえ狭かったのに、天海とぴったり密着する形となった。

「あ、あな……あ、あなた一体……！」

　変身していく俺の姿を見て、天海がわなわなと震え出した。

　嗅きゆう覚かくが鋭くなって、教卓の中に籠こもる甘い蜜の香りを強く感じた。天海はハチミツの塊なんじゃないのか？　じゃなかったら人間サイズの蜜みつ蠟ろうだ。今すぐこいつにかぶりつきたい。

　本能的に天あま海みの喉元へと顔を近付け、口を大きく開けた。

「や、やめ……て……っ！」

　天海が恐怖のあまり崩れ落ちそうになる。

「……あぶっ……！」

　反射的に天海の後頭部に手を回してかばった。意図せずして押し倒すような姿勢になり、仰あお向むけの天海を抱きかかえるような構図で教卓からはみ出してしまった。このままでは接近する誰かに見つかってしまうかもしれない。けれども、今の俺おれには、あらゆることがどうでもよくなっていた。

　ハチミツの香りをぷんぷん漂わせる目の前の少女を舐なめ回まわしたい！

　力が抜けたように顎あごが上がり、さらけ出された天海の喉くび。白くほっそりとしたそこには、キラキラとしたものがにじんでいる。

　だめだ、もう我慢できないっ！

　次の瞬間、すべすべした天海の首に自分の舌を這はわせた。

「ひっ……うっ、ぐ」

　うまい……！

　口の中に広がる濃厚な甘さ。首に見えたキラキラはねっとりと重い。しかし、あっという間に口くち中じゆうに解け、あとからほのかな風のように爽やかな甘さが広がった。

　サクラ吹雪だ。サクラ吹雪が見える。

　春のうららかな日差しの中、まだ涼しげな風に煽あおられて舞い散るサクラの花びら。顔に花びらが当たり、深呼吸をしたくなるような淡く甘い香りが脳内を覆おおいつくした。

　その舌触りや甘さには覚えがあった。いや、覚えがあるなんてものじゃない。ほぼ毎日といっていいほどそれを口にしている。

　──そう、ハチミツだ。

　天海の首に光っていたものは、ハチミツだったのである。

　しかし、なんだこの美う味まさは……っ！　ずっと前に舐めたことがあるサクラのハチミツの爽やかな甘さに似ているが、何かが違うぞ。もっと上品で、もっと繊細な味をしている。こんなものを食べてしまっては、もう二度とそこらのハチミツには戻れないじゃないか。今まで俺が舐めてきたのは本当にハチミツだったのかと問いたいほどだ。

　もっとだ！　もっと舐めたい！

　俺の舌は首を下り、鎖さ骨こつを舐なめ回まわした。そこにもハチミツがべったり付いている。柔らかな肌と出っ張った鎖骨を往復するように何度も舌を動かす。

「んうっ……ひっやぁっ！」

　天海がくすぐったそうに身をよじった。

　ハチミツを舐め取っていくと、頭の中の映像はより鮮明なものになっていき、現実から浮いて飛び立っていくような感覚がする。

　もっとだ……もっと。もっと舐なめたい！　このハチミツをもっと味わいたい！

「きゃぁあああああああああっ!!」

　突とつ如じよ悲鳴が轟とどろき、俺おれはビクンと動きを止めた。その悲鳴は女子生徒のものだったが、天あま海みのものではない。廊下から聞こえてきたものだった。

　続いて、少し離れたところからパタパタと駆けていく上履きの音もした。

　しまった、見つかってしまったかっ？

　ドキリ、と一瞬焦ったが、すぐにそうじゃないかもしれないと気が付いた。

　廊下に目を向けると、開かれた教室の戸から俺たちの影が伸びているのが見えた。女子生徒と、そこに覆おおいかぶさる男子生徒の影。いや、男子生徒と思うだろうか。

　長く伸びた鼻、頭にある半円型の耳、全身を覆う細かく尖とがった毛のシルエット。それだけ見れば、瘦やせ気味のクマがそこにいると思うんじゃないか。

「く、クマがぁあああ！　クマが出たわぁあああああっ!!」

　俺の考えを裏付けるように響いてきた、悲鳴にも似た女子生徒の声。

　これは……大変なことになってしまったのかもしれない……。

「あの、そろそろ退どいていただけないでしょうか……？」

　下の天海が言った。その表情には、さっきまでの怯おびえや恐怖はない。クマ化した俺に対しても臆することなく、いつものような無表情でありつつも、変態に向けるような冷たい眼まな差ざしで睨にらんできている。

「あ、ああ……」

　俺が慌てて退どくと天海は起き上がり、スカートの裾を直しながら床に座る。その時、ふと前かがみになった天海の胸元が目に入った。

　ブラウスの上からでもしっかりとした膨らみを感じる天海の胸。たぶんＤカップくらいある。ほっそりしたウエストのおかげでかなり強調されて見えた。だが、今の俺にはそんなことどうでもいい。俺が興奮するのはもっと上だ。

　乱れたブラウスの襟えりから覗のぞく、きめ細かい白い肌。両鎖さ骨こつに挟まれた空間に輝く黄こ金がね色いろの蜜である。

　ごくり、とよだれを吞のみ込こんだ。口から出す息が熱い。

「あの……？」

　天海が緊張した面持ちで呟つぶやいた。俺の視線を辿たどっていき、自分の胸元にきらりと輝くハチミツに気が付く。

　ああだめだ、我慢できない……！

　見えない力に突き動かされるように、天海の胸元へ口を寄せる。

「待って！　待ってください！」

　慌てて天あま海みが手を突き出して制止した。俺おれは少し冷静になる。

　そ、そうだよな。よく考えてみれば、俺は今クラスメイトの女子を舐なめ回まわしてしまったんだ。それはいけないことだよな。でも、どうしてもそのハチミツが舐めたくて仕方なかった。せめてあと一口だけでも舐めたい。

「うぅ……どうしても舐めたいのでしたら……」

　俺の物欲しそうな目に耐え切れなくなったのか、天海が仕方ないと言わんばかりに、自分の胸に付いたハチミツを左手ですくい、そのまま差し出してきた。恥ずかしそうに目を逸そらし、もじもじと言う。

「こ、この手を舐めるのでしたら……よしとしないこともないです」

　願ってもない！　ハチミツが舐められるなら、どこに付いていようが関係ない！

「ほんとか！　じゃあいただきますっ！」

「えっ、そんないきなり……！」

　天海の手にしゃぶりついた。

「はぅっ！」

　まずは指にたっぷりと付いたハチミツを舐め取ると、口くち中じゆうにまた甘い香りが広がった。それから爪つめに挟まった蜜をチューチュー吸い取り、指と指の間を縫ぬうように舌を動かす。

「ひっうっ」

　天海はくすぐったそうにしながらも声を抑えていた。

　指からハチミツの味はもうしなくなった。次は手の平を舐めよう。

「やっ……もうやめてっ」

　舌が指を下り手の平に到達すると、天海がぎゅっと身を縮こまらせて悶もだえた。

「だがっ、ここからは、ハチミツが切りなく滲にじみ出だしてくるんだっ」

　やめろと言われたところでもう止まらない。俺はただ本能に従うだけだった。

「っ!!」

　最後の一舐めを終えた時、天海はぎゅっと閉じた目尻に涙を浮かべながら、何かの絶頂を迎えたように声にならない叫びを上げた。

　一方の俺は、もうしばらくハチミツはいいかと思えるほど満足していた。何かをやり遂げた達成感や欲望を失った喪失感、そんな様々な感情が頭の中で渦巻いている。

　──バコッ！

「ってぇ！」

　突然頭を叩はたかれた。

「やめてと言ったのによくも続けてくれましたねっ！」

　叩たたいたのは天海だった。相当ご立腹のようである。顔をリンゴのように真っ赤に染め、綺き麗れいな眉まゆを吊つり上あげていた。

　一回だけじゃ気は晴れなかったのか、続けて何度も叩たたいてくる。

「よくも！　よくも！　この！　この！」

　ポコ、ポコ、ポコ、ポコ……

　俺おれの胸めがけて何度も天あま海みの小さな拳こぶしは振り下ろされた。しかし天海の連続攻撃は、非力すぎて痛くない。

「天海、ごめん。すまなか……」

　天海の手を受け止めようと手を伸ばし、俺は止まった。

「おい……噓うそだろ」

　伸ばしたその手には、毛も肉球も爪つめもなかった。

　顔を触れば、毛ではなく皮膚の柔らかな感触。

「人間に……戻ってる…………!?」

　あり得ない！　本来だったら興奮が治まるまでクマ化は解けなくて、ざっと二十分くらいはかかるのに。だが、今だけは違った。

「まさか……天海のハチミツを舐なめたから……？」

　天海の肌に浮かんだハチミツは、これまでのハチミツライフを覆すほど美う味まかった。それによって、俺は初めてここまで満足感を得たんだ。この異常な変化と何か関係があると見て間違いないだろう。

「え……汗がなくなって……」

　一方の天海も何か気付くことがあったようで、叩くのをやめて自分の喉元や手の匂いを確かめていた。

「……っ」

　天海が俺に目を向けた。軽蔑半分、期待半分といったような目付きだ。その目付きのまま、緊張からか少し震えた声で訊たずねてくる。

「どういうことですか、今の？　あなたも普通の人間ではないのですよね？」

　ここまで見られてしまったのなら仕方ない。舐なめ回まわしてしまったことだし、何も話さないというわけにもいかないだろう。

「天海、俺は……」

　だが、口を開こうとしたその時、校舎のどこかから鈴の音おとが聞こえてきた。カランカランと複数の音が重なり、それが廊下の壁で反響して不協和音を生み出している。

「この音は……？」

　不思議そうな顔で首を傾かしげる天海。

　この音の正体が分かった俺は、直ただちにその場から逃げたくなった。

「これは猛獣よけの鈴の音だ」

　小学校の遠足の時、山へ入る際に一人一個ずつその鈴を持たされた記憶がある。鈴の音を聞くだけで、山の猛獣がびっくりして逃げ出してしまうのだそうだ。普段であれば、その音で俺おれが怯おびえるということはないが、この時ばかりは平静ではいられなかった。

　猛獣よけの鈴は、こちらへ向かってきているようだったからである。まず間違いなく、この音で追い払いたいのは俺だ。先ほどの悲鳴を上げた女子生徒の証言を聞いて、急いで教職員が駆けつけようとしているのだろう。考えるまでもなく、今は逃げるべきである。

「すまない天あま海みっ、俺は逃げる！　体舐なめ回まわして悪かったな！　あばよっ！」

「ちょっと待ってくださいっ！」

　走り出そうとした時、天海に腕を摑つかまれた。

「何だ天海！　急いでるんだっ！」

「あなたとはお話ししたいことがありますっ！」

「天海にそう言われて光栄だよ！　お茶ならまた今度な！」

「今すぐ話したいのです！　ですから少し待ってください！」

　天海の貫くような真剣な眼まな差ざし。潤んだ瞳ひとみの奥に、本気の思いが感じ取れた。

「……わかった。だが、ここに居続けるのはまずい。天海、いっしょに来てくれっ！」

　天海がこくりと頷うなずき、俺たちはすぐさまその場を後にした。




◇◇◇




「私は、ハチミツの汗をかく体質なのです」

　夕焼けに照らされた堤防道を歩きながら、天海がそう言った。

　ここ日ひ夏なつ市は、海に面した中規模の都市である。商業施設や交通網がほどよく整った街が海や小さな山々に囲まれた自然豊かな都市だ。

　学校を飛び出してきた俺たちは、海へと注ぎ込む川の流れといっしょに堤防道を話しながら歩いていた。住宅地の真横、盛り上がった草くさ原はらの上に延びるコンクリートの堤防道だ。

　夕焼けが反射して眩まぶしい川の流れを目で辿たどっていくと赤いＭ字の鉄骨の橋が見え、さらにその向こうには海が望めた。景色がいい道だ。きっと朝には、散歩をする人で賑にぎわっているのだろう。

　ここは天海の通学路。俺の家とは反対の方角へ進む道である。

　さっきは逃げたい思いでいっぱいだった俺も、落ち着いて考えれば天海と話したいことがたくさんあった。しかし、どこか落ち着いて話ができる場所のあてがない。そのため、帰りながら話をすることになり、こうして俺が天海を送っているという次第である。

　夕陽を浴びて、隣を歩く少女の銀色の髪は金色に輝いていた。その色は、つい先ほどまで彼女の肌に流れていた液体を彷ほう彿ふつとさせる。

　ハチミツの汗をかくなんて、信じがたい。けれど、こいつから出てきたハチミツをしっかりと舐なめた以上は、信じなければならないと思った。

「その体質は、生まれてからずっとそうだったのか？」

　天あま海みは一つ頷うなずくと、川の流れに目を向けた。陽ひの光を浴びてキラキラと輝く水面に何かを思い出すかのように語りだす。

「幼い頃、一度だけ医者にかかりました。けれども、この汗の原因は不明。唯一分かったのは、私の汗は、成分的にはほぼ完璧にハチミツであるということだけでした。つまり、私は普通の人間ではなかったのです。人外。ハチミツ人間。まるで妖怪です」

　水面の輝きを目に映し、天海は続けた。

「そんな妖怪みたいな体であること、周りには知られたくありません。……幸い、その時は父の知り合いの医者だったこともあり、私の体質のことは外へ漏れずに済みました。ですが、今もこの秘密が知られないかびくびくしながら生活しています。人前で汗をかくたびに、それが乾くまで待つか、すべて拭ふき取るまで怯おびえなければならないのです」

「そうだったのか……」

　俺おれにしてみたら夢のような体質なんだが、嫌がるのが正常な反応なのかもな。

　しかし、天海の気持ちは俺にも少しわかる気がした。俺だって、クマ人間であることを周りに知られてしまわないかと怯えて過ごした日々があった。このハチミツの汗を流す少女は、その頃の俺の気持ちをずっと味わってきたんだろう。

「ですが……さっきだけは違いました」

　天海の声色が変わった。不快感を前面に押し出した顔で言う。

「さっきは、気色が悪いですが、あなたに舐められたため早くハチミツを拭ぬぐうことができました。気色が悪いですが」

　今、気色が悪いって二回言わなかったか？

　だが、結果オーライ。俺が舐めたことで天海は早く危機を脱したのだ。

「つまりは俺のおかげだな。よかったな天海」

　したり顔でそう言うと、天海の表情がすっと冷たくなった。

「調子に乗らないでください。変態がいるって悲鳴上げますよ？　気色悪い」

「頼むからやめてくれ！　あとバカの一つ覚えみたいに気色悪いって言うのもやめろ！」

　俺は、ごほん、と咳せき払ばらいをして仕切り直す。

「びくびくしながら生活って言ったが、お前は苦労してきたんだな」

「それはあなたもでしょう」

「ん？　俺はそんなでもないぞ。ハチミツさえ近くになければ大丈夫だったしな」

「ハチミツですか？」

　天海が小首を傾かしげて訊きいてきた。

　そういえばこいつには、まだ俺の秘密について話してなかったな。

　俺おれは天あま海みに、自分がクマのハーフであること、ハチミツによってクマ化してしまうことをかいつまんで話した。すると、話を聞き終えるや否いなや、天海はクスクスと声を漏らした。

「あれはクマだったのですね。イタチかタヌキだと思っていました。ですが納得です。だからハチミツで変身するのですね。するとやはり、ハチミツが好きなのですか？」

　天海に笑われ、いたたまれない気持ちになった。

「ああ好きだよ。悪いか？」

「いいえ、別に」

　天海は上品な仕草で手を口に当てて笑っていた。目尻には涙も浮かべている。こいつがこんなに笑っているところは初めて見たかもしれない。感情が見えない普段の顔よりも、ずっと可愛かわいいと思った。

「驚かないんだな？　俺がクマ人間だと聞いたのに」

「先ほど直じかに姿が変わるところを見ましたから。今さら驚くことなんてありませんよ」

　天海は苦笑しつつそう言って、ふと何かに気が付いたように俺を見た。

「ところで、あなたの名前は何でしたっけ？」

　うっかり、ギャグマンガよろしくズッコケるところだった。

「俺の名前は阿あ部べ久きゆう真まだ。一応お前とはクラスメイトのはずなんだが？」

　天海は何な故ぜか、えっへん、とややふくよかな胸を張って見せる。

「自慢ではありませんが、私はクラスメイトの名前を一人たりとも覚えていません」

「ほんとに自慢じゃねぇよ！」

　この二ヶ月もの間、クラスメイトの名前を一人も覚えないのはかえって難しいことだろ……。

「それで、ベア君」

　天海に呼ばれた。って、ベア君？

「ちょとまて逆だ！　ベアじゃない！　アベだ！」

「どちらでもいいでしょう」

「よくないぞ！　断じてよくないからな！　ベアなんて呼ばれたらクマ人間であることがバレちまうかもしれないだろうが！」

「さすがにそれはないと思いますが……」

　天海が面倒くさそうな目を向けてきた。なぜそこに拘こだわるのか謎で仕方ないというような顔だ。そのまま彼女は、ため息を吐ついて言う。

「ベア君」

「阿部だ」

「ベア君」

「阿部だって言ってるだろ」

「ベア君。一つ訊ききたいのですが？」

　だめだ……このままでは話が進まない。呼び名にはひとまず目を瞑つぶってやろう。

「なんだよ？」

「さっきはあっという間に元に戻っていましたよね。他の生徒に見つかりそうになった時、最初から元に戻っていればよかったのではないですか？」

「いや、それが俺おれも驚いたんだが、今まではあんなに早く元に戻れたことがなかったんだ」

　天あま海みが分からないと言うように眉まゆを顰ひそめた。俺は付け加える。

「いつもクマ化した時は、興奮が治まるまで人間の姿には戻れなかった。ハチミツからしばらく離れて、興奮が治まるのを待つしかなかったんだよ」

　クマ化の度合いにもよるが、全身がクマ化したとなると、戻るまで二十分前後が目安となる。それなのに、さっきは五分程度で元に戻ってしまった。これは明らかに早い。

「それが、さっきは全く逆の──お前のハチミツを舐なめることで元に戻れた。初めてのことで、俺もどうしてか正直分からないんだが……たぶん満足したからなんだと思うんだよ」

「満足、ですか？」

「おう。俺はお前のハチミツを舐めきって満足した」

「うわぁ……」

　天海が気持ち悪そうに片かた頰ほおを吊つり上あげた。俺は天海に構わず続きを話す。

「そんなのは初めてで俺自身びっくりしたんだが、ハチミツ欲求が満たされた感じがしたんだ。四六時中ハチミツのことを考えてた俺が、だぞ？」

　天海がジト目を向けてきた。

「ベア君は相当暇な人なのですね。いえ、間違えました。相当暇な変態なのですね」

　おい、今、変態って言い直す必要あったか？　まあ、そう言われて当然のことはしたが。

　まったく……話をし始めた時から思ってたが、こいつは物言いになかなか癖があるみたいだな。

　しかし、彼女のハチミツはそれとは違い、全くといっていいほど癖がない。さらりと口の中で溶け、ほのかな香りを残して消えていく味。今までの十五年間くらいのハチミツライフが覆されるほどの衝撃に出会わせてくれた至高のハチミツだった。

　このまま天海を家まで送り届けたら、その後俺たちはどうなるんだ？　また、全く会話しないこれまで通りの高校生活に戻ってしまうんじゃないのか。そうなったら、もう二度とハチミツとは出会えない。

　そんなのは嫌だ……っ！　どうにかハチミツとの別れだけは阻止しなくては！

　何か良い方法はないか。しばらく黙って考えを巡らす。

　……そうだ。こういうのはどうだろう。

「天海、一つ提案したいんだが」

「提案ですか？」

　天あま海みは立ち止まって、身構えるようにしてこっちを見つめた。俺おれもつられて立ち止まり、彼女を正面にする。天海は、俺の出す提案に警戒しているみたいだ。提案の内容を出す前に一つ一つ状況を確認しておくべきだな。

「天海、お前はさっきみたいにハチミツの汗をかいてしまうことがある」

「そうですね」

「俺はその匂いでクマ化してしまう」

「そうですね」

「でも俺たちはクラスメイトだから、どうしても同じ空間にいなければならない」

「そうですね」

「だが、いいか。俺が天海の汗を舐なめることで、その両方が解決するだろ？」

「そうで……は？」

　同意する寸前でそのおかしさに気付いたようで、ぱちぱちと瞬まばたきをする天海。

「だから俺たち、協力関係にならないか？　天海が汗をかいて俺がクマ化したら、俺がお前の汗を舐め取るんだ！」

　そう、それこそが、俺が天海のハチミツから離れたくがないために考え付いた策だった。互いが互いを必要とする関係を作ることができればウィンウィン！　天海も俺も大助かり。その上俺にはハチミツを舐める大義名分もできるため、一石二鳥。まさに完璧だった。

　天海は眉まゆを顰ひそめつつも、顎あごに指を当て、探偵のように考える素振りをする。

「確かに、変身したベア君が私の汗を舐めると元に戻るかもしれないと分かりましたし、私もベア君に舐められることで早くハチミツを拭ぬぐい去ることができると分かりました」

　これならいけそうか。そう思ったのも束つかの間ま、急に天海の目付きが鋭するどくなり、恥からか怒りからか顔を赤くして声を荒らげた。

「ですがそれでは、これから私が汗をかくたびにベア君に舐めてもらうということになるではありませんか！　そんなの嫌ですっ。吐はき気がしますっ。気色悪いですっ。そもそも、私のハチミツの汗を舐めたいだけというのが見え見えですっ！」

　小さくて綺き麗れいなピンクの舌がはっきり見えるほど大きく開かれた口から、耳がジンジンするほど高い声が飛んできた。天海でもこんな声を出せるんだな。

「だが、そのほうがお互いのためだ！　俺たちの体質が学校のやつらにバレれば大変なことになる！　これからクラスメイトとしてやっていくなら、協力し合うのが一番だろ！」

「うぐぅ……」

　天海が返す言葉もないように下唇くちびるを嚙かんだ。

　あともう一押しだ。俺は胸の中で熱く燃えあがる想おもいを明かす。

「それにな、天海。聞いてくれ。俺は（天海のハチミツと）離れたくないんだ。こんな出会い初めてだった。あまりに衝撃的で劇的で、まだ興奮が治まってないくらいだ。うまく言葉にできないんだが、何が何でも（天あま海みのハチミツと）離れたくないんだよ！」

「え……？」

　天海は驚いたように固まり、徐々にその顔が赤く染まっていった。口をパクパクとさせて戸惑っているようだ。天海は華きや奢しやな手を上下にブンブン振り回しながら、早口に怒鳴りつける。

「そっ、そそそそんな情熱的なことを言って私を落とそうという魂胆ですかっ！　そ、そんな手にはにょり……乗りませんよっ！　とにかく！　嫌ったら嫌ですっ！」

　言い捨てるなり、ドシドシと大股でその場を去って行こうとする。女子の小柄な体たい軀くなのに、どんどん遠ざかってしまった。追いかけようと思ったが、不機嫌そうにわっさわっさ揺れる後ろ髪がもう何も話したくないと言っているような気がしてやめた。

　何か気に障ることでもしたか？　わけが分からない……。

　だが、これであのハチミツはもう二度と舐なめられなくなったかもしれない。やってしまった。

　あれ、空の星がぼやけて見える。どうしてだろう……。

　俺おれは袖で目を擦こすり、天海のハチミツへの悲恋を胸に家路へと就いたのだった。




◇◇◇




「ふぁあ……」

　昼間の日差しが注ぐ住宅街を、学校へ向けて歩きながら長いあくびをした。

　腕時計を見れば、時刻は午前十時を回ったところだった。普段であれば、こんな時間に登校すればもちろん遅刻だ。だが、今日に限ってはこの時間の登校で正しかった。

　忘れがたい天海のハチミツへの想おもい。そのせいで眠れず、悶もん々もんとした夜を乗り越えた俺に今朝届いた連絡網の内容はこうだった。

『昨日の放課後、校内にクマが出没した可能性があるため、本日の登校は安全が確認できるまで遅延する』

　まずいことになった……。

　俺がクマ化したことで、学校が大騒ぎになっているんだろうなぁ……。そう思うと学校を休みたくなるほど胃が痛んだ。けれども、このタイミングで休んだら、クマ出没と何か関係があると思われてしまうかもしれない。多少無理してでも学校へ行くことにした。

「早くほとぼりが冷めればいいんだがな……」

　そう願いながら通学路を進んだ。

　日ひ夏なつ高校は、丘というよりは小山を登ったところにある。自転車では到底登りきれない坂に囲まれているため、日ひ夏なつ高の生徒は毎日プチ登山をしていると他校から馬鹿にされるくらいだ。

　今日も息を切らしそうになりながら坂を登り切り、正門に入る。すると、昇降口前で人だかりができているのが見えた。一学年から三学年まで、制服に身を包んだ生徒たちが集まっているようだった。

　ひょっとして、昨日俺おれが起こしてしまった騒ぎと何か関係があるのだろうか？　どうしよう、落ち着かなくなってきた。今すぐこの場から逃げて帰ってしまいたい……。

　だがその前に、この人だかりは何なのかを知っておくべきだろう。誰か知っていそうなやつはいないか。

　きょろきょろと辺りを見渡すと、人だかりの手前に知っている女子生徒がいるのを見つけた。人だかりのせいで校舎に入れず困っているのか、しきりに首をワイパーのように動かして突破口を探しているようだ。昨日のこともあって些いささか話しかけづらかったが、俺はそいつの近くまで行って声を掛けた。

「おはよう、天あま海み。どうしたんだ、これ。何かあったのか？」

「おは……って、べべ、ベア君ではないですかっ、話しかけないでください変態ベア君！」

　天海は大げさにびっくりした反応を見せて、プイっと顔を背けてしまった。よく分からないが、まだ怒っているようである。

「昨日は悪かったな、天海。気に障ることをしちゃったみたいで」

「いえ、別に気に障ったわけではありません…………ちょっとドキッとしただけです……」

「ん、何て言った？　もう一回言ってくれ」

　人だかりがうるさくて最後の方がうまく聞き取れなかった。天海も天海で囁ささやくように言ったのが悪い。

「な、何も言ってませんっ！」

　天海は頰ほおを桃色に染めて強い語気でそう言った。

　まったく、昨日に引き続いてこいつの行動はわけが分からないな。

　どうフォローしたものかと頭を搔かいていると、人だかりの向こうにぞろぞろと男たちが現れるのが目に入った。そこにはステージでもあるのか、人だかりから男たちの上半身が突き出て見える。

「なんだあれは……」

　総勢十名ほどの男たちが一列に横並びしていた。迷彩服や陸軍兵士のような服を身に纏まとった大中小様々な体型の男たち。制服は着ていないが、全員この学校の生徒だと思う。そいつらが手にしていたのは、大きいものから小さいものまで黒光りした銃の数々。軽々と持ち上げているところから察するに、モデルガンだろう。これからチーム戦でサバイバルゲームでもするかのような出いで立たちである。

　その中でも一際大きな身体で小太り眼鏡の迷彩服を着た男子が一歩前に出て声を張る。

「吾わが輩はいは一年Ｃ組の佐さ東とう蓮れん太た！　このクマ討とう伐ばつ隊の隊長であります！　好きな食べ物はイノシシの肉を使った牡ぼ丹たん鍋、趣味はクマが登場する伝説について調べることであります！　吾輩たちクマ討伐隊は、昨日現れたクマを討伐すべく結成した部隊！　吾輩たちがいるからにはもう安心！　クマに襲われる心配はないのであります！」

　軍人を彷ほう彿ふつとさせるような、よく通るいい声だった。しかし、そのリーダーが率いるのは、今にもサバゲーを始めそうな風変わりな集団。本気でこんなやつらでクマを討伐しようというのか。

「昨日、こんなことを言った生徒がいたらしいですね。クマが人を襲っている影を見た、と。あの人たちは、その女子生徒の話を聞いて集まった物好き集団なのだそうです」

　隣に立っていた天あま海みが独り言のように呟つぶやいた。彼女は続ける。

「先生方が駆けつけた時には教室には何もおらず、その後猟りよう友ゆう会かいの方々や先生方総出でクマを探し回ったそうです。もちろんクマは見つかりませんでしたが、こんなことになってしまったようですね」

「いや、そこまで徹底的に探されて見つかんなかったならここまで信じるなよ……だが、えらいことになっちまったな……」

　俺おれのせいで学校中大騒ぎ、変な集団まで結成してしまう事態となってしまった。もう本当に取り返しがつかない。俺は頭を抱えた。

　だが、モデルガンならば死にはしないし、さして気に病むこともないだろう。




　──ドォン




　突とつ如じよ、空を引き裂く雷のような轟ごう音おんが鳴り響いた。

　ざわついていた人ごみが、統率されたかのように静まる。

「罠わなに掛かっていてクマかと思ったが、ただのトンビか。しかし、これで今晩の夕ゆう餉げが手に入った。よしとするか」

　そう言いながら校舎脇の木の陰から姿を現したのは、変わった制服の着こなしの美人な女子生徒だった。背が高く腰がきゅっと締まり、出るところは出た文句なしの体型。切れ長の目に細い顎あごは、妖よう艶えんな美しさを醸し出す狐きつね妖怪の美女を思わせる。闇夜の小川のような漆黒の艶つややかな長髪は、ポニーテールにしてまとめられていた。

　それだけならよかったが、そんな美人を台無しにする要素がそこに混在していた。

　まず、ブラウスの上にはブレザーのかわりに動物の毛皮と思われるものを羽織っていた。灰色に黒いにじみが入った模様で、オオカミのものに見える。それから、腰には短刀が入っていると思おぼしき革製のホルダー。まだある。正直これが一番酷ひどいのだが、その女子生徒は、片手に煙を吹く猟銃を、もう片手にはだらりとした大きなトンビを持っていた。

　ついでにいえば、さらにもう一つ残念なことがあった。なんと、こいつは、俺おれたち一年Ｂ組の学級委員長だったのである。

「おお鈴すず木き氏、さすがであります！　ささ、鈴木氏も一言抱負を！」

　佐さ東とうリーダーに温かく迎え入れられ、ステージへと上がった鈴木と呼ばれた女子生徒。彼女は一つ頷うなずくと大衆に向き、咳せき払ばらいをしてから堂々と声を上げた。

「私は鈴木麗れ奈な。クマ討とう伐ばつ隊の一員だ」

　あいつもクマ討伐隊なのかよ……。

　一同は鈴木の次の言葉を待つ。しかし、鈴木は口を開こうとしない。しびれを切らした佐東が遠慮気味に言った。

「あ、あのぉ、それだけでありますか？」

「それだけだ」

「できればもうちょっとお願いしたいのでありますが……」

「了解した」

　鈴木は頷いて、一同に向き直った。

「これは実銃だ」

　その手のトンビを見れば分かります……。

「猟りよう友ゆう会かいから許可は貰もらっている。この私も本気で討ちに参るぞ」

　鈴木の声は凛りんとしており、とくに張っているという感じはしないが、三キロメートル先でも聞こえるんじゃないかというほどしっかりした声質をしている。その声で恐ろしいことを述べていた。

　猟友会から許可は貰っているだって？　そんなアホな……。俺の記憶が正しければ、確か猟銃を所持できるのは二十歳以上からだったはずだ。一体どうやって猟友会から許可を貰ったっていうんだよ。だが、もしそれが本当なのだとしたら、こいつは本気で警戒しなければならない。いくらなんでも実銃で撃たれたらただでは済まないからな。

　先の宣言をきっかけに、また生徒たちから私語が漏れ出した。実銃の音に釣られて、さらに生徒たちが集まってきて賑にぎわいが増す。

「何やら一人だけ本気の人がいるのですが……？」

　すっと、わずかに天あま海みが身を寄せて囁ささやいてきた。甘い香りが漂ってきそうなんでやめてほしい。ところでこいつ、昨日より態度が少し柔らかくなっていると感じるのは気のせいだろうか。まあいい。それよりも、今の天海の言い方だと、どことなく鈴木のことを知らないように見受けられた。俺はまさかと思って訊たずねる。

「天海……あいつのこと知らないのか？」

　天海はもう一度よく目を凝らして鈴木を見つめ、一言。

「……何という名前でしたでしょうか？」

「うちのクラスの学級委員長の鈴すず木き麗れ奈なだからなっ！　まさか学級委員長まで知らないとは思わなかったぞ！」

「失礼ですね！　顔くらいは見たことがあります！」

「五十歩百歩だわっ！」

　さすが天あま海みだ……。もう呆あきれるしかない……。

　だが俺おれも、鈴木のあんな姿は初めて見た。普段は学級委員長らしく制服をきちんと着こなし、凛り々りしい姿勢で生活をしている。多少話し方が硬いと思うことがあったが、それ以外は立派な学級委員長にしか見えなかった。それがまさかこんな一面もあったとは……。

　ふと、人ごみのどこからか声が聞こえてきた。

「知ってるか？　あの真ん中の女子生徒、なんでもマタギの孫らしくて、十四歳まで東北の山奥で育ったらしーぜ」

　ヘー、ソウダッタノカー……。

　話がぶっ飛びすぎてもう付いていけない。だがこれだけはよく分かった。

　──鈴木麗奈は、ガチなハンターだ。

　つまり、学校でクマ化すれば討とう伐ばつされちまう！　やっぱり今日のところは帰ろう！

「すまない天海、俺、急に体調が悪くなったから……って、あれ」

　隣に天海の姿がない。どこに行ってしまったんだ。

　辺りを探すと、人だかりの中に天海らしき顔を見つけることができた。実銃の音で後から押し寄せた生徒たちに吞のまれてしまったようである。苦しそうに顎あごを押し上げて、漂流する遭難者のように人ごみに流されている。

　天海はどう見ても困っている。助けるべきだ。

　俺は人ごみの中に飛び込んだ。

　人を搔かき分わけて進んで行く。すると、あともう少しで天海というところで、周りの生徒たちの呟つぶやきが耳に入ってきた。

「おい、なんかさっきから少し甘い匂いしないか？」

「おいしそうな甘い香りするよね？」

「ほんとだ！　ちょっとする！」

　皆きょろきょろと辺りを見回し、匂いの発生源を探そうとしている。

「天海のやつ、まさか……？」

　天海は今、ハチミツの汗をかいてしまってるんだ！　すぐにこの人だかりから出してやらないと！

　俺は多少強引に人を搔き分けて天海のもとまで辿たどり着ついた。

「おい、天海！　大丈夫か！」

「べ、ベア君……はいぃ、大丈夫です」

　天あま海みは見るからに暑くて辛そうだ。軽い熱中症を起こしてるかもしれない。かわいそうに。生徒たちに囲まれ挟まれ、熱気にあてられてしまったのだろう。

「うっ、ハチミツの香り……っ！」

　天海に近付いた途端、濃厚な甘い香りが鼻を襲ってきた。急いで鼻をつまむ。

「今すぐこの人だかりを出るぞ……！」

「は、はい……」

　天海の手を摑つかもうとした時だった。天海がよろめき、後ろにいた生徒の足を踏んづけてしまった。

「っ！　す、すみませんっ！」

　急いで足を退どけ、振り返って謝る天海。しかし、相手が悪かった。天海が足を踏んでしまった相手は、赤い髪をツンツンに立てた、見るからに気性が荒そうな男だった。ネクタイを着けていないので学年が分からないが、おそらくは先輩だ。身長は男子の平均の俺おれよりも少し高いくらいか。猛もう禽きん類るいを思わせる目付きをしている。そいつを見上げる天海からしたら、彼の威圧感は相当なものだろう。

「いってーな」

　赤いツンツン頭の先輩が天海にガンを飛ばす。隣に立っている俺からしてもかなり怖い。

　威嚇するような先輩の声でただ事ではないと察した周りの生徒たちが気まずそうに距離をとり、天海と先輩を取り囲むようにして人垣ができた。

「てめ、今足踏んだよな？」

「…………」

　天海は先輩の威圧感に委縮してしまって声も上げられないようだった。よく見ると足が小刻みに震えている。

　助けなきゃ！　反射的に体が動いた。

「訊きいてんだから答えろよおいっ！」

「ちょっと待ってください先輩！　こいつも悪いと思ってますし！　そのへんで許してやってください！」

　天海と先輩の間に割って入った。鼻をつまんでいたせいでヘリウムガスを吸ったようなへんてこな声になってしまったが、この際仕方ない。怖くてたまらないが、どうにか愛想笑いを作る。

「あぁ？　てめぇ、鼻塞ふさいでふざけてんのか？」

　先輩が怒りを強めたようにぐっと距離を詰めてきた。頭の上に猛禽類のようなギロリとした目がある。すげーこわい。でも鼻から手は離さない。

「ふ、ふふふ、ふざけてなんてないですよ！」

　俺おれは恐怖のあまり呂ろ律れつが回らなかった。それに対し、さらに憤りを増した先輩が俺の胸倉を摑つかみ上げてきた。それでもやっぱり俺は鼻から手を離さない。

「やっぱてめぇふざけてっ…………なんだかすげぇ甘い匂いが……」

　先輩が声を荒らげようとした……が、鼻をひくひくと動かしたかと思うと、唐突にその表情が緩み、俺を放してくれた。

「……あ、いや、それよりもお前」

　先輩が天あま海みを見た。気に掛けるかのような優しい顔をして訊たずねる。

「怪け我がはないか？　具合悪そうだな、鞄かばん持ってやろーか？」

　この二人はたぶん初対面だ。それにもかかわらず、ここまで親切な対応。そうなるまでの豹ひよう変へんっぷり。一体今の一瞬で何が起こったんだ？

　天海は敵意の消えた先輩を前に安あん堵どの息を吐つき、俺を見るなり目を真ん丸くした。

「ベア君、耳が……！」

　頭に手を触れると、モフ、モフと、そこには柔らかい毛に覆おおわれた二つの感触があった。

「っ!?」

　まずい、クマ化してしまっていた！　鼻をつまめば大丈夫というわけではないのか！

　クマの耳を両手で隠し、天海に顔を寄せて小声で話す。まつげの本数が数えられるほどの距離で綺き麗れいな顔を見つめ、ちょっとドキドキしてしまう。

「天海、昨日話した協力関係、今だけでもさせてくれないか……っ！」

「協力関係って……そっ、そんなの嫌に決まっていますっ！　私の体をベロンベロン舐なめ回まわすということでしょう！　そんなの破は廉れん恥ちです！　変態のすることです！」

　天海はぶんぶん首を横に振った。

　しかし、これは天海のハチミツを舐めるためのチャンス……じゃなくて、互いがこの危機を無事に乗りきるためのチャンスなんだ。

「頼む天海っ！　このままじゃ俺もお前も危ない……っ！」

「うぅ……わ、わかりました……では五分間だけ私に触れることを許します……」

　天海は不服そうに頷うなずいた。

　俺はさっそく天海の手を摑み、姿勢を低くして生徒の間を縫ぬうように進んだ。この人ごみを抜け出さなければ、天海の汗を舐めるわけにもいかないからである。

　生徒の壁をすり抜けるたびに、クマの耳かハチミツの香りがバレてしまわないかという恐怖に胸が縮む思いがする。

　しかし、人ごみを抜けるまで、あと五歩足らず。よし、あとちょっと。

　……三歩、二歩……抜けた！

　新鮮で涼しい空気を肺いっぱいに吸い込む。天海も膝に手を突いて肩を上下させている。

　皮肉にも、クマ討とう伐ばつ隊に生徒たちの目が向いていたおかげで、気付かれずに抜けることができたようだ。何はともあれ本当によかった。あとは安全なところにうまく隠れられれば、二人とも助かる。

　ぐるりと見渡し、隠れられそうな場所を見つけた。

「天あま海み、体育館裏に行くぞ」

　天海の手を引き、できるだけ目立たぬように体育館裏を目指す。と、その時、人だかりの奥、クマ討とう伐ばつ隊一行の中で何かがぎらりと光ったのが見えた。心臓が氷水に浸つけられたようにぞっとする。

「伏せろっ!!」

　俺おれは咄とつ嗟さに天海の背中をぐっと押し下げ、いっしょに自分も伏せた。

　しかし、何も起こらない。ひょっとして、俺の思い違いだったか？

　そう思いつつも、伏せたまま少し顔を出し、クマ討伐隊の方を窺うかがう。

「……確かにそこにえらく細身のクマがいた気がしたが……」

　人ごみの奥からひょっこり胴体を見せ、塔の上の看守のごとく鋭するどい眼まな差ざしで辺りを見回す鈴すず木きの姿があった。

　おそらく、俺が見たのは鈴木の猟銃か何かの反射光だろう。あと一瞬気付くのが遅ければ鈴木の猟銃が火を噴いていたかもしれない。

　ぼんやりしてたら本当に撃たれてしまう。今すぐこの場を離れよう。

　俺たちは姿勢を低くしたまま速やかに近くの植え込みに姿を隠し、それを渡り継いで体育館裏を目指した。

　植え込みと植え込みのわずかな隙間が鈴木に見つかってしまいそうで怖かったが、警戒を解かずに進み、どうにか体育館裏まで辿たどり着つくことができた。ここは校舎側からは体育館の陰となり、正門からは桜の木々によって見えづらくなるという場所だ。俺は緊張を和らげた。

「ふぅ……ここなら大丈夫か……？」

「いっ、いいから早くしてください。ここは部活動をする生徒がよく通るところですっ」

　天海は体育館の壁に背を預け、早口にそう言った。

　唯一の懸け念ねんとすれば、ここはグラウンドと部室棟を結ぶ道であるということ。だからもし部活をしようとする生徒がいたとしたら鉢合わせしかねないのだが、今日に限ってそれは心配いらないだろう。

「昨日クマ騒動があったばかりなのに、まさかそれでも部活をしようなんてやつがいるはずないだろ」

「それは……そうかもしれませんが」

　俺は天海の前に立つと、彼女のブラウスの襟えりをそっとずらした。彼女の白くてすべすべの胸元の肌にきらりと琥こ珀はく色いろに輝く汁が見えた。

　服に触れた俺おれの手は、真黒な毛に覆おおわれ、鋭するどい爪つめが伸びている。今の俺は、人間というよりほとんどクマにしか見えないと思う。

「はっ、早くしてくださいっ」

　わずかでも服がはだけられたからか、天あま海みが恥じらいに顔を真っ赤にして背けた。そのおかげで喉元が露あらわとなる。そこにも彼女は汗をかいていた。

　舐なめやすくなったその場所に、俺はさっそく舌を這はわせた。

「ひゃんっ!!」

　天海が子犬の鳴き声のような高い声を上げた。

「どうした、天海？　痛かったか？」

「いっ、いえっ、痛いと言いますか何と言いますか……もうっ！　ベア君！　いいから早くしてください！」

　バシッと一発腹にストレートを食らわせてきた。クマ化して毛や筋肉が厚くなっていることもあって痛くなかったが、またも理解できない天海の行動に俺はお手上げだった。

　って、今は天海の言う通り早く舐めないとな。

「じゃあ、もう一度舐めるぞ」

　天海が顔を背けて頷うなずく。

　彼女の喉元に、俺はゆっくり舌を乗せた。その途端、もう出会えないと思った甘あま味みが口いっぱいに広がる。思わぬ再会に涙が出そうだ。












　止まらない。もっと舐なめたい。

　俺おれは天あま海みの首や胸元で舌を躍らせ、次々に舐め取っていった。昨日よりも速いペースで味わっているからか、満足するまでが早そうだ。

　ハプニングが招いたことだが、一ひと目め惚ぼれしたハチミツとのせっかくの再会の場である。天海のハチミツを舐めきるまであと少し。大事にいただくとしよう。

　……ぺろり。

「……んぅっ」

　最後の一舐めを終え、俺の体から獣らしさが抜けていく。

　やはり天海のハチミツを満足するまで舐めきることで俺のクマ化を解くことができるのだ。そのことは揺るぎないまでの確信となった。

　ともあれ、これで二人とも危機を脱した。早いところ校舎の方へと向かおう。こんなところに二人でいるのを見られたらあらぬ疑いを掛けられてしまいそうである。

「さあ天海、そろそろ……──」

　クマ化が完全に解けたところで天海に「帰ろう」と言おうとした時だった。

「さっ、桜さくら、何してるの……っ？」

　不意に横から声が飛んできた。

「な……っ!?」

　俺は心臓が飛び跳ね、声のしたほうへ顔を向ける。

　そこに立っていたのは、体操服姿の女子だった。部室棟側から来たということは、まさか部活でもやっていたのか。いや、今はそんなことはどうでもいい。俺たちは、見つかってしまったのだ。それもどうやら、天海のことを知っていると思われる生徒に、である。

　体操服の女子は、俺たちのことを目を皿のようにして見つめている。よほど衝撃的な光景を目にしてしまったのだろう。その顔を見れば、おおよそどんな光景を目まの当あたりにしてしまったか予想がつく。半獣が天海の体を舐めて人間の姿に戻る場面、とか……。

「楓かえで……これは、そのですね……えっと」

　目を見開く女子生徒に向かって、天海が声を漏らした。その表情は、焦りや不安、動揺、困惑、いろいろなものがミックスされている。

　そんな彼女に追い打ちをかけるように、楓と呼ばれた少女が動揺の声を上げた。

「こっ、これは一体、どういうことなの……桜っ？」

　天海と秘密の共有をしてから二日目にして、早くも二人の秘密が学校で第三者に見つかってしまったのだった。







　この続きは現在配信中の『くずクマさんとハチミツＪＫ』にてお楽しみください


(C)Saika Karasugawa 2016
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序章









　この店では、幾度となく最期の晩ばん餐さんが執り行われてきた。

　もちろん当の本人は、それが最期になるとは夢にも思っていないのだが。

　だからマスターはいつも渾こん身しんの力を込めてカクテルを作る。それは客が人生で最期に口にすることになる、特別な酒だからだ。

　ヨコハマの繁華街の路地裏でひっそりと営まれてきたこのバーは、知る人ぞ知る名店として、それなりの地位を築いてきた。地元情報雑誌の隅に載ったこともある。インターネットで検索すれば、悪くない口コミが並んでいる。落ち着いた雰囲気が素晴らしいとか、マスターがダンディだとか、カクテルが絶品だとか、そういった類たぐいの口コミだ。

　名誉のために付け足しておくと、これは断じてサクラや自演などではない。正真正銘、マスターが自力で手に入れた正当な評価だ。こういった好意的な口コミを見るたびにマスターはほんのりと幸せな気持ちに浸ることになる。

　人間でなくとも他人に認められるというのはやはり嬉うれしいことなのだ。

　開店準備を整え、マスターは今日もカウンターに立つ。背後の酒棚には、とある事情から二度と開けられることのないキープボトルがずらりと並んでいる。永遠に主人を待ち続けるこのボトルたちを捨ててしまうことは簡単だが、マスターはそうしなかった。これはコレクションなのだ。長い年月をかけて成し遂げて来た、偉業の証あかしなのだから。

　開店して間もなく、三人のジェントルマンが店を訪おとずれた。店の成長を共に支えてきてくれた常連客たちだ。彼らの好みは分かり切っている。笑顔で迎え入れ、他た愛あいのない話をし、シェイカーを振る。彼ら向けのカクテルに「隠し味」は入れない。とっておきの隠し味は「獲物」が来るまで取っておかなくてはならないのだ。

　すっかり日も沈んだ午後八時過ぎ、一人の男が店に足を踏み入れた。

　瞬間、店内の視線が一斉に彼へと注がれる。突然に注目を浴びて男は、少し困ったように頭を搔かいた。

「予約とかしてないんだけど、大丈夫ですか？」

　もちろん大丈夫と答え座席を指差す。すると男はくたびれたトレンチコートを羽は織おったまま、慣れない様子で席へと着いた。

　──さあ、久しぶりの獲物の登場だ。

　はやる気持ちを抑えながら、マスターは穏やかに微笑ほほえんだ。微笑みの奥で鋭く目を光らせて、男の姿を上から下まで素早くチェックする。

　老舗しにせのバーには珍しい、若い男だった。細身で長身だが、それなりに筋肉はありそうだ。顔立ち自体は端正だが、肩にかかる長髪のせいで全体的にだらしない印象が拭えない。

「お客さん、何にします？」

　聞くと、男はキョロキョロと店内を見回し始めた。このような洒落しやれたバーに来るのは初めての経験なのかもしれない。

「メニューは無いですよ。どんな感じにします？」

　穏やかに告げると、男は苦笑いを浮かべた。

「あー……よく分かんないんですよね。おまかせで」

　お任せというのが一番困る。マスターはかすかに眉をひそめた。好みや体調に合わせて酒を選ぶのが、バーテンダーの腕の見せ所だというのに。

　気を取り直してマスターは、爽やかな笑顔を男へ向ける。

「甘いのが良いとか、さっぱりしたのが良いとか……好みのベースはありますか？」

「好みの？……そうだな……俺、おはぎが好きですけど」

　だったら抹まつ茶ちやでも飲んでいろ、という言葉が喉元まで出かけるが辛かろうじて飲み込む。

　ここで焦って本性を見せたら台無しだ。たとえ相手がどんなに失礼で不愉快な客だったとしても、涼しい顔ですべてを受け入れ最高の一杯を提供するのがプロなのだ。

　甘いものが好きならば、とびきり甘くて飲みやすいカクテルを用意してやろう。ウォッカベースに、チョコレート・リキュールとアマレット。慣れた手つきでシェイカーに材料を投入し、マスタ─はちらりと男の様子を窺うかがった。

　男の様子は奇妙に思えた。厳選を重ねたこだわりのジャズに聞き入る様子もなく、かといって話し掛けてくるわけでもない。先ほどの様子から考えて、酒が目当てというわけでもなさそうだ。

「……お客さん、お住まいはこの辺りなんですか？」

　さりげなく探りを入れると、男は短く返事をする。

「いや、全然です」

「では、今日は遊びに？……ああ、もしかしてハロウィン・パレードですか？」

　今日は十月三十一日、いわゆるハロウィンの日。

　この辺りでは毎年物もの凄すごい量の人が、思い思いの仮装をして練り歩くのが恒例となっている。古典的な怪物だったり、はたまたアニメや映画のキャラクターだったり、見ている分には中々面白い。

　しかしマスターの予想に反して、男は浮かない顔で首を横に振った。

「いやー……ちょっと、逃げてまして」

「逃げている？」

「はい、まあ……そんな所です」

　それ以上、男は何も言わなかった。

　どうやら訳ありらしい。この様子だと、借金取りにでも追われているのだろうか。

　そう考えると、妙に貧乏くさい容姿も頷うなずける。まだ若いだろうに、流行遅れのロングコート。この一着しか服を持っていないのではと邪推してしまうほど、擦り切れてシワだらけの有様だ。伸びっぱなしの長髪は、散髪代すら捻ねん出しゆつできない悲しみを物語っているかのよう。身なりを整えるだけの経済的余裕を、この男にはどこかに落としてきてしまったに違いない。

「……世知辛がらい世の中になったものですね」

　同情するような言葉を吐きながら、マスターは心の中でほくそ笑む。

　店にとって訳ありの人物は大歓迎だった。身寄りがなかったり、定職に就いていなかったり、そういう人物は行方不明になっても捜索願が出されにくいからだ。一安心してマスターは、シェイカーに隠し味をぶち込む。睡眠薬という名の、最高のスパイスを。

「……俺、よく思うんですよ」

　鮮やかに振られるシェイカーを目で追いながら、ふいに男は口を開いた。

「あの仮装した群衆の中に、本物の化物……《人じん狼ろう》は何人いるんだろうって」

「…………」

　馬鹿め。

　今、お前の目の前にいるのが、その《人狼》だ──思わず笑い出しそうになりながら、マスターは涼しい顔でシェイカーを振り続けた。

「《人狼》なんて、滅めつ多たに見ないじゃないですか。今は《討とう伐ばつ官かん》の方々が活躍してくれていますからね。そこまで被害が大きくなるとは思えませんよ、私には」

「いやー、そうですかね。もし、俺が《人狼》だったら……迷わず紛まぎれ込こみますけど」

「群衆に、ですか」

「そうです。トリック・オア・トリート！　なんて訪たずねてきた無邪気な子供を……それこそ片かたっ端ぱしから、一人残らず食べますね」

「物騒なこと言わないでくださいよ。せっかくのカクテルが不ま味ずくなってしまいます」

　苦笑いしながら、マスターは完成した特製カクテル・マカルーンを冷えたグラスに注ぐ。

「さあ、お上がり下さい」

　仕上げにチェリーを添えてグラスを差し出すと、男は興味深げに琥こ珀はく色いろの液体に目を落とした。すっと息を吸い込むと、男は少し驚いたように顔を上げる。

「……アーモンド・チョコの匂いだ」

「鋭いですね。お客さんは甘いものがお好きということなので、チョコレートのお酒を使用しました。アーモンドの匂いはアマレットです、杏あん子ずの核を使ったリキュールですよ」

　そう。このカクテルは、甘い。

　睡眠薬独特の苦みを、多めに加えたチョコレート・リキュールが優しく打ち消してくれる。表面的な飲みやすさに誘われて、たった数口で飲み干してしまうに違いない。飲み干したが最後、高めのアルコール度数も相まって、数分後には深い眠りの世界に誘われることだろう。

　チェリーを摘まんでひょいと口に入れた男に、マスターは心の中で別れを告げる。さようなら、名前も知らない若者よ。君はこれから永遠の眠りについて、我々人じん狼ろうの血となり肉となるのだ。

「どうか温ぬるくなってしまわないうちに、一気にお召し上がり下さい」

　穏やかに促すと、男は華きや奢しやなカクテルグラスを手に持った──今夜は、久しぶりのご馳ち走そうだ。奥の部屋で、この若者を骨の髄ずいまで喰くい尽くしてくれよう。

　しかしグラスを口につけた所で、男は思い付いたように動きを止める。

「……ところで、店主さん」

「何ですか？」

「どうしてあなたは……《人狼》という言葉が出る度に、瞳どう孔こうが少し開くのですか？」

　その言葉に、マスターはぽかんと口を開く。

「……はい？」

「約五％……わずかな変化ですが、あなたは《人狼》という単語に、特別な興味をお持ちのようだ」

　予想外の反応に、マスターは言葉を詰まらせる。

　──馬鹿な。そんな事、あるはずがない。

　ポーカーフェイスは得意技なのだ。温厚なバーテンダーの仮面を完璧に被り続けてきたからこそ、ここまで正体を悟られず、どうにか生きて来られたのだ。

　深呼吸をして、マスターは表情をでっちあげる。焦りを悟られぬよう、動揺に気付かれぬよう、細心の注意を払って怯おびえたような微笑ほほえみを作り。

「……何だかんだ言っても、《人狼》のことは怖いんですよ。結局怖いから、こうやって屋内に引き籠こもっているんです。用心するに越したことはないですからね」

「…………」

「さあ。妙なことを言わずに、どうかカクテルをお召し上がりください。美お味いしいうちに飲まないと──」

　しかし男はグラスをカウンターに置き、遮った。

「それなら、どうして俺を疑いませんでしたか？」

「……は？」

「俺、怪しかったですよね？　この身なりで、逃げている、と言ったんですよ？　用心深いあなたなら、人狼を疑ってもおかしくない状況のはずです。なのにあなたは逃げなかった。それどころか、人一倍丁寧に接してくれた……それは何な故ぜか？　答えは簡単です。それは、あなたが《人狼》だから」

「…………ッ!?」

　ギョッとしてマスターは表情を強こわ張ばらせる。

　まさかこの男、些さ細さいな瞳どう孔こうの動きと行動から、一瞬で正体を見抜いたというのか？

　バクバクと心臓が脈打ちはじめ、冷や汗が流れ落ちる。こいつは一体何者なんだ？　なぜ、こんな事が出で来きる？

「動揺が隠しきれていませんよ」

　にやりと笑い、男は言い放った。その瞳には絶対的な確信が宿っている。

　──作戦変更だ。

　マスターは目付きを鋭くし、男を睨にらむ。本当なら手荒な真ま似ねは避けたかったが……。

「……ああ、そうだとも。でも……だったら何だって言うんだ？」

　正体がばれたのは想定外だが、やるべき事は変わらない。このクソ生意気な若者を、骨の髄ずいまでしゃぶり尽くしてやる。

　足元に忍ばせたスイッチを乱暴に起動させる。ガチッという音とともに分厚いドアがロックされた。ドアはもう、開けられない。店内は一瞬で周囲の世界と完全に切り離された。

　両手を広げ、マスターは高らかに笑い出す。紳士的な笑みとは正反対の、邪悪な笑顔。歪ゆがんだ口元から牙が零こぼれ、猛獣の瞳がギラリと光る。

　マスターに続くように三人の常連客も本来の姿を現した。人じん狼ろうたちは鮮やかなチームプレーで素早く男を取り囲み、逃げ道を塞いだ。もはや助かるチャンスなど、ありはしない。ちっぽけな人間を見下ろして人狼たちは獰どう猛もうな笑みを顔に刻んだ。

「……あーあ、囲まれちゃったよ」

　しかし男は、不気味なほど吞のん気きだった。

　椅子に深く腰掛けたまま、焦るでもなく逃げるでもなく、少しだけ困ったように肩をすくめた。奇妙な薄ら笑いは、人狼たちを困惑させた。

　トレンチコートの奥、男の胸元で何かが光った。バッジのようだった。しかしマスターは、その正体を知ることが出来なかった。バッジの存在に気付くとほぼ同時、マスターはその生涯を終えることになったからだ。

　眉間に風穴を開けて仰あお向むけに倒れゆくマスターの姿を、人狼たちはただ呆ぼう然ぜんと見つめていた。何が起こったのか、理解することが出来なかった。

　男はカウンターに飛び乗った。人狼を見下ろし、銃を構えた。使い込まれた銀色の拳銃だ。男の背後で力を失ったマスターが棚へと倒れ込み、轟ごう音おんとともに粉々になったボトルの欠片かけらが店内に降り注いだ。男には、ただ一瞬の隙も生まれない。

　男の胸元でバッジ──《首なし狼》のエンブレムが鈍く輝いた。

「……貴様……《討とう伐ばつ官かん》ッ……！」

　一人は恐怖に顔を歪め、一人は悔しげに牙を嚙かみしめ、一人は憎しみに目を細め。

　男の正体に気付いた時には、すでに手遅れだった。男は躊ちゆう躇ちよなく、たった三回引き金を絞った。《血けつ化か銀ぎん》の弾丸は人じん狼ろうの心臓を的確に射抜き、彼らの命を刈り取った。




「……はあ……」

　すっかり静まり返った店内で、男は大きな溜ため息いきをつく。

　なんて運が悪いのだろう。ゆっくり酒でも楽しめればと入ったバーに、人狼が四匹もいるだなんて。こんな厄介ごとに巻き込まれると分かっていたなら初めから洒落しやれたバーなんて選ばず、素直にネットカフェにでも行っていれば良かった。

　ポケットの奥に捻ねじ込こんだ携帯電話から、軽快な着信音が鳴り響く。うっと声を詰まらせ男は顔をしかめた。地下だから電波が届かないと見込んでいたのに、とんだ計算違いだったようだ。しばらく迷ったあと男は着信に応答する。

「……もしもし？」

『あ、射い京きようさん！　よかった、やっと繫つながりました』

「ああ、イコイちゃんか。どうかした？」

　聞き慣れた少女の声に、男はほっと胸を撫なで下おろす。電話口の少女は、申し訳なさそうに声をすぼめて要件を続けた。

『それがですね……射京さんの身代わりとして机に置いてた抱き枕、あるじゃないですか。あれがお偉いさんにばれちゃったんです』

「なんだ、そんな事か。適当に誤ご魔ま化かしといてよ」

『もちろん誤魔化そうとしましたよ。だけど、何度「これは射京さんです！」って言い張っても、信じてくれなくて……』

　困り切った少女の言葉に、男は思わず吹き出してしまう。誤魔化せとは言ったが、まさかここまで噓うそが下へ手ただったとは。

『だから、帰ってきて頂けませんか？』

「分かったよ。ほんとはもう少しサボる予定だったけど……しょうがない。それまでどうにか、誤魔化しきれる？」

　その途端、少女の声にぱっと花が咲いた。

『もちろんです！　だって私は、射京さんの専属秘書ですからね！』

　得意げな顔が目に浮かぶようだ。

　通話を切り、男はカウンターから飛び降りる。床に溜たまった人狼の血が、跳ね返って顔に掛かった。返り血を袖で拭い、男は気けだるげに歩き出す。

　男の名は吉よし田だ射い京きよう、職業は《討とう伐ばつ官かん》。

　現代の英雄とすら謳うたわれる、人狼討伐のプロフェッショナル。もっとも、彼の本来の仕事は、最前線で銃弾を撃ち込むものではないのだが。

　射い京きようは再度溜ため息いきをついてカウンター奥のスイッチを停止した。ドアのロックが解除され、店内は再び世界と繫つながる。ひんやりとした外気を肌で感じながら、吉よし田だ射京は濃厚なひとときを過ごしたバーをあとにした。

　バー・ギムレット──カクテル言葉で「長いお別れ」の名を冠した、その場所から。

「……チョコのお酒か。飲みたかったなあ……」

　人じん狼ろうの存在する世界の平和は、いつもこうして危うい均衡を保っている。
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【一節：怪物と英雄】
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　一年間に約一人、人間を喰くらわなくては、彼らはその命を保てない。

　世界で初めて《人じん狼ろう》が確認されたのはもう何百年も過去の話になるが、日本に人狼が入って来たのはそう遠くない明治時代と言われている。

　もともと彼らは未開の森深く、限られた地域にだけ存在していた。狼を、神と崇あがめる部族の森だ。そして人狼は、幸福をもたらす神として扱われていた。神である人狼は、供く物もつとして人肉を手に入れていた。だから人狼は必要以上に人間を襲うこともなかったし、人間たちはそれで幸福がもたらされるならと満足していた。

　奇跡的なバランスが保たれていたのである。

　しかしそのバランスが崩れたとき、世界がどう変化するか──人類は、その憶測を誤った。それは決定的な過ちだった。時代の流れと共に森は開発され、部族は姿を消した。生いけ贄にえを失った人狼が世界中に散らばって、そこで初めて人類は自らの過ちに気が付いた。

　解き放たれた幸福の神は、怪物となったのだ。
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　どんなに熱いシャワーを浴びたって、この身体にこびりついた不純物を取り除くことは出で来きない。吐き散らされた熱い湯は、まるで何の仕事も果たさぬまま、少年の肌の上で冷たい水滴となり果てる。

　カナガワⅢ区の新人討とう伐ばつ官かん・連つれ野の壮そう真まは、イライラと髪を搔かき上あげた。濡ぬれた髪がべったりと指にまとわりついてくる。正面の壁には鏡があった。漆黒の髪をした十七歳の少年が、鏡の向こうで不機嫌そうにこちらを睨にらんだ。

　ふと鏡の汚れが気になって、少年は手を伸ばす。しかし汚れは、触れれば触れるほどひどくなってゆく。鏡に映った自分自身が、どんどん、どんどん汚れてゆく。頭痛がした。この世界で綺き麗れいなままでいることは、きっと、ものすごく難しい。

　軽く舌打ちをし、壮真はシャワーの湯を止める。深い静寂が世界を満たすはずだった。しかし不思議なことに、ざあっという水の音は鳴りやまない。音は、窓の外から聞こえてきている。どうやら、今日は雨らしい。

　雨は嫌いだ。清潔なバスタオルで念入りに身体を拭きながら、壮そう真まは思う。頼んでもないのに降ってきて、またある時は、いくら頼んでも降ってこない。あまりに自分勝手だ。無責任と言ってもいいだろう。

　いつの事だったか、天気予報を裏切って突然ひどい雨が降ってきたことがある。

　穏やかな秋晴れを、見事にぶち壊す豪雨だった。もちろん傘なんて持っていなかったから、ものの十秒で全身がビショビショになってしまった。服の端をちょろっと絞ると、じわっと水が染み出てくる。それも綺き麗れいな雨水なんかじゃない。汚れきった灰色の汁だ。

　心底気持ちが悪かった。心身ともに濡ぬれ雑巾となって帰宅したあの日、普段の倍以上かけてシャワーを浴びた。その甲か斐いあって汚水が染み出てくることはなくなったけれど、落ちた気持ちはやはり濡れ雑巾のままだった。

　シワひとつないシャツに袖を通しながら、壮真は思う。

　あの日の雨は、どうして降ってきてしまったのだろう。秋の空気に包まれて、無邪気に笑う太陽に嫉妬したのだろうか？　自分も同じように笑ってみたいと？……まったく、とんでもない愚か者だ。嫌われ者の雨に生まれたのならせいぜい雨らしく、人々に嫌いや味みを言われながら、世界の隅でひっそり泣いていろという話なのに。

　バスルームをあとにし、リビングに出る。部屋は暗い。空を覆おおう雨雲のせいか、はたまた時間帯のせいなのか。ベッドの枕元で無機質なデジタル表示を刻み続ける置時計に目を落とす。時刻は午前五時三十分。まあ、暗くて当たり前か。

　ふと、時計の置場所が定位置から四ミリほどズレているのに気づき、壮真は手を伸ばす。つい数分前に発生した地震のせいだろう。震度はせいぜい二という程度だったが、その僅わずかな揺れは、家の中のあらゆる物を僅かにずらしてしまったのだ。

　時計に触れると、ほぼ同時。

　その隣に置かれたタブレット端末が仄ほのかに光った。すべての地域討とう伐ばつ官かんに支給される、通信・連絡用のタブレット端末だ。

　──討伐現場捜査指令。

　シンプルな着信音とともに表示された文字を見て、壮真は目を細める。

　討伐現場の捜査とは、一体どういうことだろう。現場の捜査や後片付けは、普通、その人じん狼ろうを討伐した者の仕事であるはずだ。だからこのように捜査だけの指令が来ることなど、通常なら有り得ないのだが。

　端末に触れ、画面を下にスクロールしてゆく。まだ指にシャワーの熱が残っていたのだろう。白く画面が曇り、壮真は思わず眉をひそめる。柔らかな布で何度も画面を拭いたあと、壮真はようやく指示全文に目を通した。

　すぐに、心の底から溜ため息いきが出た。なんでも、どこかの無責任な討伐官が勝手に《カナガワⅢ区》の人狼を討伐しておいて、後片付けどころか、担当である壮真たちに挨あい拶さつもなく立ち去ったらしい。

　まったく不真面目にすぎる。ガンガン痛みはじめた頭を抱えながら、さっそく準備を開始しようと顔を上げると。




　──グローリア・イン・エクセルシス・デオ




　どこからか、讃さん美び歌かが聞こえて来た。

　クリスマスシーズンになると街中に溢あふれる、きっと誰もが聞いたことのある、あの曲だ。歌声は透明だった。一点の曇りもなく、透明であり続けている。

　導かれるように壮そう真まは窓を開け放った。地面を見下ろすと、ざあっと激しい雨がこれでもかとアスファルトの地面を打ちつけているのが見えた。

　降り注ぐ豪雨の中で、その少女は、傘もささずに讃美歌を歌い続けていた。

「……樫かし乃の」

　短く呼びかける。しかし、雨の音にかき消されて声は届かない。

　当たり前だが、少女はずぶ濡ぬれだった。耳の横で二つに束ねた、蜘く蛛もの糸のように細い亜あ麻ま色いろの猫っ毛がずっしりと雨を含んで、足元に大粒の水滴をぼたぼた垂らしている。これじゃあ靴までビショビショだ、と視線を下ろすと、なんと少女は素足だった。靴どころか、靴下も履はいていない。ほんのちょっとの衝撃で割れてしまう飴あめ細ざい工くのような両脚で、黒ずんだアスファルトの上に危なっかしく立っている。












　少女は、右手に大きなバケツを持っていた。

　反対側の手は、空にかかげる奇妙なＶサイン。親指と人差し指をぴんと立てて、それを夢見るような瞳で見つめ、延々と歌い続けている。

「……樫かし乃の！」

　雨に負けないように、壮そう真まは少しだけ声を張った。

　ぱたり、と歌が止やんだ。少女はきょろきょろと左右を見回したあと、ぐっしょりと濡ぬれた白いポンチョを揺らして顔を上げ、

「サルウェーこんにちは、壮真」

　歌うような声で囁ささやき、微笑ほほえんだ。赤みがかった金色の瞳が、まっすぐに壮真を見上げている。金星によく似た、綺き麗れいな目だ。

「どうして傘をささないんだ。ずぶ濡れじゃないか」

　注意するように言うと少女──篠しの崎ざき樫乃は突然ふわふわ笑い出し。

「壮真だって、ずぶぬれだよ？」

　まだ乾き切っていない少年の髪を指差し、そう言った。

「まあ、たしかに濡れてるけどさ……」

　一体なんと説明すれば分かってくれるだろうと考えを巡らせたあと、

「……僕と樫乃じゃ、濡れてるの意味が違うんだ」

　言うと樫乃は「へんなの」と、ふわふわ笑った。

　そんな話をしている間にも、樫乃はどんどん濡れていく。アスファルトの上で冷え切っている、白くて小さなその足は、見ているだけで痛々しい。

「靴はどうしたんだよ？」

「……くつ？」

　少女は首をかしげて足元を見下ろす。雨水のたまったバケツの中身が、たぷんと揺れた。自分の足を見た樫乃は「あっ」と小さく呟つぶやいたあと、

「わすれちゃった」

　あたりまえのように、そう言った。

　靴を忘れるなんて、通常の感覚ならたぶんあり得ない。仮に忘れたとしても濡れた道路へ出た瞬間、気付くはずだ。だけれど樫乃はあたりまえのように忘れてしまった。そしてその理由を、壮真は知っていた。

「……わたしはね、天使だから！」

　唐突に、篠崎樫乃は言い放った。

「羽があるから、飛べるんだよ。ふわふわ飛んでるから、くつは、いらないの。くつがなくても、汚れないから」

　きらきらと目を輝かせて、少女は、幸せそうにそんなことを言う。

「そっか」

　壮そう真まはそっと、少女の足元へと目を遣やった。小さな足は、当たり前だが、砂や泥で汚れてしまっている。小石で切ったと思おぼしき掠かすり傷きずからは血が滲にじんでいる。

「……そうだよな、ごめんごめん。浮いてるんだから、大丈夫だよな」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやくと、樫かし乃のは嬉うれしそうにふわあと笑った。

　これが篠しの崎ざき樫乃という少女。

　空想世界に生きている──自称、天使。

　空想と現実の境目が、樫乃にはよく分かっていない。二つの世界は全く別で、だけれどたまに、突然繫つながる。繫がっては切れて、また繫がる。だけれど基本的には切れ続けている。一体どこが繫がっているのか分からないし、たぶん樫乃自身も分かっていない。

　ただ一つ言えるのは、空想世界に生きてさえいれば樫乃は幸せでいられる、ということだ。空想世界に生きているからこそ、樫乃は雨でぐしゃぐしゃになりながらも、幸せに笑い続けていられるのだから。

　だけれどそこには、常に問題がつきまとう。

　天使の肉体は、常に現実世界に存在するのだ。雨に濡ぬれたら風邪を引くし、小石を踏んだら怪け我がをする。生きるにはお金が必要だし、そのためには働かないといけない。

　壮真は息を吐き、もう一枚、清潔なバスタオルを手に取った。樫乃の身体は冷え切って、カタカタと震えはじめている。

　──汚い現実世界に置き去りにされてしまった天使を守れるのは、僕しかいない。

「……今、行くから。だから、ちょっと待ってて」

　言うと樫乃は小動物みたいに身体を震わせながら、

「グラティアスありがとう」

　と、幸せそうに呟いた。
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「……コルヴァスはね」

　シャワーを浴びさせ、熱い湯に入れ、タオルで水滴を拭って、シャツを着せて。仕上げに髪を乾かしてあげていると、篠崎樫乃は突然、こんなことを言いだした。

「わたしの、憧れの天使なの」

　ドライヤーの風に靡なびく髪を見つめながら、壮真は静かに少女の話に耳を傾けた。

「わたしに、翼をくれたんだよ」

　この「コルヴァス」という天使の話を聞くのは、一体、何度目になるだろう。壮そう真まはぼんやりと考えるが、数えきれないことが分かって、すぐにやめた。

　樫かし乃のは口を開けば、いつもコルヴァスという天使の話をした。樫乃の口から紡がれるのは、まるでおとぎ話のような物語だ。

「……そとの世界は汚いから、飛べない天使は出られないの。猛毒にやられて、ドロドロに溶けて死んじゃうんだって。だけどコルヴァスは、教えてくれた。わたしにも、見えない翼が生えてるんだって……そうやって、教えてくれたの！」

　床にぺたんと座りながら、樫乃は一人で話し続けた。

　遠い遠い世界を見ながら、素敵な夢を見るように。コルヴァスの話をするとき、樫乃はとても饒じよう舌ぜつになる。その子の話をしているだけで幸せだと言わんばかりに。

「一緒に世界を旅する約束も、してたんだよ」

　雨水のたまったバケツを両腕で抱えて、樫乃はそこにストローを入れた。タピオカドリンクなんかを飲むときに使う、太いストローだ。そして少女はすこしの躊ちゆう躇ちよも見せず、採とったばかりの雨水を、ちゅうちゅうと美お味いしそうに吸い始めた。

　篠しの崎ざき樫乃は、雨水しか飲まない。空から降ってくる水以外は、汚れていてとても飲めないのだと言う。

　科学的に──それこそ含まれている雑菌の数なんかを調べてみれば、雨水よりも水道水の方が遥はるかに綺き麗れいなことを壮真は知っていたが、しかし樫乃にとっては逆こそ真実。壮真はやはり黙ったまま、樫乃の髪を乾かし続けた。

「ヨコハマのね、遊園地に行きたいって話をしてたの。そしたら『クリスマスの日に迎えに行くから、一緒に旅をしよう』って……コルヴァスはね、そう言ってくれたんだ。だけどそれっきり、コルヴァスは来なくなっちゃった」

　樫乃は少し寂しげに、ストローから口を離した。薄い桃色の唇に、透明な雨水が伝って落ちる。

　そのまましばらく揺れる水面を見下ろしていた樫乃が、ぽつんと小さく呟つぶやいた。

「……コルヴァスに、お手紙書いてみようかな」

「手紙？　どうやって？」

　思わず壮真は聞き返す。すると樫乃は「燃やしてみるの」「……燃やす？」「だってコルヴァスは天使で、空にいるんだもん。だからね、煙にして空の上に届けるんだ」

　なるほど、と壮真は思った。聞けばそれは元々、空の向こうに住んでいる大天使の母親に、手紙を送るため編み出した方法なのだと言う。

「どう思う？　壮真？」

「……いい方法だと思うよ」

「だよね、だよね！　おうち帰ったら、いっぱいお手紙書くよ。それでね、ずっとずっと待ってたよって、言うんだあっ！」

　樫かし乃のはふわっと笑顔を輝かせ、そして嬉うれしそうに語り出す。それから樫乃はしばらくの間、コルヴァスに送る手紙の内容を延々と話し続けていたが、しかし突然言葉を止め、少女はふっと振り返る。神秘的な金色の瞳がまっすぐに壮そう真まを捉え。

「ねえ、壮真。どう思う？　そしたらコルヴァス……来てくれるかな？」

　突然意見を求められ、壮真はうっと声を詰まらす。これには困った。何と答えれば良いのだろう。何と答えれば、樫乃の世界を壊さずに済むだろう？

「……うん。きっと、来てくれる」

　結局しばらく迷ったあと、壮真はそんな無責任な返事をした。

　すると樫乃は、とても嬉しそうに頰ほおを染そめて。

　──グローリア・イン・エクセルシス・デオ

　またしても讃さん美び歌かを歌いだす。コルヴァスという少女と、はじめて出会ったときに歌っていた曲だそうだ。こうやって歌い続けていれば、きっとまたいつかコルヴァスが迎えに来てくれるのだと、篠しの崎ざき樫乃はそう信じている。

「乾いたよ」

　ドライヤーのスイッチを切って、壮真は言う。ぱたり、と讃美歌が止まった。

「グラティアス、壮真」

「さ。そろそろ準備しないと」

　すると、樫乃は不思議そうに首を傾かしげた。「……じゅんび？」

「準備だよ、任務の」

　そう言ってタブレット端末を指差すと、樫乃は合点がいったように頷うなずき。

「そっか、準備！　任務、いかなくちゃ」

　慌てた様子で言うと、すくっと立ち上がった。

　こう見えて樫乃も討とう伐ばつ官かんなのだ。壮真と同じ、《カナガワⅢ区》の新人討伐官。こんな調子でよく討伐官試験を通過できたものだと時々思うが、おそらく、人じん狼ろう討伐に対する人一倍強い想おもいが大きく評価されたのだろう。運動神経は悪くないどころか、射撃の腕は学年でも上位に入るレベルだったし、勉強も、暗記科目ならばほぼ満点だ。そうなると残る問題は人間性だけだが、どうやら少女の「平和な空想」程度なら大した問題にならないと上に判断されたらしい。

　空想フィルターを通して「悪魔と戦う天使の戦士」になった樫乃は、残った雨水をちゅうちゅうと猛スピードで飲み干して、さっそく出撃準備を開始した。

　樫乃の忘れ物は日常茶飯事だったので、制服に靴、下着に靴下……その他もろもろ使うものを一セット、壮真の家にはスペアで用意してあった。それがこんな風ふうに大活躍する日が来るなんて、嬉しいやら、悲しいやら。

「あっ……おい、ちょっと待てって！」

　せっかく用意した靴をまたしても忘れているので、壮そう真まは慌てて引き留とめる。樫かし乃のは不思議そうな顔で振り返った。一体なんと言えばこの天使に靴を履はいてもらえるだろうかと逡しゆん巡じゆんしたあと、壮真は至ってシンプルな言葉を使って少女へ告げる。

「……履いてた方が、かわいいよ」

　樫乃は少しぽかんとしたあと小さく頷うなずき、素直に差し出された靴を履いた。
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「……イコイよ、もう一度だけ聞くぞ」

《関かん東とう討とう伐ばつ局きよく─プロファイリング課》の課長室で、関東討伐局局長・連つれ野の竜りゆう一いち朗ろうは疲れ切った様子で口を開いた。

　視線の先には、まだ十六歳のあどけない少女。つやつやしたショートカットを小さなリボンでちょこんと留め、可愛かわいらしい花飾りに彩られたワンピースの上に、春色のパーカーを羽は織おった姿は、年齢以上に幼く見える。しかしその胸元で誇らしく存在感を放つ名札には、間違いなく「関東討伐局プロファイリング課・課長専属秘書」と明記されている。

「射い京きようはどこに行った？　これが射京だと言い張るのだけは、もう勘弁しておくれ」

　指差す先にはカツラをかぶせた激安抱き枕、ニックネームはホワイトさん。ホワイトさんを抱き枕と認めてしまうのは簡単だが、それでは射京との約束が果たせない……イコイはぐぬ、と奥歯を嚙かみしめて竜一朗に言葉を返す。

「これは、射京さんですっ……！」

　呆あきれた様子の竜一朗が、はあと溜ため息いきをついた。こんなやり取りが、もう何時間も続いている。もうそろそろ誤ご魔ま化かすのも限界、一刻も早く帰ってきて下さい射京さん──イコイが必死に願った、ちょうどその時。

　ドアが開いた。吉よし田だ射京が帰ってきたのだ。彼はなぜか、全身血まみれで。

「イコイちゃんお待た──げっ、竜一朗さんだ」

　討伐局長の姿を目にしたとたん、分かりやすく顔をしかめる。すぐさま踵きびすを返かえして部屋を立ち去ろうとするが、竜一朗がそうはさせない。

「待て、射京。なぜ君は血まみれなのだ」

　襟首を摑つかんだ竜一朗の顔をちらりと見み遣やり、射京はこびり付いた血を拭う。

「……ああ、返り血なんで大丈夫ですよ。怪け我がはしていないのでお気遣いなく」

「そんな事は聞いていない。なぜプロファイラーの君が、血まみれなのかと聞いている」

「人じん狼ろうプロファイラーだって討とう伐ばつ官かんでしょ。たまたま人狼を見つけたんだから仕方ないじゃないですか。怒られるなんて心外だな。感謝されても良いぐらいなのに」

　その後も射い京きようは不満げに反論を続けた。本当は勤務時間中にバーへ行ったこと自体が問題なのだが、そのことに触れる様子はない。竜りゆう一いち朗ろうは分かった分かったと言いながら、部屋の隅を指差した。膨大な量の書類が、山のように積まれている。

「一刻も早く、あれに判を押してくれ。全部だ。全部にだぞ」

　書類を一いち瞥べつした射京は、あからさまに嫌な顔をした。部下にあたるプロファイラーたちが作った、人じん狼ろうプロファイルの山だ。面倒くさいことに、管理職がこれらをチェックして判を押さなければ、地域討とう伐ばつ官かんにリストを送信できない仕組みが採用されている。

　しかし、ただひたすらに判を押す、という退屈極まりない作業は射京が最も苦手とする仕事の一つだった。

「……判はん子こなら、いつも朝あさ野のさんが押してくれるじゃないですか」

　奥の椅子にどかっと腰を下ろし、射京は当たり前のように、いつも散々世話になっている課長補佐の名を出した。朝野課長補佐は隣にあるプロファイリング課の大部屋で、本来なら課長がやるべき仕事の大部分を、いつものように的確に片づけてくれているはずなのだ。しかし竜一朗は、暗い調子で溜ため息いきを吐き。

「……朝野くんなら、今朝倒れたよ。過労でな。誰かさんが放棄した仕事の穴埋めをするために、何日も徹夜したらしい。昨日の夜からカマドウマの幻覚を見るようになって、今は病院のベッドの上だ……一体、どこの誰のせいだかなあ？」

　ちらり、とわざとらしく視線を送りながら竜一朗は言う。

　その視線を回避するように、射京は顔を背けて机に脚を投げ出した。さすがにチクリと心が痛んだ。激務の中で文句一つも口にせず、かといって手も抜かず、丁寧に仕事を続ける課長補佐の姿が頭に浮かぶ。

「……倒れるぐらいならサボればよかったのに……」

　射京としては朝野課長補佐の身体を心配して、本心から滲にじんだ一言だった。しかし竜一朗の耳には、単なる無責任発言としか響かない。

「いい加減にしろ、射京！　皆が君のようにサボっていたら、世界が滅びる！」

　大げさだな、そんな事よりお見舞いに行かなきゃ、手土産は何がいいだろうかと考えながら、射京はデスクの奥からずっしり膨らんだ布袋を取り出し。

「……こんな時のために予備の判子を作っておいたんです。二十本はあります。どうせ誰が押しても変わらないし、この際、手分けしましょう」

　竜一朗に向かって、ぽんと投げる。そういえばこの間食べた絶品のチョコがひとつ残っていたはずだと思い出し、デスクのさらに奥から箱の潰れたチョコを取り出すと、竜一朗はさらに怒った様子で。

「優雅にチョコなど食ってる場合か！　君が押さねば意味がない！」

　なかなかにキレの良い突っ込みと共に、せっかく用意した判子を投げ返してきた。

　自分で食べようとしたわけじゃないのにと肩をすくめながら、射い京きようはついに諦める。押す、と約束しなければ竜りゆう一いち朗ろうはテコでも動かないつもりだろう。

「……わかりましたよ、やりますよ……やりたくないけど」

　そう口にした途端、竜一朗はパッと満足げな笑顔に切り替わり。

「そうか！　君ならやりたいと言ってくれると信じていた。一時間で頼むぞ、射京」

　早口で言うと竜一朗はさっさと部屋をあとにした。やりたいなんて一言も言っていないのに、どうやら都合の悪いことは耳に入れない仕様らしい。

　絶望的な量の書類を見つめ、射京は心の底から呟つぶやいた。「やりたく……ない……」

　竜一朗が代理の判を許さない理由は、もちろんチェックが必要だからなのだが、そもそも射京は日頃から、最終チェックなんて必要ないと思っているのだった。

　ここにある容疑者リストは、なにも子供が遊びで作ったわけじゃない。関かん東とう討とう伐ばつ局きよく有する優秀なプロファイラーたちが、研けん鑽さんと経験を重ねて作り上げた努力の結晶なのだ。それを疑い、わざわざ手間や印刷代や労力をかけてまでチェックする必要が、一体どこにあると言うのだろう。

　それこそイレギュラーな、型にはまらない事件ならば協力が必要かもしれない。だけれど毎日のように発生する、つまりは全体の九割以上を占める、ごくごく「普通」の事件ならば、彼らを信じて問題ないというのが、射京の自論だった。

　重い腕を持ち上げて、ろくに内容も確認せず、ぺたりと判を押す。印影はぼやけて、しかも上下逆さまだった。あー、と小さく声を上げると視界の外からひょこっとショートカットの少女が飛び込んできて。

「やる気が出ないのですか、射京さん」

　顔を覗のぞき込こみながら、そう言った。

「その通り。だってさ、毎日、毎日、ハンコ、ハンコ、つまんないプロファイリング、ハンコ、ハンコ、かんたんなプロファイリング……同じことの繰り返しなんだよ？　面白くも、難しくも、スリルもない。やる気が出る方が、どうかしてるよ」

　射京は肩をすくめ、血まみれのコートを床に脱ぎ捨てた。コートに隠れたホルスターが露あらわになり、返り血を浴びた銃とワイシャツが剝むき出だしになる。

「……それにさ。いいお菓子、見つからなかったんだ」

　ぼんやり遠くを眺め、射京はぽつりと呟いた。お菓子というのは、ご当地名産菓子のことだ。地域の特色がいっぱいに詰まった、夢と希望溢あふれる素敵なお菓子だ。

　知らない土地にふらりと行って、世界的に有名な逸いつ品ぴんや、誰も聞いたことのないようなマイナーな珍品、ありとあらゆるお菓子を買い占めることが射京の大きな楽しみだった。最近の悩みは、めっきり目新しいお菓子を見かけなくなってしまったこと。この調子だと、商品入れ替えの時期まで待つ必要が出てくるかもしれない。

　ふふ、とイコイが不敵に笑った。何だろうと顔を上げると、イコイはその手に立派な缶ケースを持っていて。

「射い京きようさんっ、これを見てください！」

　射京は驚き、目を見張る。イコイが誇らしげに手にするそれは、入手困難なご当地お菓子の代表格『いわしパイ』だった。マニアの間では高値で取引されることすらあるが、それでも消費期限が短いため手にするのは難しい。

「どうやったの、イコイちゃん？」

「オークションサイトで戦いました。いつも、すぐに落札されちゃうから……必死にスピードを磨いて作戦を練って……ついにゲットです！　がんばりました！」

　するとイコイはずいっと誇らしげに胸を張り、

「だって私は射京さんの専属秘書……トータルやる気コーディネーターですから！」

　自慢げにそう、言い切った。底辺まで落ちていたやる気が、少しだけ回復する。これだったら、あと十回ぐらいはつまらない判はん子こが押せるかもしれない。

「さすが！　イコイちゃんはやっぱり、最高の秘書だね」

　射京は笑い、ぽんとイコイの頭を撫なでた。イコイは頰ほおを緩め、えへへと笑う。こうして関かん東とう討とう伐ばつ局きよくプロファイリング課の、いつも通りの一日が始まりを迎えた。
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　連つれ野の壮そう真まと篠しの崎ざき樫かし乃のが出会ったのは、国立人じん狼ろう討とう伐ばつ官かん学校入学式──ちょうど今から、二年とちょっと昔の話になる。

　少女はふわふわと、まるで雲の上を歩くかのような捉えどころのない足取りで教室に現れた。そして自己紹介で当然のように「天使」と名乗った少女は。

「……こんな狼さんを、さがしにきたの」

　頭の上にへんてこなＶサインを掲げ、夢見がちにふわあっと微笑ほほえんだ。

　なんだこいつは、と誰もが思った。親指と人差し指をぴんと伸ばしたまま、少女は突然、讃さん美び歌かを歌い始めた。上う手まかった。だけれど歌の良し悪しは、この場合別に問題にはされていなくて、むしろ聖せい歌か隊たい並に綺き麗れいな彼女の歌声は、その奇妙さを一層引き立てる結果になってしまった。篠崎樫乃はあっという間に孤立したが、その中に置かれて少女はなお、柔らかな笑みを浮かべ続けていた。

　二人が初めて会話をしたのは、そんな出会いから半年ほど経たったある日のこと。まだ生徒がまばらに残る放課後の教室で、やはり一人きりで夢見がちな視線を宙に投げ続ける少女に、この日、壮真は勇気を出して話し掛けた。

「あのさ。入学式のときの……これって、どういう意味？」

　親指と人差し指で遠慮がちにＶサインを作り、押し殺した声で少女に訊きいた。すると少女は事もなげに。「おとうさんと、おかあさんに、残ってた傷あと」

　さらりと言うと少しだけ、身の上話をしはじめた。樫乃の親はもう何年も前に亡くなっていて、少女は人狼被害児養護施設で育ったのだと言う。そして、両親に《Ｖ》字の爪跡を残した人狼を探し出すため、討伐官を目指したのだと。天使を名乗る少女の、この上なく現実的な志望動機を聞いて、壮真は少し驚いた。そして同時に、壮真は感じた。

　──今。この子は《Ｖ》字の人狼を通して現実世界と繫つながっている。幸か不幸か、その特徴的な傷跡が、どん底にいた少女に強いエネルギーを与えたのだ、と。

「……僕も、施設で育ったんだ」

　気付けば壮真は呟つぶやいていた。しかし樫乃は特にその話題には深入りせず微笑んで、おもむろにカバンから紙袋を取りだした。フラワー、と書いてある。小麦粉だ。

　次の瞬間。少女は紙袋に手を突っ込んで、わあっと小麦粉を天井に放ほうり投げた。細かな粒子があたりに舞って、樫乃は、頭の上から足の先までまっ白になった。

　突然の奇行。教室に残っていた生徒たちは、わーきゃーと面白そうに叫びだした。しかし奇行としか言いようのないその行為が、壮真の目には、なぜかこの上なく神聖な行いのように映っていて。

「……天使だもんな」

　ぽつん、と壮そう真まは呟つぶやいた。その言葉に、少女はぱちぱちと目を瞬しばたたいた。長い睫まつ毛げに乗っかった粉が、はらはらと床に落ちてゆく。

「信じてくれるの？」

「……きっと意味があるんだろ、これも」

　言うと樫かし乃のは、金色の目を零こぼれそうなぐらいに見開いて。

「……うん、そう。そうなの！　このね、粉をかけるとね……見えない羽が生えるんだって、強くできるんだって……そう《コルヴァス》が教えてくれたの！」

　興奮した様子でまくしたて、壮真の頭にたっぷりと小麦粉をふりかけた。結局ひどく粉っぽくなっただけで、もちろん羽なんて生えなかった。だけれどこの日の出で来き事ごとをきっかけに壮真と樫乃は、毎日を共に過ごす友人同士になったのだった。
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　端末に転送された地図を読み取り、連つれ野の壮真は道を進んでゆく。

　今日の目的地、バー・ギムレットは、カナガワⅢ区ヨコハマ地区の裏路地に位置しているらしい。篠しの崎ざき樫乃は乾いたばかりの髪をふわりと揺らしながら、壮真のうしろをゆっくりマイペースにくっついてきた。

　角を曲がると、目的のバーはすぐに見つかった。地下店舗に繫つながる薄暗い階段、入口に張られた立入禁止の黄色いテープ。そして、その前に佇たたずむ、一人の男。

「サルウェー、師匠」

　樫乃は男の前に躍り出て、軽やかにお辞儀をした。煤すすけた黒いコートを着た三十代半ばの瘦せた男は、樫乃の言葉を聞くと、ほんの一瞬顔を強こわ張ばらせ。

「……こんにちは、と言え」

　不愛想にそう言った。

「サルウェー。天使のことばで、こんにちは、ですよ？」

　男の言葉を受け、樫乃は不思議そうに首を傾かしげた。しかし男は首を大きく横に振り、きっぱりと言い切る。

「お前は天使じゃない、人間だ。人間の言葉を使え」

　それだけ言うと男──スギハラ討とう伐ばつ官かんは、さっと背を向け階段を降りてゆく。

　スギハラは、カナガワⅢ区のベテラン討伐官。壮真と樫乃にとっては直属の上司にあたる。優秀だが冗談の通じないぶっきらぼうな人物で、いつもこうやって樫乃を悲しませる……というより、強引に二つの世界を「繫げよう」としてくる。壮真は、いつもそのことが気掛かりだった。

　店のドアは、開け放たれたままだった。階段を降りてすぐ、濃厚な血と酒の匂いがうっと鼻をつく。四体の人じん狼ろうが折り重なるように倒れているのが見える。

「……まったく、ひどい有様だな。考えられん」

　白く淀よどんだ死体の目を見下ろし、スギハラは吐き捨てた。これには壮そう真まも同感だった。これほど荒れた空間を、捜索し片付けるとなると一日ではとても終わらないだろう。人狼を仕留めた討とう伐ばつ官かんは、なぜこの状況を放置したのだろう。討伐官としての自覚に欠けた行動に、壮真は軽い嫌悪感を覚えた。

　さっそく捜索が始まった。樫かし乃のは棚やカウンター付近、壮真は死体を調べることになった。じっくりと死体を観察し、壮真は気付く。全ての人狼は急所を的確に射抜かれていた。恐らく、即死だったに違いない。驚きよう異い的身体能力を持つ人狼を、これほど鮮やかに殺せる討伐官は……たぶん、そう多くは存在しないはずだ。

「……やはり腕前だけは、流石さすがだな」

　壮真とともに死体を眺めていたスギハラが、独り言のように呟つぶやく。

　おや、と思った。まるで人狼を始末した討伐官を知っているような口ぶりだったからだ。壮真の視線に気付いたスギハラは一瞬、しまったという表情を浮かべた。しかし間もなく、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で歯切れ悪く言葉を続ける。

「……昔の、教え子なのだ。配属初日に十時間の遅刻をした上で、ヘラヘラ笑って最後まで謝らなかった逸材など……後にも先にも、奴やつだけだ」

「そんな人が、今も討伐官を？」

「……ああ。今では関かん東とう討とう伐ばつ局きよくのプロファイラーだ」

「プロファイラー……ですか？」

　壮真は思わず聞き返す。

　人狼プロファイラー。それは、プロファイリングと呼ばれる技術を用いて、人間社会に溶け込んだ人狼を、統計的・行動学的に暴あばき出だすプロフェッショナルのこと。

　プロファイリング課、そして彼らが作成する容疑者リストの存在は、壮真もよく知っていた。そのリストをもとにして、壮真たち地域討伐官の任務──すなわち尾行だったり、監視だったり、ときには潜入だったりの対象が決定されるのだから。

　プロファイリング課は不思議な部署だ。彼らは討伐官でありながら、銃を持つ機会はほとんどない。直接人狼と対たい峙じすることがない代わりに、見えない場所から討伐官を操り、人間に化けた狼を殺し続けている。

　誰にでも務まる仕事でないのは明らかだ。プロファイリングに関する基礎知識はもちろん、あらゆる状況に対応するための応用力、正確に資料を読み解く力、さらには豊富な経験に天性のセンス──人狼プロファイラーとは、それら全てを高い基準でクリアした精鋭たちなのだ。

　だからこそ壮真は、平気で遅刻をするような人物がプロファイリング課に所属していることが信じられなかった。スギハラが語った人物像は、壮そう真まの想像する人じん狼ろうプロファイラー像とあまりにかけ離れていたからだ。

　しかし続けてスギハラが口にした言葉は、壮真をさらに驚かせる。

「……それも、ただのプロファイラーではないぞ。三年前──二十歳の若さでトップまで上りつめた、関かん東とう討とう伐ばつ局きよくプロファイリング課の課長サマだ」

「ええっ？　二十歳……？」

　壮真は動揺し、スギハラの顔を凝視した。二十歳。役職に就くにはあまりに若い。たぶん、若すぎる。討伐局に何人のプロファイラーが所属しているかを壮真は知らなかったが、おそらく百人は超すだろう。その数の精鋭たちを、二十歳のろくに経験もない若造がまとめ上げるとなると……。

「……ものすごく、人望がある方なんでしょうね」

　しかし呟つぶやいたとたん、なぜかスギハラはものすごい勢いで噴き出して。

「人望？　やつに限って、その言葉は……」

　そのままスギハラはしばらくの間、笑いを堪こらえるようにぷるぷる震え続けていたが、ついにどうにか声を絞り出す。

「……この惨状を見れば分かるだろう。やつには、与えられた仕事をやりきるという概念がない。遅刻癖・サボり癖は相変わらずで、人の感情を逆なでする能力が異様に高い。課長になったきっかけだって、個室じゃないと辞めるなんてワガママを言ったせいだと聞く」

　壮真の困惑は、さらに深まる。人望皆無、経験も浅く、おそらく社会不適合。そんな絵に描いたような問題児が──。

「なんで、プロファイリング課のトップなんかに……？」

　しかしその瞬間。スギハラが、ぱたりと笑いを止めた。まるで迷いのないまっすぐな瞳で壮真を見据え。そして驚くほどシンプルな言葉で、壮真の疑問を解決する。

「天才だからだ」

「天才……ですか」

「ああ、そうだ。十代の頃、たった一人で《黒くろ山や羊ぎの夜事件》を解決したのも、あの男だ。他には、ミラノ連続喰殺事件、幼稚園バス連続神隠し、引き裂きジョージ……すべて、やつが解決した。やつは……紛まぎれもない天才なのだ」

　天才──その言葉の意味するところが、壮真はよく分からなかった。ぼんやりと曖あい昧まいで、現実味のない言葉だとすら思った。天才とは、いったい何なのだろう。天から授かった才能、それが天才。それは、一体、どのレベルを指しているのだろう。

　摑つかみどころのない言葉を必死に摑もうとしていると、スギハラは遠くを見るような視線で天井を見上げ、ふうと細く息を吐く。

「たとえば討伐局には、数多くのプロファイラーがいるだろう。彼らは皆優秀で、質の良いプロファイルを、定期的に我々に提供してくれる……しかしだな。世の中には、確実に存在するのだ。一介のプロファイラーでは正体を暴あばくことはおろか、その存在さえ証明出で来きないような天才──人類の未来を〝侵〟す、いわば侵才の人狼がな」

　侵しん才さい──先ほどと負けず劣らず現実味のないその言葉を壮そう真まはゆっくりと嚙かみ砕くだき「……もし、そんな人じん狼ろうがいたら」想像して呟つぶやいたあと、「……そいつは、永遠に捕まることがない。いつまでも殺し続けられる。何人も、何人も」そう結論づけた。

「いかにも」

　スギハラは力強く断言し、深く頷うなずいた。

「やつは、そんな《侵才》を倒すため、あの場所に居るのだ」

　侵才を倒せるのは天才だけだ。スギハラはそう呟いて、ぼんやりと宙を見上げた。その横顔を見つめながら壮真は、侵才の人狼とやらに想おもいを馳はせる。人狼の身体能力は人間を遥はるかに凌りよう駕がする。もし人狼が、頭脳でさえ人間を圧倒してしまったとしたら──なるほど。それは人類にとって、とてつもない脅威となるだろう。

「……ま、とはいえ。そんな人狼がそうそう居るわけでもないのだがな」

　ふっと力を抜いたスギハラが、調子を変えて切り出した。

「おかげで今は、本来の目的とは関係ない仕事ばかりをやらされているらしい。一応、下で処理できない「未解決事件」のプロファイリングをするという名目だが、実際は部下のプロファイラーが〝外した〟事件の尻拭いをさせられている状況だな。テンションが上がらない気持ちは分からんでもないが……しかし、だからと言って、この状況が許されるわけではない」

　荒れ果てたバーをぐるりと見渡し、スギハラは呆あきれた様子で口の端を歪ゆがめた。現場に残る靴跡は、床の血だまりを避けようとした様子もなく外の廊下までを汚しているし、こんな惨状を作っておきながら出入口のドアさえ閉めていなかった。自分勝手で適当な性格が、透けて見えるかのようだった。

「……無駄話をしたな。仕事に戻ろう、壮真」

　促されて壮真も持ち場に戻るが、しかし頭の中は、スギハラが語った天才プロファイラーのことでいっぱいだった。とてつもない問題児なのは疑いの余地もない。しかしその人物は、関かん東とう討とう伐ばつ局きよくで唯一「侵才」に抗あらがえるだけの力を持った「天才」だ。

　人狼にとっては恐ろしい脅威であり、人間にとっては光り輝く希望なのだ。

「……名前は、何というんですか？」

　気付けば壮真は聞いていた。手を止めたスギハラは、しばらくの沈黙ののち。

　はっきりと、その名を口にした。

「──吉よし田だ射い京きよう。討とう伐ばつ官かんの名家……《吉田》本家の、次男坊だ」
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　真面目に判はん子こを押し続けるのは、どうやら二十分が限界だったらしい。

　吉よし田だ射い京きようは完全に仕事の手を止め、窓の外へと目を遣やった。今日はよく晴れている。こんな日に職場に缶詰だなんて、全くもって馬鹿げている。

　せっかく頑張ってくれたイコイには申し訳ないのだが、先ほど食べたいわしパイはご当地お菓子マニアを始めて以来の大ハズレだった。

　まず箱を開けた瞬間、度肝を抜かれた。冷え切った二匹のいわしがジッとこちらを見つめている。こんがりと焼けた魚が身体の大部分をパイにうずめて、白はく濁だくした眼球をカッと見開いている様は、見方によってはなかなかのホラーだ。

　そんな超ド級のインパクトを残すビジュアルは、百歩譲って良しとしよう。これはこれで良い。むしろこの外見を期待していたと言っても良い。しかし続けてぷうんと漂ってきた、魚の内臓をそのまますり潰したような強烈な生臭さは一体どういうつもりなのか。

　この時点ですでに食欲は失われていたのだが、せっかくイコイが取り寄せてくれたパイを食べないわけにもいかない。勇気を出して一口食べて、すぐに後悔した。端的に言うと、まずい。しかしそれ以上に、これは一体何なんだという恐怖と困惑に打ち震えた。

　中身はどうやら魚ではなかった。パイの中にぎっしりと詰まった、ボソボソした白身の肉を嚙かみしめると、なんとも不快な泥臭さが口中に広がった。海え老びに似ているが、何かが違う。そこでようやく箱の表示を確認し、肉の正体が分かった。ザリガニだ。「イギリスの名産『星を見上げるパイ（いわしパイ）』を参考に、古き良き日本の田舎をイメージしてアレンジした逸いつ品ぴん。パイの中には店長アーノルド佐さ々さ木きが川で釣ったアメリカザリガニをふんだんに詰め込みました」……だそうだ。

　別に、ザリガニを食べること自体はおかしい事ではない。実際、フランス料理の食材としてはそれなりにポピュラーだったはずだ。だけれど野性のザリガニを、ろくに下処理もしないままパイに詰めるなんてどうかしている。

　そもそも外来種であるアメリカザリガニを、あたかも日本の風物詩として扱うこと自体、違和感がある。コンセプトの段階で支離滅裂だ。

　見た目・食感・匂い・味・コンセプトに関して最低評価のチャートとともに「もう食べない」という一言コメントを脳内ノートに書き記し、射京は深い溜ため息いきをついた。

　いわしとザリガニが刻んだ生臭さと泥臭さは、なんとあれから二十分が経過しても頑固に舌に居座り続けている。どうにかこの臭みから逃れる方法はないだろうかと頭を巡らせながら、射京はもう一度窓の外を見た。

　視界の端に、カラフルな屋根が見えた。その瞬間にピンと来た。あれは確か、つい一週間前にオープンしたアイスクリーム屋さん。チョコレートやストロベリーなど定番のフレーバーに加え、肉汁やおでん、さらには納豆などの変わり種も取とり揃そろえていると評判だ。中には確か、酢味というのもあったはず。

　魚の生臭さとは、つまりはトリメチルアミンのこと。塩基であるトリメチルアミンを酸で中和して、無味無臭な水と酸性塩にしてしまうという方法は、料理の下処理としては有名だ。果たしてそれが頑固ないわしパイの臭みに効果的かは不明だが、一度試してみる価値はあるかもしれない。

「イコイちゃん。俺、魔法のアイスを買ってくるよ」

　自分で買ってきた手前まずいとも言えず、涙目になりながら「おいしいおいしい」とパイを食べ続ける少女に目を向けて射い京きようは言った。

　ぐすん、と鼻水をすすりながらイコイは応える。「魔法、ですか？」

「うん。それがあれば、いわしとザリガニの呪いが解けるかもしれない」

　言うとイコイは、はたと黙り込んで、しゅんと肩を落とし「……やっぱり、まずかったですか」申し訳なさそうにいわしパイを見下ろした。どんより濁ったいわしの目玉が、そんなイコイを小馬鹿にするように見上げている。

「いや、いいんだ。とんでもないハズレを引くかもしれないっていうスリルも、ご当地お菓子の醍だい醐ご味みだからね」

　笑いながら射京は、さっさと部屋を抜け出した。

　爽やかな秋風を全身で感じながら徒歩十分。目的のアイスクリーム屋さんに到着した。オープンしたばかりだというのに、店は案外空いていた。というより、他の客が一人もいない。狭い店内でニコニコと営業スマイルを浮かべるスタッフのお姉さんと二人きり。何とも言えない居心地の悪さを感じながら、射京は逃げるようにガラスケースに目を落とす。

　なるほど評判通りの品ぞろえだ。チョコにバニラ、ミント、ほうじ茶……見ているだけで楽しくなるような色とりどりのアイスが整然と並んでいる。ふと、一つのアイスに目が留とまった。くすんだ赤色のアイスだ。アイスの中から、カニのハサミのような物体が飛び出している。視線に気付いた店員がにっこり爽やかな笑顔を浮かべながら説明を始めた。

「そちら、とても新鮮な材料を使用しております。本日の朝、店長自らが出向いて釣ってきた食材ですから」

　そんなまさか、と射京は壁のポスターに目を向けた。

　ザリガニ釣りの名手アーノルド佐さ々さ木きと書かれたポスターの中央で、わりばしの釣つり竿ざおを手にしたおじさんが満面の笑みを浮かべている。とても幸せそうな笑顔だ。だが忘れもしない、アーノルド佐々木はあのいわしパイをも開発した戦犯だ。店内が閑散としている理由が分かった気がした。ザリガニアイスを勧めてくる店員をどうにかかわし、射京は素早く「酢アイス」を二つ注文する。お姉さんは少し残念そうな顔をしながら、しかし営業スマイルは片時も忘れることなく接客を終えた。

　店を出てすぐ、射い京きようは酢アイスを口にした。攻撃的な酸味が、つんと鼻からぬけてゆく。射京はわずかに顔をしかめ、低評価チャートとともに「ただし、いわしとザリガニのあとには有効」というコメントを脳内ノートに書き記した。

　そのとき、背後で声がした。冷たい、氷のナイフのような鋭い声だ。

「……こんな所で何をしている」

　反射的にギクリと身が強こわ張ばる。最もこの瞬間を見られてはいけない人物に、目撃されてしまったからだ。恐る恐る振り返ると、そこには厳格という言葉をそのまま体現したような人物がいた。射京よりも一回り大きなその男は、石せつ膏こう像のように冷たい目で射京を見下ろしている。とっさに射京は逃げ道を探した。しかし男はそれを許さない。結果、射京は不自然な愛想笑いを顔中に貼り付かせ。

「や……やあ、兄さん。こんな所で奇遇だね！」

「何をしている、と聞いている。お前は今、勤務中のはずだが」

「息抜きだよ、息抜き。朝から晩までパソコンと向き合ってたら、肩が凝るだろ？」

　努めてマイペースに振る舞うが、背中には嫌な汗が流れていた。

　男の名は吉よし田だ射い織おり、討とう伐ばつ官かん。吉田本家の長男にして、若くして全国七箇所ある地方討伐局を束ねる《東とう京きよう討伐庁》の長官補佐を担う人物だ。仕立ての良い外国製スーツの胸元に磨き込まれた討伐官バッジを燦さん然ぜんと輝かせ、威圧的に射織は言った。

「討伐官バッジを着けたまま、白昼堂々サボタージュとは良い度胸だな」

「ああ、ごめん。次からは外してサボることにするよ」

　射織が無言で睨にらんだ。気の弱い人ならば、それだけで気絶してしまう程の迫力だ。温かな人間味の欠片かけらも感じない、研ぎ澄まされた射織の瞳から射京は目を逸そらす。

　兄のことは、昔からどうも苦手だった。冗談の類たぐいは一度だって通じた覚えがない。どんな状況に置かれても、どんな光景を目にしようと、顔色一つ変えず淡々と迅速に判断を下すことが出で来きる。討伐官学校時代の渾あだ名なは「討伐サイボーグ」だったが、まさしくそれが吉田射織という人物を的確に表現した言葉と言えるだろう。

「そもそもお前は、吉田一族としての自覚に欠ける」

　射織が口を開いた。ああ始まってしまったと、射京は天を仰ぐ。

「我々は、世界を背負う存在だ。自由や娯楽が許されるような立場ではないのだ」

　まるで予あらかじめプログラミングされたように、全く表情を動かさずに射織は言った。本当にロボットのようだと射京は思う。仮に今ここで、彼の頭が半分に割れて、中からレーザー銃が伸びて来たとしても、それほど驚くこともないかもしれない。

「射京、お前は天才だ。その才能を、正しい方向へ使え。正しい方向とは人類の為になる事、すなわち討伐。討伐に全てを注ぎ込み、名誉ある死を迎える事──それこそが吉田一族の幸せだ」

　何が幸せだ。射い京きようは心の中で毒づいた。それが幸せであるはずがない。

「……どうせお前の事だから、《捧ほう血けつ》にも行っていないのだろう」

　刺すような口調で射い織おりは続けた。人類に《血》を《捧ささ》げると書いて《捧血》。その自己犠牲的な響きに、射京は眩暈めまいさえ覚える。

　人じん狼ろうの肉体に備わる驚きよう異い的治癒能力を阻害して致命傷を与える、今こん日にちの人狼討伐に欠かせない物質《血けつ化か銀ぎん》──それを生成するためには、大量の血液が必要だ。そして、そのために血液を提供する行為こそが捧血と呼ばれている。

　厄介なことに捧血は、誰でも可能というわけではない。特殊な成分の含まれた、《抗こう人じん狼ろう血けつ液えき》でなくては意味がないからだ。そして《抗人狼血液》は、いくつかの限られた家系にしか流れていない。その代表的な家系が吉よし田だ一族なのだ。

　だから彼らは血を捧げる。表向きは有志だが、その実はほぼ強制だ。チューブに繫つながった太い注射針を血管に刺されて、そこから血が抜かれていくのをぼんやりと見ている。抜くだけでは貧血になるので、輸血もする。点滴バッグに充じゆう塡てんされた知らない誰かの血液が、今度は体内に入って行くのをまたぼんやりと見ている。

　まあそれも、百歩譲ってたまになら良いとしよう。しかし定められた《捧血》の頻度は、週三回。早起きをして、朝の貴重な一時間を捧げるのだ。考えてもみてほしい。週三回、一時間、仮にそんな生活が六十年続いたとしよう。

　３×４×12×60＝８６４０

　つまり《捧血》によって奪われる人生の時間は、実に八千時間をゆうに超える。八千時間あれば、一体どれだけ豪遊することが出で来きるだろう。特殊な家柄に生まれたからって、こんな理不尽な時間の浪費を強制される覚えはない。それに……。

　射京は、つまようじ程もある極太の点滴針を想像して身震いし。

　──そもそも、俺は注射が大嫌いなんだ！

　心の中で叫んだ。すると射織は「……行ってないんだな」と低い声で呟つぶやいたあと、

「お前もお前だ。しかしそれを黙認するとは……あの女、とんだ職務怠慢だな」

　吐き捨てるようにそう言った。あの女、というのがイコイを指しているのは明らかだった。心の底からムッとした。そんな事、言われる筋合いは何ど処こにもない。

「俺が勝手にサボっているだけだ。イコイちゃんは、何も悪くない」

　しかし射織は射京の反論になど耳を貸さず、軽けい蔑べつするように言葉を続ける。

「出来損ないは、どこまで行っても出来損ないだ。同じ時を過ごせばお前まで腐る」

「出来損ないなんかじゃない。イコイちゃんは優秀な秘書だ」

「何が優秀だ。人の本質とは、そうそう変わる物ではない。あの女、吉田一族に相応ふさわしい秘書になったつもりでいるかもしれないが、結局は──」

「黙れよ兄さん、不愉快だ」

　攻撃的な言葉の連続を、射い京きようはぴしゃりと断ち切った。

　イコイをからかうのは大好きだが、彼女が他人に貶けなされるのを聞くのはひどく不快で堪たまらなかった。アイスを握る手に力が入る。どろりと表面が溶けて、薄い黄色の雫しずくがぽたぽたと地面に染みを作った。

「イコイちゃんのことを悪く言うのはやめてくれ」

「悪くなど言っていない。全ては真実だ」

　射い織おりは頑かたくなだった。この男が持つ鋼鉄の心には、きっとどんな言葉も響くことはないのだろう。柔軟性の欠片かけらもない価値観で多くのものを切り捨てて、ひどく不自由でつまらない「正義」に囚とらわれて一生を終えることになるに違いない。

　射京は兄を睨にらんだ。射織は無機質な目で射京を見下ろしていた。射京によく似た切れ長の瞳だ。濃厚な血の繫つながりを感じ、射京は憂ゆう鬱うつな気持ちになる。少し間違えば自分もこうなってしまうのだという思いが背筋を冷やした。

「……それじゃ、アイスが溶けちゃうから俺は帰るよ」

　一方的に言い捨てると、射京は踵きびすを返かえし討伐局へと歩き出した。

　戻ったら少し仕事を進めようかと思っていたのに、ますます仕事をする気がなくなってしまった。
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「……うわっ、すっぱ！……ん？　あれ、でも、生臭さはたしかに消えたような？　うーん、不思議です。ほんとに魔法みたい……あー！　ダメ、やっぱりすっぱい！」

　コロコロと表情を変えながら、イコイはアイスをすっかり完食してしまった。相当すっぱかったのだろう、食べ終わってしばらく経たっても、イコイは顔をしわくちゃにして震えていた。「わ！　イコイちゃん、ぶっさいくだなあ！」

　素直な感想を述べると、イコイはしわしわな顔のまま涙目で射京を睨み。

「うう、しつれーな……射京はん。すっぱいを治すには、今度はどーすれば……？」

「顔のパーツを中心に集めると良いらしいよ」

　適当な作り話をしてみた。するとイコイは疑いもせず、顔のパーツを「ギュッ！」と集めて、とびきりヘンテコな顔になった。ヘンテコ、なのだが小動物的な可愛かわいらしさは二割増しだ。イコイはもう一度「ギュッ！」とした。ちなみに「ギュッ！」は口で言っていた。見ていて飽きない。なんだかおもしろペットみたいだ。

　ドアを叩たたく音がした。続いて部屋に、よく通るのんびりした声が響く。

「射京よ、お～い、射京よ～！」

「……げ、竜りゆう一いち朗ろうさん？」

　慌てて時計を見るが、まだ先ほどの襲来から四十分ほどしか経たっていない。

「……判はん子こなら、押し終わってないですよ。まだ早いじゃないですか」

　渋い顔でそう答えるが、なぜか竜りゆう一いち朗ろうはニコニコと笑って首を大きく横に振り。

「なあに、それとは別件だ。ああ、朝あさ野のくんならビタミン注射で復活したからな、この判子はもうやらなくて良いぞ」

　デスク上に置かれた書類をひょいと持ち上げ、たたんと揃そろえてファイルの中にしまってしまった。病み上がりで酷使される朝野課長補佐を少し不ふ憫びんに思いながら、しかし射い京きようは警戒しながら竜一朗の顔色を窺うかがう。極めて上機嫌。先ほどまでとは、えらい変わりようだ。絶対何か裏があると、確信したその瞬間。

「実はだね、射京よ。君にな、折り入って頼みがあってだな──」

「あ、無理です」

　待ってました、とばかりにキッパリ遮る。濃厚な面倒事のにおいがしたからだ。

　しかしこの竜一朗という男。都合の悪いことは、耳に入れない仕様なのだ。うんうん、と大げさに頷うなずいたかと思うと、竜一朗は満足げに声を響かせる。

「……そうかそうか。君ならやってくれると思っていたぞ、射京。少々急だがな、申し訳ないとは思うのだが。君にしか、頼めなくてのう」

　イエスだなんて一言も言っていないのに、竜一朗は会話を成立させてしまった。これが討伐局長の処世術か、なんて考えていると、竜一朗はマイペースにのんびりと、そしてさらりと核心を話しだす。

「実はアイルランド討伐組織より、日本の人じん狼ろうプロファイリングを学びたいという依頼があっての。そこで……だ、射京。君には、留学生の指導をお願いすることになっていての」

「はあ？」

　射京は思わず素すっ頓とん狂きような声を上げる。何が「なっていての」、だ。そんな話、聞いた事もない。調子がいいにも程がある。脳内で警報が鳴り始めた。これは想像以上の面倒事だ。受けたらおしまい、どうにか理由を並べ立てて回避すべき案件だ、と。

「……何を言っているのですか、竜一朗さん。ここは日本政府の公的な機関ですし、勝手に留学生が出入りするのはナンセンスでしょう」

「ああ、そこは安心してくれて良いぞ。留学生には予あらかじめ日本の討とう伐ばつ官かん免許を取得してもらった。もちろん日本語も、問題なく扱えるよう勉強してもらった」

　おっさんめ。いつも適当なくせに、こんな時に限って抜かりない。追い詰められて射京は、ぐぬ、と歯を嚙かみしめる。

「……でも！　外国に対して技術の安売りをするのは……」

「ケチ臭いことを言うでない！　これからの時代、国の境なく協力し合わなくては人狼に打ち勝つことは不可能だ。結果を出したら特別休暇をやろう。それに……」

　そこで一いつ旦たん言葉を区切った後、射い京きように近付き耳打ちをする。

「……血けつ化か銀ぎんの材料となる銀が、日本で不足しているのは君も知っているだろう」

　竜りゆう一いち朗ろうは、胸ポケットからチラリと何かを覗のぞかせた。アイルランド討伐組織のロゴマークが入った、公式な封筒だ。竜一朗は不自然なほど近付いて、それこそ耳に口がくっつきそうになる位に身体を寄せてきて、声を潜めてこう言った。

「……今回、情報提供の礼として銀の提供が受けられることになってのう。ここはひとつ、よろしく頼むよ、い・きょ・う」

　ふうと生暖かい竜一朗の息が耳にかかって、射京は慌てて身体を引いた。

　それが狙いかと、射京は心の中で舌打ちする。頼みごとも何も、初めから押し付けることは揺るぎない決定事項なのだ。

「……期間は？」

「三月末までだ。ちょうど五ヶ月じゃな……とは言っても現場でのプロファイル活用法も学んでもらう予定だから、実際にここに居るのは四ヶ月程度か。十一月・十二月は討伐局で学び、一月は現場、二月でもう一度戻ってくるという日程じゃ」

「……休暇、約束ですからね」

　恨みがましい目を向けながら射京が折れると、竜一朗は満足げに頷うなずいた。

「それでは、さっそく紹介するとしよう……さあ、君。こっちに来たまえ」

　竜一朗が手招きをすると、留学生が姿を現した。真新しい制服をきちんと着込んだ異国の討とう伐ばつ官かんは、誇らしげに討伐官免許を掲げて口を開く。

「……シャノン・ロセ、十六歳。アイルランドから来た、新進気鋭の討伐官だ」

　少しだけ外国のアクセントが交ざった、だけれど聞き取りやすい日本語だった。

　シャノンは自信に満ちたライトブルーの瞳をまっすぐ射京へと向ける。限りなく白に近いミルクゴールドのブロンドを前下がりに切りそろえた──凛りんとした雰囲気の、美少年だ。

　ほどなく竜一朗は部屋を去り、プロファイリング課には射京とイコイ、そしてシャノンと名乗る少年のみが残された。ろくに挨あい拶さつも返さず席に戻った射京は、デスクに足を投げ出すと困り果てて頭を搔かいた。

　まったく、どうコミュニケーションを取れば良いかが分からない。ただでさえ他人と良好な人間関係を築く事は苦手なのに、プロファイリングを教えろだなんて。これから五ヶ月、一体どう過ごせば良いのだろう。しばらくの間、沈黙が流れた。

「……シャノンさん。コーヒーにします？　それとも紅茶？」

　居心地悪い沈黙に耐えかねたのだろう。イコイが、助け舟を出してくれた。

　すると少年は、一昔前の少女漫画の登場人物みたいに「フッ」とキザっぽく笑い。

「カッフィーを頂こう。ぼくは無類のカッフィー好きでね、ブラックで頼むよ。苦ければ苦いほど良い。ぼくは、カッフィーには少しうるさいんだ」

　ミルクゴールドのブロンドヘアを搔かき上あげた。さすがアイルランド出身。「コーヒー」の部分だけ、無駄に発音が良い。少年は綺き麗れいな身のこなしで椅子に座った。そして流れるような動作で鞄かばんからパソコンを取りだす。持ち運び用の、小さなタイプだ。

「……そういえば、実習の件についてなんだけど」

　シャノンは細く長い脚を組んで、その上でパソコンを開ひらいた。慣れた手つきで何やら操作をしたかと思うと、少年は勝ち誇った顔をして言ってのける。

「悪いけど、きみに教えてもらうことは何もないと思う。だって、ぼくはアイルランドでは有名な討とう伐ばつ官かん。まあ、プロファイラーとして活動してたわけじゃないけど、プロファイリングについてはぼくも自分で学習して、これを完成させてきたからね」

　それはデータ入力画面のようだった。事件が起きた場所、時間帯、特徴①、特徴②などなど……。射い京きようはしばらく画面を見つめ、それがプロファイリング手法を自動化したプログラムであることに気が付いた。どうやら事件の詳細を入力すれば、自動で容疑者リストを作成してくれる、という代物らしい。

「……驚いてるみたいだね」

　涼しい顔で笑いながら、シャノンはコーヒーカップの持ち手をつまむ。

「まあ、こんな才能を目の当たりにしたら、驚くのも無理はない。だってぼくは「何をしても一番」でおなじみのシャノン・ロセ……人呼んでミスター・ナンバーワンだからね」

　そしてカップに鼻を近づけ大げさに息を吸い込んだかと思うと。

「……うん、素晴らしい。かなり上質な豆を使っているみたいだね。ありがとう、きみならきっとカッフィーのプロになれる」

　目を輝かせてそんなことを言った。勢いに飲まれたイコイは「はあ」と愛想笑いを浮かべながら、お徳用と書かれたインスタントコーヒーの瓶をそっとしまった。

　さすがにミスター・ナンバーワンはダサすぎやしないだろうかと思いつつ、射京はもう一度彼の作ったプログラムに目を落とした。たしかに一見、よく出で来きている。しかし……。

「……じゃあ、勝負してみる？」

　射京が言うと、シャノンは意表を突かれたように眉をひそめた。「勝負だって？」

「俺とシャノンくん、どっちが速く正確な答えが出せるかっていう簡単な勝負」

　シャノンは少しだけ動揺するような素振りを見せた。しかしすぐに余裕を取り戻し。

「受けて立つよ。だってぼくは、シャノン・ロセだからね」

　そう言って、脚を組みかえた。「きみ、何か適当な事件を選んでくれよ」

　イコイはもう一度「はあ」と言って、棚のファイルに手を伸ばした。今朝、届いたばかりの事件ファイルだ。もう一年前の事件だが、いまだに犯人が捕まらず、プロファイリング結果に間違いがある可能性が高いとして、差し戻しになった案件だ。

「えっと……一年前の、十月二十六日午後五時頃。《カナガワⅢ区》の五ご反たん田だ川沿いで三十四歳女性が人じん狼ろうに襲われ──」

　イコイの読み上げる情報を、シャノンは素早くパソコンへ打ち込んでいった。カタカタカタと、タイピングの音がひっきりなしに響く。

「……死体は比較的原形を留とどめていたが、髪の毛が二十センチ切り取られていた──と。情報は、以上になります」

　入力を終えたシャノンは、得意げに完了ボタンを押した。入力画面が切り替わり、結果を出すための読み込みが入る。ふとシャノンは顔を上げた。メモすら取らず、ただ情報を聞き流しているだけの対戦相手を不審に思ったのだ。

「何をしている？　対戦放棄か？」

「……市民番号８５７４ミタ・カケル氏、市民番号４５３３７サクマ・ユウサク氏、続いて市民番号３５４４ハナヤギ・リト氏、市民番号５５６７ツバキ・シンヤ氏」

　さらさらと、唐突に射い京きようが紡ぎ出した言葉の意味を──シャノン・ロセは理解することが出で来きず、ぽかんと口を開けていた。「……は？」

「プロファイルをもとに導いた容疑者たちだ。速さに関しては、俺の勝ちみたいだね」

　にやりと笑い、射京は言う。数分後、ようやくモニター上に導き出された容疑者リストを見下ろし、シャノンは混乱した様子で口を開いた。

「え……は？　何で……市民リストすら見てなかったじゃ……」

　──市民リスト。それは日常生活に入り込んだ人狼を、効率よく暴あばき出だすため編み出されたシステム。その地区の住民一覧から「人狼ではない」と判断された者、すなわち《潔白証明イノセント・パス》所有者を抜いた──いわば巨大な人狼容疑者リストだ。

　人狼プロファイラーは、担当する事件を読み解いて、犯人の特徴を推測し、この市民リストの情報と照らし合わせて容疑者リストを作成する。だから市民リストにはかなり詳しい個人情報──家族構成だったり、学歴、ＩＱ、犯罪歴、場合によっては特殊性癖といった物まで記載されている。

　潔白証明イノセント・パスは討とう伐ばつ官かんをはじめとする公務員に優先して発行されているが、まだまだ、浸透には程遠い。証明試験に必要とされる《液状血けつ化か銀ぎん》自体が貴重品だからだ。だから、市民リストに記載された情報量は莫ばく大だいだ。

「覚えてるから。わざわざ見る必要もないよ」

　射京がさらりと答えると、シャノンは驚き目を剝むいた。

「覚える、って……一体、この地区に何人の住民がいると──」

「今回対象になってる《カナガワⅢ区》だけだったら、四百万三千十八人。一応他地区のリストも見てみたけど、あまり怪しい人はいなかったな」

「よん、ひゃく、まんって……」

　困惑しきり、シャノン・ロセはふらふらと視線を泳がせた。四百万という数字の大きさを、想像しているのだろう。しばらく経たってシャノンは、ある一つの結論に辿たどり着つく。

「……なるほど、そうか。デタラメってことだな！」

　ぽんと手を叩たたいて、シャノンは急に立ち上がる。勢いを取り戻した少年は、ぐいっと背伸びをして射い京きように顔を近づける。

「残念だけどぼくはその程度のハッタリじゃ、びくともしないよ。いくら速くたって、間違ってたら意味がない……結果が出るのを、楽しみに待つとしよう」

　挑戦的なシャノンの視線を受け止め、射京は笑う。「うん。もちろん、そのつもりさ」

　それからまた、なんとも居心地の悪い沈黙が流れた。イコイはそわそわ顔色を窺うかがいながら、シャノンにとっておきのお茶菓子を勧めた。

　ちょうど半月ほど前にチバのサービスエリアで入手した、絶品のチョコレートだ。

　可愛かわいらしいパッケージを、少年は興味深げに受け取った。しかし箱を裏返して数秒。少年はふと顔を曇らせて箱ごと突き返してきた。「苦いカッフィーがあれば十分」だと。

　そして少年は遠慮がちに──というより、出で来きるだけ飲みたくないと言わんばかりに口をすぼめてコーヒーをすすった。液体が舌に触れたとたん、少年はうっと顔をしかめる。そして感情のこもらない声で「おいしい」と言い残し、少年は部屋を出て行った。

　その様子を見送った射京は苦笑いを浮かべる。コーヒーが好きだというのは、どう考えても強がりだろう。どこにそんな、強がる理由があるのだろうか。

「あのー……射京さん？」

　イコイの声だ。横を見ると、おずおずと遠慮がちに手を挙げている。どうやら言いたいことがあるらしい。「どうしたの、イコイちゃん？」

「えーと……あの子。どうして、男の子のフリなんてしているんでしょうか」

「えっ、フリ？」

　驚いて射京は訊きき返した。まったく想定外のことだった。

　頭の中にシャノン・ロセの姿を思い返す。金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少年。きりっとした目元に、薄い唇。中性的な顔立ち。声は高くはなかったが、努めて低くしているようにも感じられた。

　ああ、女の子だ──射京は納得し、同時にイコイに感心する。案外こういう部分に関しては、女性の方が鋭いのかもしれない。妙に演技臭い仕草をする少年だとは思ったが、性別までは盲点だった。シャノンの目に似たライトブルーの空を窓越しに眺め、射京は笑う。

「……面白い子だね。ちょっとだけ、興味が湧いてきたよ」
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　ふとラーメンが食べたくなって、帰り道、少しだけ寄り道をすることにした。

　温かな提ちよう灯ちんの光に誘われて、吉よし田だ射京はラーメン屋台の暖の簾れんをくぐる。長年の働きによって色あせた赤い暖の簾れんには、店主こだわりの魚ぎよ介かい出だ汁しの匂いが染みついていた。

　たった三つしかない座席の一つにはすでに先客がいた。その姿を見た瞬間、おやと思う。

「……スギハラさん？」

　半信半疑に声を掛けると、先客はすぐに振り返った。かつての師匠・スギハラ討とう伐ばつ官かんは、射い京きようの姿を捉えるとあからさまに顔をしかめて溜ため息いきをつく。

「久しぶりじゃないですか！　何してるんですか、こんな所で」

　すぐ隣の席に座ると、スギハラは腰を浮かせてわざとらしく距離を取った。お前とは話したくない、という事だろうか。しかし射京はお構いなしに醬油ラーメン・メンマ抜きを一つオーダーして、スギハラへ近づく。

「……何をと言われても、食事に来たとしか言いようがない。もっとも、お前が来ると分かっていたなら別の場所を選んでいたが」

　食べかけのラーメンの箸はしを止めて、ぶっきらぼうにスギハラは答える。

「ちょうどお前のことを考えていた。あのバー……ギムレットの惨状、お前の仕業だろう」

　思わず射京は笑ってしまう。「ああ、なるほど」

「片付け、スギハラさんのチームが当たったんですか。どうです、少しは片付きました？」

「……あと二日はかかる。それにしても他ひ人と事ごとだな」

　それだけ言うとスギハラは、また黙々とラーメンを食べ始めた。

　スギハラは、相も変わらず寡黙だった。その横顔は、昔に比べて随分と老け込んで見えた。まだ三十代半ばのはずなのに、眉間にはくっきりと神経質そうな皺しわが刻まれ、髪には所々白いものが交じっている。

「最近、どうしてるんですか？　元気ですか？　今も酒癖悪いんですか？」

　訊きくとスギハラは、はあと深いため息をつき。

「……お節介だな、相変わらず」

「そうですか？　いやあ、誰に似たんだろう？」

　かつての師匠の横顔を見つめながら、わざとらしく射京は言う。

　そう。スギハラは、昔からお節介な人間だった。ぶっきらぼうで冷たく見えるが、それは誤解だ。彼の脳内はいつも、他人のことでいっぱいなのだ。

　今、彼の頭を悩ませている「誰か」は、一体どこの誰だろう。時期的に考えると、やはり──くっきりと刻まれた額の皺を見つめながら、射京は口を開く。

「……今年の新人討伐官は、どんな感じなんです？」

　するとスギハラは声にならない唸うなり声ごえを上げた。ビンゴだ、と射京は思う。

「さすが、鋭いな」

　箸はしを置いたスギハラが、もう一度だけため息をついた。運ばれてきた熱々のラーメンを啜すすりながら、射京は続く言葉を待つ。

「……二人とも仕事ぶりは優秀だ。だが一人……女の子の方だが、気になることがあって」

「と、いうと？」

「……自分の事を天使だと思い込んでいるのだ」

　射い京きようは思わず噴き出した。天使？　本気で？　なんで？

　しかしスギハラの面持ちは神妙だった。どうやら真剣に悩んでいるらしいと気付いた射京は、飛び散ったスープを拭って口を開く。

「えーと……どういう子、なんですか？」

「篠しの崎ざき樫かし乃のという少女でな。教会に生まれ育ち……まあ、独特の感性の持ち主だ。雨水を飲んだり、小麦粉をかぶったり、そういったことが日常茶飯事なんだが」

　面白い子だ、と射京は思う。ふとラーメンの中に、抜いたはずのメンマが浮かんでいることに気付き、そっとスギハラの器にメンマを乗せた。

「中でも目立つのが、コルヴァスという少女の話でな」

　顔色一つ変えずにメンマを返却し、スギハラは続ける。

「かつての……天使友達らしいのだが、篠崎は、その子と再会することを楽しみにしている……のだが。あいつが嬉うれしそうにコルヴァスの話をする度、我輩は不ふ憫びんで仕方がない」

「不憫……不憫、というと？」

　仕方なくメンマを一つ口に入れて、射京は問う。ほんの一瞬、あ、行けるかもと思ったが、嚙かんでみるとやはりメンマはまずかった。固まっていた繊維質がほろほろ崩れて、歯の隙間に入り込むのだ。舌を使ってどうにかメンマを取ろうと四苦八苦していると。

「コルヴァスは、恐らくもう……この世にはいない」

　沈んだ調子でスギハラは言った。

　突然ずんと重くなった雰囲気に射京は戸惑う。コルヴァス──ラテン語でカラスの名をもつその少女に無責任な哀あい悼とうの意を示しながら、射京は静かにラーメンを啜すすった。

　そのまま射京はぼんやりと、過去の光景に想おもいを馳はせる。討とう伐ばつ官かん学校を卒業して討伐官になり、一番はじめに配属されたのがスギハラのチームだった。我ながら、手の掛かる新人だったと思う。命令や指導を素直に聞き入れた覚えは、はっきり言って一度もない。

　担当地区はヤマナシⅠ区。吉よし田だ本家が存在するということもあり、それなりに栄えた地域だった。だけれど隣接するヤマナシⅡ区やⅢ区は、それはもう酷ひどい過疎化が進んでいて、なんとなく不気味な雰囲気があったのを覚えている。

「……ところで射京。ヤマナシⅢ区の──《柘榴ざくろ華ばな》というスナックを覚えているか？」

　唐突に、スギハラは切り出した。

　ザクロバナ……。ラーメンを啜りながら、射京は記憶を辿たどる。そもそもヤマナシⅢは、まともに開いている店が少ない。しばらく経たってシャッター街の中にポツンと存在する、うらぶれたスナックの汚れた外壁が脳裏に蘇よみがえった。

「スギハラさんがカナガワ地区に異動になったあと……無む理り矢や理り、上司に連れて行かれたことが一度だけあります。趣味の悪い店だったな」

「少年を助けたのは覚えているか？」

「え？　ああ、そりゃ……というかスギハラさんこそ、よく知ってますね」

「一応……な。異動後も、あの地域のことは何度か調べたものだ」

　あのスナック──《柘榴ざくろ華ばな》は、人じん狼ろうが経営する店だった。

　当時まだ十六歳だった射い京きようは、人狼を討伐し、そこから一人の少年を救った。幼い頃に人狼に誘ゆう拐かいされ、長らく監禁されていた気の毒な少年だった。

「それが、どうかしたんですか？」

　話の流れが読めず、単刀直入に射京は聞く。するとスギハラはしばらく黙ってラーメンの水面を見つめたあと、思いつめたように呟つぶやいた。

「……我輩はたぶん、かつて《柘榴華》でコルヴァスと会ったことがある」

「スギハラさんが？」

「お前が少年を救う、二年ほど前だったかのように思う。黒いドレスの少女がいてな、名前を聞いたらコルヴァスと名乗った……それに、篠しの崎ざきもヤマナシⅢ区出身なのだ」

　なるほど、何となく話が読めてきた。柘榴華の人狼は複数の少年少女を誘拐し、監禁し、働かせていたとスギハラは睨にらんでいるのだ。恐らくコルヴァスという少女は、人狼の目を盗んで抜け出すことがあったのだろう。そして篠崎樫かし乃のと出会い、友達になった。

「……だけど、俺が助けた子供は一人だった」

　レンゲの上にミニラーメンを作りながら、ぽつん、と射京は呟く。核心を突く一言だ。うむ、とスギハラは低い声で唸うなり、そして言った。

「……そういう事だ。コルヴァスは、すでに人狼に殺されたあとだったのだろう。我輩はたまに思うのだよ。あの時、店主の正体を見抜いてさえいれば……少女たちを救うことが出で来きたはずなのに、と」

　お節介で正義感の強い、スギハラらしい一言だった。

　一方射京は、蚊か帳やの外からスギハラを眺めていた。少女のことは気の毒だと思うが、どこか現実感がなく、まるで悲しいおとぎ話を聞いているかのような気持ちだった。コルヴァスという空想じみたネーミングが、そう思わせているのかもしれない。

「……そういう訳でだな！」

　切り替えるようにグビグビと水を飲み干して、スギハラは言う。

「我輩は少なからず、篠崎に対して責任を感じているわけだ。今の篠崎は、とても不安定でな……細い糸でどうにか現世と繫つながっているが、ふとした拍子に糸が切れたら、そのままどこまでも、空の果てまで飛んで行ってしまいそうな印象を受ける……そこで、だ」

　だん、とスギハラは力強くグラスをカウンターに置いた。

「この際、しっかりと治療を受けさせるべきだと思っている」

「治療、ですか。その……天使だっていう妄想の？」

「いかにも」

　スギハラは真剣に、射い京きようの目を見つめてきた。強い、意志のある視線だった。何だかくすぐったくなって、射京は視線を下に落とした。作りかけのミニラーメンに、小さく千切ったチャーシューを乗せた。

「妄想には薬が効くらしい」

　スギハラは言った。妄想が生じる原因はドーパミンの過剰放出という説が有力だが、薬によってそれをブロックしてしまおうという考え方だ。「本当に効くんですかね？」半信半疑で射京は聞いた。なんとなく理屈は分かっていても、薬で妄想が治るというのは、少しイメージしづらい現象だった。

「個人差が大きいと聞く。だが最近は薬も進歩しているらしくてな……日本ではまだ未承認だが、海外には、かなり効く薬も出てきているそうだ。どうにかそれを手配出で来きないかと、動いている最中なのだ」

「……はあ。でも、スギハラさんがそこまでする必要あるんですかね」

　完成したミニラーメンを口に運びながら、射京は思ったままを口にする。責任を感じているとはいえ、教え子の一人に、彼がそこまで介入する義務があるとも思えなかった。

「……たしかに篠しの崎ざきには、連つれ野のもいる。頼りになる、しっかりとした少年だ」

　連野、というのがもう一人の新人討とう伐ばつ官かんの名前だと言う。討伐官は「市民リスト」に載っていないため詳細は分からないが「連野」という苗みよう字じから察するに、乳児の頃にでも保護された、身元不明の人じん狼ろう孤児なのかもしれない。「連野」竜りゆう一いち朗ろう討伐局長は、かつて人狼被害児養護施設の施設長をも務めていた人物なのだ。

「連野は、本当によく篠しの崎ざきの事を考えてくれている。我輩としても頭が下がるレベルでだ。しかし……そのせいで二人は、一種の依存関係にあるように思えてならない」

「依存、ですか」

「人との関係に永遠はない。いつかは終わりが来ると考えて、しっかり自分の足で立たなくてはいけない。そのために篠崎は……連野から離れて、きちんと自立するべきなのだ」

　スギハラは難しい顔で一ひと唸うなりし、低い声で言葉を続けた。

「……あいつらには親がいない。生活の後ろ盾が何もない。今は良いかもしれないが十年、二十年、三十年先を天使のままのあいつがどうやって生きて行ける？……あいつは十七歳。そろそろ現実を見るべきだ。そして今後のために、討伐官を続けて欲しいのだ」

「はあ」

　射京は気の抜けた相あい槌づちを打った。明日は明日の風が吹くさと、貯金もせず毎日遊び歩いている自分には少し難しい考え方なのかもしれない。

　食べ終わった器を置き、スギハラはさっさと席を立つ。「お前に会ってしまって残念だ、疲れが増した」という、照れ隠しに似た暴言を吐きながら。

　ふと見上げたスギハラの財布に、射い京きようは一枚の写真を見る。明るい茶髪を派手に巻いた、けばけばしい女性の写真だった。射京の視線に気付いたスギハラは一瞬、動揺するように眉を上げるが、すぐに財布をしまい何も語ることなく店をあとにした。カウンターの上には、二人分のラーメン代がきちんと揃そろえて置かれていた。
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　その日、篠しの崎ざき樫かし乃のは朝からご機嫌だった。

　純白のポンチョを軽やかに揺らして、はなうたで讃さん美び歌かを歌いながら、いつも以上にふわふわと弾む足取りで任務へと向かう。両手を大きく広げ、樫乃は羽ばたくような動作をした。やわらかい月明かりをたっぷり含んだ綿花のような匂いがふわりと壮そう真まの鼻び腔こうをくすぐった。

「……随分嬉うれしそうだな」

　浮かれた様子で河川敷を歩く樫乃を見下ろし、スギハラは呟つぶやく。

　すると樫乃はぴたっと立ち止まり、きらきら輝く瞳でスギハラを見上げた。そしてポンチョの中から、黒い、何かを自慢げに取りだして。

「コルヴァスが来てくれたの！」

　興奮した様子でそう言った。同時にスギハラがハアと深い溜ため息いきを吐く。樫乃が取りだしたのは、鳥の羽根だった。真っ黒で、大きな、おそらくカラスのものだろう。

「コルヴァスの羽根！」

「……そんなもの、どこで拾ったんだ」

「家のまえに落ちてたの。コルヴァスが、わたしのことを探してる！」

　スギハラが眉をひそめて黙り込んでしまったので、樫乃はそのままくるりと振り返り。

「そうだよね、壮真？　もうすぐ、会いにきてくれるってことだよね？」

　純粋な視線をまっすぐ壮真に向けてきた。壮真は少し困って、誤ご魔ま化かすように笑う。こういう話を振られてしまうと、答え方に困るのだ。

「……良い子にしてたら、来るんじゃないか？」

　言葉を濁しながら無責任に返事をすると、樫乃はぱっと顔を輝かせ。

「やっぱり！　コルヴァスもね、そう言ってたよ。立派な天使になろうって……どうすれば良いのかな？　もっといっぱい、コムギコかぶれば──」

「バカバカしい。カラスの羽根だろう、それは」

　もう聞いていられない、とばかりにスギハラは少女の言葉を遮った。

「人間には羽など生えない。コルヴァスも、お前も人間だ。篠しの崎ざき、現実を見ろ」

　ぴしゃりと厳しくそう言われ、樫かし乃のはしゅんと肩を落とす。壮そう真まは少し、申し訳ない気持ちになった。樫乃の妄想が加速した、その原因に心当たりがあったからだ。

　つい昨日、樫乃はコルヴァスに手紙を書いた。火をつけ、燃やし、空に送り。樫乃の想おもいはベランダから煙となって、どこまでも高く飛んで行ったのだ。そこでタイミング良くカラスの羽根を見つけたものだから、樫乃はそれを返事だと、思ったのだろう。無駄に悲しませるぐらいなら、適当なアドバイスなどするべきではなかったのかもしれない。

「……とにかく、今は任務だ。切り替えるぞ、二人とも」

　調子を変えてスギハラは言う。背筋を正し、まっすぐ前を向く。そう、今はまさに任務の真っ最中なのだ。そして今日のターゲットは、もう間もなくこの河川敷へと現れる。

　ターゲットはミタ・カケル。二十九歳、中小企業会社員。関かん東とう討とう伐ばつ局きよくが作成したプロファイルに名の挙がっていた人物だった。ここ数日間の調査で、彼が二日おきに決まったコースをランニングすること、そしてその時間帯が一定であることを調べ上げた。

　いよいよ作戦が始まるのだと実感し、壮真はにわかに緊張する。今日の任務は、いつもと少し性質が異なる。壮真と樫乃が討とう伐ばつ官かんになって八ヶ月──ここにきて、はじめての「囮おとり捜そう査さ」なのだから。

「よくある事なんですか？　囮捜査って……」

　早くも元気を取り戻し、いつも通り夢見がちな微笑ほほえみを浮かべる少女をちらりと見据えて壮真は言った。やはり、どうしても心配だった。

「……いや。討伐局の方から囮捜査を進めてくることは、かなり稀まれだ」

　落ち着いてはいるが、スギハラもどこか緊張した様子だった。今回の任務では、樫乃が囮となって人じん狼ろうと接触することになる。容疑者のミタ・カケルは髪に拘こだわりのある人狼だと、特に軽いウェーブのかかった薄い色の髪が好きであると、そう書かれていたからだ。

「……やっぱり、危険ですよ。樫乃の身に、何かがあるかもしれない」

「そうならないように見張るのが、我々の仕事だろう」

　いろいろと文句はあったが、壮真はどうにか言葉を飲み込んだ。たしかにスギハラの言う通り、囮となった樫乃の安全を守るのが自分たちの役目なのだ。

「……危ないと思ったら、すぐに逃げろよ」

　心の底から壮真は言った。しかし樫乃はこちらの心配を知ってか知らずか、ふんわりと楽しげに微笑みタンタンタンと石階段を降りて行った。

　階段の下には川が流れている。幅の広い穏やかな水面に、星影がゆらゆらと溶けている。その水面を眺めるように、樫乃は川沿いの芝生に体育座りをした。壮真とスギハラは、それぞれ橋と木の陰に身を潜めた。こちらから樫乃の姿はよく見えるが、樫乃からこちらの姿を確認することは出で来きない。人の気配は、まるでない。

　午後十時過ぎ、予想通りにミタ・カケルは現れた。ジャージ姿で、首にタオルを巻いている。ミタは樫かし乃のの姿を目にした瞬間、はたと足を止めた。樫乃を値踏みするような、ねっとりとした気味の悪い視線に、壮そう真まは強い嫌悪感を覚える。

「……サルウェー、どうかしましたか？」

　樫乃は振り返り、ミタに向かって微笑ほほえんだ。男は一瞬戸惑うような素振りを見せるが、すぐにもとの顔つきになって樫乃へと近付く。

「こんなとこで何してるの、お嬢ちゃん？」

「……おかあさんとケンカをして、家出をしました」

　あらかじめ用意しておいたセリフを樫乃が口にすると、ミタの口元が醜悪に歪ゆがんだ。

　──決まりだ。

　壮真は直感し、銃を握る。しかしまだ撃つことは出で来きない。人じん狼ろうが姿を現すまでは、決して撃ってはいけないと法律で定められている。

「行くところはあるの？」

　作り物の笑顔を浮かべ、ミタは樫乃の隣に腰掛ける。樫乃はふるふると首を横に振り。

「……ない。だから、ここにいる」

「ここは寒いよ？　おなかも空くし……」

　そこで言葉を止めた男は、まるで、今まさに思いついたかのように、ぽんと手を叩たたき。

「……あ、良かったらうちに来る？」

　そんなことを言って、ちらりと樫乃を横目で見た。

「家うち、ですか」

「うん。ちょっとご飯食べるだけでもさ、良いんじゃないかな？　ついでにお風呂も入って行くと良いと思うよ。うん、それが良い。決まりだね」

　良いわけあるか、と壮真はミタを睨にらみつけた。今すぐ撃ってやりたいという衝動を、危うい所でどうにか抑える。

「……でも、まだ星をみてたくて」

　樫乃の返答に壮真はほっと胸を撫なで下おろす。ミタ・カケルは残念そうに息を吐き、もう一度樫乃の姿をじっと見つめる。ごくり、と唾を飲み込んだのが分かった。うっとりと樫乃の髪を眺めている。

「……いやあ、それにしても──」

　声の調子が、わずかに変わった。

「本当に綺き麗れいな髪だね……この世の物じゃないみたいだ」

　ミタはそっと樫乃の髪に手を触れる。はあはあと、息遣いが荒くなってゆく。

「……少し……少しだけで良い……舐なめさせてもらえないかな？」

　えっ、と樫乃が顔を上げた。そいつはハサミを持っていた。あんまり滑らかに取りだしたものだから、気付くことすら出で来きなかった。樫かし乃のが危ない、と壮そう真まは直感する。しかしミタはまだ正体を現していない。動くことは、許されない。

　シャキッと鋭い音が響き渡る。樫乃の髪が、切り取られた音だ。その束はミタの手中にあった。ミタは興奮に目を見開いて、くんくんと匂いを嗅いで、恍こう惚こつの表情で髪の毛を口いっぱいに頰ほお張ばった。何度も、何度も、味わうように嚙かみしめている。

「…………ッ」

　もう限界だった。

　気付けば壮真は橋の陰から飛び出して、一目散に坂を下り降りていた。樫乃があの男に汚されていくようで、とても耐えきれなかった。

　壮真は勢いに任せミタの左頰をぶん殴る。男は面白いほど見事に川へ倒れ込んで、口に含んでいた髪を一本残らず吐き出した。

「……誰だよ、邪魔すんのはさあ……」

　地響きのような唸うなり声ごえ。壮真はハッとし、男の姿に目を向ける。

　そいつはユラリと身体を揺らして立ち上がった。ぐっしょり濡ぬれたジャージからぽたぽたと水滴を垂らし、べっとりと顔に貼り付いた前髪の隙間から、湿った視線で壮真を睨にらむ。

　殺気──とっさに壮真は、樫乃を庇かばうように前へ出た。男との距離はわずか数センチ。次の瞬間、ミタ・カケルはおぞましい変化を開始する。

　淀よどんだ白目は血走って、縮んだ瞳どう孔こうが危険な光を放ちだす。黄ばんだ犬歯は伸びて鋭利な牙となり、ごわついた汚泥色の体毛が、骨ばった四肢を覆おおってゆく。メキメキと音を立てて全身の骨格が変化する。貧弱そうな青年は、壮真の目と鼻の先で、獰どう猛もうな怪物へと成り果てた。男は吼ほえた。獰猛な、血に飢えたケダモノの咆ほう哮こうだ。ギラリと、凶暴な視線が壮真を捉える。身の危険を直感し、腰に携えた銃へと手を伸ばす──それと同時。

　闇を、鋭い銃声が切り裂いた。スギハラの放った《血けつ化か銀ぎん》の銃弾だ。人じん狼ろうは一瞬、音に反応するかのような仕草を見せたが、しかし次の瞬間、彼の心臓は見事に撃ち抜かれていた。おびただしい量の血液が流れ出し、川に溶けてゆく。男は、わけが分からないという表情をしていた。しかしそれも一瞬で、心臓の機能を失った男はなす術すべもなく絶命した。

　ぴくりとも動かなくなった男の姿を見下ろして、壮真はハッと我に返る。なんて愚かな真ま似ねをしたのだろう。結果的に討伐出来たから良かったものの、一歩間違えば取り返しのつかない事になる所だった。

「連つれ野の」

　スギハラが名を呼んだ。今の行動について叱責を受けるに違いない。重苦しい気持ちを振り払うように、深く息を吸って背筋を正す。壮真は、真正面からスギハラを見据えた。

「すいません、取り乱しました」

　はっきりと言い、頭を下げた。その様子をじっと見ていたスギハラは静かに口を開く。

「いちいち感情的になっていては、討とう伐ばつ官かんは務まらない」

　返す言葉もなかった。壮そう真まは無言で頭を下げ続ける。

「……しかし、感情がなくては討伐官になる資格すらない。よく撃たなかったな、連つれ野の。人じん狼ろうである確証が取れなければ武器を使用してはならない──その最も大切なルールを守れたのだから、我輩はお前の行動にとやかく文句を言うつもりはない」

　壮真は驚き、顔を上げる。スギハラは怒ってなどいなかった。それどころか、よくやったと言わんばかりの表情で、壮真のことを見下ろしていた。どう反応すれば良いか分からず、壮真は惑いながら礼を言った。

　樫かし乃のは特に怯おびえた様子もなく、川の水に自らの姿を映し出して、ふんわりと笑った。一部が短くなったアンバランスなヘアスタイルを、むしろ楽しんでいるようだった。その様子を目にして、壮真はようやく安心する。川には、人狼の血と星ほし屑くずが混じって溶けている。その中を、亜あ麻ま色いろの綺き麗れいな髪が数本、きらきら光って流れてゆく。幻想的な光景だと壮真は思った。ゆらゆらと、水に揺られて遠ざかる髪を目で追っていると。

「……あれは……？」

　スギハラの声が、背後で響いた。どこか不穏な響きだった。

　壮真は顔を上げ、そして、すぐに気が付いた。スギハラが凝視しているのは、暗がりの橋脚だ。何か大きな物体が、橋脚に引っかかってせき止められている。見間違いかもしれないと思い、目を擦こすって、もう一度見た。しかしそれは、確かにそこにあった。人の形をしている。

　ドクンと心臓が跳ねた。慌てて駆け寄った壮真は、それが間違いなく人間であることを確信する。橋脚は比較的浅い所にあった。手を伸ばせば届きそうだ。思い切って川に足を踏み入れる。穏やかながらも重い水流に、足元をすくわれそうになる。しかし壮真は何とかバランスを取り、その物体に手を伸ばした。

　ぐにゃりと、嫌な感触が手に響いた。うっと顔をしかめながら、しかし壮真は懸命にそれを握りしめる。追いかけてきたスギハラが、壮真の手を引っぱった。数分かけてどうにか陸に引き揚げたそれを見下ろして、スギハラは呻うめく。

「……手遅れ、だな」

　ぼんやりと感じていた、嫌な予感は的中した。それは死体だった。もとの顔が分からないほど膨らんで、手足の皮膚が一部剝はがれてしまっている。身に着けたスーツの作りからして恐らく男性なのだが、たとえ知り合いだったとしても、分からないだろう。

「とにかく警察へ通報だ。事故かもしれないが、事件の可能性も──」

　──スギハラの言葉が、ぴたりと止まった。

　怪け訝げんに思い、壮真はスギハラの顔を覗のぞき込こむ。なんだか様子がおかしかった。目をカッと見開いて、蒼そう白はくな顔で死体のことを見下ろしている。

「……この、Ｖ字は……」

　震える声でスギハラが呟つぶやいた。

　……Ｖ？

　壮そう真まはもう一度、死体の姿を見下ろした。水で膨れた死体の首筋に、何か、跡のようなものが見えた。何だろうと目を細めた壮真は、しばらく経たってその正体に気付く。

　それは深い傷跡だった。人じん狼ろうの爪でつけられたものだ。向かって左側が少し長い、アンバランスなＶ字の爪跡。

「……みつけた」

　篠しの崎ざき樫かし乃のがちいさく呟いた。綺き麗れいな金色の目もまた、その爪痕をじっと見下ろしていた。すっと手を上げ、樫乃は親指と人差し指をぴんと伸ばす。

　樫乃はそのＶサインを、死体の首筋にそっと近づける。

　二つのＶ字は、見事にぴったり重なりあった。
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　カナガワⅢ区でミタ・カケルが討伐された。

　吉よし田だ射い京きようが、人狼であると予想していた人物だ。その一報を聞いて誰よりもショックを受けていたのは、シャノン・ロセだった。シャノンのプログラムで作ったプロファイルに、ミタ・カケルの名は挙がっていなかったのだ。

「……このシャノン・ロセが負けるなんて……」

　飲めないコーヒーでむせながら、シャノンはじんわりと目に涙を浮かべて射京に叫ぶ。

「ありえない！　絶対に、ありえないぞ！」

「有り得るんだなあ、これが。シャノンくんはミスター・ナンバーワンだったかもしれないけど、俺だって勝負事に負けたことは一度もないんだよ」

「そんなっ……」

「きみは討とう伐ばつ官かんとしては優秀かもしれないけど、人狼プロファイラーとしてはまだ全然だ。これを機に、今日からはミスター・ナンバーツーを名乗ってくれよ、シャノンくん」

　渾こん身しんのドヤ顔で言ってのけると、シャノンは薄い唇をぐっと嚙かみしめ射京を睨にらんだ。

　気の強そうな目は長い睫まつ毛げで彩られ、頰ほおはふっくら柔らかそう。見れば見る程女の子だった。ミスター・ナンバーツーの汚名を着せられたシャノンは、ふるふると唇を震わせて。

「……い……いやだ。二番目なんて、絶対にいやだ！」

　子供のように駄だ々だをこねはじめた。ついこの間までの王子様キャラはどこへ行ってしまったのだろう。プロファイリング課には、シャノンの声がいつまでも響いている。イコイは困ったように笑いながら、二杯目のお徳用インスタントコーヒーを作り始めた。

　シャノンがあまりにごね続けるので、射い京きようはとりあえず無視を決め込むことにした。ティッシュで作った耳栓を押し込んで、暇つぶしにネットサーフィンを開始する。

　ふと、本当に彼女は本国で「ミスター・ナンバーワン」なんてダサい通り名で呼ばれているのかという素朴な疑問が頭を過よぎる。もしかしたら作り話かもしれないな、と思いながら検索すると──あった。Shannon・rosse、アイルランドの討とう伐ばつ官かん。ミスター・ナンバーワン、天才の称号とともに写真つきで出てくる出てくる。

「…………」

　しばらく記事に目を通していると、シャノンがはっと顔を上げた。耳栓に気付いたのだ。つかつかとデスクに近付いてくるので、射京は慌ててページを閉じる。それとほぼ同時、シャノンは耳栓を無む理り矢や理りもぎとり、

「あ」

　思い切り耳元で叫びだした。ガンガン痛む頭を抱えながら射京は弱った声を出す。

「やめてよ、鼓膜やぶれちゃう」

「きみが話を聞かないからだ。これを見ろ」

　シャノンはそう言い、パソコンを押し付けてくる。何だろうと思い目を落とす。そこに表示されていたのは昨日《カナガワⅢ区》で発生した事件一覧だった。そのトップには、さきほどのミタ・カケル討伐の詳細が表示されている。

「またこの話？　諦め悪いなあ、シャノンくんは……」

「違う！　その下だ」

　下？……射京は画面をスクロールし、次の事件に目を通す。

　カナガワⅢ区の川で死体が見つかったというニュースだった。どこか別の地区から流れてきたものらしい。被害者は医師、都内大学病院に勤務していたと。何度か朝の情報番組に出演したこともあったそうだ。そのまま画面をスクロールしていった射京は、添付画像で指を止める。その様子に気付いたシャノンはぐっと身を乗り出して。

「変だと思わないか？」

　射京は素直に頷うなずいた。遺体の首筋に刻まれたＶ字──まるで自らの存在を誇示するかのようなその傷跡は、正体を隠し続けることを何より優先する人じん狼ろう事件において、かなりイレギュラーな痕跡と言えた。しかし、同時に。

「……あんまり心配する必要もないよ。おそらく犯人は《無秩序型》──」

　人狼プロファイリングは、ＦＢＩ型のプロファイリング手法を下敷きに作られている。

　それによると、人狼は大きく二つの種類に分けられる。計画性があり知能の高い《秩序型》と、計画性がなく衝動的な《無秩序型》だ。

「つまり、これだけ目立つ痕跡を残した犯人は凶暴だけど知能は低い。危険なのは確かだけど、たぶん調べたらすぐに見つかるんじゃないかな」

　そう断言し、射い京きようはのんきに笑った。しかしそれを聞いたシャノンは、さらにぐっと身を乗り出して。「……と、思うだろう？」言うなり、何やらパソコンを操作しはじめた。

　まもなくシャノンが提示したのは、とある『事件リスト』だった。様々な場所で発生した五十八件の事件詳細が、ずらりと一覧で表示されている。

　一体何のリストだろうと、射京は考えを巡らせる。リスト化されているからには、何らかの「共通点」が、そこには必ず存在しているはずなのだ。

　時期はここ二年ほどに集中していて、発生地域はバラバラ。東とう京きよう・中部地区が多いように思う。関東地区は、入っていない。被害者の年齢や性別に偏りは少なく、職業は、医師に討とう伐ばつ官かん、ジャーナリストに評論家……いまいち共通点が摑つかめない。

　釈然としない思いのまま、射京は画像を選択した。すると──。

「……うわっ、マジか……」

　画像を開いた瞬間、探していた唯一の「共通点」が明らかとなった。射京は思わず声を上げ、ずらりと表示された遺体画像を食い入るように見つめる。

　全ての遺体には、特徴的な《Ｖ》字の爪跡が残されていた。

　──五十八件、全てにだ。

「竜りゆう一いち朗ろうさんに頼んで、他地区のデータもプログラムに組み込んでおいたんだ。試験運用の画像検索機能がこんなに役に立つなんて……うん。さすがはシャノン・ロセだな！」

　しかし射京はシャノンに構うことなく、無言で写真に目を落とす。明らかな同一犯だった。人じん狼ろうが命を繫つなぐために必要とする肉の量は、一年間に約一人。二年ならば約二人。それなのにこいつは、五十八人も殺している。おかしい、明らかに多すぎる。

　さらに奇妙なのは、遺体の状況だった。

　人狼に襲われた遺体というのは、激しく損壊している事が普通だ。貴重な人肉を無駄にしないよう、ほとんど骨になるまで食べ尽くすからだ。しかし《Ｖ》字の付けられた被害者は、総じて綺き麗れいな状態を保っていた。

　もはやこいつの目的は「食べる」ことではない──「殺す」ことそのものだ。

　被害発生地域はランダム。しかも五十八人の被害者には、まるで共通点が見当たらない。

　そのことが、射京は何よりも気掛かりだった。

　例えば先日のミタ・カケルという人狼も、人肉以外の目的を持って殺人を犯すタイプの人狼だった。しかし彼の被害者たちには、ウェーブのかかった髪という明らかな共通項が存在していた。それなら、まだ理解が出で来きる。とても共感は出来ないが、彼を殺人に駆り立てた、情熱にも似た何かを感じることが出来るからだ。

　しかし、この《Ｖ》字の人狼に関しては、その動機の部分がまるで見えない。

　だからこそ恐ろしかった。この人狼は、ただ淡々と殺しを重ねている。これといった情熱も理由もないままに、無秩序で無差別な殺人を繰り返している。

　かといって、殺人によって自らの存在を誇示したい、というタイプでもなさそうだ。最大の特徴──《Ｖ》字の爪跡こそ残すものの、それ以外の、例えば犯行声明などの痕跡は何一つ残っていない。単に注目を浴びたいだけならばもっと派手な方法はいくらでもある。

　そうなると、考えられる理由は、ただ一つ。

　この人じん狼ろうは、ただ、純粋に、殺しが好きなのだ。

　誰でもいい、どこでもいい、ただ、殺したい。たったそれだけの、怖いほど純粋な気持ちに突き動かされた殺人は、きっと、止とどまるところを知らない。

　何十人も、何百人も、淡々と殺し続けることが出で来きる──そんな存在。

「……やばいな、こいつは」

　射い京きようはぽつりと呟つぶやいた。心臓の動きが少しずつ、確実に速くなってゆく。

　置きっぱなしの死体、残されたままの証拠──これらの大胆不敵な行動はまさしく、凶暴で場当たり的な《無秩序型》の特徴だ。

　しかしこいつは、事実、今に至るまで捕まっていない。

　多くの被害者が発見された、東とう京きよう地区や中部地区がこいつの存在に気付いていないはずもない。血ち眼まなこになって探していることだろう。だけれどこいつは捕まらない。特に《東京討伐庁》の討とう伐ばつ官かんを欺き続けるなんて、並なみ大たい抵ていの頭脳では出来るはずもないのに。

　こいつは間違いなく、こちらの動きを読んで犯行を重ねている。綿密な計画を立てて、こちらの目の届かない安全な場所から、殺人を楽しみ続けている。これはまさしく、知能の高い《秩序型》の特徴。

　──侵しん才さいの、人狼。

　はじめてプロファイリング課へ配属された日に聞かされたワードが頭に浮かぶ。それは滅めつ多たに現れることはないが人類の宿敵となりうる存在であり、そして今、吉よし田だ射京がここにいる意味。

　射京は目を閉じ、もう一度考えた。こいつは一体何者なのだろう。

《無秩序型》の凶暴さと、《秩序型》の頭脳を併せ持った──。




「──こいつは、怪物だ」




　静まり返ったプロファイリング課に、射京の言葉が鋭く響く。侵才の人狼。天才である吉田射京が戦うべき、前代未聞の怪物だ。射京はこの怪物に名前をつけることにした。

　──Ｖ・Ｏ・Ｌ・Ｆ

　射京はデスクに直接、その四文字を刻み込んだ。《ＶＯＬＦ》──狼ＷＯＬＦの頭文字を、爪の痕跡《Ｖ》に置き換えた造語だった。

「……ヴォルフ」

　シャノンはデスクを見下ろして、言葉の意味を嚙かみしめるようにゆっくりと呟つぶやいた。その端正な顔には、緊張の色が浮かんでいる。

「ぼくは、こいつの正体を暴あばいてみたい」

　ぱっと顔を上げてシャノンは言う。

「ぼくは、きみより先に怪物の正体に辿たどり着つく……リベンジだ！　もう一度勝負をしよう、吉よし田だ射い京きよう。ぼくはナンバー・ワンを取り戻す！」

　まさかの宣戦布告だった。ばんばんと机を叩たたいて、勝負を受けるよう催促してくる。

「……わかった。受けて立つよ、シャノン・ロセ」

　答えると、シャノンはデスクを叩く手をぴたりと止める。挑戦的だったライトブルーの瞳の中に、一瞬、ほっと安心したような光が見えた。

　右手を差し出すと、シャノンはガシッと両手で力強く握り返してきた。やっぱり柔らかくて繊細な、少女の手だった。






【二節：聖夜の綻び】
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　花が咲いている。清せい純じゆん可か憐れんな純白の花だ。あたりはすっぽりと雪に覆おおわれている。花以外には何もない。どこまでも続く雪原のまんなかで、連つれ野の壮そう真まは静かにそれを見下ろしている。根拠はどこにもないけれど、ああ、この花は樫かし乃のなのだと直感した。花はやがて実になって、そして弾はじけて、ふわふわの綿に姿を変えた。

　月の光をいっぱいに浴びて輝き始めたまるっこい綿は、ふわりふわりと飛んでゆく。壮真はとっさに手を伸ばすが届かない。どんどん、どんどん、一直線に月に向かって飛んでゆく。しかし月に触れるその直前、「あっ！」突然、樫乃が叫んだ。「みえた！」

　一体何が見えたんだろう。壮真は思った。すると突然、ざあっと黒い雨が降り出してきた。水を吸って重くなった綿が、ぐしゃりと音を立てて汚れきった地面に落ちる。

　──そんな夢を見た。

　冷静に考えたらバカバカしい意味不明な夢なのに、壮真の額にはじっとりと嫌な汗が浮かんでいた。窓の外で輝く月を見上げ、連野壮真は苦笑する。

　思えば妙な予感がしていたのだ。秋もすっかり過ぎ去った、十二月の出で来き事ごとだった。
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「……暴あばきの目……？」

　連つれ野の壮そう真まはぽかんとして、隣に座る少女の言葉を繰り返した。

　篠しの崎ざき樫かし乃のは公園のベンチに腰かけたまま、一冊の封筒を取り出し壮真へ渡す。検査結果在中と書かれたその封筒に納められていたのは、一枚の書類。

　──《人じん狼ろう識別特殊型Ⅰ四色型色覚》

　書類には、はっきりとそう印字されていた。討とう伐ばつ官かん学校時代に仕入れたわずかな知識を、壮真は必死に記憶の戸棚から引き出す。

　人狼識別特殊型四色型色覚──通称《暴きの目》とは、人狼の虹こう彩さい内に特異的に存在する「色」を、見分ける能力のことだ。彼らは生まれつき、色を識別するための細胞が多く備わっている。通常三種類しかない細胞が、四種類も備わっているのだ。

　人間の識別できる色は、通常百万色と言われている。しかし彼らが識別できる色は実に百倍の一億色以上──機械ですら判別できない、ほんの僅わずかな色の差すら見分けることが出来るのだ。

　つまり彼らは「見る」だけで人狼の正体を暴くことが出来る。それは人狼の蔓延はびこるこの世界において、非常に重要な意味を持つ。

「……不思議なきもち。壮真には、空が青く見えないの？」

　すっと天を指差して樫乃は言った。雲一つない快晴の空が、二人を見下ろしている。

「……いや、青いよ」

「でも──」

「僕の〝青〟と樫乃の〝青〟は、きっと、はじめから決定的に違ってたってことだろう」

　そう言うと樫乃は、戸惑うように俯うつむいた。純白のポンチョに覆おおわれた肩は今にも壊れてしまいそうなほど繊細だった。二つに結わえた猫っ毛が風を受けて心細げに揺れている。

　暴きの目について、壮真は討伐官学校の教科書以上のことを何も知らなかった。調べたことはあるものの、その大部分は機密情報とされていたからだ。ただ一つ覚えているのは、暴きの目には二つの種類があるということ。満月の夜に効力を発揮する《人狼識別特殊型Ⅰ四色型色覚》と、反対に新月で効力を発揮する《人狼識別特殊型Ⅱ四色型色覚》だ。

　月の満ち欠けが《暴きの目》の感度に影響する原因については現在も研究中だが、一説では潮ちよう汐せき力が影響しているのではないかと言われている。満月および新月とは月・太陽・地球が一直線に並び、最も潮の高低差が大きくなるタイミングなのだ。

　眼球の九十％以上は水で出来ている。だから眼球もまた、潮の干満のように、繊細に月の影響を受けているのではないかと考えられているのだ。

「……人じん狼ろうの正体。本当は、ずっと見えてたってことなのか？」

　壮そう真まは問う。しかし樫かし乃のは、ゆっくりと首を横に振った。「……訓練が必要だから」

　色覚の問題なのに、訓練も何もあるのだろうかと壮真は思う。しかしその疑問は、間もなく樫乃が解消してくれた。

「どんな色見ればいいのか、今は分からない。覚えることもいっぱい、あと……」

　その後も樫乃は《暴あばきの目》について知っていることを、まとまりのない言葉で一生懸命に教えてくれた。樫乃の話を総合すると、《暴きの目》とは「見れば分かる」という万能な一般的イメージとは大きくかけ離れているらしく、実際は彼らにとっても、人狼の虹こう彩さいに存在する「色」を見抜くのはそれほど簡単な事ではないらしい。

　瞳のカラー、人種、年齢、周囲の明るさ、場合によっては目の病。様々な要因が複雑に絡み合い、見るべき「色」は変化する。それらの情報を総合して、暗記し、応用し、自由に使いこなすことが出で来きてはじめて、単なる才能を超えた《暴きの目》の所有者として認められるのだ。

　しかも、完璧に使いこなせるからといって人狼を一網打尽に出来るかといえば、そうでもない。数分かけてじっくりと、対象の虹彩を見つめなくてはならないからだ。しかも目にはかなりの負担が掛かるらしく、一日に見抜ける数にも限りがある。

　研究所、と呟つぶやいて樫乃は分厚い封筒を取りだした。中に入っていたのは研究所のパンフレットと、人狼識別特殊型四色型色覚保有者・育成プログラムと書かれた冊子。

　全ては、英語で書かれていた。嫌な予感がした。しばらく資料に目を通し、壮真は樫乃が置かれている状況を理解した。樫乃には《暴きの目》の才能がある。しかしその能力を実用的な段階にまで引き上げるには訓練が必要で、しかし、国内に専門研究機関は存在しない。樫乃が《暴きの目》を使うためには、北ほく欧おうに留学しなくてはならないのだ。

「……行く、つもりなのか？」

　壮真は聞いた。口がカラカラに乾いていた。

「……行かないと、討とう伐ばつ官かん……やめなくちゃいけない」

　よく分かんないんだけどね、と前置きしたあと、樫乃は自分の置かれた状況について話しはじめた。それによって壮真ははじめて、樫乃の討伐官学校入学が「特別枠」であったことを知った。入学試験で《暴きの目》の才能があることを見み出いだされた樫乃は、合格に必要な点数が足りなかったにも関かかわらず討伐官学校への入学が許された。ただしもちろん、卒業後に《暴きの目》を討伐に役立てるという条件つきで。

　そしてこの度、世界中から《暴きの目》所有者の集まる育成プログラムに空席ができた。樫乃はそこに行くことを命じられた。それは権利ではなく、義務だった。

「……そっちは？」

　樫かし乃のの手に、まだ中身の見ていない封筒が握られていることに気付いて壮そう真まは訊たずねる。他二つの封筒よりも小さな、茶封筒だった。「これは……」樫乃は少し言いよどみ、

「スギハラ師匠がね、くれたの。ココロが強くなるおまじないだって」

　そう言って封筒を渡してきた。こちらも英語で書かれていたが、だいたいの内容は読み取れた。これは治験の説明文書だ。妄想を治療する新薬の臨床試験に、樫乃は参加しようとしている。同意書にはすでに樫乃のサインがしてあった。させられた、のかもしれない。

　心臓がバクバクと、嫌な感じに早鐘を打つ。

　暴あばきの眼、留学、治験……突然山積みになった心配事に、壮真は頭がパンクしそうだった。他人に見えない〝青〟い空を眺めている樫乃を見て、壮真は胸が痛くなった。

「……行くな」

　気付けば壮真はそう口走っていた。自分でも驚くほど、切羽詰まった声が出た。今後の樫乃の生活について、不吉な想像を巡らせたからだ。「……危険すぎる」

　人じん狼ろうにとって脅威となる《暴きの目》の所有者は、言わずもがな、非常な危険に晒さらされ続ける。人狼たちは所有者を殺したいと願っているし、所有者が「誰」であるかは、常に恐ろしい人狼たちの興味の対象だ。

　当然ながら討伐庁には、彼らを守り、個人情報を秘匿する義務があるのだが、これも中々曲くせ者もので、つまりは《暴きの目》の所有者は、自由が制限されることになってしまう。

　討伐庁からの不ぶ躾しつけな監視を受けながら、いつ人狼に殺さるかという恐怖と戦い続ける──そんな生活が、一生続く。奇跡の目だ、英雄だ、なんて持ち上げられるのは一瞬のことで、あとに残されるのは不自由で危険な《目》としての人生。

　樫乃にとっては過酷すぎる。諸もろ手てを挙げて賛成できるはずもない。

「……怖くないのかよ……？」

　壮真は訊きいた。樫乃は少しだけ悩んだあと、こわい、と小さく呟つぶやいた。「それなら……！」壮真は説得を試みる。どうにか少女を引き留とめよう、危険から遠ざけようと、必死だった。

　しかし、突然。

　何の前触れもなく樫乃は笑う。ぷちん、と頭の中で音がした。現実と空想を辛かろうじて繫つないでいた、糸が切れた瞬間の音だ。

「……だってね、コルヴァスと約束したんだもん！」

　夢見るような瞳で樫乃はすらすら話しだす。

「立派な天使になるって約束したんだもん。昨日もお手紙かいたんだよ？　北ほく欧おう行こうかな、どうしようかなって。そしたらまた、羽根が落ちてたの。コルヴァスの羽根！」

　少女は空想世界にふわふわ浮いたまま、現実世界の運命を決定づけてゆく。それが一体どんな意味を持つか、理解することのないままに。

「《Ｖ》字の狼さんを探しに行くよ。わたしは、目を手にいれて《Ｖ》字の狼さんをつかまえる。そしたらきっとコルヴァスは、わたしのことを、いっぱいほめてくれるから」

　……もうきっと、樫かし乃のに声は届かない。樫乃は立派な天使になるため、コルヴァスという少女との約束を果たすため、北ほく欧おうへと飛び立つ決意を固めてしまった。

　壮そう真まはぼんやりと空を見上げ、樫乃のいない生活を思い描く。

　毎日を一緒に過ごして来た。樫乃は本当に手のかかる女の子で、一人きりでは靴を履はくことすらままならない。そんな彼女が突然、生活からいなくなることを思うと──。

　壮真はふうと息を吐いた。白くなった息が、冷え切った空気の中に溶けてゆく。

　──やはり、寂しい。

　だけれどそれが樫乃のためなのだ。ワガママなんて、言ってはいられない。

「……あのさ」

　暗く淀よどんだ空気を振り払うように、壮真は切り出した。神秘的な金色の瞳が、まっすぐに壮真を捉える。時間が、止まったかのように感じられる。「その……」

　呼びかけたものの、なかなか言葉が出て来ない。極力顔に出さないようにそっと三回深呼吸をして、壮真はどうにか口を開く。

「今年のクリスマスって……予定、空いてる？」

　樫乃は不思議そうに首をかしげた。「きんようび？」「うん……確か」「おしごと──」

「そうじゃなくって！」

　大きな声で遮ると、樫乃はさらに不思議そうに、反対側に首をかしげる。

　こんなに緊張するのは、いつぶりだろう。もしかしたら初めてかもしれない。バクバクと高鳴って、今にも口から飛び出てきそうな心臓をどうにか抑えつけて、壮真は、まっすぐに樫乃の瞳を見つめ返した。

「仕事……じゃなくて。仕事は休んで、二人で……会えないかな」

　ぱちぱちっと、樫乃が金色の目を瞬しばたたいた。仕事じゃない、その言葉の意味を理解したのだ。なんだか急に気恥ずかしくなって、壮真はわずかに顔を背けた。そして言い訳するように、早口になって言葉を続ける。

「えーっと、その……ヨコハマの観覧車、だっけ。樫乃、行きたいって言ってた」

「コルヴァスと約束してた、天使の乗りもの」

「そう、それ！　いや、実はさ、僕も乗ってみたいって思ってたんだ。すごく高い所まで行くんだろ？　一一二・五メートル、だっけ。樫乃さえ良ければ……だけど、せっかくだから一緒に乗れないかな、なんて……」

　自分でも訳が分からないほど饒じよう舌ぜつになって、壮真は、必死に沈黙を埋め続けた。少しでも黙ってしまえば、恥ずかしさで爆発してしまいそうだったから。

　しばらくの間、樫乃はぽかんとして壮真の顔を見つめ続けていた。だけれど、突然。

　──グローリア・イン・エクセルシス・デオ

　聞き慣れた讃美歌クリスマス・キヤロルが、壮そう真まの言葉を遮った。

　透明な歌が冬の空気に溶けてゆく。冷たい世界に光が宿る。樫かし乃のは壮真の手をぎゅっと握りしめ、ふわりと綺き麗れいに笑った。これが答えだよ、と言っているようだった。





　　　　　　　　　　２






　ショウウィンドウの硝子がらすの中に、なんとも不思議な服を見た。ワンピース？　いや、それともドレスだろうか。シャノン・ロセははたと足を止め、じっとその洋服に見入る。

　童話に出てくるお姫様みたいな服だった。レースがたくさん付いていて、スカートがふんわりと広がっている。ピンクのブラウスに、ダークブラウンのスカート。時計をモチーフにしたアクセサリーがよく似合う。アイルランドでは目にしたことのないこういった類たぐいの洋服を、シャノンは来日してから何度か目にしていた。そのたびに、可愛かわいいなと気になっていた。洋服にとって一番大切な要素は、ときめきだと思う。

　シャノンは目を閉じ、この服をまとった自分自身の姿を想像する。間違いなく、物もの凄すごくよく似合う。人形みたいな顔立ちだと自負しているし、実はスタイルにだって並々ならない自信がある。化粧をして、髪を伸ばしたらきっと──。

「あっ、シャノンさんじゃないですか！」

「わあっ!?」

　うっかり少女のような甲高い声が出てしまった。誤ご魔ま化かすように何度か咳せき払ばらいして、爽やかに、男らしい笑顔をつくり。「……やあ、きみ！　こんな所で奇遇だね！」

　ペパーミントの歯磨き粉で磨き抜いた白い歯を、きらんと光らせる。

　声を掛けてきた少女──吉よし田だ射い京きようの秘書、名前は確かイコイ……は、人懐っこい笑顔を浮かべてこちらに駆け寄ってきた。「……わあ～。かわいいお洋服ですねえ！」

　どうやらイコイも、この服にときめきを感じたらしい。なかなかセンスのある奴やつだ。本当ならこの服の素晴らしさ可愛らしさ、含有している夢や希望や愛について、机をつきあわせて小一時間ほど語り合いたい所だが。

「……そうかな？　動きづらそうな服だ、と思っていたんだ。服にとって一番大切なのは機能性だからね、これにはそれが著しく欠如しているように思えるよ」

　やれやれと首を振り、これだから女性はしょうがないなと笑ってみせる。イコイは「はあ」となんだか気の抜けた相あい槌づちを打っていたが、突然思いついたようにぽんと手を叩たたき。

「……あっ、これ。半分いかがですか？」

　ほかほか湯気の立った、丸くて白い物体を取りだした。「何だこれは？」

「あんまんです。おいしいですよ！」

　イコイはぱかっとそれを半分に割りこちらに差し出してきた。甘い匂いが鼻をくすぐる。ごくり、と喉が鳴る。「……いや、しかし」思いに反して口走る。「甘いものは苦手──」

「……むがっ!?」

　開きかけた口に捻ねじ込こまれるあんまん。シャノンは驚き、目を見張った。おいしい。ねっとりと舌に絡みつく、少ししつこい位の濃厚な甘あま味み。それでいて後は引かず、三秒後にはまた食べたくなる。おいしい。口の中からとろけてしまいそうだ。

「どうですか？　美お味いしいでしょう？　大丈夫、変な物は何も入っていませんよ」

　奇跡のあんまん、と書かれたパッケージの原材料名表示を見せてイコイは無邪気に微笑ほほえむ──ああ、おいしい。こんなに美味しいものを食べたのは、たぶん初めてだ……だけど。

「……微妙だな。ぼくが好きなのは、苦い苦いカッフィーだからさ」

「そうですかー……気に入ってもらえると思ったのですが」

　イコイは食べかけのあんまんを引っ込めて、残念そうに頰ほお張ばった。シャノンは顔を逸そらして強制的にあんまんを視界からシャットアウトした。

「……そういえば、《ＶＯＬＦ》の捜査の方は進んでいますか？」

　もふもふ、と小動物みたいに頰を動かしながらイコイは切り出す。

「まあまあ、かな……それより、あいつはどうなんだ？」

　探りを入れるように、シャノンは問う。あいつ、というのはもちろん吉よし田だ射い京きようのことだ。

「……うーん、なかなかやる気が出ないみたいなんですよね。捜査をはじめるって言った瞬間は、確かにやる気があったように見えたのですが……今は、本気出したらすぐ勝負がついちゃうから、今のうちにサボっとく、とか言ってます」

「はあ!?」

　愕がく然ぜんとしたシャノンの頭に、吉田射京の自信に満ちた憎たらしい顔がぽわんと浮かぶ。

　あいつにとって他人を捻ひねり潰つぶすことは朝飯前ということだろうか。

「射京さんは優秀なのですが、やる気が続かないのが玉に瑕きずですよね……まあ、こうやってお菓子を買い集めて、やる気をコントロールするのが私の仕事だから良いんですけど」

　ぺろりとあんまんを食べきって、イコイはぼやく。反対側の手には、すでに二個目がしっかりと握られていた。ぱくっと大口でかぶり付いて、思いついたように顔を上げる。

「……は！　へっかくだし、ちょっとお茶しまへんか？　あっちにこーひーのお店が……」

　口いっぱいに詰まったあんまんのせいで発音が不明瞭だ。コーヒーなんてクソ不ま味ずい苦汁、よく飲む気になるなと心の中で悪態をつきながら、

「ありがとう、でも今日は行けないんだ。残念だけどまたの機会にするよ」

　爽やかな笑顔で言うなり、シャノンは逃げるようにその場を立ち去った。そのまましばらく速足で歩き続けていたせいで、町の外れまで来てしまった。

　どうにかコーヒーの脅威から逃れることに成功したシャノンはホッと息をつき、一日の行動計画を練り直すこととした。日曜日の今日、本来ならあのショッピングモールで一日を潰すつもりだったのだが、思わぬ邪魔が入ってしまった。

　シャノンは溜ため息いきをつき歩き出した。日曜日とはいえ、きっと遊んでいる時間はない。少しでも有用な情報を手に入れて、吉よし田だ射い京きように差をつけなければならないのだから。

　図書館、交番、地元の新聞社……シャノン・ロセは、情報を求めて歩き回った。しかしＶＯＬＦに繫つながる情報など、見つかる気配もない。

　沈みゆく夕ゆう陽ひがシャノンを照らす。どっと疲れが押し寄せてきた。どうやら自分は貴重な日曜日を、無意味な散歩に浪費してしまったらしい。

　──グローリア・イン・エクセルシス・デオ

　シャノンはハッとし顔を上げる。どこか遠くから、綺き麗れいな歌が聞こえて来た。誰かが歌っている……讃さん美び歌かのようだ。近くに教会でもあるのだろうか？　興味を引かれたシャノンはふらふらと、声の主を探して歩きだす。

　その子は、すぐに見つかった。不思議な雰囲気をまとっていたからだ。白い服の少女は、公園のベンチに腰掛けてゆらゆらと身体を揺らしながら透き通った声で歌い続けている。すぐ隣には、同じ年頃の少年。少女とは対照的に黒い服を着た、どことなく鋭い雰囲気の。

　突然少女が立ち上がった。金色の目をした、可愛かわいい子だった。紙袋を手に持っている。袋に書かれた文字は、フラワー……小麦粉？

　風が吹いた。少女が頭上に放ほうり投げた白い粉は見事、生垣から顔を出していたシャノンに直撃した。思わず怯ひるんで小さな叫び声を上げると、

「ごめんなさい！　大丈夫ですか!?」

　慌てた様子の少年が、速足でこちらに駆け寄ってきた。少女の方はぽかんとしたまま、少年の後ろ姿を目で追っている。「……あ、ああ。大丈夫。だが……」気管に入り込んだ粉をけほけほ吐き出しながら、シャノンはどうにか心を落ち着ける。

「今のは、なんだ？　どうして小麦粉を──」

「羽を強くしていたの」

　答えたのは少女だった。いつの間にかすぐ近くまで来ていた少女は、その細い指でシャノンの顔にかかった小麦粉を優しく払いのけ。

「天使の儀式なの。コルヴァスが教えてくれたんだよ」

　夢見心地で囁ささやいた。シャノンの脳内をはてなマークが埋め尽くす。羽？　天使？　コルヴァス？　もう一度少女の姿をじっと見つめた。まあ確かに変わった雰囲気の子だが……。

「……きみは、人間だろう？　羽なんて生えてないじゃないか」

「見えないだけだよ。コルヴァスがそう言ってたもん」

「何者なんだよ、そのコルヴァスって……」

　訊きくと少女は、ぱっと笑顔を浮かべて嬉うれしそうに語りだす。

「天使だよ！　ミステリアスで綺麗な女の子。黒いドレスで、カラスみたいに世界を自由に飛び回ってるの。見て、これ、コルヴァスの羽根！」

　真っ黒なカラスの羽根を数枚、ポンチョの下から取り出して少女は笑う。

「羽根、だな……」

「うん！　手紙を書いたらね、おうちに届けてくれたの。それでね……」

　シャノンにはまるで理解出で来きない話を、驚くほど饒じよう舌ぜつに語り始めた。口を挟む隙すらない。少女はとても幸せそうだった。あまりに意味が分からないので、シャノンはついに深く考えることをやめた。そのままぼんやりと少女の空想に聞き入っていると。

「あれ？　君は……」黒髪の少年が、ふいに驚いたような声を上げ。「もしかして留学生の？」

「……え？　ぼくのことを知っているのか？」

　シャノンも驚き、少年の目を見返した。会ったことのない少年だ。「なんで？」

「シャノン・ロセ……だろ？　今度うちのチームに来る」

　少年は懐から黒い革ケースを取りだした。討とう伐ばつ官かん手帳だ。

「僕は《カナガワⅢ区》の連つれ野の壮そう真ま。そしてこっちが、同じチームの篠しの崎ざき樫かし乃のだ」

　ああなるほどと納得し、同時に少し驚いた。すごい偶然だ。彼らはシャノンが現場実習で配属される《カナガワⅢ区》スギハラチームの討伐官だったのだ。彼らの手には、事前にこちらの情報が渡っていたのだろう。と、なると……。

　シャノンは慌てて生垣から顔を引き抜く。顔に残った小麦粉をパシパシ払い落とし、服に付いた枯葉も落とし、ぴんと背筋を伸ばす。シャノン・ロセは、常に爽やか。クール＆スマートで居続けなくてはいけない。

「……アイルランド討伐局討伐官、シャノン・ロセだ。よろしくたのむ」

　今度はきちんと入口から回り込んで、シャノンは名刺を取りだした。自分の中では百点満点の爽やか動作だったのに、連野壮真はなぜか苦笑いで名刺を受け取った。

「留学生は、まだ討伐局プロファイリング課で実習中って聞いたけど……」

　渡されたばかりの名刺を見下ろして壮真は続ける。「どうして、こんな所に？」

　これはチャンスだ、とシャノンは思った。現場の話を聞く、貴重な機会だ。

「話を聞かせてほしいんだ！　この傷跡に、見覚えはあるかい？」

　さっそくパソコンを起動して、シャノンは《ＶＯＬＦ》関連ファイルを選択する。小さな画面いっぱいに五十八名分の傷跡がずらりと並んだ。息を吞のむ気配。二人は写真に釘くぎ付づけになっていた。やはり彼らも討伐官だ。この写真が示す重大性を瞬時に理解したらしい。

「……川から流れてきた……死体の爪跡」

　ぼそっと、連野壮真が口を開く。そして呆ぼう然ぜんとした様子で、「……こんなに沢山……？」

「ああ、たぶん同一犯だ。ぼくは今、こいつを《ＶＯＬＦ》と呼んで捜査をしている。もっとも関かん東とう討とう伐ばつ局きよく管轄区域で見つかったのは、その一件だけなんだけど……」

　シャノンは懐から地図を取りだし、ベンチの上に広げてみせる。関東討伐局管轄地域を描いた、巨大な地図だ。

「プロファイリングの基本用語に、《バッファーゾーン》という言葉があってね」

　つい数ヶ月前に手にいれたホヤホヤの知識をドヤ顔で披ひ露ろうしながらシャノンは続ける。

「たとえば今、ぼくたちはここにいる」

　そう言いながら、シャノンは現在地に虫ピンを突き刺した。壮そう真まと樫かし乃のは興味深げに地図を見下ろしている。「たとえばの話。君たちが人じん狼ろうだったとして、どの辺りの人間を襲う？」質問すると樫乃はすぐ、虫ピンの真上を指差した。

「ここ。だって、近いから！」

　しかし壮真は難しい顔をして、樫乃の案に異を唱えた。

「……いや、それだと危険すぎる。この場所で事件が起きたら、まっさきに捜査の手が及ぶ。あっという間に特定されかねない」

　壮真はしばらく考えたあと、少し離れた住宅街を指差した。

「この辺りなんて、どうだろう？　夜には人ひと気けがなくなるし、ここからの距離もある」

　シャノンはその場所にもう一本虫ピンを突き刺して、言葉を続ける。

「じゃあ、もう一人殺そうと思ったら？」

　すると樫乃は自信満々といった様子で、ちょうど反対側にあたる公園を指差した。

「今度はこっち！　近いと、だめなんでしょ？」

　三本目の虫ピンを突き刺してシャノンは続ける。「次は？」

　壮真は地図を見下ろし、うーんと唸うなった。一度罪を犯した場所で、二度目の犯行はやりづらいと感じているのだ。しばらく悩んだ末に壮真は、別の住宅街を指差した。

　そんなやり取りが十数回と続いたあと、シャノンは満足げに「よし」と言って地図を指差した。犯行現場を表す虫ピンが、大量に地図上に突き刺さっている。

「これを見て、どう思う？」

　壮真はハッと息を吞のんだ。虫ピンの位置は、明らかに偏っていた。虫ピンはいつしか、現在地を中心とした円形に分布していたのだ。

「天使のわっか！」

　樫乃は両手で丸を作り、地図を覗のぞき込こんだ。シャノンは計算通りと満足げに頷うなずいて、用意していたきめゼリフをバシッと決める。

「そう。これが《バッファーゾーン》──犯人は拠点を避けて犯行を行うために、中心にぽっかり穴があいてしまうという、プロファイリングの基本用語だよ」

　二ヶ月ほど前に読んだ教科書に書かれていた、模範的なきめゼリフだ。

　シャノンは続けて、もう一枚の地図を取りだした。今度の地図は、日本全体が描かれている。すでに五十八個の赤丸が書き込まれたものだ。赤丸はまるで関東地区を避けるように、中部・東とう京きよう地区に多く分布していた。この情報が意味することは、ただ一つ。

「《ＶＯＬＦ》は、関東地区にいる。そしてここ《カナガワⅢ区》こそ、もっとも怪しいと睨にらんでいるんだ。赤丸で作られた円の、ちょうど真ん中に位置するからね」

　シャノンははっきり結論づけた。すると樫かし乃のは驚いたように身を乗り出して。

「《Ｖ》の狼さんが、ここにいるの？」

　そう、聞いてきた。少女は左手の親指と人差し指をぴんと立てて、奇妙なＶサインを作りながらキョロキョロと辺りを見回している。

　そんな樫乃を落ち着かせるように優しく肩を叩たたいて、壮そう真まは冷静に口を開いた。

「……いや、そうとは限らないよ。事件発生地点で犯人の所在地を突き止める方法は、可能性の一つとしては面白いかもしれないけど……結論付けるのは、まだ早い」

　もっともだ、とシャノンは思った。

　だけれど現時点では、それ以外の糸口がないのもまた、事実だった。

「……も、もちろん可能性の一つだよ。まあ、つまりこんな不確定な推理に頼らなきゃいけないほど、証拠がないってことさ。監視カメラにも映らないし、目撃証言も皆無」

　そこでシャノンは、ぴんと背筋を伸ばした。二人の目を順番に、真剣に見つめて。

「だから、どんな些さ細さいな情報でも構わない。何かあったら、ぼくに教えてくれないか？」

　樫乃はふわりと微笑ほほえんだ。壮真は「わかった」と断言したあと、

「つまりは同盟ってわけだ。もし良かったら、個人の連絡先も交換してくれないか？　年も近いし……友達として、相談したいことがあるかもしれない」

　そう言って、手を差し出してきた。

　ともだち。シャノンにとっては、あまり馴な染じみのない言葉だった。なんだか妙に嬉うれしくて、心の奥がじんわり温かくなってゆく。

「もちろんだ。よろしく頼むよ、ブラザー」

　壮真の手を握り、シャノンは笑う。心が柔らかい羽でくすぐられているような、そんな不思議な気分だった。心強い仲間を手にいれて、少しだけ、前に進めたような感じがした。
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　十二月二十日。

　この日の関かん東とう討とう伐ばつ局きよくプロファイリング課には、久しぶりに静かな空気が流れていた。留学生のシャノン・ロセが、ひどい風邪をひいて欠席したからだ。

「お見舞いに行くって電話したんです。だってシャノンさん、一人暮らしでしょ？　買い物とか、困ってるんじゃないかと思って……だけど、そしたらすごく慌てた様子で断られちゃったんです。絶対来るな！　って……なんだかちょっと寂しいですよね、射い京きようさん」

　寝込んでいるであろうシャノンへの心配を口にしながら肩をすくめ、イコイは扉に金色のモールを掛けた。

「家がすごく汚いんじゃない？　見られたくない物でもあるとかさ」

「見られたくない物……ですか。ははあ、さてはシャノンさん、家では裸派ですね。風邪の時ぐらいは暖かくしてなきゃダメですよって、今度教えてあげなくては」

　あと少しでクリスマスがやってくる。イコイはうきうきと調子はずれの鼻歌を歌いながら、せっせとクリスマスの準備を進めていた。プロファイリング課では、毎年クリスマスの時期にイコイ主催でパーティーが開催されるのが恒例行事となっていた。パーティーといっても、いつも参加者は射い京きようとイコイの二人だけなのだが。

「……私、いつかトナカイに乗るのが夢なんです」

　クリスマスツリーにオーナメントを飾りながら、ふと思いついたようにイコイが言った。

「トナカイ？　なんだか、ゴツゴツしてて乗り心地悪そうだけど……ウマじゃダメなの？」

　するとイコイはわざとらしく首を横に振り、

「やだなあ射京さん。ウマじゃ、空を飛べないじゃないですか」

　そんな事を得意げに言ってのける。

「ペガサスは空想上の生き物なんですよ、射京さん！……だけどトナカイは実在します。蝶ちようや鳥は小さすぎて乗れないけど、トナカイなら私でも乗れるじゃないですか」

　キラキラと目を輝かせてイコイは熱弁した。どうやら本気で勘違いしているらしい。必死に笑いを堪こらえながら、射京はさらに話を膨らませることにした。

「羽も無いのに、どうやって飛ぶんだろう」

「ふふ、実は私も気になって考察してみたんです。物体が飛行するには揚力と、推進力が必要なわけですが……トナカイにはどう考えても揚力はありません。だけど推進力ならあるわけです。高い場所から飛び降りて、あの大きくて平らなツノで、上じよう手ずに気流の流れを操って飛ぶんですよ。つまりはモモンガやムササビと同じ原理ですね。トナカイが、ほとんど平地のない山脈地帯のノルウェーに多く分布するのはこのためです！」

　自信たっぷりにイコイは言い切った。イコイがトナカイについて、想像以上に真剣に考察していたことを知り、射京は妙に感心してしまう。もちろん言っていることは間違いだらけなのだが、あえて指摘することはやめにした。年齢不相応に純粋な夢を、そんな簡単に壊すのは無粋だと思ったのだ。

　──ちりん、と鈴の音が鳴った。

　ドアに掛けられた、クリスマスリースの鈴の音だ。また竜りゆう一いち朗ろうが面倒事でも持ってきたのかと、渋い表情で顔を上げた射京の目に飛び込んで来たのは想定外の来客だった。

「──突然すまないな、射京」

　射京は眉をひそめる。そこに立っていたのは、スギハラだった。射京は困惑し、何も言えずにスギハラの姿を見つめていた。顔色が異様に悪い。約一ヶ月前、ばったりラーメン屋で会った時とは、明らかに様子が違っていた。

　沈黙が流れる。無言で相対する二人に挟まれて、イコイは居心地悪げに目を泳がせた。

「……あっ、私、お茶でも淹いれてきますね」

　遠慮がちに言ったかと思うと、イコイは逃げるようにプロファイリング課をあとにした。

　二人きりになってからもスギハラはしばらく無言のままだった。沈黙に耐え切れず、射い京きようが口を開きかけた──そのとき。突如としてスギハラが、床に這はいつくばって頭を下げた。土下座だ。頭を床に擦こすりつけたままスギハラは、死にもの狂いで叫んだ。

「頼みがある……！」

　射京は目を見開いた。驚きで、声すら出すことが出で来きなかった。スギハラはもう一度、喉から血が出そうなほどの声で叫ぶ。

「帆ほ士し美み々み華かを殺した人じん狼ろうを突き止めてくれ……！」

　タイミング悪く戻ってきたイコイが、慌てふためきおぼんを落とした。湯ゆ吞のみが割れて熱い茶が床に広がる。その中でなお土下座を続けるスギハラに、イコイは半泣きで土下座をはじめた。そのせいでプロファイリング課は阿あ鼻び叫きよう喚かんの大騒ぎとなったが、お陰で射京は、どうにか平静を取り戻すことに成功した。

「……勘弁してくださいよ、スギハラさん」

　スギハラの前に膝をつき、射京は静かに苦笑する。

「みっともない真ま似ねやめてください。あんたにそんな事をされちゃ寝つきが悪くなる」

　ようやく顔を上げたスギハラは、随分と老け込んで見えた。長年の心労によって生まれた暗い影のような深い皺しわが、くっきりと眉間に刻まれていた。

「我輩は……美々華の無念を晴らしたいのだ」

　椅子に腰かけ、ようやく話しはじめたスギハラの声はひどく震えていた。イコイが淹れ直した茶には手も付けず、じっとその水面に視線を落としていた。

　帆士美々華という人物のことは射京も知っていた。かつてヤマナシⅢ区を拠点として、あやしげなお香を売り歩いていた女性──スギハラの、かつての恋人の名だ。明るい茶髪を派手にカールし、きつい香水の匂いをまき散らして、閑散としたヤマナシⅢ区を堂々と歩く彼女は、地元討とう伐ばつ官かんの間でもちょっとした有名人だった。

　射京は、どちらかと言うと彼女のことが苦手だった。まともに会話をした経験はほんの一・二回だったが、それでもしつこく耳にこびり付く、独特の甘ったるい喋しやべり方は、悪い方向でかなり印象的だったからだ。

　だから真面目人間のスギハラが、帆士美々華と付き合っているらしいと聞いたときは驚いた。美々華はボーイフレンドが数えきれない程いると噂うわさの尽きない人だったし、ついにスギハラも童貞を拗こじらせてその一員になってしまったのかとショックを受けたものだ。

　だけれどスギハラは真剣そのものだった。毎日、毎日、深紅のバラを買っていた。あまりに古風でキザなアプローチ方法に啞あ然ぜんとしながら、射い京きようはここぞとばかりに彼をからかった。スギハラは顔をバラより赤くして、「あっちに行け」と怒っていたはずだ。

　そんな帆ほ士し美み々み華かが殺されたのは、九年前のクリスマス。

　実は事件の詳細を、射京はほとんど知らない。担当地区で起きた事件ではなかったし、何よりスギハラ自身が、首を突っ込まれることを嫌がったからだ。

　ただ一つぼんやりと理解出で来きたのは、あの事件が、スギハラという男の人生を決定的に変えてしまったということだった。いつも射京の長髪やだらしない服装に眉をひそめていた神経質な男が、自分の身なりにすら気を使わなくなって、彼女にもらったというボロボロのコートを、年がら年中、たとえ真夏で汗だくになっても着続けている姿は胸が痛んだ。仕事はどうにか続けているものの、いつもどこか上の空。スギハラの心は、遠いどこかに飛んで行ってしまった。

　だから彼がヤマナシ地区を離れて、カナガワ地区に異動になると聞いたときはほっとした。帆士美々華の匂いが色濃く残る場所に住む限り、スギハラはいつまでも過去を引きずり続けるだろうと、そう感じていたからだ。

　実際その判断は正しかったようだ。ヤマナシ地区を離れたスギハラは、新しい土地で少しずつ本来の自分を取り戻していった。自らの存在意義について悩んでいたときに、フレッシュな新人討とう伐ばつ官かんを育てるという役割を持てたことが、大きなポイントとなったらしい。

　スギハラは昔のように笑えるようになった。嫌いや味みだって言えるようになった。過去と決別して、前を向いて生きていけるようになっていた。全ては終わった──そのはずなのに。

「……どうして、いまさら？」

　困惑し、射京は思ったままを口にしていた。事件が迷宮入りしたことは知っている。だけれどスギハラは、それで納得していたはずだった。九年も経たった今になって、突然こんなことを言いだすのだとしたら、それには何か理由があるはずだ。スギハラの心に、何らかの動きがあったに違いない。

　スギハラは思いつめた様子でじっとつま先を見つめていたが。

「……一ヶ月前」ひどく掠かすれた小さな声が、耳に届く。「……川で、死体を見つけた。首に……こんな爪痕の残った死体だ」

　ぴん、と二本の指を伸ばしたスギハラが──《Ｖ》字を作って、首筋に当てた。

「美々華に残された傷跡と……同じものだった」

　ドクン、と心臓が跳ねる──《ＶＯＬＦ》だ。

　スギハラは九年も前、あの怪物《ＶＯＬＦ》に恋人を殺されていたのだ。

「……それは、間違いありませんか？」

　高ぶる気持ちをどうにか抑え、射京は問う。ＶＯＬＦという怪物は、ここ二年ほどの間に突然出現したとばかり思っていた。しかしそいつが、九年前のヤマナシ地区でも活動していたのだとしたら──それは、非常に大きな意味を持つのだ。

「間違いない。美み々み華かに残されたあの傷を……我輩はずっと、心に刻んで来たのだから」一度は諦めた事件の真相──やはり我輩は知りたいのだと、スギハラは唇を嚙かみしめる。

　憔しよう悴すいしきった師匠の姿を見下ろして、射い京きようはふうと息を吐く。

　無関係だったいくつかの点が、猛スピードで繫つながってゆく。スギハラによってもたらされた情報は、ぼんやりと揺らいでいたＶＯＬＦの姿を急速に浮かび上がらせていった。

「俺に任せてください……三日間だけ、時間を下さい」

　きっぱりと、吉よし田だ射京は言い切った。九年前ならば、まだ討伐局のデータベースが電子化されていなかった時代。事件詳細を調べるのに、少しばかり時間が掛かる。

　だけれどそれさえ入手出で来きれば、確実にＶＯＬＦの正体を暴あばくことが出来る。

　射京は、そう確信していた。

「……協力、してくれるのか？」

　はっと顔を上げたスギハラが、震える声でそう呟つぶやいた。

　射京は少しだけ視線を逸そらし、照れ隠しに笑いながら断言する。

「当たり前じゃないですか！　俺は……お節介な、あなたの教え子ですよ。困っている人を見捨てるなんて……そんな事、出来るはずがないじゃないですか」
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　十二月にしては珍しいほどの冷え込みは、カナガワⅢ区のクリスマス・イブに初雪の贈り物を届けた。見慣れたはずの風景は、真白な雪に覆おおわれて、煌きらびやかなイルミネーションに飾られて、まるで別世界のようだと壮そう真まは思った。

　駅を出てすぐ、巨大なクリスマスツリーが壮真を出迎えた。時刻は午後五時。駅前は普段では想像も付かない程込み合っていたが、どうやら樫かし乃のはまだ来ていないようだった。

　ツリーの根元で樫乃を待つことにする。当然といえば当然だが、周囲はカップルだらけだった。これから自分も女の子と会うのだと思うと、なんとも不思議な気持ちになった。

　いつもは樫乃がひとりぼっちで歌っている讃さん美び歌かが、今日は街の至るところで流れている。しっとりとしたクリスマス・キャロルは決して暗い曲ではないはずなのに、どこか懐かしく切なくもの悲しい。そう感じるのは自分だけだろうか。クリスタルに彩られたツリーを見上げて思うと、囁ささやくような声が壮真を呼んだ。

「……サルウェー、壮真。おまたせしました」

　樫乃はいつもより少しだけ、お洒落しやれをしていた。

　純白のポンチョはいつもと同じ。だけれどフワフワの白いワンピースを着て、暖かそうな帽子をかぶった樫乃は上から下まで本当にまっ白で、いつにも増して綺き麗れいに思えた。

「……手」

　短くそう呟つぶやいて、樫かし乃のは右手を差し出した。「つなごう」

　樫乃がこんな事を言うのは初めてだった。戸惑いながら握り返すと樫乃は少し寂しげに微笑ほほえんで、首を横に振った。「……てぶくろ、外してほしい」いつも手袋を着けているせいで、壮そう真まは自分が手袋を着けていることすら忘れていた。「わかった、外すよ」

　答えると、樫乃は嬉うれしそうに微笑んだ。

　樫乃の手は柔らかく、冬だというのにほわんと温かかった。生身の人間の身体とは、こんなにも温かい物だったのかと少し驚いた。

　手を繫つないだまま、二人はうっすらと雪の積もった道を歩いてゆく。辺りはだいぶ暗くなってきた。都会の夜中は大たい抵ていどこに行っても明るいが、クリスマスの夜はまた別格だった。

　目的の観覧車は、すぐに見つかった。赤に緑に金色に、時間の流れと共にゆっくりと輝きを変えて世界を彩る観覧車は、まさに夜の遊園地の王様だった。観覧車の足元に辿たどり着つくと、それは、想像していた物よりももっとずっと大きかった。

　列の最後尾に並んで順番を待つ。観覧車のゴンドラは数秒ごとに回ってきているはずなのに、なかなか列は進まない。

　ふと壮真は、前に並ぶカップルの手の繫ぎ方が、自分たちとは少し違うことに気付く。指一本一本を絡ませるように繫ぐ、いわゆる恋人繫ぎというやつだ。指が絡んで、手と手がぴったり重なって、角度の関係で腕までしっかり触れ合っている。

　いつもの自分ならば、クリスマスの熱に浮かされた馬鹿な男女だと鼻で笑っていたことだろう。だけれど今日は、少しだけ気分が違っていた。せっかくこんな所まで来たのだから、一度ぐらい、ああいう経験をしてみるのも悪くないのかもしれない。

　挑戦してみることにした。しかしそうと決めた瞬間、胃が、緊張できりきりと痛みはじめる。挑戦すると言ったって、一体、どう動くのが正解なのだろう。手を繫ぎ替えるためには、まずは握ったこの手を一度離さなければいけないだろうが……。

　手のひらが汗でしっとりと湿りだす。寒いのにこんな汗をかいていたら、樫乃に緊張が伝わってしまうかもしれない。こういう事は、スマートにやるからカッコ良いのだ。緊張でガチガチになりながら手を繫ぐだなんて、そんなのあまりにカッコ悪い。

　えいっと、壮真は手を離した。このまま一息に恋人繫ぎにまで持っていくつもりだった。だけれど樫乃は予想外に、離した手を追いかけてきた。樫乃の白く繊細な指に、ぎゅっと指先を握り返されて。

「……はなしちゃうの？」

　樫乃は言った。澄んだ金色の瞳が、寂しそうに揺れている。ドキッと、胸が高鳴った。

「いや……」

　しどろもどろになりながら、壮真は口をつぐむ。

　手を離そうとしたわけでは決してなくて、むしろ全く逆なのだけれど、それを説明する言葉を、壮そう真まは見つけることが出で来きなかった。恋人繫つなぎをしたいがために一度手を離しました、なんて、そんなことを真顔で説明するのはさすがにどう考えてもダサすぎる。

　そんなこんなで、一回目の恋人繫ぎチャレンジは見事に失敗してしまった。

　すっかり日も落ちた頃、ようやくゴンドラの順番が回ってきた。

　スタッフが扉を閉めるとそこは完全な密室空間になった。初めて乗ったゴンドラは想像よりも狭く、どう座り方を工夫しても、向かいに座る樫かし乃のの膝が触れる形になる。

　ゴンドラの中はやはりクリスマス・キャロルが流れていて、つられるように樫乃は静かに歌いだした。

　──グローリア・イン・エクセルシス・デオ

　観覧車は、外からは想像できないほどのスピードで高く空へとのぼってゆく。人が、車が、町が、みるみるうちに小さくなってゆく。樫乃は「わあ」と声を上げ、ぴったりガラスに張り付いた。繫がれていた二人の手が、スッと離れる。

　チャンスだ、と壮真は思った。すかさず手を伸ばし、壮真は樫乃の指に触れた。思い切って手を繫ぐ。もちろん、しっかり指を絡めた恋人繫ぎだ。

　樫乃は少しだけ、驚いたような顔をした。手のひら同士がぴったり重なって、こんなにも近い。樫乃は絡まった指同士を見て、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。あったかい、と呟つぶやいた。束つかの間まの密室、たったの十五分だけかもしれない。だけれど、かけがえのない十五分間だ。

　現実世界の悩みを全て忘れて、こうして樫乃と二人きりで過ごすことが出来る。壮真は幸せだった。この時間がいつまでも続けばいいのにと心から思った。無理だと分かってはいても、そう願わずにはいられなかった。

「……天使の景色だ」

　地上を見下ろし、樫乃はぽつりと呟いた。壮真も、窓の外へと目を向ける。

　いつも見上げていたビルの屋上が、はるか足の下にある。車のヘッドライトが金の星ほし屑くずとなり、幻想的な光の帯を形作っている。

　樫乃の言う通りだ、と壮真は思う。もし本当に天使が居るのなら、きっとこんな風景を見ているに違いない。

「……高く高く、空を飛べる乗りものなんだって」

　たくさんの光を瞳に宿して樫乃は言う。

「そう、コルヴァスが教えてくれたんだ」

「……前も言ってたな。観覧車に乗る約束、してたんだって」

　すると樫乃は嬉しそうに、とりとめもなく歌うように、その少女の話を開始する。

「いっぱい写真がのってる本を、コルヴァスが見せてくれたんだよ。クリスマスになったら出発しよう。外の世界に行こう。きっと迎えにいくからって……」












　一羽のカラスがゴンドラの脇を通り抜けた。あっと声を上げて、樫かし乃のが手を伸ばす。しかし野性のカラスが樫乃に構うはずもなく、そのまま空の向こうへと消えていった。

「……そう、言ってたんだけどな……」

　消え入るように呟つぶやいた。「コルヴァスは……」

　樫乃はその「コルヴァス」という少女の話を、いつも、とても幸せそうに話してくれていた──だけれど。

「……わたしのこと、嫌いになっちゃったのかな……？」

　震える声。

　えっ、と思って壮そう真まは顔を上げる。すぐに少女の横顔が目に入った。どきんと心臓が跳ねる。粉雪を固めたみたいに白い柔らかな頰ほおを──大粒の涙が、つたい落ちていたから。

　言葉が出なかった。壮真は、樫乃が泣いているのをはじめて見た。今までどんなに苦しいことがあっても、少女はいつも空想に浸かってふわふわ笑っていたというのに。

「なんで、泣くんだよ……？」

　愕がく然ぜんとして壮真は呟いた。すると樫乃はたった一言。

「……コルヴァスにあいたい」

　絞り出すように呟いて顔を上げる。ばちんと、真正面から目が合った。

「……あいたいよおっ……」

　涙で濡ぬれた金色の瞳。時間が、とまったように感じられた。

　──そんなことを言われたって。

　壮そう真まは奥歯を嚙かみしめる。湧き出た想おもいが胸に溢あふれる。

　──僕にどうしろって言うんだよ？

　いっぱいになって口から零こぼれてしまいそうになる。

　──コルヴァスは、ここにはいない。ここにいるのは……！

　気付けば壮真は、少女のことを抱きしめていた。

　ふわり、と樫かし乃のの香りが広がった。やわらかい月の光をたっぷり含んだ、綿花の匂い。柔らかな少女は、驚いた様子でわずかに身を硬くする。その瞬間、壮真ははっと我に返り。

「あっ……ごめん、なんでもない……」

　慌てて身体を離すと少女は、困ったように目を伏せた。

　そのまま観覧車は回ってゆく。まだ心臓が、激しい鼓動を刻み続けていた。なんとも居心地の悪い沈黙の中、壮真は逃げるように窓の外へと視線を動かし。そして。

　──胸ポケットで、電話が鳴った。

　スギハラからだった。おかしい、と壮真は眉をひそめる。今日は休みを取っているはずなのに。それなのに連絡が来るなんて……もしかして、何かがあったのか？

「連つれ野の！　お前、今どこにいる？」

　ひどく焦った様子の声。何となく、嫌な予感がした。「ヨコハマ地区、ですけど……」

「緊急の案件だ、今すぐに来い」

「緊急って──」

「詳細は来てから話す。とにかく急げ！」

　よほど切羽詰まっているのだろう、まともに会話も成り立たない。仕方がないか、と壮真は静かに息を吐く。「……分かりました、すぐ行きます」

　詳しい居場所を聞き出して、電話を切った。

「……ごめん樫乃。急用みたいだ」

　案件の内容を想像するが、納得できる答えには辿たどり着つかない。ただ、樫乃に電話が来ないことは妙に気になった。人じん狼ろう討伐に関することなら、樫乃にも連絡が来るはずなのに。

「…………」

　観覧車が周り切り、二人だけの密室はついに外の世界と繫つながった。さっきまであんなに小さかったビルが、今では見上げるほど高くそびえ立っている。

　いつまでも夢の中にはいられない。

　壮真は気分を切り替え、背筋を伸ばす。樫乃が不安げに袖を引っ張ってきた。その手を優しく振りほどき、壮真は、天使の少女へと笑いかける。

「大丈夫、すぐに戻るよ。樫乃はこの辺りで待っていてほしい──用が済んだら、連れていきたい場所があるんだ」





　　　　　　　　　　＊＊＊






　スギハラに呼び出されたのはカナガワⅢ区の廃工場だった。

　煌きらびやかな都会の脇でこの工場は、自分だけはクリスマスなど無縁とばかりに、ひっそりとそこに存在している。辺りは不気味なほど静かで、どこか血液に似た赤あか錆さびの匂いが立ち込めていた。がらんどうになった工場に足を踏み入れ、壮そう真まはスギハラの姿を探す。電気の通わない廃工場において、剝はがれたトタン屋根から注ぐ月光だけが唯一の頼りだった。

「スギハラさん、連つれ野のです！」

　壮真は声を上げた。音はだだっ広い空間で反響して、そしてひっそりと消えてゆく。嫌な予感が強くなった。明らかに様子がおかしい。警戒心を強め壮真は歩みを進めてゆく。腰に下げた銃からは、絶対に手を離さないままに。

　視界の端に人影を見つけ、反射的に銃を構える。しかし間もなく壮真は、安あん堵どの溜ため息いきとともに銃を下ろした。

「……なんだ、スギハラさん。心配したんですよ？」

　工場の壁に寄りかかり、スギハラはじっとこちらを見つめていた。争った形跡もなければ、怪け我がをしている様子もない。不思議に思い、壮真はスギハラへと近付いた。

「あんなに慌てて、どうしたんですか？　僕はてっきり──」

「今日呼び出したのは」

　壮真の言葉を、スギハラは遮る。

「お前に、確認しておきたい事があったからだ」

　その視線はいつになく鋭く研ぎ澄まされていた。壮真は困惑し、立ち止まる。スギハラが何を言わんとしているのかが、まるで分からなかったのだ。

　スギハラは宙を見つめたまま、細く長い息を吐き「連野、お前には──」そして、おもむろに口を開く。「──愛する女がいるか？」

「ええっ？」

　思いがけず素すっ頓とん狂きような声が出た。わざわざこんな所に呼び出して、一体何の話題だろう。

「どうしたんですか、突然？」

　しかしスギハラは至って真剣だった。微動だにせず、こちらの返事を待っている。仕方なく壮真は、質問に対する答えを考え始めた。まっさきに樫かし乃のの顔が頭に浮かぶ。壮真はしばらく考えたのち、スギハラの目を見据えてたった一言答えを返す。

「いますよ」

　するとスギハラは、さらに質問を重ねてきた。

「お前はその女に、命を賭けてもいいと思えるか？」

　意味不明な質問だった。壮そう真まは軽く笑ってスギハラを見据え。

「……人生は賭けている……つもりですけどね」

　答えるとスギハラは「そうか」と呟つぶやき、またしばらくの沈黙の後、懐から一枚の写真を取りだして口を開いた。

「……我輩にも、いた。帆ほ士し美み々み華かという女性だ。もう何年も昔に、殺されているのだが」

　そこに写る派手な女を、壮真はどこかで見たことがあるように感じた。しかしどこで見かけたのか、そもそも本当に見たのか、それは結局分からなかった。

「人じん狼ろうに……ですか」

「ああ。結局、犯人は捕まらなかったのだが……」

　突然はじまったスギハラの思い出話にいまいち共感することが出で来きないまま、壮真は相あい槌づちを打ち続けた。話の流れがまるで読めない。どこか鬼気迫った異様な雰囲気に、壮真は警戒心すら感じていた。

「……それが、今日の件とどう関係するんですか？」

　壮真は慎重にそう訊きいた。緊急の案件だと言って強引に呼び出した、その理由──すべての謎なぞを解く鍵かぎは、きっとそこに潜んでいる。スギハラはまたしばらくの沈黙ののち、ゆっくりと口を開く。

「……最近のことだ。美々華を殺した人狼の……手がかりを見つけたのだ」

　壮真はただ静かに佇たたずんで、彼の言葉の続きを待った。

「連つれ野の、お前も見ただろう。川から流れてきた死体についていた……《Ｖ》字の爪跡だ」

　壮真は少し、驚いた。こんな偶然があるだなんて。Ｖ字の爪跡……それは、九年前に殺された樫かし乃のの両親にもつけられていたもの。樫乃が天使の戦士になった、きっかけの印だ。

「……それで」

　壮真は冷静に口を開き。

「見つかったんですか？　その……《Ｖ》字の人狼は」

　訊くとスギハラは唇を嚙かんで黙り込んだ。必死に探したけれど、結局辿たどりつかなかったのだろう──そう結論付けかけた、そのとき。

「……見つけてしまった」

　押し殺した声で呟き──スギハラが動く。銃を抜くのが見えた。あまりに早く、目で追うこともままならない。次に感じたのは、硬い、金属の感触。壮真は額に、それを感じた。

　スギハラは、凄すさまじい形相をしていた。恨み、憎しみ、悲しみ──ありとあらゆる負の感情をごちゃまぜにした、そんな視線を壮真に突き刺し。

「《Ｖ》字の人狼は──お前だったんだな」

「……はい？」

　壮そう真まは思わず笑ってしまった。何かの冗談だと思ったのだ。しかしスギハラは銃を下ろさない。討とう伐ばつ官かんが人に銃を向ける意味を、壮真はよく理解していた。

「……やだなぁ、スギハラさん。何を言い出すのかと思えば」

　下へ手たに刺激するのは危険だ──壮真は努めて冷静に、肩をすくめて言葉を続ける。

「僕が人じん狼ろう？　どうしてそんな事になるのやら……」

　スギハラは何も答えない。血走った師匠の目を、壮真は静かに見返して、

「とにかく落ち着いて下さい。笑っちゃうじゃないですか。僕に──」

　苦笑しながらスギハラの銃へと手を添える。スギハラは一瞬、惑うような表情を覗のぞかせたが、しかし引き金を引くことはなく──。




　──壮真はそのまま一息に、スギハラの腕を捩じ切った。




　バキッ、と骨の砕くだける音がした。

　耳をつんざく絶叫が響く。取り落とした銃が、コンクリートの床に落ちて硬い音を立てた。スギハラの右腕は有り得ない方向へひん曲がって、折れた骨が二本、皮膚を突き破って外へ飛び出す。

　銃を拾い上げんと、とっさに屈かがみこんだスギハラの膝を、壮真は素早く二回蹴り上げた。骨が潰れる感覚と共に、スギハラは壁にもたれ掛かって崩れ落ちた。瞬間的に無防備になった左腕をも粉々に踏みつぶし、壮真は完全に、スギハラの四肢の自由を奪い尽くした。

「僕に、人狼と対たい峙じしたら迷わず撃てと──そう教えてくれたのは貴方あなたでしょう？」

　苦痛で見開かれたスギハラの目に、連つれ野の壮真の姿が映し出された。

　そこにはもう、優秀な新人討伐官の面影はなかった。

　口元からは牙が零こぼれ、縮みきった瞳どう孔こうは獰どう猛もうな光をたたえている。骨ばった腕は漆黒の体毛で覆おおわれ、爪は刃物のごとく研ぎ澄まされている。紛まぎれもない人狼の姿がそこにはあった。この上ない無表情で少年は、討伐の師匠だった男の姿を見下ろした。

「……連野……」

　スギハラは呼んだ。正義感に溢あふれて優秀だった、討伐官の名を。どこか影はあるものの、心根は優しく友達想おもい──そう信じていた、少年の名を。

「壮真ッ……」

「あまり僕を舐なめない方がいい」

　しかし少年は、冷え切った調子で言い捨てコートを脱ぎ、きちんと畳んで遠くに置いた。

　このまま殺してしまうことは造作もないが、その前にいくつか確認しておく事がある。壮真はスギハラの前に膝を付き、抑揚のない声で静かに訊きいた。

「……どうして僕の正体に気付いたんですか？」

　スギハラは答えなかった。無言で、拒否するように顔を背けた。「答えて下さい」

　壮そう真まは言葉を重ねるが、しかしスギハラはなおも無言の抵抗を続ける。壮真は一つ溜ため息いきをつき、シャツの腕をまくった。答えないなら、答えさせるまでだ。

　壮真は爪を立て、スギハラの腹をなぞるように引き裂いた。気持ちの悪い湿った感覚とともに皮膚が、筋肉がぱっくりと裂け、その隙間から生きた人間の中身が露あらわとなった。

　自らの内臓を目の当たりにして、今まで気丈に振る舞っていたスギハラもとうとう顔を蒼あおくした。しかし男が気を失うことはなく、さすがは百戦錬磨の討とう伐ばつ官かんだと壮真は心の中で称賛した。

「教えて下さいスギハラさん。あなたは何を知っているんですか？　教えて下さい。僕にとっては、すごく大切な事なんです」

　腸を引き出し、壮真は問う。耐たえ難がたい苦痛に呻うめきながらもスギハラは、決して口を割ることはなく、これが答えだとばかりに無言で壮真を睨にらみつけた。

　諦めるように息を吐いて、壮真はふと、湿った手元に目を遣やった。

　スギハラの内臓が手にねっとりと纏まとわりついている。月明かりに照らされヌラヌラと光る腸管は、ぶどうの房に似た黄色い脂肪と絡み合い、薄く透明な膜の下で血管が、狂った蜘く蛛もの巣のように無節操に這はい回っている。粘り気けの強い体液に覆おおわれて、まるで意思を持つかのように収縮しては弛し緩かんする腸を見下ろし、壮真は思わず眉をひそめた。

　──汚いな。

　人間の中身は汚い。汚すぎて、とても耐えられない。

　しかし、そんな潔癖症の「連つれ野の壮真」と同時に、汚い中身を激しく求める「人じん狼ろう」の自分が、確実にそこには存在していた。気付けば壮真は、男の内臓を一心不乱に喰くい漁あさっていた。生臭く、食感はブヨブヨと気持ち悪く、とても美お味いしいとは思えない。しかしそれでも、壮真は止まることなく男のことを喰い続けた。

　驚くべきことにスギハラはまだ生きていた。浅く荒い呼吸をしながら、力なくそこに存在していた。意識は朦もう朧ろうとしているようで、ぼんやりと濁った目で、微動だにせず宙を眺めていた。この様子ならどのみち、そう長くは持たないだろう。

「……お前、は……」

　声とも息ともつかない音が、スギハラの口から発せられた。まだそんな力があったのかと驚いて顔を上げる。壮真は無言でスギハラの目を見返した。

　どんな罵倒を受けても、心が揺らがない自信が壮真にはあった。あっけなく人狼に殺される討伐官の、憎しみに満ちた辞世の句など、聞く価値もないと思っていた。

　スギハラの瘦せた頰ほおには、自嘲のような笑みがうっすらと浮かんでいた。意外なことに男の目からは憎しみも怒りも搔かき消えていて、ただ寂しげな光のみをたたえていた。

　もう一度、スギハラは口を開いた。ヒューヒューと苦しげな息を漏らしながらスギハラは、残る力の全てを振り絞り、掠かすれた声を吐き出した。

「……お前、は……自慢の、教え子だった……」

　その言葉を最後にスギハラは、永遠に命を失った。

　微笑ほほえむように穏やかな死に顔を前に、壮そう真まはしばらくの間呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいた。スギハラの反応は、あらかじめ想像していた物とあまりにかけ離れていたからだ。

「……何なんだよ……」

　困惑の呟つぶやきが、がらんどうの工場に虚むなしく響く。ズタズタに引き裂かれた獲物の姿が、気難しくも優しかった師匠の姿と重なった。行き場のない不愉快な感情に、壮真は牙を嚙かみしめる。今にも死体が話し掛けてくるような錯覚を覚えた。とっさに死体の頭部を蹴り上げる。顔を潰された死体は重たい音を立ててコンクリートの床に倒れ込んだ。それはもう、到底スギハラには見えなくなっていた。安あん堵どの息を吐き連つれ野の壮真は立ち上がる。血で汚れた手が耐えられず、死体の服の乾いた部分で何度も拭いた。

　ちょうどその時、背後で電話が鳴った。畳んだコートの中からだ。ポケットから電話を取り出し画面の表示を確認する。着信は、樫かし乃のからだった。

「……ああ、樫乃。どうかした？」

　一瞬で呼吸を整え、壮真はまるきり平静に応答する。

「大丈夫、用なら済んだよ」

　軽く笑って壮真は、綺き麗れいなままのコートに袖を通した。

　クリスマス・イブの今こ宵よい、連野壮真にはまだ、どうしてもやるべき事が残されていた。それは本来なら避けたかった、しかし今となっては、決して避けては通れない試練。

　──《暴あばきの目》を覚醒させた少女、篠しの崎ざき樫乃を殺害するのだ。

　壮真は乾いた血のこびりついた手に手袋をはめた。剝はがれた屋根の隙間から夜空を見上げ、そこに少女の笑顔を思い描いて、漆黒のマフラーを巻き、少女へと告げる。

「……待たせてごめん。今から、すぐに向かうから」





　　　　　　　　　　＊＊＊






「……きがえたの、壮真？」

「ああ、少し汚れちゃってさ。一度、家に帰ってたんだ」

　連野壮真は樫乃の手を引き、薄暗い丘を登ってゆく。丘といっても、整備された道路はない。山や森といった表現の方がしっくり来る、そんな感じの道だった。

　後始末を終えて迎えに行ったとき、少女の空想と現実とを繫つなぐ糸はふたたび切れて、樫乃は幸せな天使に戻っていた。いつものようにフワフワとした足取りで、少女は壮真のうしろをぴったりとついて離れない。

　頂上に着くと、樫かし乃のは「わあ」と小さく声を漏らして夜空を見上げた。二人の頭上には、一面の星空が広がっていた。黄金色の瞳に散りばめられた星ほし屑くずを映して、少女は両腕をいっぱいに広げる。純白のポンチョが、穏やかな風に吹かれて緩やかにはためいた。

　空を見上げたまま樫乃は讃さん美び歌かを口ずさみはじめた。樫乃の声は、澄んだ空気の中で透明に響いた。広大な星空に抱かれて歌う樫乃は、あまりに無む垢くで尊かった。

「……樫乃、こっちにおいで」

　朽ちかけた丸太に腰掛け、壮そう真まは手招きをする。樫乃は少しも警戒することなくふわふわと歩いて、壮真の隣に腰を下ろした。

　少女は壮真の肩に頭を乗せた。温かかった。優しく、心地のよい匂いがした。ほんのわずかに覚悟が揺らいで、しかし直後に、一瞬でも戸惑いをみせた自分を心底恥じた。

「……昔のこと……コルヴァスとのこと。すごく綺き麗れいな思い出なんだろ？」

　訊きくと樫乃は、やっぱりふわりと微笑ほほえんだ。少しだけ胸が痛くなった。

　壮真はもう、コルヴァスが二度と戻らないことを知っている。

「だったらそれで良いじゃないか。目を閉じて、コルヴァスとの日々を思い浮かべるんだ」

　すると樫乃は素直に目を閉じ、ゆっくりと讃美歌を歌い始めた。あまりに無防備に、純粋に。そんな少女を無表情で見下ろし、壮真は思う。

　──せめて、何も分からないまま殺してあげよう。

　壮真は、そっと樫乃の首に手を添えた。白く細い首すじが、トクントクンと小さく脈打っている。この血管を搔かき切れば、樫乃は死ぬ。もう二度と戻ってくることはない。

　指先に力を集中させる。呼び起こされた人じん狼ろうの血は、壮真の肉体を駆け巡り、本来の姿を呼び起こす。薄く弱かった人間の爪が、分厚く、鋭利に変化してゆく。数えきれない人間を殺してきたその爪を、壮真は少女の頸けい動どう脈みやくへと突き立てた。

　──そのはずだった。

　しかし樫乃はその瞬間、なぜか目を開いてしまった。きょとんと固まる少女の瞳に──純粋無垢な瞳の中に、汚い人狼に変わり果てた自分の姿が、はっきりと映り──。

「……コルヴァス……」

　──バカ、なんで──！

　全身の皮膚が激しく粟あわ立だつ。頭の中で何かが弾はじけ、とっさに肩を突き飛ばす。

「コルヴァス……！」

　地面に叩たたきつけられ、少女は叫んだ。助けを求めるようにコルヴァス、コルヴァス……何度も何度も、うわ言のようにその名を繰り返す。

　──泥で汚れたロングヘア、破れたドレス、血に染そまったレースの腕輪。

　過ぎ去った、あの日の光景が──濁流となって、壮真の意識を侵してゆく。

　──溢あふれる涙、悲痛な叫び、世界を満たす透明な讃美歌。

　壮そう真まは吼ほえた。パニックに陥った心臓が、バクバクと胸で暴あばれている。少女に馬乗りになり、壮真は乱暴にその口を塞いだ。どんな言葉も聞きたくなかった。どんな表情も見たくなかった。もう戻らない。コルヴァスは二度と、この世界には戻らない。

　頭の中で、樫かし乃のがいつも歌っていた讃さん美び歌かが流れはじめた。それは呪いのように膨張して、壊れた世界を覆おおってゆく。

　──グローリア・イン・エクセルシス・デオ

　──グローリア・イン・エクセルシス・デオ

　──グローリア・イン・エクセ──

「……黙れええええぇッ！」

　搔かき消すように絶叫する。しかし讃美歌が消えることはない。それどころか歌はどんどん大きくなって、気が狂いそうなほど強く反響してゆく。

「──コルヴァスは──」

　手を振り上げ、壮真は叫ぶ。耐えがたい恐怖と興奮が、洪水のように溢あふれて全身を駆け巡る。もう元には戻れないという自や棄けにも似た昂たかぶりが、少年の全てを支配した。

「僕が殺したからッ──！」

　走馬灯。夢見るような笑顔、透明な声、金色の瞳。温かい、柔らかい肌。

　──全てを振り切り、連つれ野の壮真は少女の身体を引き裂いた。
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